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まえがご

本をは H.H Chapmaa と .A.クyet ○共店 子t 

Wotautatconz o 成長 と 未 に 内候 す ﾡを 当研究室界震 
ﾡ各が部内 研究用 といて 本孝統訳 し 次 もクごある。 京京 

は 今受 その夫個 につ いて べるルを はない と思う ろr. アメカの 
大み該ﾡ として 長も失型的 なもの〜物にみ長と求岸2 
い乙さすぐれた記書が見»1れ8.この2野っ従手のドイツ ﾡ や名 

こしてド wなaeoan, Moc火 のもクが方 ﾡ 列 さ 11 ヒ べ、 ア 
メりカ ニははアメリカな"の行さろ見ポこれ、 対にし研先これ々 

tきほ 中々米味)あふことてわろう。 このう回 に 劇じ オカ 

" ﾡ Wudexanz , iack 0着ち も あ つせて記 ま しな 二どなぽ か 
吉. 話訳 はﾡ分検材すんいヒさがなく、印利に附す8 " はと 

到っにで.ﾡ訳塔もPるかヒも又、われ8. の兵 大今の御録永 

をﾡ うもご5み s
覧和3/第3月

林ﾡﾡ定研究ﾡ . 大友栄松
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第22章 京長 に お よ ぼす 形 巻

0 Leruced #ecm &eProwtk ダ 在ecs.
/ 78. 広長 所究の 目的. pwxpcse * S乙caシ *c8wwポ ダ Zdo.

承始株 ごけが利用ぶてい た時べ Kに a、森林 はﾡ場やK 場をるため 

商交ざ1るか、 あるいはﾡ米するためﾡさ1(てい る資来とﾡ感さて 

いe. 林本か'在活 をいとなみ,•成茨 しているコ ヒばﾡらかなことである

広浜と表務才る式社が対木おるいは林地に対するよ決にめ容オ る 

要は回子であるという 概念 は浜始おの0大初分が体ﾡ しつくさr(るまで当 

*者の念ﾡにはﾡばなか った. この 悲定 そ さ ちつ づゅにニ と ダ火災ゃ雇 

※片にもかかわらず、ﾡと レr:二次球の大栃かを送におえさせる界点 

とa ?・ こ。 う か迎程ほ丸丘残ハている森有林の大部分靖に 小 私有

で ばあいかわら ず優参を示 している。

*2 ﾡ式のS くはおの起むににらなかったし,そネと 河掛雄 のA 
不な区別する°こさえ知らなかった.ﾡ示ピっ いてﾡﾡべさあるのﾡさ 

z お 二の厳ﾡはﾡ年ﾡ長が林太のみﾡに反ﾡす安次比ﾡ的K殺ﾡﾡ 

e めであ ろ ・

樹太おはべ森水の 成置お よ ○枯重さピ れ ら 水ﾡﾡと区弱 さハる-20 
符ﾡであ ・ ﾡ覇ほ太法に り恒装的 に木般およべざ 生産物を生産し 

/ る受新てﾡは収桜物と して経営 するこ ごを司ﾡする- ニィはべ部分 ・ 

の面秋が共米 とLて は源界 にあり , そ 二 での般部 は本米よ りる入すa 
わな利瓶がサない。

あらる出地と同 どく樹赤ば業※ し 足陽 を見クけ, べったるのは 

試ﾡする はで政長 レ, 系後に Kお死レ たげ北底、なら ない .このようとし 

てWの幼々木の ため姿隙がらる .

は木の寿命は公国やﾡおﾡ して は畑か事故が次楽するまで は永生す 

るぁ ゥと思っt, "ロシントンエルム"マ、ナマーターネーク"とはる 

はピ,人ﾡ の寿 命 をﾡか に ﾡす ものでばあ るが不対で はない,

併木 み 長はき 研岩 *ぢざぶ大域 の対端すなpa 生ポ ※ で じ ま り, 

*二 ﾡ督が伸長レ生活力のある掛遥が校める. ついで秒式層しいう樹 

y とボ との向の 全面 をﾡっている 注場 ・ 諸 n 点 で、 ﾡる。そ二でば 

皮 すり ら戦史新 と台木ﾡす点わら木女部 ○新し い番 が年々ﾡギさ



2 -
る- 各年形放ごる年ﾡの号さ 若校, 協の者ざおざび長さ のﾡがる来 

ご点全岩独およが利!用お救の試長家で左古さ'る ・ ﾡ寒ばﾡ候り土光. 

ま に は一年がﾡ類 と西ﾡヒるて列さ!て いる糸帯<ば 炭兵 は毎年恐埼能 

に左リ, さ じめに杉成さた本すなYら登林ば秋ボと労ばる後で形炭 

さィル乙本/比べて 多孔 依で 軽 量で ある ・新しい 天我がふ rのは じき 』 
は そ(は都年の運く形成された桜と径およの遂及の点ではっさり た 

対ﾡを示す。マツﾡのようは樹確の年輪は簡坪に区別さtる. トネコ 

カエデ シナノ 夫のように安長のﾡﾡが一桜にはるほごﾡﾡで午崎を数 

えることはﾡかしくなる。 しかレ 正確お及央部弥や地加のA用るさ 

る場合を除いて , 年捨の乙刷およの※は燃木が生剤するに受才るﾡ間 s 
決める場合, 林演技術老 およ み土地ﾡ有者にYって 唯一の りである。

券/部から 20 家まる片刈ﾡ方送 は全体的に救ﾡで 弾独と呼れて C 
るあのに吹係レ た秒のであった。

沼ﾡの目的はめたえらた財ﾡに入ほでさるあらの る核換の庄差 の 

番 と決史する ことである。この歳に肉レてはミ』以上 の 生蜜. 物か収 単 . 

1tるか虎却ざ"8いかさり, その とき クみ術的ご おり 正確である. Lか 

レ, を都ヒﾡ上ﾡ令に及する 二とほ必須条杵手あみか,そ A7 a < 
噱帮を智理ーす あみ にめマ資始 のポに2の項旨にす aに い. 総米て a 
弾ﾡHﾡの※語よ りﾡ系の経格の基ﾡとはる資ﾡの基独を初べる3 と 

であり. ぞの堂受ざ は二の ご とたよっで一層高协 百バス •双謀 さ 儿 先 4• 
ご(た全製極の確な記ﾡがﾡ以/るﾡ場さで初書は続行するコ と" 

きる-そこで株*で は正確8ﾡﾡはどﾡ,るたA 百べに s る 成士 

近 P お消失, すなわち拈死によ る利用可柜な江木の全放潑の変祀 を副ベ 

ることにり分年修正でさる- しかしﾡ君も経験されるるあちうが 

実が行われるのでど※さ1t, ※めハた刈鬼桜線はかほ) 正確であるが」 

成長およが自般の消拢による森林の友祀に血用で百場合にロニの力法 . 

井常に困難であ考.

疑後の 河会 す8わら 誉横ﾡ塾の後 , どんな コ とか、お コ る 小 を※に 

めうるものもばい- ニィ は岡通Yはつ てい る 年のう ち にﾡ二の調査6 、 

ること でせらるか マ ②通秘は業務と同じく林業経営 にとクてゃ ごa 
であるが ﾡ洞がかゝるためノク年J下の国ﾡるなさるマとははとく 

どほい。共ﾡにぬ要ﾡすべてのﾡﾡがこの動鋭的賀査。すなめら推定に

--- 

二 - <母らるなら 出炊木工、よか 用は城の 舆醱の 沢長孝氏全次為究十石 

必最はない ・

2年 と のよ枠の炭長甚はは じめの時期にﾡ 用 レ対る総求検をﾡ在* 

ﾡと対ﾡし現柱おﾡにそのﾡにベﾡざれた甚そ加える ことに*り 一X 
正座に郎べらハる. 2っの合の受が気の桜検友長桜である. 成萎,お 

*, 試ぶおよみぷにはる交化ばい布ハも基ﾡ的初査により 宮鈴ﾡKにし 

ら べる ・ 実联,いわゆみ ・ 史期的調査” ﾡ点ヨー日ッぺの林水求ﾡ 

若 か森林 の 過去の 成長 を泡 る pにﾡ甲 ・た 一報に認め らた ヶ遠である. 

は太およの用域社がビのよう に確ﾡ点炭長るるか «決迷しよう とする 

深 ﾡﾡ的賀査" まりさら に先いく に は正当 な一つの強制ざ rt た運出 

がある。それは符系を子ﾡ才るための要求である。訓盛だけではHﾡの 

ため二1片行われはいであるう。 *央の生ﾡ高はﾡ式されだリ 入レ 

e りする教風のﾡでははかはい。

由ﾡ率はﾡ物の大ささ 将求ﾡ符さる市場。価格, 労務者 ﾡ等資 

ﾡざ/る和益ヒ よ o て支配さ»る . ボ数で は域去 の君黑 は将来 を予想 

オるため /に*tを及 りﾡいう る場合だけ価値がおる。林*で*太およの 

はかの脳去の炭徴は将求の炭長を子刈才るための基一の建な基変てあ 

るが, それはまさしく, あらゆる放長ﾡﾡのﾡべの目的である月ﾡ対の 

ポ求の本検の予測である ・

ﾡ 炎 の 炭浜長 を前ﾡす る送が将来の全林分お* 公本妹の 政長 基 冬か 

gD 正確に予期 レ う る場合にだけﾡおの納有者およの調査者にとつて夕 

A aのあるものであり得る ・ ニの#叫を調べるこ とであめのるば項射 

ﾡの正営触 をはか らね はなら aい ・

炭浜町ﾡのﾡはよく起れ らているが准え成のﾡ左のﾡ盛は すペ 

てそれ公生簷しう る将家 0 眞の収入 による ヒいラ 事ﾡる恐uざる. ﾡ 

盗 か除蔵 の調査は極遊 を決め る どけ でA さい。

ニは林分さ た 片お太 がボ球されたﾡ kス挙さる るるの ビ支wさ ru 
しとべクてそれX とに混る 2 とゲ確かでできさるだけ 正確に予渕のぬ琴が 

ある, 負蜘の変/ヒに支配さオし 単に 普来の価格,ﾡ用およが注ﾡﾡの単 

力当 り の本ﾡKにはよちない。二のや求の価4を現在めﾡ植きでる下ける 

二； *森林新 価の 目的である。

はオおよびその生え』は株ﾡの オべ ての価格 を基放才 るさのてはない。
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林木 そ生をする土はちざ う ど巣地と 同じよう に価ﾡをる っている・ ニ 

の経盛は将条のホﾡ生を4の Xﾡそ予想でさ ないWり nかない- 林木 

りﾡ長ﾡが全べ価ﾡのなか っ た通ちにおいて は 他の目的に使はれる以 

外おがば桜さ 1に時には本旭そ のちの はﾡあ 価後がなか った- それは 

た却さるか, そのきa滅盤さハた.

処ゃ共水防正 /ついて の森おおよ か林地のﾡ催はよ木ﾡ材*炭要 W 

の執在で ﾡﾡ定さ(ない。その個ﾡはWの立表でﾡﾡさ1る .

ﾡ場の 分ﾡにおける ※長用炎の1選 さおよ べる ﾡ推ﾡ, す な わ ち 期:ホ、 

の頃係は次の う に妥4でさる ・ -

・ ﾡ盗は供にかくべからざるるのであり 二ほ<しては正確は所 

長子環 は企都する ことすらでさはい- こtについて 点後のﾡでるく わ し 

<iべる. •

2. 政浜受およみ枯死社の予測は(林 林ホを含む)緑林の現左の出 

ﾡを逆めのに同じく 况要かスべかり ざ”る おのである。

ラ 者求の灰長基の予測はﾡﾡの基ﾡ以ネ/に本林のﾡ全点そﾡの唯 司 

ﾡ品才桜を与える .

生 そ駅の広長 の 予ﾡは現ﾡのﾡ査およが通去の放長証で氷遂され 

契に基か ね はな»ﾡい か通占 に判曲 し画用されないﾡりﾡ去の 広長な 

にﾡオるデーク はモﾡ超将求 の令求を与えほいであろう レ, aゞい 

りごえ 生る ・ 広長府の 長の 目色 をﾡしそニ な っにめﾡ去にお 

いて片ﾡ長項のデーク ご何びする際炎用およの際験点労力 と令めて淡 

リ がおか ざれた。 ・

広長長新を型制するA馴は次のよ うKいえる。

/ ﾡ本のゝ去の区長でははくエーカーﾡ りの将まの政長量が目部でお 

る。 ・

ス・ ﾡ経 おﾡ 本根についての平木の区ﾡは主として将求のエーカー 

営り の興 の 或る視 を決良す る長と して級ににつ :

3. ﾡ表におけるﾡの炭長接はそ の」a をﾡじての林木 の 一部 の 祐 ﾡに 

はっく相殺さた林分次のみ合太の場高, 直径, 城ﾡ。の増前寄の会 

の待迷である .

イ・ エーカー当リの資の 生長複 は過去 につ い て は " 型ﾡが査" にまって 

ﾡ単に炎定さハるが将系クい ては ボ木ヒ しての木だ'けが a、

ワ 太 と彼走 して 対な点に生ﾡ している本 ○六長の自ダ方則 そ注えﾡく

lurL おけ( ゆな らはいA-
モ切り によっ て地なの ドタ広長を足し各断習の年ﾡ*から/2年 コと 

ば承を求める ニヒは, ―—いわ ゆ る柏およ解送 ・(ス4☆)一 埼p 動】樹 

学ではﾡ在的に次行さた。レハレヨの"ﾡ幹*解法"はガゃ。面旗, 

お 』 の株 木 w 広及 す る に要オ る坊声といと3っの距優点 向題 を解<母合 

と限っ2用いらることがわかっB。 さ ら にこルには送大*は 

用がか ・ る。ﾡな及したかってよ木麻の税走の混合を変えるこ とにより 

ゅ俗の 形状の変化 に ぼす求番を決めるため の 潮査にそ の和用は ﾡﾡさ

てさ。 二のために樹給折ﾡは役にたっ。二の初約がめら»1に場合 

cP"け 樹学は *木 のエーカー当りの番まの ※種 u S予畑す る 路培 除 

ﾡほﾡをﾡくう向へと 連んた*。
滅走から 累 ぬかね <私 した適所に 生育 しているなは, その樹接特有 

ゅ 形ﾡ生もって い る .樹冠 は 全対ﾡ ﾡ に 迷す る-, 番五 由坂 は面 

<はで伸長する。日ﾡにはるとか、陳景 のためにほ、 ごのよう々太減大 

s広ﾡともっているか) 森林左 にとっては比ﾡ的価ﾡが少ない。 

二n/に対して, 形ギ, ﾡ高, n 長幸おさの不として質存丁る株 

及 は 岡々ぶでは同一城ﾡおよの炎.なる 謝海, よ た ほ •無 令 林 で は 走 令 木 か 

よ &大型木との庄将加走Kにぶ り m球さ(る

ニの規をかなけ" 小旅生水の木秋收殺荡 H エ ーカー当りはるかにy点 

, なる はか リでなく , 価ﾡの あるもの をてるニ とがでS不灰桜城と と 

< の未林は不利なも のヒ点るであるう ・

座 各粉走におけるﾡはるﾡﾡおよﾡ々の本のﾡさ ならなに人数 に 

最火の畑ﾡ およの利益をもたら才な太を庄ﾡするよ う にき然カ と統さす 

る方まはﾡ球ﾡﾡ学およが並球洋で取 りﾡわれている。地球の目ﾡは 

以木 を庄方せしめる2とである- 滋よ的処理の確央は結導を期る 2 とが 

測逆の 分野であ る ・ 林木ぶ長の 基本法期 の ある お o をﾡ解 し よう ヒいう 

のが林*に 用いめているヨク2つ の分※の共通ﾡ点項則である。林木 

波長法則は要約 し て次の模題で超え る 2 ヒがでさる。

, ネに庄存競だにおけるﾡさおよが存するﾡ々のぶう, その株 

私の生汚形ﾡ

2.ﾡ佐か単求およぶ林分にスぼ才影寄, コォれはつっのは今さリ したﾡ
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内わ かしる-

a 同令株にPける体木の常さ,(2ク 2s金)

2 ﾡ令林における林不の他さ (2?章)

/クタ お後の生活形意 ア&。Lc padaozz 4 rcoe Speces.

あ る樹植のと生活形ﾡはそみれが同令林分で承族のも のヒレて. おるい 

すく点<ヒォ そ の余だけで ﾡおする よ う にﾡ成さ 1tている。別のﾡ 

彼 ではﾡ令林/に おいて 破圧 のもと でみおL ているもの 成長 が順部 でn 
りそ1が召点でもちる- ﾡ材であ?. な承ﾡであ1u, 名ﾡ御は苗不ハ 

ら 広炎す るきるﾡ有の 成長形ﾡ そもづている-

アカカシのように同 じお畑でをﾡなﾡ係クある掛ﾡ, あるい は全※ 

ク気核ﾡる声じよっな地 に生剤 して い る ﾡ権の生活形ﾡは以てい るつ 

とか多い 左とえﾡ2zkeのjoe&Pze,FazWe o2ocpv&puue-
;d44ec 4そ&と Hの古い 土も <生レている Yxo..2 s2z4
Pe およべ商ﾡの湿地のpondpcce のようにﾡ点台9たに同令球とL 

て 庄斉 しているﾡ確のﾡ々 クホはみ0～ ノ之○年 という 的短い持命 、

径 ははじめは 経 に 数長 才 る がア表 オ る につ 7て 後来 Yなる傾ﾡシ示 

した。このﾡ性は ﾡ性 レ た 林分 に 生着 レうる 32a+& pシce の 特性で も あ 

リ. Lake 州 の か0Aこ なt ゲシレ 対よみ政アカ マッの aで の継夏 く 

よ り 均 って いる" よ科険性の強い "m令"の p2 ﾡ Ku&2 u
ﾡす るあらゆ るﾡﾡばそ の全生通を面 し て優媛木と な る木で 一定の.成' 

呉条を示す傾向がある- カシク ホう に優券木 とLて 残伊する々 のみ然 

ﾡは大さく なる さ で その直径燃長字 と継料ケる の にﾡ立っな大な樹活 a 
そ来ごせる-

生ﾡ幽線す なわ名灰長ク 傾向 にえ て 各材松は天的 にその 炭長パ 

ﾡっている" fo子&et pとucは他の商初ﾡのマツにべて一貫Lて後 

ﾡ点成長 客する。 <&<z4e- 2ue の平は 4na&ar pbuz よ り50%
く広長する、 つ さ"に 9/as& pue さ幼々るば用-の 地 o 下 ム4y 
pジueより平く広長する。 xo水②ﾡは屈一場mのWん:zcozk よ

り 4 50 早く 孫丁 る ・ ﾡ当な場rに生生8 している ア・;P poAムxは 

池の 競走 相手 よ り早< 灰浜する .

ミ ズ キ は最初 8 〜/2年で ﾡﾡ ヒ 成長するがそ tから は下 オる、 生活

—7 —
当教およら、示的欧長率の二 の※具のため 正ﾡなば長ﾡ 予測は番通主 

甞な倒段、林相についてﾡ々に研ﾡする必姿がある。

上に 述、べた住冶形鶏 田敗存 し決量するために十かなﾡ と番*Tる し 

彼圧さげいつでるﾡﾡ してしまう ﾡ独のﾡ浜である。耐ﾡ雄丁てわ 

や改圧さ1れてる生さﾡるﾡ力は,松後によって非ﾡに素なっている。一 

おのﾡ増な例はハコヤナやその地のﾡﾡでおり. 他才のぷはナ, ェ 

テ, ツか パルサムファーてある。

路影 ははた とえその不を枯死さぜないまでさ ちらゆる ﾡ秘 の 政長 そ 更文 

すろ・ 除さると広長が条※Y な り斌一さルに耐藤性の ホさ放木パ相 

多 理会 である のに 濫かざれる. しかもこの同じ 不ばﾡから解放さ/れ 

其 F調 に, 険力のない樹桜に比みする劇合でば長しﾡ々のである。、ソ 

なははニのいゝﾡるある. 係ﾡ ざ" た場所袁除いて 実生結として 比 さてる 

こ と は む づか しいが東府ざれ は店 じ 均 所 p w&a poce と同じく 以い 

平く成長るきるのるちる。

そのため耐欧性燃ﾡの 生ﾡ形対は一ﾡの開冬ど要とするのでﾡ本は 

に具っている。 池年 区長量 ゲはYんどないも か か p ら ホみ存す るﾡ力 

に 解激によ り 正放お高およの直径生及をﾡ復するﾡなベ加えら 0る. 

二れ はその太はほ坪生であるか、* のば炎, 去戮およ び 祭商の前死« ビ 

の よ う にレ て※めら 4 るか という 市Iﾡと なる.コ のﾡ植の正な庄て 

zの本 が派大 の 年合 に並す るか? →

ど ん&場合でむセコイマ, I/&とな pジue , ッがカシのいかんを点布 

与え ら ねた樹雜の射老令木. は長期间に亘って斌疋 およが被及さ ( た が•, 

ボﾡ 地々大ささ にﾡす るまて 生さ※った そのである2とそみい だす 

であろう. .

セコイヤ の形経は2200 年の平均な命よ り /cc2 年 あ老令な むのを堂 

" 幺すニ とがでさるのである- ま1れK7←る破圧さ ・た中べﾡをも っ 

スの0年庄のカラマゲみらルろ。 4クク 年生のツかはﾡﾡにより生じた 

2～3 の引のはざた破を不 し<ち り いていグキ にす 

る 次長 の 製滅点 中べがをもっている. ce ～ペマ 年生の 小型の ッ がが銅 

族 さ れれ ぼ、成/率 感惫激に增加 す纟,しがし, 座永本の地の大ささの 

水 の解波は広長K ば大レて N与 しない. 2 のﾡは※の 年輸 をべ 

そ 客数え rtば誰にでも埼単に発ﾡがで さ る . の待論は林木の成長 を



- 2-
新究する にとって要 で あ W -
ﾡ本の安ﾡはえ系樹ゆの大ささ す な ち桜魚には? てそ日さる 

次ﾡの年令は決ﾡ的なﾡテ ではハ- 毎, 店 と だ そ rd べ正帯な 炭長 を件 

う 場合 に大 であるにす さ8 い。

,b. 展 で太りさiる大ミさ が成長』の送ﾡと レズこのさラ 林分 

で令のリ 雨い » ねね!むなち ない。(ユタ,30魚)

/82 正帝ﾡ枯死; そのコントHール

ezwzaど Mozなa2my - %5 Cenctx2e

普木やﾡ格と し て才木がを系才るとﾡ走に おいて枯犯 才さわち死 に

よる消失は, 樹木生浮のあらゆる段所でかはらで超り ・ ぞがほけ 

必樽くのものが域さルて しaうてあろラ。 生さていくために燃不 I .： 
者レ い 年輪で その 成長受およ な、株統 を地加させねばなら ず, そのため

レ雑突するため,発およがﾡ系が州長する姿点を絶え布加ざイる 

ど要がある。

制物と 全く 同じ 4, 樹木のお死は2令均。 ﾡﾡﾡおさび道ﾡの阪崎 

生布る ・ 勾令用の痛死に 喫存木 0 樹類 の成長に必緊故ﾡ向会与え < 

ほ多我の韬木,称樹およ* 小経木间仍息ゴヨ るよう は扱走の商裕のお 

でおる。

強ﾡほ麻殺不の店兄はa い. 二のクラ スで最長のﾡ期に食用材4 
を と本する数甚挙者 と何じく4用のための 枚様 はお死ヒ同 じ&票 g 生 い 

る. 涙継し林分の粘死がホるには永い歯か、るが、上に培しなよ 

う に 到達•し な大き さ とぷ号K岡係がある "

xedwcv の煙々の水の先猛のみは ﾡが秘まっため巨大場お 

のﾡ力の中除々 K核勤し,災後にAれて Lまう/めであるコYペわ

かっf"
ﾡ死が究存木 炭熟ホ, 決新樹•かよ 次、林水 0 植施に 及ほ、す 影醤",｝ 

わめて童喚ねも力*あ2。宣抬の瀏程ね至として究极の名の一干な/"': 

の機徴の 殿存木に適用ざれる ・ ニ ・て人 宿点負きのﾡ益を出み •ご

すことに興咏を感ひてい"自然と人频グ)目倒点ぼ製ホにっいて力保'. 

る場合には一致しない。自媒は死ぬする丞ﾡA老ネそ長歯にわ たク ： 

ォレ ーﾡの大なﾡ冠は新しい林分の放長と物ﾡしﾡ場才る。限無

一-

後に引糸ねテ法でニク会存木と欠分してしま う ・

a足様地/にうこよされている枯死は木べ大さく なるど 、 自然消失の 

スつの主環めぷ因)す必7ろ,浜A 虫者によってや死する換会べるく 

ほることを示している. そしてだﾡハがﾡ大し原ﾡ。甲占ﾡに対するﾡ 

品がばﾡさ る ・

ﾡはぞ クタを失う ・ 火ﾡA減震にA*の木るさ本し かはAて 

しaう. 裁太の枯死によるポ系の対失は時に/ほア長の 水ﾡﾡささにす. 

» る埼任改浮以 上のネの紋済およで来やかな除去 は4せ におけるー20 
支ﾡﾡN子 となつていろ。

通刷刈営ド楽行のうさヒぼりね皆を受けマずい大Sさのﾡ断を示1。 

か< <新しい林木はうまく 生3をはじめ, その林地の茨長は回ﾡでさ 

ろ. . , •

男および林太そ仕立てる忍期の段苗でも成対木ば花妥である、この 

場合の目曲はおせ しめないうにずるのでなくて やかにお死する 

pZ恥長するコとである. しかレニのニYは, $4の確樹の受がきず 

ダ らハるこ ヒーﾡﾡヒする. 収新の少さい公の s う な林分 は全绥 氏/ 

ホパなく 姿みう る経済的利益はただ卓事に継実レ, 後にﾡ來な重新本に 

」○て忍堀の欠そがおざはわハることてある。二の終の滋雅る樹高長 
の超な変以ぬ上督林分がすか ざる けるさく後に形のﾡい ﾡさ布の 

M持べ確塚ざれるであろう .

コ こてもまと人店 は余分 の 木 を柳 す る 遺書 におい て 宮ダ 桜 カレa 
ntはらぬ。また ﾡ然の過秘は長ﾡにわたりぼﾡが多く々その城だで 

発果がどう でちろう とﾡ場ヒ はﾡら8い。城系社占るネ。Tロわち. 

優勢木が他* り当渡く な長しないﾡらは塗*2 总盘禱成長か阻車•ざ" 

大Lた血ﾡ孫をしない、料のざね滋和立木及の杯分(8oexなc&) 
2aる ・ ﾡ然ピ※長のじﾡ林分でも役ﾡ水が資場点生にぬ吸は以上 

にA域の叱落する ② そふせぐためﾡく 広長するこ と ば師も ある. 生添力 

n りる 謝対 (gccct Cccwt う の初合を全ﾡきのは 峰 o 下 Kに確に

か くいるﾡ分はほしんビ府い。しかも盗林や正常立木及 *4
z〜&u- の株令 でこの短縮は長を強ﾡにﾡﾡでさえ 死が揮命 ペ け ら 

nている、誠走木がﾡ終Kに格死する)ルに在る。

ス合的はﾡよは人類のﾡﾡのだめなによる粘死の時」を合わせて あ
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らかじめ手配をしコントロールオるこ とゲ挙ま しい。何べの時ﾡが立当 

に行われる時には利用 L うる大いざ、 級の彼ほによ る 迫然死は次破に 

kは< なる.

/a/ 異常な枯死-災房

4イnoンmt22 Moz乙cんイ - Ca2awuctces

あお、 後ﾡお*み人為ﾡだに制寸る っのとるづけ3っの級の"正治 

なﾡ死 に対して 災客と 呼は ている 4 のちのをつけWえね ドな 以点い. 

み本の都分的, あるいは完全はﾡﾡはり※肌 火災. ﾡﾡおよいﾡ表に 

よ2て起り. あるいはニハルめ 株多 み 政的 行為に る不 規則なな 

ﾡによる考おの緊囲 のためもたらさるのごある。甥め によ っては、ヤ 

およ ぴ大突後にば交父格濃 ◇あwみ?るが埼べ役にはか どいﾡ皆のお 

る 3 とが多い。

とK< 江水 と 身管 に 除去 1る という ことは新 じい五格 オなわち . 

松林仍 双発を意 味する。・べは こ の突発率 を充分注意 し ・ j&pouco 
っに火災なにその往収と府くようにそ の合のよいよ う に突た をさ 

えることざえるるけハれとぁ,立号は出虫や場病の桜断に対 してはS然の 

係酸はな にも枚い。 系ん年向 でもピにもどること べ分っ て いる地合* 

の ﾡ後 の 試長量 を 正ﾡ ヒ ﾡ 才るに片知を使え ば いか。

= の政紫作げと同じ く幼令ﾡは初期において被を受けマすい欠属脚 

確ぎ にﾡ画する . な命は逃さ。考さ あるい 日ﾡ烈と乾塚は被客 客基大 な 

あのとし,ﾡ多の 淡様督 A数ﾡ一丁る ・ 天 然人の 庄透 でその土ﾡおよ がﾡﾡ 

にaた レ速合しと絶の史新が途次点さ ね る. 人の千渉でそ1は永スに 

者なわる ことがあり その土光はく為的に為林を済がも ¥ の読横る も 

つさう/仕立なおオ裂かある。• ・

ﾡ樹は正常込木凌るある こ ヒかﾡかめ»14た林分のﾡ長子測(27ホ) 

岩らハたW後に&はすス全立木凄の彩響の決迷(2み節) 火災 成也 

単虫謝病 による破壊後ノ 画複レう る救済びﾡは米娘の椎ﾡとﾡ係がある、 

ノタ. ﾡ 高 広長 の性

Cfazzcteutdces / Heが @zew税%

ﾡﾡ権ぢぶが英耕確の営木向の 生お戒走る生さ変るむのは主ル レて 

サー年目にはいま リ その木が読走相手に対して全に優位をさめるま 

てっ バく ところの樹高区長の祖対的比季に支記3 ntる-

場高広長はま不求ﾡ林分の神求のﾡ並を予対し 単純林に* いて ボ※す 

るaでﾡ存丁る太を送場合征妥になる.A々 の木が頭神そ表わすのに 

政血す1 *のﾡ祐し ﾡ規走神守は樹対の形区社の 生ﾡ祖然の西稿を送 

大 レ 本を土ﾡ中にお大し う というﾡ者に替えるため十分なﾡ面そ与 

えるぬ撃点場ﾡの横う向への共大 に要才る宮ﾡ なを対る こ とがでさ 

る のである ・

樹高 成芸郃 N 盛故を 点丛, *1れ を曲肉する の ヒア 十分をあれ ﾡを生 

ホる ぬだ相手が決次 レ 枯死するまぐﾡか ﾡ光ﾡで出 さていくこと のみ 

か頼みの御である。 大ﾡの科彦性の不は) ミめてく求な炭浜で老? 

て楽るヨ ヒがでさる ・

どのよ う は &の 樹る 決長 の故理的 ースもニュ(ら の状ﾡを反映L た 

u係を形作る .耐広力 のほい役分樹Aで は苫太の時は /ないしス年の雲 

試長の 後. 材 ボは佳命 wつ く ﾡり けクレて とさるはない け 

/I と カ 族'気 した叔般,大ささ にするﾡには対次子たく なる と二 ろの包 

上州の曲を形作る。 ^

彼をから 画製レ う る耐ﾡ性の樹植で は, 全年令に基く対歯皮長世ﾡら 

xはリ 問じであって 二の本は球時 し に本旭にﾡ て被圧されていないこ 

y を立証し ズ い る。

波ﾡさLてお4れはポカエデ フ“ナ,バッレサ ムフ ァ ー,トウヒのようほ料 

旅の射高曲能ぼ年当 り後か に2〜2は冬示才に才ざホ ニム«樹•商の 成' 

長Yはなんの吹係も ない のでちる ・ 商都 の A4co2gy pcc や Spzvce 
pwue のよう さのめて耐ﾡ佐の強いお独のちる引 の.は, 正常な校長の 

弘力樹新成襄太生き殘％ ご ビか£き ・ 毛力を失クにﾡ波さ((は参S 
こリもビオ。回復才るﾡﾡ> 毋よ 次、被法下 で、生き残る加 间 の 表き は 直錚 

ﾡ対的耐酸るべによるものるある。 *(ゆそ, ﾡ高点長率およで年令/対 

丁 る 期蘭の正 睹 な 断板 は 同 令 およが生述を画じて上なにあ○て波ﾡを 

受けかに 成長するKに対レて のみはべある ・ ズのほ 年令対ﾡﾡの ﾡ 

麻は耐路維のﾡと と て のほか片1零るはない。

m令林では*の楽にあた? < 他か 有ねな立場をﾡた はﾡ走相 

よリ速.い朝満 成長で'よって 主第奴 を#祷 しノ 放長オる。こiらは玄大な
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は場 ・推社させち は り ﾡ社 で と い・級場木 となる ・場煙の 大ﾡ分が + s息 

改そ受け下例汚だけがときて いるよう&本欠"概場木 ・とLて分 

ﾡされ 今のである。

本分が試長 レ各樹活が考 つヒいﾡ問がぬ要とする よう Kなる ヒ , 若 

い 役数 水の商 にﾡ走がﾡ り元え気のないものがﾡえはじめる。送炭ﾡよ 乙 

上ﾡﾡﾡの一都がヤはり 十分な勝処 冬桜けているかさり 二の本は " ポ 

撃券木 とﾡは&勢太とともに主琴ほ上番林活を構成する (2▽ﾡ ・ 
二 の 手後数木 ゲしだいにﾡ圧さるよう に&2た場合、 中太 と 呼 は〔 

(座か な上あ光ﾡは受けるか地活の大都々は被ﾡされている) 全 に波 

正さtたﾡ波浜本と称せゆれる。

耐ﾡ力 の ない 樹強飞 は密 5 奪间 の う ちにお死して Lう

全令ﾡるは最勢木は重ﾡその希区カ , あるい は陽光の救断ﾡ小さ8姿 

地に占育 L たため和ﾡの被圧ﾡ回に由さ楽つたﾡ令本である。耐喚性の 

本は付ﾡ の以い木 に比べて殺産さハれて も多証の樹を株有している . 

二tは大木の旅去によつてﾡ淡され/ はその依長 を回複る徒がさも 

ているかゆである。

ﾡ訟雌 のホモ 通度 に ﾡ さ は柏 死するかその当ﾡは長ﾡ に わfる 

したゲって , 奨々ﾡの ﾡえ級は同令株のﾡﾡの持雌に止 してより 上 に 

ﾡ々の木の状メに女配ざる。

太陽 の 適狩 を受けて いるか3り 優響木ち よ ぴ半優努木 の ﾡ高 成我 は 大

L て城建故い,中ホ , 破産かを除い たニの 2つの«の後場本 の平均樹 

商次長は全ﾡﾡ々林のﾡ高次長楽の信ﾡじう る禄となる。

このは3 に茨文さに両令林の平均ﾡﾡﾡ長は土壊の地ﾡ及,ﾡ及に 

失みさ1る逃及 の存在に適ﾡN望 L て変化する。ーカ不 毛度乾塚した上 

ﾡある い は測 笈 永分 を有する 土退 その他の公物 水をタく ﾡ炭 土壊で, 

林分 0 韻高成夜は低下 レ,整レう る城高務新は来る。二のこと は河 

一樹ﾡあるい はホ-株ﾡの球ﾡに対し て地位によるﾡ次を区初才るのに 

使わ 各地位叙ﾡ に政徴社 を分銀がる共ﾡとなる。

消は長は"正痛政後表。で表わさ4ている正木ま*8gなc4 
の球分ハ ら 平均 エーカー当リ 後傷で さ る お糸央長 とぶﾡか o 重考例 a 内 

保べあ2 (ではないが)。(2ィﾡ)

ﾡ人林の致も すオみxかなるﾡ高政長 はﾡ盗るもでも な い林分の健

- / ヨー 

タホによってほ し とげれる.

味岡に生海 していろ本 に两する報 恆版変の林由で めﾡ生長の却氏 

は e み上である ペ ニ のﾡをす ニ とはほとんじない。ﾡい地成に 

生 ﾡしている タル" pive z Poge pee pue ノ oAo2d4ea+ pzc AイcxP2
paue の ごと ・場地の c u動立本凝 の林分)がば初期にお ける逆剥立太 

次は場高ば*がほ呼全意北滞の承因と なる・たヒ え戌エーカー 当 )

4ocec本以上あるワ。年生の-2pe&cpbue 本分ではわづか7の 

ﾡ部であった。

に 夕Lて Apex* サス の燃なﾡ絶 は 衣 间 にﾡ ﾡをとぜしめ 

・ てネ塩のﾡﾡかﾡと は-2 X小英 際 に ば不何能で お 石公検型 さ および 

甲 第の 撰択的 な枯死 な表わ寸 よう はﾡ岩以ﾡが 冬もっている-

どのよう は合にあ?ても 司令熬り上 痕赫ほ を秘 氓す と全、水の 納上 

安長平は大体同 じであ り. ﾡﾡか枚圧さ1るよう になっはどめる着し 

< 伯 下 寸 み…發券木 は*の 主対友 を対 る ゲ生長 は数 限 に 寸 ぎ、はい。 

ﾡ林のことくいーホィれの本も均ﾡ本会をも ってい る場合場試長は抵も 

酒免 の ある厳瞽ホに/め べて そん なにくに以ﾡをじない ・ぞこで初 

場の 同どが大切となる。

/ss. 直 径ア長 の特 維

C&cz2cCecc4tos 学 aaetz &rr今cxt

d,b.A の以長は全樹ﾡの迫経皮浜およみその本の立品のさ桜 

紹 は長 の指想 す ざない。ボ換欧衣 は 生 活核 を為する お適 の なが り と 

表面ﾡに正ヒﾡ している。被談によ 乃 樹翅 の 消失および下ﾡのﾡﾡは, 

乙 の 本が破圧 さスるにﾡる- そニ でﾡ顕の誉高 政長比ﾡ各場ﾡの基か 

磁人の ため流火 した後も痰<分ち aいaa でおかれる。し か しT径資長 

は庄ﾡ族年を有するﾡ挙がなくなるの に決いて低下オス .

このためか両ア長り ばる小に度やか日成、•接次恒弱され そ. 裕号に盗 

用さるコ とはﾡ還と 4合と梅たね はなB ぬ#の抜 り ○いても正しい.

網波ざ 0 に本の監径長か増大す る の は や がﾡ光の大と肩 じ く

I/fそハ上 にﾡが利用 レ う る幸ﾡめすためである ・ 二.イ ば搆 

C pmtddeutta pンe の ごと さ 樹強 で 点 資ﾡ のない地うでﾡﾡん正し
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二の 4 う なﾡ由る正立木起の林分において のみ+場好木は一ﾡかつ正 

落督資, 株状次長条をるしよする。同令本では一城な広水ﾡを祉場Tる 

fめ承券木べ十分の長さ ヒ の校かり の場活さ#み ・ ーカイの地々の全ﾡ 

力をﾡ大のに名用するため にﾡ准 及 み回数 そあつ町生するの のr4E当 ゥ 

炎務である。 多玉のネさ取のぞく と2ろの十二分の姿高2もっ水の冷立 

点 校浜 ゆけ? しでその 処広 べほ しう るﾡ大のエーカーK桜 を料 %のに - 

かaるのでば点い. 商ビの効塚 を※定するには頃ﾡﾡ送で新り nしx 

定する送めある (ラ2ネ)- . .

送及な坂ち欠資径,公名, 枚後 広安 に左すで効城 を決 める たの 匚 £T 
判定 がM事 笈 あ る。 水の一ﾡを 通及に枝 ら r は の东の 成長 バ月；、 

求分ら脱送ずるぷ回ヒなる。 係各冠の o ダそﾡけぱ回ﾡ炭長は回 

後さ 4 るが スチ% 欧いて も 長 を減じた い こ と と効ﾡﾡ ば示レ た. 樹 

吾成長樹疑長 のる75 % 除かる ぎる はﾡﾡさ ない。 域客の活 . 

り点い*今を除いて々々の&分本の直経区要 は. 全樹にさ し十々ルﾡ 

き々線名がﾡが残って いるかざリ 正帝 な当合下に はならない。二 ： 

¥ 劳ホ嬴ニ ク お商対謝題 ク比キ を盛* しているかざり 旬 & o 時期 をお< 

以ゼろこと み"るさることと示し ニィにり合の 町ばネ A 城ルパル 

で*と し て 利用さ ntる。

不ﾡ 依故通喇 立木 饅 り株夕お よ が※生 Lてい る問なのﾡな林。後出 ホ 

0次わ北るのケ均そ い林分 にかいて、林分全分の資権区長が振p aいの 

は存不と同ﾡ優修なが属ﾡ とする 営※ ○ﾡ失 によるだめである。 L 
そゲ2て 資経灰長 ②帆商,長さ 中 に よるA活の扱がリ で決ﾡ3 る 

委の表面ぶに鋭/に反入する ・

しか し,ﾡに対丁るべ長の血ﾡのﾡ水は商社で は版く て 戒、彼 の &な、 

で表わさる- 氷積A前面ﾡと刈ﾡさ(た対ゆ断面の部s ¥の独るある、

解蔭ﾡに対す る 平方 耐単枝 の 新面描の 内係ばA =メ天 D2である- 

通名 は Dと Lてあ化し ﾡ稿はDLYLて 役する ・ 毎年日じ 面務期加準 

でﾡ稿がﾡ長する衣は次の長F 示すオう に 券倫の 由 かー极 に或 レオ ズ 

ミとそ示している に ちかい A い。

8 直経 或、 長 の 下 なPちﾡ江

-4でt子 Po2u,2zPece4ezatox # Dvactez タム”戒.

- /一

2 商線のﾡ々 の州加がﾡ少し aいようなﾡ経放長の滅更は半幣に幼 

令なホおよ み被ﾡさ てい るﾡ派催の社材を除いて谷の 依浜よ りい 

とちっている、はいめの==の年輪の時長である。 共せ丁に資径皮ボ 

手が量ﾡ さ れておば? け 加えゅitる 年崎の 面積ぼ始次大さ <なる.こ 

tA K好な本の 百的であ り ー ロるば レFレ m央ぼKにﾡ決され 
ている。 一のﾡﾡそむつおがﾡされる 正洋立 ホ座の 同*林が 间寢

れ&けれ は、役券太 の 樹河家がる9 。*下にねると同時/上ﾡに不 

ものより はるかに大さい来受率が示ざれ2の4う さ状塩は破産太ある 

いば 洋 愛ﾡ太 で は一番早い時ﾡ に起 る -Asccey pce のださ* は 一株 

に スの年ヒ 25 年の歯でこの示断にJ? て3年に1 吋 とい う 正ﾡなﾡ 

n らニのン々〜ソ のﾡの比率にきで低下する査径安長の※べの泳ゞを 

系す。

A約によろ うヒ人工ﾡであろうヒ校ち は炭長が相号く ないかさり 

今会 えられていく央長ﾡから 立当な比条 の立氷はﾡご性ﾡするのに 

有効部である。

面議, Pあ

i------------

直 .

----コ
面ﾡのの/平う 
12等 しいﾡ番 
区女・ 时

M ※,時
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___ <3.$
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◇,47 
---------w. ... - o.2女
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ocate の 流験« は求ちを 烈果 飽にする た め たお立 氷 な 木本 の 最 nの 

価 は4 時 上てなけ1は点 らないマYを示している. 自 公に xるなち 

a 比ﾡ部 に年く , や し <盗当 な及長ﾡﾡをもつ て い る木 り も 桜ﾡの挙 

哭 L て い る木のうがよ り) 上祝で書る。

二 の測 兼 依成袤理の 消央 で全く ﾡ役ざ?れ る。 .

商ﾡﾡのﾡては正W立水及材分 の自然による技灯ち はﾡなが。ラ
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<ﾡ用 した後名ﾡさ み色対ﾡの製合 a ze イ上に塚っであろ う. 

欲ュ木と L て基発し主林本をりよ う 昭する樹ﾡの大さな』木だけは干 

っ と且ﾡによる核打ちが長れみか全糸基らない- 二の 劇係から本手入 

そミハてい Gい森林耐ﾡ力 の明い務ﾡをもつ 同々林* は直怒 我及 の 包 

教はﾡめに大ざは級およの大ささのネはぜ通あら ゆる場合に由 じ 

まハさ い大きさ のホで はに早く ニ ( と枯花死させて し才う～ ャニ の埼 

合 正ﾡ口波返は画ﾡ校長率がさ ぬかさ"り お二るのみ当然である。

正新本凝をもつ花弾さ 1た林る, ﾡ径の派長率ばKよ って ほ. 

測的 にる 二 とがて さる ・

き区の い用本んエ ーカーセ り最大の政桜基 を4料→す る に ぬ殺 H E- 
ロー 当 の本女2渋少させ呼い かさ"り一株な区長を維樽する という 点以 

上に は 间&、 の効果 はあ かち はい。

- a5 ・ 我孫お よ び施 宛公1経長 Kおよ aオ影ﾡ

Eチec乙 チ イot子 222 叩 /ozZz.cす-cz Dcawcc在t9rt 

こ の桜相はu u は上ニい< つか の令彼を命やさせるため。 t 酒 ?• ハ J 
ゐゐ株の樹終からなる森妹, 本るを取扱う場合りは変○て<る、 刈送は 

林の下場さである。 逆交レた々窓分よみ。ﾡ) の項uにﾡいてを楼、 

て いる林分 の G 冬家触は名族崔を)占次攻複量の測罡に J o で始め て妥スま 

響を 法, 塗次体系 ② 相対的 は 信Aか火 皮るさる。

坟金 ヒ含M れな单力、,晟提 率 ぼ濮翔の 手製 り«な. る死 ﾡ極の解月ェ 

カーョリ の年桜独炭長番るαけ»/ならたい。

波験さ4てそ生さ 残る能力 み あるﾡ型およ w は d る は 際k 般 

/二状たとぬ受ビオるわの く ッ か)は, 族纷•規例 h よ 次、W W ら/に正: . 

< ・る地のお死/ぶる六長に必受な姿点にその広※が支認さ/る. 

の+う な状短ではﾡﾡ木の灰長率は解汝さ るはる対大 してﾡはが慮い 

ﾡ波さとさミの政長率は-一 2tはすo2〜/co。 %をﾡえ得るが- 

の政長率とは何の関係ぁ aい- ^

444 ptc の林な半耐ﾡ性の材格は卜や パルムファー ツ 

か 示才永存能な回ﾡをおっ cいいク. 納 ラ。 年にはる に 徴 

さ 71は+名 なﾡ間ヒ ﾡ光が与え ら ハた場名 十令考を と りアオ エ, 

被左木が老令 にな ろ ほビ 函役の 可ﾡ性およ か合は次ヤに波オる。

-/一 

他のﾡ都ﾡのPルe と同株イターイ* 卩シェ のようなﾡﾡ力のない 

場ﾡは変存ﾡ活がそ の ﾡにﾡﾡ係にﾡさが十=分にﾡげら»る <»い術 

汝された年にはただち/に回ﾡするであろう ・ さている*区が畑かく。 

ﾡ活直権比ベハざ< はいはど術数に対才る ぷ交はさ < はる ・メ～-ニム 

pxe 北方系樹確では太準太の状驚, 地位でなるが 友応は短期向お 

414る-

#高ば委 と西御レ神る幼人太は生さて いる樹疑の長そ増し それXさ 

って 直接決長率 を増大 レ得る ・ 樹高皮長 の4った ヒころで はえ応 は老 っ 

ばら生松マに対ろ樹感の 矢隊の 合に支記さtる。

自然の永処で生剤L ていろネに正レいこと は, 代様*で解求さ n た 

ち の にー超 殺 力 に送 用 される,ﾡ校作米による天ベ頭新は如り され た 

田ﾡの4紀による。 二の本がﾡ長のﾡ加そ示し ﾡさ小の樹除てちれは 

Tるにイ7子4cdf /ンcc で示さィtよ う に新 しい おをな立 てろに要 

→ る数用をすべて取友すよう なﾡ合でﾡさの本を生ﾡ寸 る ・町ﾡと 対 

ほして 大木が麻去 ざ t 小木がﾡさる よ う な挙が行さtる合に 
はも っヒﾡﾡ向ﾡが由ホる。

ことﾡすれば", 餾放 ざれ を 木がY後カ を持っ ているヨ とが証さ 

t/と ﾡ本太分 の才 べての水の 広長年が地大 するこ とになる- 一般にお分 

一 Pける大木の糸はビの林点4税ﾡてあろう と と規存木の我法を足 

単 し 面後 の平均 成一及 率川健進* れる颇面3 やあ る. 二のため耐隊力のない 

ル ﾡ の 同 令本令 で 単ﾡ大 さ お 父好 がxる に桜校さ1 話次 の資いざを 

生経才るため十今求打ちのさ れに半ﾡ数 を親すこヒか推喚で tる. な 

4对。 が仙は農勢水お承 リゼ らたら, その長率と対しい二 とばほビ 

ん どあ り尔念い のネ, ﾡﾡな大#冠ﾡか木 を 除いてに螟同のあ るゃリか

でちる。

秒休が長け tばﾡやか な成長 そする昼ﾡ木は等しいﾡﾡ に比ﾡ鉛小さ

■ 中農勢水よ り ﾡ考の高 い桜と製をでさ るのである. ニニマゃ な た測樹 

は巻とよえる。

ど城に よる木の除去ば快長 武予畑 に 岡 むような木の 拈 死 よ 罔 じ 効尿 を 

及ほ吋 ・ 中ﾡ木お よ o秋ほ木の 寸 Rわ ち 下かちり 商どはる t8の 

ボバ 日にあるので, 突 發«は べ有林令 の 战喪に ﾡのﾡ者引 歩えない。 

このコルはﾡﾡ標楽地で示されいる.
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上各城恐袋の*ﾡﾡ木の走相手が除去ざれﾡ合だけﾡ本 優ﾡ太 ウ 

考求の 成最一破 次、、影響 を受ける。ﾡ左木のﾡは易の向ﾡであって これは 

茨係K府故さ れ Qはならす, 十分 に炭ﾡ る ﾡ回を利用するとめ多置の 

撃数木を有する林分を残才向桜てはない. 大画英で はどﾡも枯ﾡも通 

絶え才おわ る- お死しようとし と時故Rれれドあたの もその太が生さ 

來ったゲ, 正規の水でﾡ係されたかのようにべ校ざれる林ﾡはﾡ名8 
う けろ-

二の林がは本ﾡ始贈にもってい セ技旗 に版長速の/に第 し い通をっけ 

mえれば その本を役様才るに選するﾡの坂後に占ﾡ2てい る木の 

枚裂が得 らnれる-

次找式の衣採ではノ ﾡ去の対象となる本はきず当永ネ 資ﾡ木あるい 

は加の木を解及 L に方が桁合が扱い ので解次する 二 と の森ないネaコ 

べてﾡさ, オ= に福速さたエ ーカー当 り本ﾡ各本ﾡから除< ことそ国 

として送 5n る. 三のよみ区基状は活令本りきどに秒ゝ用ざれる. 会 

ﾡでば初令の※生林の独あの向どを除いてﾡべは 旗次大径木およがニ ハ 

以上式ェ によって桜検を十か回娘才る二 とのでさない最大の大ささ をば 

える本の 加幸 を委 え る 係留かある -

区※の対象と なった林分およでちょう じぢ将さ t林会の 広委ぜの予 

ﾡは突存ﾡ夕とのみ因係がある にすざ方いが, 全林光ついての予測の 

声ﾡはそハれ/ついてを送の要求を着とすめ十かなど様求ﾡが存ﾡ ・ 

はたは該方せ しめるところの直ﾡのﾡ を任意 板注す る 受あ 2 ・A 
甲し得るすべてのそ各る抵ﾡ小面径ﾡ界の水り に上部査径ﾡﾡが示さ 

るであろう. こ〃ほ利用 し二ノ丸太のク械ギヒ轡す 4 名 0であみ. 二 

の 取が高 い 所f r ﾡめ らるほと者まの 式長 おま ぐ そそ後の ため係当さ( 
る甲校ド大 とﾡる- 資名諾別本女分を表や調際な衣がさい場合 とは 与 

え ら れに期句に桜ﾡでさる大よその米救が炊水く ベ片け の目ちと して 

送れた適径ﾡ以ル上 ののﾡをの桜微に全期問を盛じて の ﾡ云せ0冷 

その期〜世ゆ"れ原 に . お2 いは*れル 上Kﾡ長する水の本本の4 
を加える ク ・ さ ら 等卜 と<ほるよう こ の板こを定めねなちらい。 

( 24ク ﾡ〕. 二 の言と さォれた直径ル上 の本の大祈分 は成長がく 田 

☆が資なのとめ変さるべきで, その唯万下 のは"しいﾡ公欠点 

又はだが目的で炭ﾡされねはん以ぬレいっ とはテー タそ平始するニヒ 

さおける。状ば作炎でﾡに印レっけス, 代株ごる林分点ビ定ご1 
た 直径眼界 が後わた場合 さ り 長な平ﾡ互ﾡ区長を示す才であろ う - 二

p 戌長看 の改浸 A.あ ら り、 じ め白 付けのゃリ か 乙べ分 っておは考歳 に 入 

t%こ とoて3 る。
ﾡ※の支長量を予ﾡす る帰合 天 熊林に おは る枯死の影響は冬営さ tた 

ﾡ»は, 劣や必の映甲に ○て取ってかえ らtる。お兄長が否年広長番 

ﾡ合い令本点が変らないことを味する ・ #部- ぞ ある天黎族という 

み p は存在レR い-

今度性の 全令森 を斌次す る淼核は 風名,大災。 去, 他か2うっごね 

と 燃病 が及的 ない場合にのみ この ﾡ合 cr がく こヒがでさる。かか 

2 とは大ﾡﾡでは来してﾡらない。このため天然朴は符ﾡより本横 

がmL fり ボル し/のする. ﾡ太およ ぶ欠又のある 用枝の除去む点 

の助令級の间我、による烷麻' •破娘の防た雑色孫wごとさおり,臣区の知

にgるぶ うに言然の通枢をく為命に改巡す る。ﾡ感と子するこ とに 

。 て戒後の 研後 そタ え るポ ﾡのそごちよ wﾡﾡ学ﾡろ 表を生太学 産

は学は示す・

sx. ﾡﾡ炭長にぷ a"気燥考のやs
Fがとと亡 4 CE-catze #c2es ot Petc2c2 42cxcMc

大ﾡの火がﾡべちよの附水でにﾡ場するヨ とs. 3ウロム木地城の 

氏長秋意、を改長 L にりあるいは、そこ な ろ ほど 年肉長ﾡ にﾡ番を反 ぼす- 

解*量 が"波長の制ﾡ因子るある と二ろるば、火祭お よ が投友の ﾡ水の裸 

2いﾡは員対おぶの応死と同様, 直後,本独の4区長番Yやなそ&ぼ 

オ,ぬ媒しﾡ0年商◇ゲく/2年の3型ﾡ年炭長証はかなり桜浸 でﾡり、 逆去 の 

ﾡの多 か っ た0年 高にさ る千辺はか さ リ 大 定 さてるる力ろラ- 

し pがっマ 昇区長立 が べらる 地域 では岩予の/0高の4にっいて 

活頼す る Kに歴る期回政長整 Y, ﾡ水Yの相ﾡを求める こ の回テは短場高 

5吹長甚の予環てはﾡﾡするこヒはできないが, なくヒカ 政長甚る

日 sにな る場合 に はな全となる因子と いえる。
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第2ダ章 林木および林分の成長

名3 む物戏 今 ぞee and %

ノタ2. 林権物の特水

/otcze f Fete Cco

校木片土城によっる庄ﾡさルる収桜物であるα 際ぶ才るまでには。 
さり長号月を及琴とする。拳差物*環ﾡの各年の以桜ヒは妥っ て淡な。 

別ﾡが-定 しておらす。 ・た一よにべて とx名才る 最ちない。各 ・ 

太域ぞが生立しているかざり#右者とと てﾡる好術合 な る解诩な し,： 

ﾡﾡぐうかつ安る目的のために そ*ペﾡ 用ぐさる大きざに主したぬ A 
る3るﾡ々 の収ポm と レ 7取ﾡい得る のてある-

生差さたな役の単ぬ片半地の区※の場合と同微,ﾡ々の木でおる 

の 二の 理位億 啜物,深資。 滅務という 単一の項目もあ りさら お※ 

地炎米で用い ら れている二つの基, 点らの およの面橋。 

測史にさってポめ//はなら さt・ ニォ( めのことはコのホで平扱う さ 

リの謝想をﾡ広している。 二 のだめには新にに時の迎定る mえねはぶ 

らない。

ﾡの 佐差 ではつの時向は二つ以上の作ﾡが同 ど土地で単- の ・ M 
に品- たに具 a るﾡ換の 成育 とする場合 にa -年さたは 7 年 f E; 
る物で は2年 かり るニビむあるの- 計分るある。

がが受の合ピはX4か安るきでに数4ハゝ り、 土池は=の塩に他の 

私と力げ御るこヒもちる しそラ て、争いこ とも ある.一尿網が属粟ーした.： 

ピサCよってﾡ当の凌ﾡはあるが。 この登は年年名ら1tる.コハ 

ﾡ争じ桜しなれぬ々らT,そうるなけitば気貼/ほる. ﾡかが試象 

るう での妥初の期点片ﾡﾡ図入にさ 2 て支われぬかさり 二 の期间に 火 

とﾡ会火田にﾡ登Tる利消を取翼すたのに十分ﾡ使のあるもの ご澤 

ることによ2て悩なわれねばあめ、. 岩いﾡﾡはそ1(ペ試量レﾡ ル, 

ﾡ省さ1る強の与必の基後と し て 極植"あみ。

森材 た お林分の場合には明 らかに達っている。 本片収僕する 一 と 

ができるの そ北は7回かヨりるある。林状はレﾡクマ、合 燃ま たは 

人為的う法に (並お) よって ノが 纟難え ホ炭新 レノ 林木 の龙M を待つ,

—N / — 

こを依株 るとい? 一つの週ﾡである。毎年収 獲 する汽リ 本不はその 

を度におい て た ドー度 の般を出建する だけで、おお. 総はﾡ船にり ﾡu 
していくが, 二の メA *のせ、づって (ホ2 桜績にﾡえ られるが) 有 

当が手に触1るヨとがるさ ないと二 ろ の利潤が 台 身 に加え もれる ヒドじ 

4 うにして 夕へ »れた さ で 歌称 させて いかね は"な らない.

二 /に対し て 決に対オ &綿号に桓産钠なみ の である。この摘要は金却 

いろいろな西桜ﾡ分を桜本するか 他のにみ将木とべ因したり, 楽レ 

e り するだめに球分の林太を次する 二ととま ・毎台炭給さハカはな 

»ぬ・ • • • -

I 分な面狼があ北は同じ表本から ﾡ々林ﾡﾡのぶ桜るあけるこヒ は, 

こ ら の消来から 可 ﾡで あ る ・

二の整はﾡに盗べたう Kは本はべ熟するきる , Tなnら*/が柏 

,こイ るか、 祝に支た8< なるき で※ﾡに係神でさる という番次に っ< 

ド希に用けら10る ・ 桜は文ビ始 り そが納 用 し うる大ささ とﾡL とa 
a ら e ﾡ時 で あ 株で さるのである。恢畿 さ メイt ペ 対地 からの 

K楼地客構炭する。

/3. 同令林対 ﾡ会林または全令林

Fいet. - qed ez4cc Ma- - ◇z Aど-c9ed Swudds

型存して いる 用校を単に 控定した り. はた桜林レに りる2 とば画ﾡ 

とKﾡさ る渋ﾡの一つの犬よの2を与える。ほお注ﾡと暖丁るﾡ向的 

裂求と支ﾡしなけれならない, 枚執すα力ち, 收義版ほそれ をば産す 

るKﾡ 1る年攻でられはな必ない, 二の力でみ林ル桜 とその他の 

みのが比北ﾡされるのるある。 、

年K徴でに対候ざ はて林木のエー カ -当 ッ の 成長率 を 調べる 塔含取殺 

a称によい て表わさ れる そ かかわ»ホ, 伝の庄差¥ぬは域木であっ 

て面検てないという 困她性が序在すよ。m本 才ふわち各林太が利用し紙 

るさ向 はエーカ ー当 り の 広長ぜ に 当 お影舞 をぷ 寸 ・

は木のM僕は二つの型で取扱かわ る. ャ - にい干tも ほ尽"百令 - 

いpwる閉々株 - の株木の的一主ル後はエーカー単位で. 示さ(る.

*ニ r, 林ホ と 植の木 公球幅レ た あと に座下るよう は長点に単求き 

炎はハさな評としてて伐ﾡさハり枯死しり才る。べﾡがかかる林幼
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の自然の型にレにが。て行わ(る場合には. その株地からな< とそ届 

従ﾡに塚挙か得める。二の型の森林のﾡ安は以令てあり. 林活は多く 

のそ?。 に來する言さ に分けら夕。 る . 本株は同 ど年に全林木が発生 しzい 

る¥む月令林から ﾡ々 ド数ﾡ達みているが多数のも 0は単一ﾡ分4 敗 

炭し. 目々林と 同 じ掾に取扱かわれ る 同令林の愛空 そ経て々分がきす 

ます複催で、(/テク年一0の全令林でる令の木が ーエーカーの内でﾡ付け ら 

るまで だん だん 小さな書で ﾡ令 が配 ざィている 本分 ・でな 化してい る.

同々永分 か以様区さてい る条林 は月々の 性格 と有す る 林分 が個 々 

処麦さ tキ々 K地図に表ゆさ 10るほど速く , 湾れた場突Kにﾡﾡす2 お o 

であ る ・ 全々株分か る維成ざ”てい る 孫械依ゑ頷面能 笈 分ける ニ と "で 

ミさいか・ 光ﾡにをわせないは以同している森本である。 各令めのか 

あさ た は林ﾡ分けはﾡの大ささがハさく aるにつtて困となる。

二の二 っの型の 林分 に は一つの鱼項を 乙ﾡがある。

詞令林はな木が成長寸る全均府全面 じて面ﾡ 基い てﾡの 平始年性洋 

量を測るニヒゲ <さる妥休、全林ではでS尽O。全令林でいろい ろな場 

全そヶ規レ , その 面 積 を決定 レ ,年当りル役整 «ﾡ式す正確な方法は考 

さ1tていない. このﾡ由は回じエーカ ーの上炭融のﾡなるﾡ々 7 

本次とめて いる面ﾡは一定の状体では意く て 数よが平 り のざか1る R ? 

tて たえ増大レ, ﾡや木は新に生じﾡﾡにﾡちよのﾡﾡを伸長さ 

せるからである。 しほがって, ある令るをﾡば才る林木に対レてA, * 

の地は及初はハさいの, そtが表あするせで/にえ増大レてい<. こ 

1t/c対上 て ﾡ々林分る さ、即 一令級の ﾡﾡはほとんピ ー定のき 、 冬空国 

K対才るﾡたはごの報の林木か s"少て いる.

タグ 同令球の道年ちょαﾡ成長ﾡ

ピそピ7tそ &ルd Pexodtca Aicd2 りuczewtend*vz EneL-dgcd なddd

一与なの枚ﾡの 友要崔がおま市坊ほ林分の 車年広長4で ある ・ それが発 

ﾡしてみのすべての年の年 滋長量の和は問々本の全本4 &今える- 

子ﾡ広長域は二。 全校換そ* ハはる琴 L た年数でﾡるこ とにより ド 

められる-

林木は幼令書には激丘始よの徹険によ り,政染林分ではﾡ虫嵐ﾡ/にさ 

るﾡ, 氏, ﾡによ絶え林分か、ら消えでいく。(/82 銃)。

- ご3 -
し たがってーエーカーの土地とちめている用本林分の広長量は現任生 

s て いる木が会初生さ費る と反定才ることにつて半めるニ ヒはでさa 

い. 二1(はむレろ消失しにものと除いて後. 全体ヒ レて の-分 我嶺の 典 

の量である ・ 今えら1た/0年に来なの林分の一初分は政隊さな 

はならないか、枯死するか. *まの忍の己め楽さ乙いるかである。 才な 

pら, 火。年生の分がス5000めdfそ、の番敬をもクておド 坐り 

子均42よbd.ft ○ポ研平てある- L かン/年生での改版馈を謝第寸 

る地合には新にに生じた木の2se2 b,ft はﾡ、ﾡ将きたはべﾡの 

ため消えて しを 力 であろう ・

な終どう であって も林分 は殘な した生 き ている 未毋けで表わ されて 

いる。この 績が 引o00 d.t. 才なnち ,二のノ2年 と画じて当

平均 $20 bd . t であ る と する ・こは <。4でる触か 22,ve 此

が 木/にはって4ら7/たあのである。金林令か'与えられた器ヒ松原ミ 

須/なら ば、、平均 成反 遗は次の期固に は枯死する ヒは1れる梨在生さてい 

る林木を合ん でお り. ﾡ在まで に一及む 面戊衣制 我が'行われていな けれ 

・ ご1全水後量を示す。

ニハにぷレて 林木が向どさ (消失が避けめた8»は以。 さう8抜高 

.； 全及桜置も流/に 行わたならwどのよう &ﾡ向の全以社域 る 消 /行 P

e 向 ド の ﾡだけ ﾡ 加才 る ・

価ど木はこ ②3う にい て. 林ホ庄聲て、は梶滋また 点林水育成の め引ﾡ 

のル棋督を株炭する。

例 え* 上 の例 では $。 の吹業基はヲ.222 ぬd.t ラ スﾡク間の 

岡K量 すなわち 全拙を、32 タクタ ba.ft である。

ばで"枯死 しておめホ- 正ﾡな庶長をﾡける魚地のある木を除く場合 

には, 二のべはる しそ(イ非事/に独いるのであ』(ば*の4には灰 

桜水は求る。

#分の 年放長運 は画ﾡ 74でな<ノ 2年 商に対 L てﾡ定さ tる。/e 

で ?た片長ヤは*の塩向に対する平ﾡﾡﾡ央長堪を与え こiれk

山年 炭長のべりに使わる 数ﾡであ る )ﾡ分ではﾡ さた太の全本 

他り 鼻の脂加根て、定期成/一鼠か測広 リノ *の堀ﾡの年数で\られる。こ

はそ の A Kにお死ま f は 次、探された 石 の全株績 に考 ル い量ど け み存木 

Ks ○って加えら れ る 成長匍; よ りない。 上の例て は商炭 © L ばか っ rc
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本分のﾡの期長せは先。g2/o=$22bd.t であり, ﾡだの行わ1( 
た株分るは向ベ木と含めくみ◇のん。=ク0M.t となる«あろう.

*1が林分の年欧長 の資金さたは曲ﾡ、を』&付ける期府毎の本お 

まがおﾡの こ のボy の受求である。

林分の ﾡ史の減初の持ﾡには林木は首木キた は巻水でちって 藍経 

とﾡ落が炭長する(タ 図)。そﾡはきどあすりハダオざるのる,利

桜 を得る 事かをき ない。

受新磁の多い は分 笈 は承以の 消失尔大きい けれ ども (20西),こ(は 

み存ホにとクて は树城毎ある。全立方 代単初の枝桢に延く 場合でも林分C 

ﾡ立量は 2やに片さわめてペ返である。

材分のよ り タく クネがﾡ用しﾡる大ささ に茎レた時. 型年成長のオ = 

の坊回か始きる。

二の向 を画じで4年すく埼の年に対才る建4炭長はﾡ※に増加する。」 

浪圧：こよ る 本跋の 消失 は範えず: 少&く 名○てい<けれじあ,そのﾡ 

合はゃはり活い しかレノニのﾡﾡ枯兄する ﾡんどの 林木盛、月 

お力 りcnさハ のる, 利用可ﾡなるむ のと して価でさるば求を*っ 

ニヒできない レ a林分のﾡ用可能ﾡ分の気の年成長量を低下* 

せる 学が、容 きない,

ﾡ年試長の*手の数踏では本数の消失はかハな リ徳限は劇合て、域竹 らい 

る- しかし三の神」中枯死した多くの本は処用校績名有している。 ﾡ存 

本の式長/対才るﾡ合せとレての、二の消央によるﾡは林ﾡの負のﾡ 

年攻老 成 をを 2 殺擀 も 増加 しにのとほとんほ じさ で少させる, し 

かと 桜初" 以その本分がもっている子始 広長量 を-松え る 林分 の金战 数 

は ペ は り ゐ分なﾡ谷でって 増加 を鋭ける(25 締 )

*火塚階て はかは大 さ はﾡﾡを有る 広※ルたも のに和並 レ ﾡ法 

長は減少する。 小※の消失はﾡめて後迷であるい。除ちさ?る木はﾡ換 

ﾡ り逢。に大さ8おﾡである. 株分の全本ﾡから = の消失の救y, 
抜長扱か ら 感か 氏の ﾡ後番をみす, かくく ﾡ分林検は*火段階を画 u 
て祭漫/に増加とめける .

*5T ほろ遺細徴府る 心鼠郎 二 のこヒ はあて ドまらない。こ 跡* 

にし場合,生きている木のﾡおの道大知わ2てﾡ失荷 るおぬば林 

分 の ﾡ全な 液長振 をﾡえる. 二 の ﾡﾡ の 建弃 依長基は資 とり,場分は 

一三さ一

涙ﾡ レ始 めニの 遊樫 は 天 火林ではﾡ後の木ベ なく なるキ でﾡけら。ろ ・ 

オ5投備, オ なわちﾡ微の終 は短命のﾡ縫め 2e年か らセコイヤo. 
2,000年にきでちよ、。

函合林の ﾡ枚につ いての其の 年ﾡ加ﾡさたはﾡ少ﾡのろつのﾡ諾は 

横点の株々に対ふ して従ﾡと してロットされよみ図に示レくちるよう 

起曲線をなすと ﾡわ tる.

ﾡ年区長量の役ﾡかはっさり と戻らハtる。そのﾡはノ年毎に決処もフ 

ロット あさ tて い ない が. そ の壊の炎の 年に対 し て 子均定塊成長量 

2～ロツ トするこヒるあらゆるの 4にオる 以的は血4成長量と独 

票Y レてﾡられに出線か らあみと こ とのでさ る。

同じ 方会4 挑細 0 林令 に対 し て 徳 他 と Lて ロッ トされた木救は林分 

の 一生を画じて の本数のﾡのﾡ諾を示す.c。。 函 )

総放桜は並ﾡする連年広長量の細 , 才なのち省堀町のぐり 夕けろそ 

pmの全ﾡ向の汽の総炭長逐の如るおる。ﾡ4長の和めの4殺燃で ・ 

ル々 に共く全区後ﾡの 曲欲はヤ9、 オ4長ﾡでは炭長〒かない サナ(と 範 

えホ増大する -

本合にく全ル似の ﾡﾡを 2ノ 図に示す。

/ccd ev&we亡 地立の米松の置ﾡﾡ格ポードフ- ト I
位、ﾡ 年 およ ひ平 均 生長せ で42 年きでは衣ﾡ去に基ミ, ダ 白 ご

>< • J * め 300 斗を て 延長 してある。

▼坪はﾡ分 の 一生に切けるを製階を示。
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ﾡの-生 の5っの堀向 ヒついて林令厘 レ てブセットされた工一方ー 学り ホ数 

ノ42年まるは ス桜ネ、からとられだものて3o0年きて佐受してある。

$7昭 の出欲 の建連年生長ﾡ の相 から得 らるL た大かの5のﾡ を示オ。アce 
火マ& ccst 地の *なの 株令 に基く ボード 訳単位総収羽u .こォ(は Kに 
$9gの平均 年生長量の曲等か呼ハれ る基となるそのである。

7子5. 平成長長

イvexcge (eaxz ) 4unucca4 9ceverze右

注送か ら平 ﾡ長せ A林令でﾡした全徴量に等しい。した 加 ってこ 

tは直特#には27 回に示してあるよう 々年人になく全似桜督の曲茶ま 

は衣から, 縦って 商枠的には正後する単年ど長登からみせる。

各直統 した平均植はいホれもﾡﾡの ﾡ数よ リ '4大さい 配在の坏念冬 

a o た前の 年のるのに 対す る 現をの 虎基地 の 変化た'力 ﾡの 平植と は登 

っている。現の成長量べその毎のﾡめの平均より大であるかざり, 連 

境一『若 平均«ス爪、、陳腺 の聋敎 K ※ し い場合 には二の溢の. だ, け/加す 

るだろう ・ 二 クキ均&その 坪の成長資:世前の邛均成&祇を並えているが 

ダり , この在のﾡの増加ﾡが上のキ3救惜のよう にﾡﾡにﾡツする場 

合でォ m <参ける。 年法長量が 平 に等 レ い登だけﾡ下する年で は 

の確希し たﾡの平場ﾡて表わすォニの曲策ばﾡ高のﾡにする。ニ 

クﾡ ﾡば 林分 発長経 の 多段ﾡのT を示す .

ニル名は低のﾡ年広長ﾡによる枚ﾡの地mは前の子均よ ・なく 7 
ﾡﾡにニのﾡの %レ け求らざみ、はならない. ニ の級ツは津年政長量の 

んr投暗を電じて一林にﾡツオる・ とかい, ﾡの政長基ののﾡの番 

と試長ﾡをWえたものに6しくなり 株分の月在がぐるぎ では子均氏長の 

試終はﾡにはな ら ない. 故採き たは火災. 選 虫きたは樹ﾡの ・うa 
省燃作用 こよ るﾡ大なﾡ失はつっの曲篠が危激な下ﾡの傾向を示す項因 

と才 えらt る-

P方炊長 ﾡﾡはﾡの試長曲永ぐ片点く, /に林の連幾した令に対 

オるボ検成長のﾡ府子均 0傾ﾡにサざ☆い のてある.

を般友条 卅’ げに爼 いて,コ。 年収後世他の饮物に比較 マ rtば工-カー® 

,我:工 の年生差一鼠 ば眞 の重第 成抵か oに 3 で決レ全本糸の曲がが抵 

ぬにﾡ るこ のﾡ永上 の*でば4られαい ・ ニ の時方には平均ぶ長点す 

でにか8リ低下してVる. »の沁り•学均城濃夏次負点と連:レた皐ヒ虎熱 

担リ, その年にﾡ年成長は二の千均4にはて低下している。二八 
/ A の 圾窓贵 か呼 均 資本に 対 刷 うのﾡ合 そ松え ているかさり 会雄 

かル狂 さていると判出することとにﾡしる。

ﾡス命卒がそ の 点で型年区長 その極尽と 同 じである場合 ば用 のx
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で二 をたよする 二 と が強< ※されるでちろう。

そ均旅予曲ﾡと単年長甚とﾡ地させて 9uに示す。

立吸単位の 平司虎長.嶺の項点あるい 総ホー ドフートギ位 o もっ さ ニ .

* だけるは月な林ン収ﾡする 盗塩 は年令 を示 してはい ない。えﾡ品均 

; 2後めにはってﾡら7る催) 金氏Kるエーカー当 )貸の平均年後 

ﾡの ﾡ場 最後に長期店 ご通 じて ぜめによ って得 e 74 るﾡ秘の秋越 

幸はま "埼ど央 " と して知ら»(てい るべ株全を沢める根ﾡである。 これは会 

林経理学る取01 ている.

ク4. 令林ヌは全令林のﾡﾡ型条式長 、.

Pezceoc。 aa Crczxexプ Wazewzeぴ uar--44-cod.hx 
各々諾の面横と地図に次わすこ ヒによリ, 分救るさない4々 の 異用 る 

か番 さたは太がﾡ支し て いるため用ﾡﾡの平地場々 を決で さぬ場 

合にお 的 ホか み 次※ にa るきるの 殺本ルﾡの 子均な*卒 と※ﾡする た 

めのな ん ルの域獲も ないわけ てあ る . 本木 がそ の はﾡ において 一あ単 魚 

ﾡ令おヒ して庄潟しﾡ徴されよう ヒ じ均mで灰数レた時順次バ番さ 

スLうと 長事虫ではーエー カーの土地は大体ﾡじ 平均太株 そ製ﾡ才 る 

とﾡざい るこ ヒが多 い.

ﾡ のないﾡ維は 同令林るるは城武の生弟 レ ン市ねぞ そ合きた 

は地の株木のﾡる片ﾡ し符さいため この二つの格ﾡさ形のﾡ太生 

の収穫権を愛めること はuﾡである - 二 ご片%にツかのホう な耐監ﾡ 

の才座は政南地/に生河 Tる.コ とはほとんどないか ﾡいな染掛の下で生 

ﾡしてい るのwよくみられる L 一緒に猪出したの でおあれ放長のい 

樹倉 で凌鸾され,そのﾡKに出者している。

ﾡ後に控定ﾡ手が枯宛 レ て解放され引恵ッ 被正さ た樹ﾡまた片 不 厭 

産の樹基は総也に灰する。し 小 レその総場々 は破圧さ れ た微滅αら 

をする期ﾡを念み 二の樹令に基くM濃そば その地位の有レている 

え能力を示してばいない,庄ﾡﾡガは上ア木 およで 二/金く下ﾡよ 

が レ W楼する の 唆る 全期価 と対るめ»e るﾡ縫の 総水基番 、 

取ることる, う3く好ﾡさるであろう,(/ク2ﾡ)。 マバ・ボラの\ 

に 生希 レて いる トウヒ はこのよいﾡるある ・

み嫁ﾡﾡネ林 はあ らゅるﾡ々のもの が有在 しすい。孫生 す でアち 

原始族を ほ若い ホ の 出資 は初め か 办 老令, 本お した形状の忍い楽為ホに

ーー

より 式ﾡ町城圧されているゲ 幼令よに対受ム 及 と及 と ぷ次 でき 

る ・
ﾡ分か ら 二の並る太かﾡ去さスにボ/に正ﾡなぶ長年をと リそどす。災 

新確が のちるお催が祈分ﾡ4に被圧さ て いるら存木の存左するお本では 

に 御にPたる 収夜働 の な载 はﾡ谷 に は 本本生逢 の子迫型年女委字となる 

<あろう. この本っな林分の確幸部ﾡ年ば長せでも2?書 ラo年るのべ 

る ヶ求で¥ って 年でさ 片ス2年岡 の試長量を予想で さるの である 

ノァク 政量研ﾡの目的

r&e Pctpcse f grcay% cとces

然木およ 介林金の 成長 0 稀疑点,ﾡ在の吊本*およべの さら将求 

とおいて 消にﾡ下る 広長域を子期す るというつの自ﾡしいもってい 

ない. 現衽 の林分の 面号(およかぜ犢か必寧とざ tるすべて であ ) / ビの 

よ; は変化 がこの妹分 &这 あか、あるい は神央 どほど対消大 レ ﾡるか と 

こ 二 ヒについて考え府い地合には, 次長のﾡは及然能に復珍では々 

»なるであろう . 二" は林木を躁年修持 してか らべなし* うとす ろ木本 

及社の場合である。

広長にﾡ L て有用なテー タ か幼令林を大さ場大ささに迷才まる被番 と 

xおとの か神※ であることを示しておれば 幼令旅 H岩さ れるでちろ 
. 以桜よのとのﾡ火を倍うため与え ら た 珏会 にお い て処位の あ る 

よを 生 レ,総って おれば道国はムしの宓 る こ と を示レておばそ の キ 

処はﾡ林されるでちろう。

#かh よ の株木 o 去 ◇ 茨長 は 測定する こ と がでさ,2れピぶ り 岩系の 

な浜かどのよう なる のであ るかを千※才 る基かられる。がかな不測の 

なwはぬたにお のである。 3。年注のおﾡ分のﾡﾡが次の ク 年終にどう 

な るか を確ﾡするフ と はで さないか 二 の相求の林分にﾡ処ざせる に片 

つのがある ・ その一つは 〜◇年生の月 じ特性を有する他の マ ッ林 

かを 羽ﾡ し, 二の 林分は 同じような方法 でな化 すると 反ﾡす ることであ 

る。ﾡﾡさた是令林と効々よとを比ﾡする こ り方法 は同令舒)ニ対 レて 

政型表 生機用する 城場て ある. のざう怒比ﾡ のﾡ梨は全林々 にﾡ づく 

エーカー塔りの Mス袋挙 てちる(2ク 第)

あ»らんるよをﾡ成している林父に対しては将茶の ﾡ及置の予ﾡはや
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はり過去の成長に抜かねは、ならないかしニの券台には"個々の氷ホ•ニ; 

ﾡ矢の基礎と して用いねなら ない。報条の亦長新を手測するため -1 
がﾡ えるか?

一つのみ去は後表の場合に南い らにヶ法と 同じである。 すなお 

ある*木ア のたやの本太ヒ比使する方法であ り, 例え ﾡ・現在査社 ノ2 
ﾡの太 A通ち/0年 向に2の安浜をなレた とオ る。この木成/0年※には 

ル附の木 なあ った,二 の次長率はﾡ任直径ルmの 太適用さ るであろ 

う - 球太はたは本分のﾡ去の灰長登を全全林の径校長のﾡ欲Kよ り将 

ネにま て今件すか城丞する ことによ りまの灰長湿を予湖す る2Yはオ 

二の去るる可ﾡであ る.

上K述べたﾡ々本はたはﾡ分 と幼々の引のと と底 して千期をする之 

法は全体と してオニのﾡよ り ﾡ願性があい ( 2$9納). 収横表 の ない 

ﾡ令同令ﾡ分ではﾡ録る名 商経級の炭長協を子巡する方込は症盛な総果 

そ与え る,(25ク怖)。

あろ本州で 測 更ざ 0 た両合燃分 に対 レてはどのような 株や お の 型楽 # 

ﾡでは ﾡ数た方 の と 今え株脅※て 数資さ!る場合を除いて m 木 

の成長怪は林分の 灰兵、協に点ﾡ レている。政 およでﾡ死せの予か 

正おと符ホ。社木のそれに依存している全林ではﾡみと衣るYいう、 

6eと 22 第ゝ 二っのﾡチそ採和は各血そ級をに別々に平ﾡさ 

!て1る場合で場木殺のﾡまの適広長に基く広浜武予潮はいホハも 

ﾡﾡである ・

ヨーロッの森ﾡてﾡ行さハて sるさ う に妖挙/に選切なAべと行う 二 

とはﾡの迫径区浜考し< 一述のx卒を区桜才るきで係持でさるコ 

と多示とてばいるの。 このﾡにめてアメめ本林の校長番 

予渕する 基雅と して現在の株木の抵去の直経ﾡ長が使え る o る力 る,そ 

う立るユヒは, を し も 拈死を無祇す 7( 器 除に行う場合よりが越レて 

着易 に /ee 4 以 上 に-する 波差 を生 ず&二 とた な るるあろう。

第25章 事令に基く樹高成長

7%e 2zo- *ec ン ズなa2 fe9んt4aceイ oz sみe

ーミ/一

/夕 ﾡ高京長府ﾡの 目 1々

のダcetves df イc- f Aesnt 8cewがt

@々点材袖の 子認 広長率は次々のﾡ令でしたそば高ご巡る 二と 

にさリ め ら1し. 益式 u 同烘ヒエーカー 当 ッ のぶ長せ とH木の変化 

と はﾡ1のものレレて 扱わ 1る。ニの 目部のオーはﾡ独と林木の 全生差 

書を阪坂い オニに生屋,寸なり も 林みを雑曲吋 る林木の住舞方法 を折 

. 林木 越曜優木,解求木。御べ林今の林ネのう に. 7い性格ちよで 

条法/ﾡい て クラスにまとめることでさ る. 支位林々全体に影ﾡ 

2反 ぼす一般的 風千 と H球に茶送 ノ 配査.. 編描 o 災※よ の効塚が二のさ 

ラ に レて※でさ る.

工-カー当りの氏長せをまめる二つの禄導方は 田令林に対オる取 

. と に 直経短に域 く速郁 成表 れ 笈 ある。 二の 方法はいーホ'れを评 木の樹商 

灰長区 を確ﾡにる以委はない。

政#*では (27サ) お分の光位 c 2ノ埼) は林分の銀寿郡分の 

子ﾡﾡ高を送才るこ とにより年々分に*逃さ る。ﾡﾡした々あは太 

太の絶えホ下 の級に一部ヒ ゞまっているため 手均して災クベそ の清の 

,、% クさのはり yい本女を有才るる あろ ラ , 二○ためﾡ位北女出4(ス27 
的)は林々 た 趣く 真の料盲成演曲褫でな < ニのsう な所究をレなく て 

おる こ とがでさる。聖年成長量を別ﾡ才る恐合 資径の本炎分ﾡ表お 

ょm猛 ﾡ初の豊年べ長書がぬわれるく2る.29魚)。 ニは新定ざ1 
2 #木 の 全 株令 と は レてお め-か, 短堀 aの樹る o 熱長量 に尻Aケ あ 

るにオさない ・

レかレポま在 るニ とを不知レ 幼人株の柚球, 除べおよ み彼圧本そ 

昇政る に吸する 用を立4/に警型する め 林微桜ﾡ者はﾡ交林にち

るいみいろ 点松確のめさ にっいてのaを契め ている・ 地&, 生.*■ 

L込にり影ﾡをうける本人/共かくﾡ高ば及の知は二の役階 

でる立経版長 に阕する知皴よ り ♦爆«ある. 普本いよ 維樹の救財では

x 長 よ り 樹 長が * の ﾡ盤 の でみ本す るるのと ﾡ さ7(るもの 

しな決める- ﾡﾡのﾡは幼々林でおこ»ねにらホ さ・なけは資 

ス お及 は眼われ,林分は迫ﾡを失う。

A政な樹あ ﾡ の将膚 か終1, ﾡﾡﾡ Kかい た 場合始 め て 資径波長



Tdpcxe ﾡ ち

ペ ンシルバニテマ州 PiKeおMilford の改判赤ﾡとWhtePineのﾡ求林の 

本々 に 対すオる 材高 政浜量

メ7表 C&etuccて caf のﾡ高抜長は

普画長 が高 面。 年ﾡ水 

毎

' 次の ﾡT面 とまで皮長 

する にﾡする4 数

断m マにおける 

なから の4払

/ /ノ

, *** ド*マ *マャマ ﾡ *デ**ャマwマャィ*ィママャ-マャママペマ等等帝 考 ▼マ ・ー 千-でィィーィーマママ**業を*考すマwママペママ株 *•9 —

乙 ・ ? . ラ

ケ 7 ダ ペ

ス5 ク ス

テ 33 33 ダ ダ

夕 ラ? ク ク

4 $s 24 ?_

--ララ- 

0#済区長さ.り 林的に直坂であると芝えられる。 場部訳長ﾡのォー 

の目的は技終収で減下の場催 ビ協六とそ谷るため 7みﾡの名ﾡでいか 

にて は木の 手入そしﾡ桜のﾡ型そするかの ヶ法を究するこ とであ 

る,

/e9 料 本*出面 の年令に場く靴本の ﾡ☆長

Hig&t roれ&2 ワェee 8&32 c7レ49eダ 学 cc4

材都が樹令 に基いている時にばﾡ合が救立交数で あ?て 表は2② 
s。年の3う 々よえら (-ﾡ全でするﾡ高を示才。総ドの炭浜のﾡえ 

は.分焼断面の年輪を数える二 とによって公られ る . 地上の どのよ う と樹 

活るも感和の年崎は林木がこのﾡﾡに並する好きで、彩ﾡざィ。ない- お木

ョ。 年性でﾡ上から s収の処で切ﾡざたとすると 二の証の 

ゐ 数はみﾡの 卷儼 に接レ た後な立 L た 年数さ 示す。二の ﾡ寄 に 炭長オ る 

に9る年数は. ﾡ面の松々と林木の全か令との社にﾡしい. 例えば上 

nホケ訳で ス女の年ﾡを示しておスば 二のﾡﾡにするまでに 3
の中2年 み琴であ る。
ﾡ ホの研ﾡの場合 をかいて承わの協面はﾡ様尽でと 以る。お高対ﾡ 

・nﾡ等ま本球の年々から計ﾡぶ»る. そ1(0ら このﾡﾡに協木 

ル灰米高 に 塗する 年数か加え らるく /タケ 姉 ).

年々 を独立次数Y し て Yれ はﾡ十あ対年令の ﾡﾡのための樹ﾡﾡ術の 

徹許的に正確な方送 は正確な年々によ ッ 樹市がﾡめらるよう すな ち 

客西がんス○ラ◇A～耳であるよう にタ数の 小曲前に林木を切断寸るこ 

こてぁ ② 太の 利 用 極植 を* こ なうことはさておさ, ﾡ烈の年令でﾡ画 

ごレる二 とは 冬以才(る結堺に比して うま 0 ﾡ力が"かかる。ﾡする 

年 対る 尉商 政長 ペ にほ直接与 令 に < = とヶズ さるヶ法 は年々具 

イ#,帰生技 を推 る物強の効念木に通用笈さ る.

wAtpduo. *欧湖未ﾡのようなﾡ禁樹は このﾡﾡを#っている。 

二 の .二 っ な 性広はAの 針禁ﾡのハ くらかはあて片まるが. ス米ﾡはは 

yんビその雄京を掛っていない。 ceeccey-pca およか4&んpa 
のよう た外珠樹は/年に 2～3ﾡのﾡ生人をっくる - 政求 KH 二 の輸生 

救,締さえる Hはoさ り しなく な るが 幼令林常k午 エックと レて 林分の 

本年々が形知 ※ 力 .I tは, /年に/箇のﾡ生及をっくる お座 の ﾡ 序長 は



ーミゲー

お好あろい はX坂おら ド ～ /0年 P令額毎に湖る 二 とて さ る.$っ 

のc2te Pxue とつのﾡ州木松の毎の樹高広長出4を42図 

系す。

指定さ te同席る切し 各営置の年納全数えて単木の幼市広長を 

ﾡオる方法が イ7笄の我施等令と基く o&estutoak の4で 27表/示 

レてある。 そﾡ催は各るハていgいのるいキれの琴素 すなちﾡぁ」 

も年々も , 本のへに対して は正ﾡなﾡ料を堤ﾡ している.

2ee- ﾡ々に 対才 る 子樹高曲察

Cocces 4 dlvecd子c Aea%t ◇t 4re

料者 -店々の*料を4る爆平ﾡなう送はﾡﾡに活ってﾡレいﾡ育同ﾡ 

で年令 とみと ©コとであるから ﾡへ ○本から御ら1(たデークーを 

一緒してﾡ々に対する 子均樹市の平沿な曲等をﾡめる ニとはﾡしい. 

その理古は蜂 とい樹々回隔で 平材高と直ﾡ求 めるヶ法 さないから < お

納を京始えn ぱお吉に対ケる燃々の崎領のなら0るであろう. その& 

ﾡ片材とﾡ々の両にﾡ全ばﾡがあると い う仮注に装くシ のであるつ。 

二 ○場合にはそうるないのて , 二r0は火ﾡとされるﾡﾡてはない・(/埼) 

タ歌とさ ィtるく景の立似4をﾡるためにほ 番置の 立去を修正レg け , 

はならない。番画に使ィている方去H 掛令をﾡ料 ﾡ済を従単の尺 

及とする グラフ 上/に馴々ク 点 と してﾡ上み歌画ﾡの場督し ﾡ々ちま 

の木分の会樹高 と会樹令をロ ト する=とであろ。ﾡ長の理いネ片4 
々戸じ々範対レ = つの注ﾡレたﾡあを示すのる ﾡﾡレた令窓ゅヒ塔 

ち る ﾡ汚 と+ーオるニビはﾡ際に付不可ﾡである。 したがって枚衛他- 

はﾡ全でないが 城理に 8,&.ユ2ダ, ラ2 ﾡてﾡ令冬子する。 ス◇本ゅ 

赤カシの抑定結景を 43ﾡに 示す。

火4坂さでの 樹ぁ は横方ﾡ に子相さ る a^ 省の点を合ん るいる.

火a びではﾡか ノク点であって ネ区の3点 はダみぷを燈か に燃える会 

樹高を有す るヶ2年近くにみたさクてい る全樹高を7ロ ットるつょ 

よ り資さかえ以かる。=のなを入れ"げ子均は催かとにお上に各?する、

-4 駅で は8箇の世面期定ﾡがみって いそ かざ7, 書み付け らた A 
は全ﾡ高がフロツ トされている み本の木を考える ニとによ り4沙»る.

-5一

二の か ら 地係はﾡﾡする ノク令報内の全樹高の千均からのか ( る.

合的は修正うは名林ネに対レ /。年をの樹ﾡのﾡ向 さ合念んるち 

姿営ば e 年毎に神さス/を7H ッ ト レ0年毎に樹高を均する. 

地役は二の平地ﾡを画ってひか(る。この神回はニクの方法 すgnち 

ォーは二つの統オる就マ ﾡ々の直森によ る確向 , ャニ は直場その

で樹々についてﾡﾡさた各断面認をプロッ ト し単木各にﾡ令対樹ﾡ I 
町線をると によってなさrる"

世城か »全林本のﾡ高 を宜接ﾡ令に対レ て 平均 し域ﾡの ﾡﾡ名7ロ ッ

トオる。 ク7表Kにおける二のﾡ法の一のものでは, ユ←ﾡの樹令は2。
35ぱでは3である。 30年のﾡﾡが欲しい。 係による神町るは

〔 (33 -2ラ / (ヨ* -20)】*/○+25 = ジo,7 ft
二点商のﾡで曲微の性広によって左右 さ 3る のる * 二 のお法は会分

s っ たﾡ巣を与え る 領ﾡのある ・ ニ の修正はいホ も福当時向のかかる 

ヤーのさのてはそうでないが これをっくなうに計ﾡ を合んでい るが 

る結堺が4め1ろ
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Ext Aeoe 2み本の2cユv&e と Sac&が ca&e の 才督 浜番.. 7 出の代7 
に#い でち .益 木 公/水南に麻す& P 均 年令 公神正さ ている。
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令に対 4 ,3如二,の 抑形的な曲裸は,由木では俄渡な初期 の成区,ﾡ 

消るはﾡ迷な成長を示している.首木の試長はやがて山< なり , 池領 

の整々和め手かは魚ﾡ4をして いる。

ﾡﾡ才ﾡﾡ曲改は平ﾡにおっ て支令不おいて掛るが&かに/ mのス 

时と いろ /年ﾡり僅ルなば長 をする - &ek pue ま たはへ コマナ *の 

よ う なﾡ険力のあいﾡﾡはﾡ々初め/に負なﾡﾡ次を示す が, み位& 

pwue のご"とS長命の木はﾡ比教的ﾡﾡなﾡ活ル長キをﾡ料し ﾡ 

役/は大さなﾡさ/に並しおそらく /o◇以上の候勢ネがﾡおして いる 

でちろう。

ﾡ高 の確年放及 を刑 オるﾡ法ついては、225ﾡ を念ﾡせら u たい

ﾡ2ど章 大ささど 形状における 林木の 旅長

e 夕/勿茲 纺 Zzees イc acnteyt4cet &xZ

2 直,径 広 涙

9xcwk 学 ス*3 イ& PzanLeZcz
長番の研究でなく 用いられている ニ っのう法は,氷一にﾡ会林に対 

する炊後表, オニにﾡ交林または全令本に対才る去/。～ 22年間) 门 座 

与成長そ示すこYである。(/タラ 約). 同令の決長番を千u1るた 

めに M表 を使う 場合 , 放長登 を知る に必妥な察 テータ は表木 の 

々だけるある, ¥経成長率は期られ8い。したべつて二の力ば商俊点 

長とは全く 頃伝が悠い (2クﾡ)。 全々本のﾡ4ア長域さwべ る対に点は 

査径のぢ長甚が測定さ れるが そ は求並ノ0aた ス。 各河についてな 

さるにす3意い (2,32水)。

このテ法る点林木の年令が測ら nれるので エーカー当り の連年放長 量 

を浜する 場合 苗木 かふ の 安 番 K般妥で ない。

上 の 方 法 の いつれ に か い て そ 必要 なセのは成長番 を予ﾡレたい 林みの 現 

たの枚横であ リ さ らに全令球の 連年成後軍 で 目 兎をおよ が神求の直* 

今配表である (2 2〜7締)。

林分の放及を予ﾡ→才る確 才なちﾡ査とﾡ係のある事求的堀 さ

- 三 フー 

休分の並林ﾡﾡ系坂力*で用本のよ状に肉才る問 じ*ス に画導な次味の 

ある回梅とはさリ 乙刷する必恐がある.

前者でなく 後者 の分呼ではﾡ年炭長量と周ﾡに単本0年合に基く資径 

炭女登ﾡは復号な用途そむつ ている.

法林学で は全太分か減み的 に収徴々 をﾡ戻 とており 座々の本 は決米 

おどび桜様の単虎をﾡ成する他と林木と※係公けられている ・ニの点でる 

林ﾡは登木が赤立 している※ﾡ町とﾡ々の械物体がほとんど区烈されて 

ハ ほい緑常およが放域の後の中にある。

は水は林分内で各木太を報め 後 に吹後ざれる木Nﾡまた はネ在 

r よる枯死のため除去さ tるもの の番置の ﾡ売物と レて系扱う のが正し 

いので さわめて大切である。この木の向解およみその結環庄じた樹 

ﾡのﾡ長 はﾡ径決長率およみ桜木よ aWボさ I るその札の 庄ﾡのせ 

に 1大 な響 を 及 ぼす(/a引拘 ) ・

炭長量 客子する挙ﾡ上 の宏では 平本 ピ はﾡ係 に本今全体に対 

才る ギ烤お よ な、至 改、表届•べ必要とざれ石. 査お的店ﾡにﾡしてめ悪と 

•7 る資径灰長をﾡする科には. べられた次長下は全球ネの平地壇 

< は さくてすべてク 本がH じ 特性 そちち周 ビ取ﾡいをう けてい る城初 は 

Mで甲均が示さtる。

始姓お 取扱い 力の影御 A林木の迫径点長量の来地か一 延u逐なﾡ、 

ﾡであるのでおﾡ区長祉 の形で系寸こヒ がでさる。

ﾡ々に才く 直径, ﾡ者, 桜本炭長長の研炎がめ惑と寸る益*上の 占ﾡ 

はxの と抄り でちる・

ス ﾡ交林でﾡ存し優を示す本.

ノ W居級の 区分およが樹ぐにともなう本汝のﾡy。

3 木に対する優勢本の相対ﾡ区長ﾡ(直食径, 樹話, ﾡ枚)-

4. ﾡ付け恒ﾡを含めてなる場令でﾡ太のY4, ﾡマおよのや状 ・ 

ﾡ に受ぼず林木向ﾡのあ額

s mAおよ み本木の除去がﾡ存木の査ﾡ麻長置たにるぼオﾡ塞ﾡに商向ど 

の行われていない お分でなと要と寸る4令およが条件 の指示。

. M期の震朝はたは武町が同令林ぬでﾡ談されてい る本がき才る抵ﾡ 

の いさkぷ ぼ丁サ都お よびこの大いごの 木を 圧塞 す る之まのる.

>そ つ "パ " 1 " ・"*



登にﾡﾡの両い用ボを庄えするたにめの区方法の示・
& 波産後画復才るﾡなおよび安長ﾡご城加させるためﾡに* り政商 

さ社(た首木およがﾡ太の能力およびきのﾡヒよ りﾡ由にgつた 

ﾡのﾡ雌の 東伝 ^

. 具なる立水向用, ラつﾡおよで政ﾡ地のﾡ長ちるいはべ糸により登 

走ﾡぎから命汝されたちののよ ラ に武った条件でのﾡ始のい ろいろ 

高初分の互径ﾡ長番の分布、ﾡなる來の 参 ヒで生する形状および気 

の林横燃加の変化.

e. 単木りの負経, 樹盒,本横政長量の樹権ﾡのﾡ震ﾡﾡの比較..

ﾡ木の承私初の仕立およが外品の 用に り林木が意ﾡさス1るの とゅぐ 

ニヒを除いてﾡﾡ学にはほとんご在霧X同油はほい- す8り2, そのあ 

梨のﾡ定ﾡおよが個々の木のﾡ経欧長量を庄みす確力に対レて き し 

郷る営用の加武。そのﾡ承エーーぜり の収型※およ ペ株太価伯に及ほ 

才彩登は分クて いない。

っ。っ. 査名放長におよ /aT ※ 4
/

9nc4ccerzces 4ec乙u- そke Dcaaezkez 零 zee

平総本で或る ﾡ格 の査経炭長 に城大の影響をるぼオ 二00 因子 は位 

とよえ ら (た妹令ての エーカ ー当り本袋でちる - ﾡ経区長量に庄燃ﾡ 

生有才るﾡ冠の大さ さ をﾡﾡ区映している。残与太の太数は樹冠の大 

さおよの反比ﾡし 乙いる。確ﾡあってはﾡ冠は地ﾡ上ヒﾡる。2 の状ﾡ 

が続き、林分 でﾡﾡセ与える複弘くのﾡ政か任るかさり監経ﾡ委区はは02 

の優教ネでは認べら意いさまであらと-

政術して立って いる株水 はスく ﾡがつ た客生した樹ﾡを庄 じ樹ほ の 下 

で域大の良後成長をしているの 疑冬の本はﾡもなく. ﾡﾡむ方 っ 

ている・

巻い年令る格者の広長走おの樹畑坂走をも たら才樹活 の拡然 は,、 

い介をちく次ﾡ絵 しそをお死させる ・ し たがって生て いるﾡ活は 処 

くり, 成を本の'本联か多く なるほど施験 の •影饗ば大となり,納ほの超 

対的長さぶ短くなる。

ﾡ経区長ﾡはﾡに耐陰 のな ハおﾡの 同々おてらダ炭長かおと ろ えた 

勝, #冠が全高ゆ 以下か 以下になるまでく その影製場終およ

-ミテ- 

ゐ地位てﾡっている。)かはり正ﾡ8祖合をくれおするであろう ・ は座み科 

ﾡが強いほ ど, ﾡ団は長く な り そのnり,副方正 な上ﾡかいの影 の め 

欧委は微xヒ さる

ﾡ 経 政長番 K光ﾡしともにあレ受場a場所で8埼撃に不賀の場町の 

2〜3倍しなりうる。系友の地めて は林智 及 な 直卷 は懸漢 に成. 及 しそ う 

ジく は燈ﾡを庄じない. その特ﾡ河及ざれていない林分は貫分な地ﾡに 

比べて 不良の地拉き は5え ら tと年令に対レて交存する本数は大となる 

",元分な商を炭長率を4るにはエーカー当。 の坂を一倉な< Tる 

必季がちる (/タ3 締).

利 験かのないﾡﾡの#認決長付林分の 単 均 の 成長 華 乃 村 近 を 薄 持 レほ 

ホればはらポ, そう でなけ(は"政浜の後ﾡな木は破圧さ(ﾡ死するので

いﾡ題がねﾡされ てか ら は半 &ﾡ木およがA木ば直任武長をﾡ処に 

しても 絶え一ﾡﾡ広長 さレなけ rt な ら, したかって 資広長 は樹 

成衣より早く減港寸る。

周 ◆*て A 暴ﾡ木常 に*・点長 が艦北 ていると 間財にﾡむ 甲いﾡ径 

成長を示オの,破圧ホは血径属長か最も殺支点水である- 周令本のﾡ紙 

別本教分配整 は年毎 の林分増 加曇 と し <城大 と桜川2武任で今*された

優を示オ. 果なる超後飯の個々 の木の直後成亮達か、生ぎ期闻を也じ 

て年分Kにプロツトさ(1( ば違った ﾡ 加幸が示 ざ1る・

ある年令でべ存しているﾡかの木の皮長曲禄は歯ﾡが子滑と ﾡり ・ や 

バてその木が祐て レ う 中ﾡ木また は破圧太二のﾡがなるきるﾡね 

p う ち は十分点活を し ているこヒがられるであろう ・

ﾡした年向の中央木の径 決長 が分 れ は、, 名/2年向は中送木が 

y なる本でちるコとを示し ﾡ数期 3強大なﾡﾡ をもっ 数 の が求方

るさうになるまる ※次 一般上の ﾡ字クループにf づく •優協永 笈垠淞 ば 

げ炭木より一ﾡﾡな炭長をするが, 中央ホの成基遏無で笈わち,增加

Y とお K子始径決長率出ﾡべ長後には優参木においっく ・径額の 

以、良 豪面の 演源 を 2シ四に 示す。耐政性のﾡﾡの破ぬさたは強分 り試の 

メガ 徒 お よ 次 経物 木による 土坂ﾡえ の J&は波北m を通 じ<迫経 炭浜 

2ほ とん以爆ﾡレネる冬友にさで次じ てしさう。神激さ生ﾡがぶ入レ 

通 なﾡが得ら( ti", かかる耐険性の 本の者ち金けてせほの長さ は 

光神およみﾡ系のﾡ及 = *っで新しいﾡﾡを経ﾡする ニYパでさるの で
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色ダ な林々に おける全林分の平均食社に対るﾡ令林 <の径封 

からﾡ及永に番るいろろ タクンレー の査経成長せ のﾡ京-

正術ﾡ状ﾡアり 平 &ﾡ木をなえ ることざえでさる. 年令にﾡて コ 

の執. 疣相间の氏我景をアコット すね.用,かかる波圧るﾡ空か示さ

2 か三 "年会 T <クお終の 次役番 r &7ろ %W o m ﾡﾡ と示才熱に 

通いかない。( 9引s) .

2 クヨ 代上 ﾡ径長

Dcatetz 9zce税& c メ 名np

波付 - 罐;直後 の広長 試商程ア長究の —っ の目媒で あ る . ﾡ率地クu 
統顔査 (2ク2ﾡ)○て 古裕済がﾡ定さ ない場合 二の政長立の 

※文には三つの授ﾡがべ要である。オー)二枝根の直経族長室,オニ八代 

村〃, 氏比 と 次 内:枝根直経 カね関明 孫,オに. ﾡ高が代米のﾡさに対L 
い首かの年令を況筆る 二 とである.

全場令 に基いて ﾡ有の 成基 そ資ﾡﾡする に は,多 < の水 母ン n 
を及う に月半径が大ヨオさ7回だけで平均の半径を来めるニレが不 可 飛 

であろから西求で ある. うし秒しられるとコ の波長基に耕福が2メ 浜/ 

替木ク年会令が加意ざね以ぬ。二のため, 理令 に裏* 道経尊浅* 也 

登だ水上る ﾡ足さ ・ , 波付 d, p. A と ﾡ係が けられる。

枚張は下 K行々 はし , ど水#のため地番んをえ られる地合のよ 

うにど磁がべ非常にく人株さ1(る時には地談の白ﾡが示ざiる。ﾡ資 

孫量べこの *う に低い惭面で測定 され る と, 政#に大さ atのYなるで 

あろう- 俊ﾡが添いどﾡ林面の炭長ﾡは d.b,の式長番に並く なるで 

あろう-

道経放長基 の研究は五等よﾡな地域において与えられ/ﾡ虫を取ﾡろ 

ている。このため広長/口る資#そとろう とオるよ木が神ルによっ 

<べ妖さる なら及林高は 摂県で おれば一 战に すぞことがでさる-ど 

のよう 海ﾡﾡでるど株さ2た木の伐太のなとαめ.月 »ﾡにかばり一城

浙風の 平均 半径 の 生長憂を测る方法, っ ②商径は商ﾡ ﾡ向K 
湖らし 平ギ径の長さが決ﾡされる. この半径はﾡからこぶ 
ごている。 全な様性面で片ど受な半ﾡは、図 に示して あn 
まうに2起で者める2とがでさる。 々年客のaは形 広塔 から内 
ﾡって 数え られ, しると が村け ゅﾡか め 外/に向 って巡ら 
る。この木は32年生である。 中ル部に2年の効*の4があリ, 
ご L が戒ね Kにxられる。
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対ﾡ係のある二とか巻通見ゆれるであろう ・ それら公ﾡ高の厳かなa 
鋭をﾡﾡするヒ, ど本の平均路経炭長量を炎入れても寸い。

た とえべ根が 田形であっても店事意わち 政長の 中が正ﾡにﾡﾡの# 

にある木はごく 締である ・ しかお 試長量 を期るべさ ギ経は正京にどﾡ

の 子均査径 のメでぶけ1はなら ならホ, 査径で ○.7u/になるよう oes 
m 位で 週らね かa らない. ビ。 普f面でる この半ギ経の長さはyなくヒ 

ニ ・ PTで期ら ﾡはならない. 二の 学経の平 そ炭え ば桜ﾡ面のﾡ座 

には非常〜都合が い。

45 図 に平均半 経 を 定める 方送 を示 す.

蓮年成芸量 を所交す るﾡにはﾡは0年毎 に却地さ 1tる . 4崎はす 

¥半径の一つにﾡって砂数督す☆ わち掛皮 との核ﾡ支から 内棚に F 

て殺えらtる。 経のﾡ片炭長の後浸な手 Fは彼圧間の相※な役い 

年ぷ2見る には , 説利なナイ フまたはノ ミで平研にす る 必吸のちる. 崎 

面の0孫 目ク の年埼の 内期 /fをっHる.

学経校長な ②ﾡは今漫は反対のﾡ向 ﾡわちﾡから外側Kﾡ て 

な さ 7Lる ・ ﾡの 年数が02倍数で な け 中火の年にﾡたぬ も の 

数えないでおく- ニ の埼炎がま本ﾡら 1ﾡ用ﾡの一あのﾡに 二 の4崎 

の対数べか会二ま'1る。二番目J下のﾡはﾡに2年である. その各々 

た対 し <融からの全子ﾡがﾡ算的に記祭さ るが, 2年毎の 突蔵の#座 

広長盛 は祝ﾡさ rtは い。

こ う すルば ﾡ上 0メがちる よう /Cぬ%が採かれ. 修働 /よる次g 
およべそれによ2 て 生 市る 端數 の痂金 の あを2 り をけ るごと aでさる 

全牛径ど長番 とレて ク番目○年ﾡ毎に記入され る受小単位は425, な 

わちソ。がすでちる- ぬ北 または 規の 減 秒 優ﾡ 目ﾡは二 の単mる目藍 

のLてあるものるある。※後の半径の遭ﾡ盤は平均牛継 すなち 

路ﾡの火に正確に一致しなけれはならない-

の全4令およか0年当 り の政長ﾡし決めるﾡ及はﾡ木の全生ﾡ 

面じて加えら 九ﾡﾡﾡした各年』を乙ﾡするﾡ力 r左右される。

年令 に基< 及浜そがアﾡでﾡﾡ次長性でも っ て研究される場合 ・調盛 

者はス回/に大体 7 aはﾡにﾡる かまたは非ﾡにそのﾡの< にあるので 

ボーリ ーグの軸に対する位逐が年崎の考曲によ って 示で ことが可ﾡで*

― ぞ三 -

一のよう 海研ダ ご やにﾡ年長甚の研でもその要ﾡがめ あれ 

るとコアーはdとA およみﾡﾡで分表してﾡ者な条老に水め 求ﾡる 

aべ られさゅら Kにホ☆都さ示すため ※セさ t年希がてさ1Lる. ひ ど< 破 

ﾡさtた不または4ﾡ西姓な樹ﾡで北常に始い年輪の設WSぷれ ドr, そ 

ﾡ決長キばﾡ大益さ るけれども 一時塩にニャ fの年給 它救える こと 

は炎効塚ヒなるであるう-

#木の2年以上で放長送ちた場合 , Rﾡい か補並点樹確では年狩で 

は年輪る全年令のﾡ及をル広することﾡに火受である。冬 < の地うお

パ#確において 恵南西郡の人類学老 によ り報しをている方去べ役2立2. 
※n等人類営有はよって呉ﾡのだ教の年まる/〜.g。の底慮が ィ20年J上の 

ﾡ府経u しているという こヒの司けとなった.

年輪が レ ンーは、ﾡ去のいろい ろ太ﾡ抜にべ*さ た※のいろ いろ 

g坪締によつて花装ら»cてい1るﾡ米そ御合せてられている。二 の* 

ﾡし た光ろ の求大のﾡ項せはて さ L てﾡ気の多い季ﾡ/生布る, ニは 

その念考の主歌点を秒っている- く運気のるい地方でば常には その

る ありうる) 南都で片/クタ火年に 4ヵ月mも (こ のe○年で減そ意 

レい )蛇はつペﾡさﾡどのおの年mもﾡ常に小さく , 本料を欠いてい 

V,上壊湿液の欠 2 ほ ノタス 6年 に2回目の成要 。浜港ざ ( f年ﾡを店じ 

f. この=っのﾡ々の年ﾡはそ ニか ら周像/に換る年納数○参方とな り, 

水圧さ1てりれはﾡりの年崎を数えるよ りはるか に鹿ﾡレる地含ゲタ 

い。2 K片ﾡして、2の両し年商試々要でちかは年令を示す弟数の 

E当性を立証する庄きた証であリ この2ヒは一ﾡ ﾡ都の本学者

o <さィ( : ・ 年ﾡを決ﾡす る ﾡのマ※ ば年令と次交登の ﾡ分*と 

Lて反咲する-すなわち, あるノ○年の継で年Mを7首見始すか xけ 

い に 数えれず(/ク% の直強突長道 0 课屋に相当 し 二れKよっ て終 

¥祉とﾡをともなう ・

締数が県求教ﾡの1ﾡ性 をﾡえる2とが立証されほい かざり ﾡに 

向説困卷な 樹施 ではこ(に述いて 内長な を予 新する コとざえるさない。

2e2 株の面ﾡな長 の とリさとめヒ 平 場

◇ァやーン2そいa?t, 4vezテv&Dcaaceそcz azeut e パイn/v

資 長登が平均 公ィ(るべさクラスとある オヘ マ の本 っいて* -袋ﾡは
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ま才中だる/2 年 /に半対な名 次いる変り oノ。 年毎の ギ経成長番 ・ 

計寸る とである- 平均長ﾡを多める ためには加え ら(本製でこつ 

合計 を初る ・ 2 の平均屋 こ4令に基く ¥経のぶ長量と して ロツ N レ 

座维で結か〃ける, ャーの, 才なわち半ﾡなﾡの手均をオーの導皮っ 

平均*に対 レ て グロット し,それ 以後の平均ﾡは右の に2年各に足 

め»2Lる・ 45本の赤カシ ﾡカシの半経央長番のﾡ均を火みなに示一 

す平ﾡに用いられる全ﾡ太の全#令 (2必%e) か関じ冬あるか, 日 

ビ2年内とおるかさり この曲欲は 半径で政長祉を表ばすとち/にばﾡ 

Etないま ・ でよい。

か不の全ﾡ令ケ e 年ﾡル上っる おれはン オべて ②政長 そ表わ して 

おら下ﾡに2の広で出叙からはず', ﾡにはまつたく突総に、はずハて 

しまうるあろう。 そtぞれﾡ木が同令であるいろ いろ な林分が巡遂さォた 

るならば, なあ め早 い不ば高令になる まるみおするのでごのﾡりは 上た- 

乙なるであろう ・

耐区ﾡ の #ﾡ の 袱圧 木べe まて均。 はw りは下向となるが, A切 o 
予ﾡ後をこ う じないでこのう g本/に対 レて年令に基く 曲魂 を旅 って は 

なら い ・

一火5 -

20s. べd.b.んとﾡ林査径友長量の相灯ﾡ

表 4a_アカカシおよびエカシのﾡの半径兵• ・ - 1
- アカカシ 我 根たりるﾡ 登

¥ み 本 数
・ 6 ②.ク/. 4 5

/6 バ 7ぷ 4 5
4 ・ 2身/ < 5

34 ・ < 5
4 〜ミ 4 5

$4 ,s/ 4 s ・
6 6 ・ /,g/ e 2

4, D.J,Bか B D. 8,H 寺 での赤ケ シ ご行 シの3 リ

Ctete 4P D:avtcZz チew ctポ D.&.H 0cそzcke!

•耕積は 4 。4 に営いてﾡ挙光ごており 林本纱率え ちれた. 明岡ノーラ］ 

整する大ささはdめ,% のﾡに基いていろので どﾡの資径区長量岸 

炭べんb,た と徳がっける必要がある- ﾡしいの は夕えられた年々みホ 

の度付めめ である。のﾡ々べ分りべ米のの.b が求められ二.

内べﾡﾡ経と皮付d,8& の 阕原かまめ らnnば、ﾡでごの年々のか 

に対た寸 る 乙.4 が示 される.

Kﾡ起はこのス係に城響するさわめる1撃な因うであり r びの* 

甫 に通用ざれる 比は N 域の技扱に対レ て 正 しくはないであろう- a 
シニのコ とは, べ本の広長 対 してる4つとく問いである. 欧長世まべ 

はどの細 リ を洲 る場合 代ﾡ高が かな り 一がでな けれはa eない:一 

は用»かである。・ﾡ高が)タ 区具なるあK新々のﾡ長量表をとり. 

こ /対た レ て2吹向陽で伐Aの細り そとることがでsる- = ラ す/は

系 春 _____

卒 ※ ♦ 本 42 a6.え 时

ク,6 ,?
s 8./ ク2

、 8 ラ/ s.2
ノ3 /ク./ ラ,e

. s e,? ア,4
& / /◇, ◇5

. 5 ノ38 ノo. 25
/ 8 ・ク

・ 5 /, 7 ノム7
ク /6. 2 ノス・ラ
/ ス/ /2.3
/ ノク2 ノ38

表$2 ﾡ、ﾡ棋DJ.B-D.B.H アカカシおよびるカシ
・ 品4いら谷ゝれﾡもの

本 本 D.1b D,».た
吋 ______________上______

3,〃 $<
ク 2
5. e クス
.2 ふ /

/o. 2 . 今. ?
/ノ・2 2,4
2◇ /o.2

/3. e ルク
ノ. ◇ ノ・3

、 /.o
ノど,とx....-------.. ..--- ......- - .... • • x,2** ・ --------------------------------
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最高の ﾡ凄公御 らる。しかし番垣 には夕えられた地ﾡの政る ﾡ継に 

する研ﾡは 子地A検高にﾡいてなさィ( ﾡ高はい(も同じに 

入れ らtるであろう-

松根 d.b.44り 表は次のよう にL てﾡ製さ rtる.

ノ. 頭中 320本以上Kにっいて平均ばﾡﾡのαとり とα.o.の-4の※ 

植が とら る。ダﾡ の細 ・ はは 成長 にﾡ関係でい 形状き たは大ささと 

ﾡ車がちる /すざムいので ﾡﾡ木または 立本のいれか必も とるコ 

とができる。ﾡ本ではのど.ム はﾡﾡ木上でﾡされる-

と2クラ な場合でむ d.b.たは輸天でる って面当 な高さる皮付でﾡら

4る・ 立でHどの&父め は子均どﾡのﾡ犬による皮付期地ﾡ 

ねよ なこの点の細皮屋 を座部とする。こtは今てけづるか, スエーテ 

ン のﾡ皮計そクか っ て あべる 二 と がでさる-

2. 7付d/め のﾡ扱に基いてどﾡの冬りをかﾡ才る。ﾡれのん.め. 

はのb・ん を椎逆する独立な数るちリ しﾡかってべの御りを分泉 

する基ﾡヒ Lて ヒらばはら ない-

横ﾡ の天凝が概株の ②.2b.である クラ フ の鉄ﾡに各た d.b.だ 

生の平をロ トする・ 小袋の不をJﾡう 場合には 歴め+? に 

示レてあるさよう/に各ん.どと 名内のα.2.とのﾡを均し 二の位を紙 

の中炎値上るなく通場な縦掛上 才ほち, み2mでなく &.2rと! 

て プロ ッ トオる。

表4? には 44 本の示およの4エカシの桜権の細y の公 顔が対夬 ナ 

る.のb.名とともに, 7 はべ根報分/に2/ す位で示 L てある。

額の 中来値か ら(すゅのら gor場) み と以 にﾡの 細 り を曲ﾡ 

から表にあ以わケ ($e念)。

4e 図 は Coectccct の 4" 本 ② 示およ び4 ガ シ のべ根 ②細リ a 示 

す: 直径のﾡ加で示さ?( る細り ②松加は炎 隊に樹ﾡによ o て対桜がお 

る。 ﾡりの種及はだﾡおよ樹確でなる。

22 <. cb. & の試長曲4のロッ ト

Pot子 #名e Qezcve / 9rcc-プ% イ p,e,H

ス クラフ上ヒ 2e4締と 205締で算さ /た旅長の資料が年令に域<ベ 

ﾡの半径炭長の等と組合さ»( る, 最初の務扱の4 の成長ﾡかコ の期 

一 女クー 

起の年数一例で はど年である一に対して7ロト さ(る. スの绫 の 成長 

登の協は為のヶ に /2年お 3 K , 何えは ノ&, ス4. 54年に対 レてロト 

さる (2ワ 四多ﾡ )-

本数が来るため不規川と はる調効を映いて年令に速く 試長世欲を子ﾡ 

きたは和ざせ るこヒ は例行わない ・ プロト された 点 が就 次、村 け ら 

u その他果はaべゅれて いる太の皮長史ヒ し てぷめら ?tる ・

a, r米位の半猛決長量を示す#軸の受込は2塔にざt, ﾡ経の広長せ 

がみヒら»tる- 商径をロツ トする次のﾡﾡを可ﾡにする ためこの点 

で行わ tRはなら い.

s. 42辺で4以れべ米の4り は,今決はばﾡd,グ.めの資なは長曲事 

にロト しなけ(ドならない。 とと図では年令はこの4りを来めるの 

C妖ﾡ係であるべ ニ の災諾では年令は歯の基税をな している.

に基く d.b,&
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伝想のﾡリ , ま たは平均め,名 をプロッ ト しなければなない、株 

送 を契 2けるニヒ は年々に対才る d.2.b 出ﾡ上で 並金す る 年々年のべ& 

bと更 す2 ピである. とと図から2の代ﾡ:b2対する 4 ・bhがoキ括約でみヒら1
る。2のdbしが高窓の年令対して※ﾡ上P7ロット される・ 二 の* と 47 出に 

示す。dbA の長歯ﾡをえ広せるためにはあらゆる六きさのハ形ホ 

ついてﾡの4りを求める々翌がある。この曲4はや面«夕 ﾡの 

木の年々に等し い点で級らほらないので近似的たら tろ.

4. 曲ﾡを/作る ﾡ名 の参隊は ドﾡ の 争 い平苗木の平肉々を

えて年々の百をを先Eする2 Yである。2n 2紙ク2は相ﾡされ2年数まで巨必の 0契2 おの k形 

前stはeい。ﾡすし伝ものに対してﾡかている 4nﾡでは /年でべ氷 

にTる. 践果 しﾡ気ﾡでﾡ意する樹ﾡのﾡ木の多く の例でH,はる 

か に長堀間, 時には 2○年以上も全ﾡ令に対レてﾡ正される 2 とバみ

株 ib た よ るb. のバ長受
アカシ 今5本

2 4 " "パ クC
に金x シス に おけるﾡ長 ﾡ北初w洲の

一字 -

る。 47ﾡの他いﾡのﾡ人の目ﾡは二のﾡ正と示しるいる。 コの 

目安らﾡのﾡ会がをみと らt. そについて 要な $～2年 o 同ﾡ 

でその毎令に対する dbfがめ らかる。メメ•丸お よ な枚淑扃 に等し

協木の年々に対レてﾡ正さ北ないかさ"り, ﾡﾡﾡ径の広長性はの8 

の大 ささからの変幼が大さ< な り wオ< レニゲクて おA校長置の 

地に使えないため. 料学ﾡかつ用能な狼ではない ・

s _のﾡ区ざ1れた曲油ﾡかル与えられた年会の4と.イ そ示す表がとみと 

ゅハtろ.(5ノ表)

4と▽。年の回で前微べ上するのは おそ»くﾡも所長の級ﾡ 

a本ま た は 破圧木が除の1れるめ であ る -

商ﾡ皮及番が問じよう な場ほのﾡべり, およびば長事の太の子に魚 

政さハて ・ないかざり,平均省面ﾡの木がらおめるり に径の登術 

削を用い に場合林分の 平ﾡ直径の決逃に影会するもの と 同じマ※を生じ 

マオい (～姉)- 二o歌社はいつでも否である. ﾡ径の千炭長冬るな 

< 林分本線の試長量 が目徴で あり ご北は単かの 長 によ 芬 より 司令 林 

の以桜表でその 目的か査せ3tろ. L たがって樹令 /に堪く 直経店長書は 

百じよ 放ﾡ長率をむつ木の 子 植にのれﾡは頂さ? る、

5ノ 表.

( 山 項に生う くいると5本挙く)

毎 令 D.い.な, : ホ 炎

______～......... **一*
/ク • 45

ク - 45
3ク s;

。 22 55
5ク • 4s

、-
28 s

クe• ～ ・〜...wwマー 〜〜〜〜
//2 22

夕へ少た年令 にお けろ:2B.H
羽 北 部戸のイ とcの アカカ 4 
シ お よ ひ"351 カ シ

令 年F28
ペンシレバニヤ Pikc共方ハi/foァ/ のう5本の
チエスナットオーク の全さ令 に基く平均査径

H4

正αイ 上Y?と の了カシ・
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22ワ おﾡ直径の連年生長登かのﾡ高での戒ﾡ愛の番

7たe DewwXcdfPzocci%atBHkcoBvocewt Prow淡%.u Dcanuc花z
ot '子& 2wuP

炊ﾡﾡ長のﾡ及でめ.そ の 広長量と結びつけるﾡ法は。ﾡ年法長量 

の埼究の場合 と目株ﾡ去/年の炭長がﾡ西されて いる時と のを検える. 

時カシ のよう に成辰纖の 使用が難し い お確に 二の方去が火要の 場合 ペ 

ある-

ﾡ桜では平均半経冬送ぶごンゲでちるのる, 各如ﾡﾡの精友は増す 

22ラ埼)。々吸な期mの政長社はこの半径上でと.と同様 内州の年 

から分に合ってﾡらる , 二の長量は今及んとた,と関違させねドな 

ら そ にはﾡく.め.細 り 曲終を用いる必愛べちる ・ 四えは脳去 o 
界闻 cお ける dt.b4の ﾡ本の平均広長量が ク2時で あること ゲ分 

ったとする 44ﾡで ノクmﾡのd.め%は58である。 /N 好大 3 
い才なクち ノー2時の代棋に交レ て は、d.b.A A ?.7 rすで ある。

内の ク2m イ.め の 欧長 に対するd.め.名のﾡは2?mである。ニの数 

今は望去 ク々年mのb.40確年長はを示す。同林に て b. たの数用に 

伐ﾡ d.ど.b 報号 K4 らかる. b.4の 炭長域 の 数値 は本ぐ門 ヒ 横軸 o dbt 
土に条地と レてロトさ(曲線で平にさ(, 二からﾡ軸の回盤K 
各«.と.4 の盗当なﾡ令 を入 る2と Kよ り b,&で の 型年長量 の表が 

4レク外 る.

22a 上キ 喧冬ヌは形状の 成長解 決の目能

Pdそ24de Pedezwtど子 fzecc税% イL &4pez LどcwLcピoz <*7 アxペ4 

立方惘杪協は相々 の本の内容に対才る桜横ヌ は畑値の単なる犬及てに 

ない・ キニ ヒ考森されるのは大ささおよ a形 ヤニ 国品負,ﾡ後のﾡ 

表はﾡ格でちる。樹*の大ささ, そな わちその樹輪,樹幹の利 用冏录 芻 

今の商冬 全利用ﾡ能樹高はボードフートで各ﾡを決ﾡレ ﾡか 九太 

柿ネ, 城雑の生痊 に重尊なも のであ乃, 協は道/に用ボﾡおよが減ハ 

・の大いざおよが研意し御る次点で夕坂才 る とにより 等掲か、つけ 沙 る, 

<7食)。

一 ﾡmﾡ形 の木は ノﾡのﾡ地ヒ対 し て 田盤Kに収てい るホよ リ

--ラ/ - 

力阪当 り 廻 か rに 締ﾡが ある- 額り が、裁 るほど 位ﾡ り の価4 は単大 する. 

◆新区長の強いﾡ権はうぺい レ た採分 を推 り,区長は通卓とはる性を 

有するので, 頭山才るﾡﾡのあるちの2比べて袋分念く の太およで焼木 

と虫→る ・ 検ﾡのﾡ木のﾡﾡヒ目様ﾡ求をﾡ御レﾡﾡ上のいろいろ 

さマさのﾡの 堀対 納 成'我 に根はオ ﾡ表友お よみ向A の刻果 を知 り 

型する ことがﾡ義となって < ろ-

迷本と してのお本あるいきたﾡ徹の彩状の長大の変ﾡは, ﾡ和 o 
ルのユ太の本日とんめ,2同の和用町 ﾡ樹対 の 羅りに 生じ、 それにハイ 変 

めは延用料と L て利用さ0るﾡ用ﾡで注る二とか9oェイ(e/菊) 
Pょ り系ざた ・ れ台な減材では 由活力 を有する ﾡﾡﾡ柄, 針城対で 

は最袋の利用み太の基都とﾡ 当オる 直卷 を意 踢す る ・

4名の炭長はその木の生ﾡをﾡじてﾡﾡ上の塗った太毎に-株の き 、 

・は成い- 商経放長はﾡﾡの都分ではか片り 支直であり , 大さく な々に 

ラてそ の共都に時微の あるﾡﾡか形ﾡられ る・由ﾡ力 の 毋る 謝名 の 下 

「“根藤を 冬 は能就 は尚候よ り ﾡ面承の点で一ﾡな広長 をする c23締. 

二れはﾡﾡの上ﾡの細り神分で資塩ヒのない年始を出り, く三ォは樹 

内を一及四ﾡ彩にづけるム向がちる。) 長大な場をも 2ﾡ立 した太 

は整 した木の上部の形に似て さ り ロ4花となる-

ス クタ ﾡ寺の 上都 埼面 の連経政長ﾡ の※ 定

/1oosaxenueブ o2よaucXexvecシf 2りepet Seocods 学 Baee

上初ﾡの面径校長を刈定る法 はス03姉 で城根断面 につ•いて 説 

明 レ f◇のヒ同 ビである。 彩成層ﾡのう向に※え て行くう法は 名 

が品毎に令にゞしい十年為のﾡに対太才るパ箇の給の祖を得る ・ 単 

水を解L てゃ ﾡ太の灰浜の十分官標壊とはならない. レ たのクてオ

Yとら れ た資料 か、、測 定さ れて木に対して 平索、 オ=にその他

& 繁ヒ, 正ﾡに立木およ か株分 に通用 cきるよう 高法でﾡ木かの

ﾡ粋が術を行わら ない・ ニの 耳B9のャー ②もの 地上か ら持しい 

a さ で株木木を 五切 るごとで 求め ゆ る ・

表放で変な長さ rにどらた木は こ の琢求に机 な力ない ので, 通常調 

本神 时貫 が 送 以 は た木を王加る 燃琴がち る ・ 株者 のため の状が 央存 

太 のwK及 Aは総容 を研究したむの点. 形状 を一履 異常に 寸 る 代り一殺
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ど 平均 の 正報 な形 にっ<まう にそイ ぞの ち の を 治 記ズ をすち5っa広 

長ﾡGのあることを示 レている- しか レﾡﾡの広ﾡは風当 り ゲより 強く 

なると増大 る点向が方る.

スe. 今えられたソレープ"の林スの長ﾡ料の平

4vezdgtxg 子e 2zew& P&afez 7-ees ダ & Peoc 月tcce
ﾡめか ル本在の年合に委るﾡ杵ﾡ解を区させる ヒ は一つの平:4に 

同じ年々のネ すはわち 同々林か 忘 と ら tたネだけか令きれて いるのの 

長き云い。ごれ ら 。 木 目 巾か' 3 四名 ﾡえさい 童経額 に 分類 しaけat 片力 

らほい・

ﾡ成層の»催に至る初ﾡのるし た/0年分の紐の資ﾡ武長番は 各" 

ルー。に念き1る木寄にﾡﾡコィ 産破する 2寄の組の年直経が株 

令に相場ーオる毎ぐの言査上Kフコトさイ(る。各令. 林分か創始さ 

て c例えば火孝た片ﾡﾡ)以系経ﾡ レた年数と レご取る 2 とがでさる 

ちるい片そのクルーの全本の平均年令に基くか あるいほ, む 

レろ〜ス の政大 クルー 7。/令ま?( る感ﾡ木の平均4令に基く コ と がて 

sるく /3ﾡ ). 各クルースの 早均百毎は 模軸 /林堂ヒ対 し て縦単ヒス。 

コッ ニ・ ﾡ歩のク年毎のざのの平均査径は同株二の領の林令対レし 
てポ軸 ヒ し 乙 スロットされろ ・ プeロト ミ おﾡ 試 く クﾡルーフ。の 平均の木 がお 
認に2幸 た許の林々2相者する浜で始まっている ﾡﾡて金卜る2 の4 
令は年そなわ令からそのグルー プ"のだKお ける子均年全 をみく とに 

よ り 将ら る . -

タノ ヶ令に基く ﾡ形 の グラ フ.

7ke &zcP% dチ Zcee アzeァ 8c4e/ ozcAge.

我濫 断面 の 平均 直径坎を考 は全4令 に対 し て継絶 と してァロッ トさL 
ﾡ会監径から槍めて 同じ 方法で求め ら れ る- 各世高の平均ﾡ々ド その 

林余 の 全P ﾡ々か ら断面 が 定 さ れる高さ Kす るきでK 義丁 る海店 

を引いたあのにﾡしいかめ 次々 のﾡ券の及点点そのグルー プの年会 に 

*く子ﾡﾡ高吹炎ﾡ欲と一致才るどるう (ス○埼). そのﾡ以側めた 

片足の高さおける呼均産径炭長ﾡ線を 4ヶ函に示・

お* rお ける 広ﾡ 曲係は 途面 ○ものと同じく戻付4め.た に対して4 ニー 

くる く22ど節 , とヶ図)

ﾡに示さてい世は3 ふ.%.2ダのﾡの平

ぬ木の音経を与え る にすざない ・ ニク 小の全ク形を番ﾡさせるた め 

こ £ 縦軸の自路と り 商径 s ﾡﾡっ 目整とするグラフ上に, すなわち 

全書人 か ら 内うに故え ら (P経ﾡ毎の 渋内の形状 ま に は和 り) を示 す 軸森 

で再い7ロ"卜することがでさる" 今ゲ

ている。 容曲イの48る本点は 

ﾡdべ.bで, その終尽は示さf 
ﾡ令におけス料高に泣いものでちる.

z の 年令 ほ次 式をと して 受後 の 

#面よリ 上のﾡ都の督ざ に比とAさ 

る二とKにより付少た。 燃部成長 

dwでよみ とる3と がでさる- 

、- 2断f画上K合まれる単西都の4の4 
ﾡT面の奇 ゐにがける年3※

* 面長

s 喋の竹面 で は( 消岡初 の下の崎 

番では/3諾, 上ては8鈴の好均があ 

ろ).二めが断ﾡの活令は3年, a
タター2 で上と下 の前面の房令ﾡ 

は5年である. ﾡ薬の長さは ラハ s 
=AみKで ち ②.

各べﾡん.2.○にﾡ当4る4b.4 はは 

ﾡ触 8わろ縦軸の0目密上に示 

す ニヒがでさろ・

49 と示レくある ゲラ 7 の知塚は 

平の木の大ささかどのよう 内話さ

ﾡ の料は 8ワ 図 にご 0やで示

光
上 2e
の

才\

今2ビ 樹対りあらゆる点におけ
るぞみの 社 な 次、而 リを示 

ため ・コ トさィた よヶ聖
3 B »tた 平 地本

/に $ 太 の長さ に対 して 秒めみと

ることができるにある。 の図は年令に逮 く 形秋 の 変化 を 示 す細り 表 

2 理成して いる。 正ﾡにロット さrrは4令の又なる太の杉状C?。 

強) &この図か以 計ﾡ才 る2 とがマさる。

タノス 短、 の旅長ﾡ

@cewi を 2 S&cctcz pezocds .
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何ば後う たは破在あるい はﾡ走か 術ﾡさ 1(た袋にずる P状の道年 

のる化だけを品才る時は 同じう去が用いらる。二 のﾡ合には所枚 

さた時, 同じﾡ去の血経をもつ木が一緒に平均さし 一ﾡの曲ﾡで会 

わさ/ 子均 の桜統ヒし てﾡ径が例え ド//。 各の合メの ホの代に 

の本が巡さ 替え ら (る-

武年区長桜 ではこ の資就延 2 函 示 レ て ある段商 を司らないで,ﾡ 

ﾡ2? 図に基いて平均でさる。 ドﾡ上一足の高さ分の乱経は手才現在の 

木のんc.b 対 レ , *K考 えられてい そのネ まりのα...b に対し て 

平始さる. 意すなわち枚始の 目安はd.ら であ り. ﾡ直の目転剤名 

ﾡ軸の目表ばよﾡより 上の新さでちる。林木 の内部は測定されかをの 曲 

ﾡは表わ ごい。

林木が株のﾡにはﾡ長分のめ使甲でさるが,いろいろな長さり 

丸交に玉切ら( て いるﾡにはﾡ左ぢよの選去のある」岡 の大 さざ が木 

毎に$5sα く73ﾡ)の形でロットされ ニィtらの点で休らtていろ 

独線か ヤ査に必吸とざハている ある図ざれた点さ た ほさ における 

大さ さ が謝み と pる。

スノ3. 炎木のお積灰長
Yofurte 9rcr-% d 名名2 4-ezage 7zee

立力ﾡ ■石女え 」"卷命規格(支捻木, ﾡ木 え太 ﾡよ,棚用 

ﾡ) Kよるボー ドﾡ のょう な栽と単 位でそ の彩 ■が画«"図)に示 I 
て ある 中 央木の 材枝成也-俄 を次足we には火裂と ざれる 枝根 より 上の部 

ざで年令ﾡに商名でﾡみ, つのようにし マA次源されたなに ついて 

本依が計約さハる。

あろい は、d.b.4. 全樹ﾡ はた は利I用ﾡﾡおよび平均形状光をとみヒる 

祖/% 単品の直名お よ ﾡ単位のめ話 場 よ が受む 近 い形求級に ヌ 

才る 救稿 を得るた め 桜務表 を神向する ことバより,4?図 か e o 4 
のﾡの連金する掛形に状政表をﾡ用る こと がでさきる. 抵初のう法の方 

が正ﾡである。 ,

2/ 位級による菱票

2*ezez 2cxtvx -y Sze C424

- う5-
商政浜ぜが地ﾡのを示には (2 子)樹」解 は光位ﾡでな 

けなけ』はなら ほい・ 地/くが地ﾡ域植地 によっく分けらている場 

Aはた は岩 しそっであれは全く 同じニとがいそる. ハかる地ク分*が 

aけlる p グルー7"内のﾡっ水の上ﾡ飾面 の ﾡ長量のﾡ点 はなﾡ囲 

にのり. そ0結塚 こ の 断種の 子均か ら微らる ﾡ長量にMする杏料の

は失われて しまう ・(与え ら 'tに刈位4内で ) 状本太の岩高に久 はり 

の交ヶある時には, 石分年 よる4り そ炭Hすることができる (ノ"?約).

かる黙にI全サﾡの各%の妊で会切るこ とが でミ, その北ぬ叙ぢよ 

分」4 さ1る ルーの平へのﾡ高の各%の欠に断面がﾡちると いう& 

見K立って その4界と7°ロ" 卜する・

第277章 同令林の正常収桜表とその製

px e4&!cz 2cZ-Q9d -4イan% a'イ ろそect &t4ttacZtc

ル 永桜表, 殺

d 7z4& , ②scとcoc

ル後表ヒ Hいろい ろ 准えﾡ々 をもつ 森林を 生有 し て い るお太をも2 
々林分に対して,椎々なる桜々でのエーカー営りのおﾡ, てなわち収 

ギ欧 よ よ びそのぬ のなかの済#を示す表で ち る ・ 具令ﾡの必桜表ほ年令

なよら才 属に取かわれるるちろう-
一耕柱 密ね よ /れ力 , 氷ﾡコー ド. あるい は例線 ヒ レてメ団球求 

u2なむ/箇J上 の与え ら『Iに九太ﾡ格に対するボー ドフートのような 
名 一「
各検の鉄品洋位罪に 寺 た ごく柿1に 価値生え澄の 単品に対レて別信ﾡ 

反似衣が製される。

M桜ﾡの決定のために巡ﾡされたデータから年令のﾡ将と とシと,林 

か,, 破格およ かをり 廃を域羅 を示寸別の こ t 付ﾡ才る表かﾡ製さ る. 
ニム 2 匚ーカー 当り の いろ いろは胞拉,林令 の 根據,新画,既 立木本数 

超間, 資後の平均を示オ・

ユ経町ﾡ六迷分ﾡ表または ¥ 承表 と同林/に平始およが道年ボ長量の表 

初,得られる。表 52 はボー ドフー ト位の収桜表そ示す。

収ﾡ表は単一ﾡ確の私林ヒクいて製さ たも のべるい(22ノ ﾡ).
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収役系はカ シ浜交林 ・ツ交林 介/い.4均一な衣靖樹我 交林： 一 

うたﾡ- の性旗を持つ野鹿群に/フい て 引 /製さ tる .劇え"玄ﾡﾡﾡ去 

太るカシが 30 %下であば, 総設後は大した影ﾡを炎けHい . > 

う 2とか研ﾡの特状分って さた ごの 2と はﾡ交材についてﾡ楼表 をu 
製でさること そ示して いる。

ユノ4・ 次後表の正常立水戻 の基

?c イwe Sw ダ 4c&a*z みc4 7z4dco

及表には正常およが犯楽ぷﾡ表の2権ﾡがある。 正幣放税為 (7バtx- 
み2d x&#& ) はそ の地位 のもつ ている 正常な権力 加森林に庄 通し 

たﾡ木 をも 7月令林によ り 全に名用さる瑞 その本地で庄ﾡ L各る 

取獲圆を示す,

これら の表 は ナホ窓送 の星 準 挙 たは 目様 とL てカ=に 当) 立 ホ本く 

zudcz 4ocked+なxd ) 球分 の可ﾡなルﾡそをﾡめる のに枚?- ﾡ 
次収ﾡさ ( Eapzce みc4tZz&&) はある及 の そ破を有 る は a に 

用ハ ゆクtる収桜表るある. これは正帯区秋表からみ虫さるか ﾡ*率 

実材のﾡた よ り 3製さLる (28 章)。

表52 工otacazaN のLc84gPrc の炭付上部直名←きでのん4 
上 のホの エー スー当り のボー ド

(国際mﾡ格 Koz )
- • *一:一- 

株 分

• マ こ一番マ『ーマこマ、--、.-------こて。。。----な-。で1 
地位過

・て1一て"。デ バてを 
数

年 グ2 ー_ダ
一..... " - . .「 x
2 , /2グ

・*wマw ***w *•pr wマ** *w ・・i義 ノ/。 ..---------- 』
「" - w.
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3e <220 o,s0o 2,ご22 &,ooe /9,Y00 ユ2.

/3,40 /ク タr2 コス,:？" ス4222 9o. 82P
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ら らmス 用本林に すす る負べのﾡ日 はてさる "け早< そ の 樹ﾡおよの 

ﾡ系が利 用 でさ かつ 不要 と する ﾡおよび土ﾡ水る モォ 用して正な 

者項状ﾡに並しよ うとする. 林が一林ではあるが, あき りﾡ生 Lてい 

ほ.) 場合には , 各書ホは対活 &広硬す る によ受な 十分なをもつ て い 

る, ¥にﾡ回が抜張さ (たﾡ冠域系に よ り 究ﾡﾡに属 x tる ほどﾡ 

府 ・てい なければ 数の 本でxねYm はよ分の 塩1なお渋K徴ﾡは 

あっとﾡ生 レ た林分の収後に寺しくなる。

レ とがってﾡ小太変のよ分は 後には正常な立太交 の本にな るMm 
がちるが その同水圧による消失はッない。 か8り早く正ﾡな立く 

メ&-+Zckcd)となるお分は々救に本数が求するが 試長は不表と 

なりかちであり, Lﾡがって々立木次が 新ヒ 考えられる。

ﾡﾡ的な, すなわち景歯な林令 族度 ほ,全樹話のダ〜ん%下うきで 

ﾡっており。 ﾡ壮ではちるか"決して 大さ< はないﾡから古っているよく

ったﾡ活を性 させるのに十分な姿をもっよう にﾡaさ rにネによ 

っ て全#ﾡ面ﾡがとめられでいる本分でﾡらる. この継潔の立木変で 

林分は正な材ﾡの下にあるﾡを秋験する の に十分な桜盗ﾡし ている.

2のクﾡ林分では くピの木でセ-株に補当々ﾡはﾡ合で産役生ほを俊は、 

I と o o て 炊根糸 を橘牲 に せずに最 も短い堀血 に型水 が生ﾡされる 

そあろう。 株分べﾡで均れはﾡﾡは枚ﾡのため枯死するﾡに大さは直猛 

と呼るでちろろ。 これは ﾡ過"ちそルくだﾡのホぐされを泳寸る魚 

xを杉区する ため 大さなﾡや不及 な迷都べでさ るごとそ意ﾡしている 

天悠るは信々 の父勢かに最盗のﾡ向は年と とも に大さ< なっマいく 

pそ, ﾡﾡﾡな姿は大面ﾡではほとんどﾡらい.

※然の求継てはこの座向 の州加は震勢木な場材太を被ﾡ し埼死させる 

ニレKよっる得ら!る。ごの ような漣走,城とに 8wck,2gscc,kwoy 
p c 0よう は針挙 樹 ヒ の祝走で株木 は初期 に樹帝 試長 で & m でさる 

ほ以-株にﾡ合っ て いる。

L &? てﾡKに直4政長 を除いてすべて の本のﾡ誓炭長はﾡ並ﾡさ

, 二(は送に木水ﾡ差をスにする(/s〜/8s 飾). 本本を昼な太

#※木 枚木のおﾡ叙にﾡ断にはっさりとるかとすることは おに 

と ?て田以か に利益があ る. 二の Z分べなけ?(は正 以桜表は正な 

水及の合でもﾡら2ない。
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送にその々カ を十夕に利用する ため リな塔ざる木数をち っお分はネレ 

て正ﾡな立木及とはならない。ルルな oak x&cock に似たﾡの 

烈立木。才な わち攻場用 の木はﾡ大なﾡ幹を*ち ・ ﾡ選をﾡ減するのに 

全然/盤のない 巨大な核験を発査させる ・ﾡをなみべく yなくレ, 株株、 
よりむし ろﾡ大のﾡﾡそもつょう 成長才るには 林木は幼人 の孫レは 

くとも 広獄ﾡ/に江い地合と同林にぶﾡ してい必けれな以ない。 ﾡの

求をう る にはメ令削ちﾡ樹熟べに なく と も は磁ﾡの 3〜火結め太 

が存在才るめ暖がある。 、

正ﾡ8ﾡﾡﾡ及の契ば林で は. あるﾡﾡには 立本さが協y てち っ Q 
か後に ﾡ Kによってう っウさ るよう なものから Z太ﾡの 量大も ン、 

を乙知するこ と ば行で3 はい- 炎際にﾡ全な林岩をﾡっ林2 はい 币れ 

土ﾡ正立太あ, ほわち正常な林である と絡表さ て いる。

2ク. 収 複積に お よ a す地ぬのや優

7&e 石ィとc才 多 Sな Qどみ- -厶 みeecs

著求及はさてお会, 株太のﾡ北は地位 すは わ ち 林ホの 成日八.. 

挙る ちらゆろ来ﾡ因子kよりはなはだしくﾡをうける。各及一年間 

の今絵量> 総ﾡ永抵およのその夕布 筱通選協缰 かようなこれ ら/因第 

のうち るものは玄大点地ﾡ的ﾡを友はす。 商司さか, 光ﾡさか 

というう位か またはム斜及、のようなちのはﾡ地ﾡなものである。 しか 

し, 土壇および土壌水分は最大の必地徴粋裂をスぼオ回多である- に 

土ﾡは比 本分 , ﾡ魚 , 水面か らの高さ , 気のﾡ孝 そ受けろ. 土来 

の益類, 横 成七 、公紀浓段は位嬖もあ 芬か,利用▽能の土壊水分ヒの『 

ﾡは一登大切である ・

地叙と 何林飽和 した上塩やかん水レ た土集は本神を全と変え て L 
まう-

ﾡ上 の地位片土ﾡ中 K保有さ る , すはち地下 水面から和用でさ る 

受遣及と 土文画タの ため の排水の 両者 さ与え るるのでちる。他のす ヾ 

て の因子か夜ら なけれは"血はﾡ及 の ﾡﾡは た ほ他ル1 Iによって舟Xとな 

る. 最理 の地位は 山 Kき たは山芳 の岩石上 を破って いるﾡい土なおよr 
絶え遷ってい る運地でみられ る. 地位に ﾡ係の ある 子 の郷合せに 

って ヲの抵セと城ﾡの地位のに あ»ゆるﾡ修がおる。

--今夕

正立太及のお今の汝浜量をそ予抑事るためべてがヨ の ・う に基だL 
<ﾡっ 地品 の平均桜ぜだけ な使え メノ 平均か らﾡiて いる側々の地め 

にこのよう な表を炭 え ほ “ / ヘルク %J上 のマ迷 そるたﾡかあリ 

どのく らいの迷ﾡがあるか全然分ら ない

最役の地では樹高皮長はﾡ吐塚く , 成熬府 に は 小な り 大きな構済を 

有レ, は太向の※炎は相営」く しRべ2るﾡ冬は比該的く. どレ 

ヂ存太はない古各ﾡﾡをﾡっくいる・ aた総僕番も多く, 表地は

エーガー地リ のJ年およ べ子均生長武も大である。地位のﾡい Pで 

<はXい竹にﾡべて林木の成浜が盗か Kにいの でﾡ検 に 区催さ『tる基太 

は般的ツ数であ ろっ-コ ク*盤片そ の*分 の生運 を面じて全け»れろ- 

年々 に速く 平均ﾡ後が子均の地ぬだけヒついて求めたも のであれば 

現炎林のルﾡ受と 収穫袤 の粒殖の 変は拙位 おろい はエーカーザリ の立ネ 

本救の変とよる も ② であるか ビうかをさめるニとはで会 ない・しかレ

後表の※製のﾡ地位が為けてあれは,本令をに, 平均我犢,平均尚面

エーカー塩リ立木本数 林分の 平均直窓, 平均対高の株ばW従獲 

ﾡ係1 る 他の本分因子を各地位領毎に兄せる。

二 の形の後表は 二 の凝 った 世れに 使える 激洋 を与え るであろ う し 

体人がy8り ,いろいろな地ﾡに庄ﾡしている現次太と止ﾡ才る基ﾡと 

； て使える.二の因子のうち、 エーケー当りの平均共ﾡっすなわち必後 

ﾡはﾡら である。nカ 眼単 泣の 収穫理 の其き表加新尊3 1(コー ドボード 

晁単 m o ル 表番 は検塔で 得らる。

公断面ﾡは本分の 7 時J上の全林本の胸高で の者面の平び就位の a 
Aである。ニれは同一 地位 のポーﾡ複 のいろいろな 株分 の 相対ﾡボり 

ﾡ頼しダる加及であり アメリスてはその長大価はSな火々 トウと ・

"の正けな立本及の本今の4ケ2 方ﾡにﾡする "クタ 洋 ご 逆他破 

Z00) も のである-

孑用樹高 はそ の林分 で 平均尚面ﾡを有才る木のﾡ活とﾡさ t2・
林分のか均面経は周株/に卒均断面ﾡと有する木の直径とﾡせられ, 2 

ru “金林木の灾隊り直怒 の平均から4ら るものより 常に大でちる。ﾡ 

かの卒均ﾡHﾡ均営面殺を有するの樹部と考えるこ ヒもでさる・ し 

かレ 2の平均ﾡほいずも林分の社画ﾡ よ遺に対レてﾡ献もせホ 

丸 によ り マて 消失 レてレきう ハ形木か番通多数海左するめ 不 当 な場
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署をうける・ そ三で林今を地級に分換才るために中点不およで破ﾡ * 

全都ご除分する= とが矢際にるめら(るよ うにはった。 ニハK』クてお 

今の 子均格ﾡを計ﾡす るの用い ゆィ(る断面ﾡと, 水本数のるK念ま 

とるもの ヒレて 上Aおの本, すさ0ら 上ヶ光祭を十分に愛けてい るa 

ﾡ本 , 洋 愛券不 が徴 ざるであろう .

正し い才冠領を送ぶ/にばﾡ尚が必要であり, 結票の雇素さ は大ﾡれ分/ 

人の4験 を2んだ現光調変者ヒさ t たを張表 の仕著の種変 Kにsる.

2/み 表* 土ﾡ環ﾡ の地加«へ の今類

Cs+ikcatou 4 Fozt So& axd ExuLouwuct "nな S& ooe。

地位おに分斯守る 目的は成、麦毎 を予測 し う とオる抜令立地ﾡに組か

<承細ごィ! にお分 に収ﾡ そ盗用するためである. ス後表 と示ゞれ cい 

るﾡ4は型でﾡﾡに共えでさるほん ら か の 報 植 的 を 丸. 技 指 據 と 基 • 

さけれ ぽ砥もない,

現ﾡﾡの球密ﾡには非ﾡなﾡ奨があるので, 2の百開にはエーカ -ム 

り のの桜受 A名にた ない. 現来のル撃ﾡヌは料稿じ泳ﾡ表 の*( と o 

形にぶって 地位 を分ﾡする ことは田姓であり不可ﾡでもちる。

深産, 土ﾡ名水字・ 土及型およがﾡﾡ必,寸なわち地表に出ﾡL 

いる特長のるﾡ木寺たはﾡがﾡはさ, フィ ランド, カナタマは 

丸扭 を決 定す る基功ヒしてﾡいらていて 2はマ査と してはﾡ目 

今野でち るが・ アメ リガ ではみ < 契行司能るあるこ とは示さ(て いaい.

こ/に及して あ る々で壇す 2 樹高アメ ・マで は地ユ令*のず行司 

ﾡほ基ﾡをあたえ るものとし てﾡ用さハている。

受大 クネ す8わろ愛場木 (洋優密木を 含む)の/离 W 存穗走, 0w

が形ち 少ない ので二 の松岩4のﾡ高 はその土地の生差ﾡカ の戒放のx 

変るある。いろいろなﾡ位におい て任ﾡの逃導*令綱え 24で*L 

た、と たがっ て 平均段勢太の樹督が地ぬのﾡ様と レて用い らて sr. 

い ろいろな地のの あら ゆ るお令 の後参本の樹高 は基*本令のﾡ高と 次点 

があるるあろう・(クク 函)。

ニク任ﾡのお々はそのﾡ格の樹高区長 の最 も 速い期间 をﾡ証がるもの 

でなけば"な»ホ,ﾡﾡその林令のﾡ町のは兵出のがとられる。 

都分 の歳都え樹ﾡでは $。 が用い ら る。ﾡ孫する の に展期同 を囲 1 

一 / -

る面部の大ﾡ不で は 

ょく /ec 年が使わ 

る.

Pa&と ルet& codt の 

ゲクラス ファー の基 

率抜会は/e。年送 

はた ・ツァージニヤ 

"0ﾡ維のマるは 

っ。 年が送は1, 南 

都粧の マ ツおよび大 

ﾡ洲ﾡの耕植 ではあ 

年べ用いら( fた.

クク地位指数の クラ フ・

アee St乙 りcdce Pcp&

抜々 の 光 位数 は上登松 恐扱 のな木べそのﾡ継 の 位 分 基 ﾡ と L 

て用い ゆ る基ﾡ林令で違する二 と が塩谷ざ4 るか、ま にはﾡ去 におい 

て才で に利レ た平均ﾡ高である。 基4々よ ) ラ 劲を お べ秒令の本、 

» え 二 の地位数を殺す るには0からしたﾡからユクゲラフる

る コとによって 広さ 10 る ・2の公ラ7はいろいろるﾡ分でのﾡﾡ場高 ペ卷丁 び 

ふで与え ら れ に任ﾡの樹高 &分内にお ある3ヒ を示す あら中 るお令 2 選 

準地 を念んでい る.

処/る分のための基林令かぞ の樹格につて米さると* み次a 

二 の林ぐで郵塗 L た樹マ に基いて 任の 地位坂に の& 分割す る 二 

とてちる. このよ.うにさめらたクラスは/0, 20あるい は0で の※があ 

る,/K 乙分が使n 1tるの か番ﾡであリ, その終権合がよ けtr 2 a 

ﾡは 30 唄にそれとさとめる。 地ﾡ級 み基は基材合 で み社す る と 思わ 

乂 る午平地優勢太の樹高の全ﾡ田で左右ざれる。 20ﾡかﾡ会的 ご分なち

(は, 二 のお令で〜/2 ﾡの樹高報にある林分は/20 ﾡ地位領と ざ 1し

"〃〜 クク 沢 の 樹商 の 林分 は 8o 狀地色械と デ itる。

あえら/=本分の 地位数 は桂 林令 の¥品の 掛市 で表わコヒの 

で会る。 すなわち林るの5ク 年の基林令て 9ラ Kの樹高2おっておれ
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ド その地位権終は3である。 コれル介の以令では地位格ﾡは単一塚 
¥地について況そ明した方で( 222 )各お令 におけ る各地ぬ帝の樹 

全示す図く7o 函多類)ハらめられる。収後表 での現加に おける 地拉 

の分女ちよの政長区の千測てはびで地位を送めは< てぁ ビの*津 

地位るにその本分か砕する ヘ そ+分知る 二 とがるさる。

ス22 夕挙表初製にプロットを使用するゃ一つの力為

«とcと ltkccs 今 とどいg A& x ac浜cedg g2a 7a&
微表ほyな< とも 理論的に は 地れ破毎に推助から 成熟の 製所に表- 

平の 正物払木 ネ数 を村っ本分の と示すも のである と考え ( ている 

じろいろ球令るﾡ分が庄差するも のを求める減ごヵヶ法は そ(かバ 

様ざれるまでの全炭長期同向 を通じて 5～/年向岡で *の林分内に改け

ねた 固更標準地 を測更する ことてある。

空ﾡおよのﾡこの次際の増加。今年お宛才る不数 狽君接分の眞の A. 

積が記ﾡ考項である。二?(ウバ見ばするには正向を瞬し絶え才火災) x 

風 、 ﾡ病 そ の他 のにめに本分 は破壊さ ハtる.

こ " につぐ登食 の才法は いろいろ な年々の林夕内Kにマけ ら れ にい < 

7かの超ﾡ線券地を期ﾡ レ, s ～/0年同ﾡで沖足をﾡ返ニと である 

(ラ2年〕

送ビた ﾡ今2一都復夜させるコ ヒで ちらける#々の株*地のル～」 

ス年向の生奇順G1が2回目はたは3回日の測定終縛る. 地位下A u 

・ 地上ﾡ物 2後化さらにコ の変化さ* え ユの+う/ 画地*旭をほ 

る土地べ所行者のまべク験そめきしないさう に濃興な 所有,者 の.. 

- 谷夕抄で あること が後き レ い ゲー でなけ ほな らのいという二と 一

・要である。これら の方法ほい ずれ ぞ あき ・り)に長堀回を選する。政ﾡ表 

をすぐ使ラ た めに新製し Cu ばら烈のう法がよみである-二 のマ求る著 

たすため ・わが国では4った年令の視羊地さ比戦するニヒを系町とス 

キ三の概洋 的 方法がをく 用いゆ(ている。

地位校 同 ビ であるが お合の*う *令の午ﾡが広長4向 を系す とxわ 

る出務に全ば!る。林令 地の登うべ多のﾡヌさ((は, 

名解 地は与え た林令 るそ?( が変 けらitた地位の正常立木及の 球人 

で得 ら?る ス模量 と示4 でおろろ。

- ラー

Wえ ス。 年 の本分は 2○年で埼特さ tるものを示 し ラ。 年生の ﾡ、 

分は型左2。年生の叔導地が0年役に注粧才る とﾡP 切る現叢*/版足 

する 女2年生 $2年生のﾡ番地につ いても 同じである- 請ﾡを し よ 

ラレオ る年に一理のﾡ令の ﾡ地を受つけ, 二 0 を刈定て会(ばこのデ 

-夕 をうまく条約する コと に り 合的な格及で※称 の% ハら区素ﾡ 

に愛る平均林分の 健か らしい紡 さか示 されるであろっ- = o にめ球津地 

はま本地位堀 さ ら に地内で0令級なに並べらtる-

ススノ 正等立木及の林分対通ハス点ﾡ大立太及の林分

/exwae ○zア4を SZoc&ed みez4ce Zcex-aaerezsxckSzand.

同合の "4林" (Awze ) は単一ﾡ確だけ か ルら2 Lでいる2ヒ 

はきれる, ※レて二の状ﾡ/にどどまっているものでなく 火央 喫ノ

接で乱さ ない としても。後年 一風耐武ズの恐い樹社の幼令ﾡて※ 

しれる。と &のっる 名おばﾡ用料ﾡのヶ5ス 以上が周一樹遂の本横 

からア2 している林分と レ て定熊ざ 4t2.

株分パニ の^段 で、無秋で 劣れ ぼ、, 主本令のヂりの西分本を誉A4 

るﾡ小樹色のﾡ本点測定ぶtエーカ ーﾡり の正常収ﾡ量に念ま0るでち 

ろう ・ イ%occとcス+ Pe ・そeダ 9ucc"t- カ シが同令の2。46dg 々/工 と

交して いる場合のよう と 般 小樹穫 の核鎖の 百分率 を示す と Lがでさる. 

ﾡ交林が赤カシ ﾡかシ・ «エカ シ書のよ うに, 同レよう ﾡ確からア2 
してい る時たは正谛取獲表 ばﾡ交型で示さる .

正ﾡ収ﾡ去の目路は省本がそtに盗府したよ分, 樹増によ りその正

#な金力 に交じて使われにﾡ生差し刈る甲均収獲盛を決定する 二とであ 

る. 大命ﾡの 乎 均林分 加正•覇五ホ皮. を も 2 て いるこ と 為 である。 あら 

ゆる林粗, ﾡ社およべ経営さスているは地の 平均生*量べ正常な# のの 

$s〜%にすれば及好である と考えら(る。

位内のﾡ部的ﾡ御ﾡ境の変 は正常さﾡﾡ量の株 りをっくる。番通 

の平始艦の場合と様 二の地ぬ役内の林花の約夕 ほそ协紙に ついて 

表に示レて ある平均の正物収穫を松え半分はそれ以下である ・ニo辛 

地 沢*ぜ を受も有用 なﾡ粒 の 月 々林の 正常区後番 下 に ら す 数容 は数 

多くあり ﾡけらtないっである。

正やﾡ僕表/基準から除かはほ ら ぬ影響は飛本の政救番を救yさ
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せるぶﾡ作用のﾡそである。二/はﾡ虫樹表,※風, 矢帯はあ球, ある 

い 総収機の 準がとと のうま えに本分を主 うよう な作用 ・各ん ている. 

正常版後表のオー の役目 はある樹絶 さ f は浜交 したにﾡ確の ﾡ故令 品 

の可ﾡは灰後量の子の隊をめるコとであり ニは雄営, 生本の 

ﾡﾡ的目ﾡヒ なるものである。 ャニ は量川立木ﾡのかの考求の戯長番 

を予ﾡする踏に使うﾡか介ﾡと レての任防kある,

22ス・ 常な林々ハら 正締X下 の 林冷 え の 博 行 

P-ce2defc,6wtowwxcc4SZcuctZowzzd ル心%4察

いろいろな林令で表わ1る実※の立太本数とﾡ係に林分の庄 さて い 

る木がす分陽光, 及 土来をﾡ用している場合に片ビんなよ々におい 

ても正常/ユ不及にする。しレ, 二みれ魚片米氷を※足せマ

いぴい" エーカー当りの林木が る3るかざり短期ﾡにﾡ大のﾡﾡをﾡ 

たするよう 8林分内の残テネめ城点の平ば長ﾡ程そ求めているグ マお 

る・ *ﾡ後な太はいすれもでさるだけ長ﾡﾡ飛おするにめ 始 レい西" 

力を示す。処も強く 菽 も 通忘、レ た. ホだ’けが成兼.で及に可 きいない. ハ r
る露ホ法則統為大に成音 し,樹活を抜張しなけ/ぼばル高いとIラコピ 

である ・

■靈楼 0 農券水 は般走 稲キ そ被産 し枯死させるごとで 内 レている。 

林太が彼絵 さ る ヒ 入存 ケるニヒ は命融力 のざ燃ヒ な り ・ / 対

は制本の枯死を谷ち うけている。 (/ss ﾡ)
ﾡ立木戻 林か内のﾡ々のﾡ大冬渡に広長する傾間があ J . 城 

彼に上のとおり てそあれ は y の ﾡ木 か2 の 地位を+ 分 にコ1用 ろ ち 

ろう ・ こ の林分 は マがて 正締点立木及の林々 Icr る . 商今林ノ ノ部 u 
また はそ の他の作用にっ て改さ1t/に場合K, 二 の麴々の令級の* 弋 

お永久にボレ/ 本分 としてそ 1t一け 早 < 広烈 に近づく。新たに そﾡ 

内ﾡに愛新樹がぢ2 よ 全体と し て その抱価 のﾡ力 a 水 の炭ﾡ 

ため十分に利用される。ﾡ令林の必ﾡ衣でﾡ/ける"正常裏"

とい う 加倉依単-今籲の林今内、の場合に取定されて［、N勿”,正祐 工船人 

内のお分向の令級の今にはIﾡさナ ていない. ある令級に お ける 正 

方本夜 なィや 吾分率 はワっ して解止Lてお以 地 の4通と と r み 

する・ Lだ oク て 正な 木及の延新樹と レて楽Lはかっ rcお分ばい

一< 5一

ゲ1もふ木ﾡの状ﾡか正崎な立太及に ・ ざ らに型立木本の急 

えと板行するﾡ向がある ・ ct+24(2. ャ火災 険浸入 レてき た誹義 

(トネリコ, jack pdc , ・部 カラマツ・ *マッ・ 自マツ)でらる 

よう に最初か らだ々本ヒの城だのさい正格立木決の本今はャ/今目に生 

俄っ た驳今の過弱な旗耕を生 じ炭長にど撃な度をるに桜い合う。正ギ 

3 名 uﾡ愛ﾡ本 Y%ﾡ太の ※具 そ ぜし めるﾡ力にさり燃4>とに 

放さiる。 ﾡ部ねに艦勢太を庄みだ才考しいﾡなを→? ていろ.

ルム, ノムルを,公念次 クJと のよう ﾡﾡはだいていの共合う 

かく ニハを行うこ とかてさ, かくて 正な救を持ち正なﾡ代な出み 

レ 谷るのである。

米本件に優妙 を示す ミとのK求ない 樹ﾡ Qプ"スムga, <&erx-夕+ 

ノpepcee , 8ck , xd・ どg子ウc 4etc4Pe ) はア浜べネえ, 本※ 

a u中である が*棋はよもな ものとほり. 取庚能•は正南なめ のの a下 

ナ 減って Lはう 合もあ る.( pwrtdLezoz イdgepceePtuc). ボ長 の表 

支い超及のうつﾡ, 秋圧ネの多い ニ と 出ﾡが鉄ツであるコ と に議因 し 

い Z = と がm跡は場的には 正*収桜次 とw桜オ ろfための爆準光そ*けて 

ははない。

rtに対たする 何ﾡ は、永孫のあるﾡ/な桜をﾡみだすと思 

り/(ゐ 現 奥林の景初 の 苦旅段友 を決定 寸石こ とである・よか欠ﾡじめか 

ﾡ媒太とほつたた時会林地を判雨才る3う に配列さたﾡ材で声立 して 

「る 熱 いつでも そのようは *分 ペ" 正 " (ouwtcd) となるの は産れ 

ス。正#服機表をる/めゐ令木分で登はハた燃手処では, このような 

.冬半 夕汆リィ更り 7( なかった,. 番正は, をの林-で、正常な’2木%を芮って

るコ YのHらかな, オなち 本本 か現在炎ぼに 分 ろっﾡしてお 

xのMぬを分/Aﾡし て い るぱ地か令階3と に※にる- ﾡ在ある 

正ﾡ区型表でK岡一お令のﾡ準にお けるﾡﾡホの大さざはは令だけに 

係 す る のではなく , ﾡにエー カー当り の立水本救・ 水当 リ の広長ﾡ 

河と岡係があるのである。- 正常立不ﾡでは木少遂がﾡいはど事 

不は大となる・

fの ようC、ﾡが行aわハ1rこ と のない天然本の正又承表では 

は初か 以 正常立水ﾡをもつ ﾡ分 と,後rコ の求太とな? た本分と を分り 

る二とは意んの役/にもただい。
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今えら北た本令。苑夜殺«正常立小農 をお7全想準ついて磁桜根 

総a西る。 エーカー署リ立本*。 平ﾡ山面ﾡ,平迫松が平均さ1( 
こ«tか り衣 がa製さ る .

223 . 间 ド 林 を に 対す ろ 伝 常 収 徴表 の 必 理•胜 

7んe 火Xfz hwwc/ 2 z4% +oz 2%2cucdSをd.
死期 における 下本の除伐'の よラ な正常を木庭 を年るため行う米ﾡ作米 

ばるわ め て 理轉 な コ とであるの正常之水ま客持っお の将来の 熱車積 枝 

基的にはべによ 2 て 片ﾡオこ と は虫みはい ・ 無&レ 向の行た、 

たとえばテ2年生のお分る, 同し本令の正常裕承の 天ダはと比収しf と 

き,そ核ざハた才分K番ﾡ義希がはとはつている。向の. その地ぬ 

の正幣な1か を懲統してﾡ用でさい ようね点にきて立木本数をy、 

せるちのであれば ニクようなことみるあろう。 L か し,過利 ム a 
変の校委の本えたﾡ2るH, ﾡ当な向べを行のはけ1(a"※長せおよの。 

番積は消少 レて し まう であろ う ・次長 し ており ・ﾡ係のある オべて のu 
血因チ を匆用する個々 の林木のﾡか によって, 経せ林分の総撃後番は 

8< ともﾡ当月ﾡ地/行ルハに/によ り除去さァバた量た"けは加寸る、 

ﾡ的に 毎長いﾡﾡる神? て いる幼令木日支全 にラっ →オ る た め域下 办 

技の 法視力 をもっ てい るの で,,お分の4基のため、初期仍用枝パ恋セア 

ﾡべよ り 喚友に行 うこと ゲでさる。L た wつ て、#かマ Hだホ け 

が除去さ1/る最及の両べさ余り行さハていはい。424pi 
はダなく ヒを 3 回、 ときには4 回で幼令正事2木あのﾡに おい て最1。 

汝ﾡ番をへ らマに上前林容の o4を除よするコ •とかお ど みnr,,..ハ 

イイ Pd ではﾡじよう g二と を名え/る収後はﾡ少する.

ばでﾡ の入そ 行 a 場合 の金袋的 収益や回然にお宛才るか消失いて 

レま 7ホを*う ニヒは3 てちさ、盗資の同向ﾡの利点はﾡ存不の 正相 - 岂 

武直終W展を続けさせゑこ ヒにある。

冬桜されてのらケ2～4? 年後 クcad+oriのピ援は比東的大、 

経ホ ケ将以 4caxa *eeぴ 対 axa 4er 比 a 増大す るために周令n 
天然材よ りは々かん多く なる. 同時に水のﾡ税弟(Sorc.ん.oup.io) 
は分々ﾡ合令で3えす行ほ70るであろう り,〃女をタカのよう”帆 

確には放打 を行う 二と加«さ ろか ら 同 倉について はあ ま り バ>iい ら fい.

・ -ダアー -

し にゲつ て mAさ 7 に林分 の &c&c *ecd おょの vca 子ce亡単位の 

正収様表はさのめてぬ最である。 商の行われたﾡ令本について の 

だのい< ・ス咲表 のa製 は経 さハいる お分 o 戸長 量Y 渋烈基 のために 準船 

1る火ﾡかちる。二の型由でﾡﾡﾡ手地による方法はﾡのもので力 

る- その向に、双在う盤し4る 不ﾡ分なM地ﾡ李地で もって、 千め消 

さ( 同地品、 同令の 天然拣 k 比岐で お 二 とがで さをせによ り4ら1る 

ルス※ﾡな示才ため百分キがギめら 川 る。

天べ坂の正常桜表は、そのぁ令 における変存なに対レ て林令二、たに 

立ヶ呼位でいろいろな巡位, ﾡﾡの平均生才せ を示才に め ( = 盗友の 

品どをﾡ正する手食Y Lて ) に作られるであろろ。殘って いろ田は 

我 も経せ省も 行わていね い 天然ﾡ の 正ﾡ放ﾡ衣 そ作るのに使わる 

うを預扱う。

224 ル桜表 のため の深#地の 送択 

Se&ctwu eチ p&乙 4oz a みc2d 7a82e
他他 氐ルメヒセ の悬分 の軸枝州 を少なく とも・/。 年上ﾡえるお々の

べてに・わにって /e0～ジ。oあのﾡ地か正坊収事歩を調製する のに 

ル受であみ ・ ^

各アロツトめ大さざ はま才立木本数※めら, 本數は フロ ッ ト当り
ろc○本必駿である。 し たのつて老令おの ﾡ地 は幼人の ハ径木 の 

材より大さくなるてあろう. ﾡﾡ木やﾡ表木か*の令級内に◆ま7てい 

い ﾡ り 堺子地 の大ささケ7エーカー をなえる こ と はあ ったにない。

柳準地はm区上 を掛つ零かあり , 4eJ下クﾡ及点新さ t 8い の 

で,でさ?ハは",禄ﾡ地の形状はﾡやとすさるちる。 でされは"どのﾡ 

洋地も同令, 同性京の林太のZ しに市でﾡま ている のかよい, 

ﾡ地常で は棋列 は樹ﾡか 以相場食くきで分布しているのでﾡ及に城 

地を要 けるこ と は非坊 にMであろ。

かゝ ろ林ヲで 同樹堂 の裂目 は正市立衣率の一都となして いる.

A地のMはコ ンベス, テープ"・平坂あるいはこと m対及 の加 の 

期社方法でﾡめ pれる～

M夕九のﾡ地の周町は ノ エーィーかそ(以上の表面療であるヒ い 

7H自な事契とﾡﾡ係に水平に番 しgけ( は・以ぬ . ン。 %の紙斜ま
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. で表面ﾡケ塔せば叔そが増大する ゲ その夜はルﾡ表にはﾡ係べない 

正術ﾡは地ﾡではﾡﾡの裂目 そ遺け るようﾡに好か して測在によっ て 

判断し なけれ は"なら はい。

ﾡ場における ﾡ地 のﾡ却 のオ# そあきり 遂盗 にオると 非者 にﾡ用 之 

かける場合と除い て, 地光ﾡによっ て は必項な本数を何るつ とがてささく 

なる. 2の場合 /お正ﾡ及の基は必受衣ﾡをぐるため+分うさ 下I 
ねば、な あたい。ﾡ地 は い グ 7( も e。 メ及 み 場合 でも *ﾡは な ) 

変化 し て いるのるおばに さ ap あるﾡ器光を送ぶ二 とにより 生オる 

わずか はり の夜◆はみ大方地域についてはその有用性すさP ち相ヒ 

レて ク価ﾡを下ざせる らのるは8い。止奴 が、城近 依ギフセ ットの大き 

ざゲハさﾡざるとその位を正常にあ用する 2ヒよつ て母ら ?( るも 

より25も斎い正及の基率をとみす ニヒにほる。現場ざ以靠な 採 

準地 を逆ぶようねことはﾡﾡに緑地の立ホな数, ﾡﾡにアロットみ子 

均式経ををさ入れる ようにしたクラ7 用魚に* ク都及記入オる よ ラ に才 

1(はﾡけ ら tる. ﾡMよに立不本女のないﾡ半仙はのﾡの下にﾡちる 

であろう。 ぼ た滋ﾡ立本営を示オス準地は子の位の上にﾡらるで あろ 

う・

225. ﾡ斗抑 で 行 う 測 ﾡ

Mecdcczexueit乙 7&ez “4 /det ・
各せ本らd4b.は7 級る沖さ1(, 三つク謝ﾡ級(ﾡ好なと半像 

生木 ) ・ 中解本。 飛 ホに 分 け て 樹継切に衣 に記入さハる, ﾡ なKは 

4 时, すな1っち /内級であって o6上/と m下の登通のﾡか 

城判される。

ﾡ導型上の全林木の db.% に対才る謝ﾡ は*力 A準地上 に本 る* 

ﾡごと の施京の汝来る血経対樹協出線から求めaは・ならない。 *通へ 

ス。本でえ分るある。m一地施の操斗地で ﾡり合っﾡ地の*町 

はー本の 曲很で、施かつけ る2ヒ かで32 - かまでのﾡﾡはテ ー 7でxる 

及歌があり, 糠津測高瘠が用い られ 力。厶 木犬上 の子ヒA/7る属* 

水のお令 は短元抑々者 た 国川わ./ において灰長盤そ使つて救めら7tる 

ﾡ の所者 か片ﾡ高き たはﾡﾡに企レた破圧されていない 4tﾡの ﾡ令 t 
さめるく /夕5)。 *令 とさめるた め送ば た株木 が平均 とﾡハる 壌 

ﾡ木であ り , ﾡﾡ地が楽似内Kある同人林であれ は(/93 納)、 

推人の樹令をﾡ正 したその均岩令ﾡ事地の林令と して使わる-

とさには※大のホ はn注ﾡであってキ均髪数木 り 同年か樹令 のaい 

ニとも»るであろう。あ 4 平均林令と後好林好 空整を代表 し ていお -つ 

のぷさ か らる埼を得るよ う1カ レなけば8らない.

ﾡ科地項ﾡの表には地域,明産な要 日村, 補助 可の氏名； ル進点 

で示レた定樹ﾡ, うつ商及にﾡするおばえ考;林相. 百急中で示レた 

H料, 八今ぁで示 した方泣. 祝対およみ相対高え (ﾡ地または河川か

のさざ); 土集 (形,4&. 度およ w排水 ), 営日; 表面よ表, Aﾡ 
みよ次殡分を含む； 坪本ﾡ 下冬ﾡ生およびJ新樹;お分の起承. 火災 

な卒, 放牧8 どを含むﾡ史 ; 現任の状態を求レ なけ ばならない ・

ﾡ*地はコンパスでど〒 の資知ロ点をるがつける= とに り. その位童 

c 注めらハる場合が多く . 盛送 レ 測身をでる ため境丹次•設けられ あ けね 

どゃ、再 調在を词提 と してﾡ久Bにﾡでﾡﾡをこめるこ YはハほYんビ 

かねない. しかレ、 様挙地のﾡ示をれてめその目印とすることはよい

L でちる. このう に.すは必ﾡの生じたﾡ合←〜年袋武測«るこ 

レがでさる。 .
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2マ4 内 業-標 の計章

df#cce WocK 一 pイot CemuptcZa乙ot。 .

各db.2る お透級およ でお地0本 ヒーレ K地位ﾡをさめるのに 

送わ れる 獲勢木額のホル験計/ ﾡ高山教, 震1ハと地ﾡ的よ検表, 路面 

承 ろび単のお名, 当味規格またはその地の規格によるボード 

フー ト ﾡぬの枚ﾡ , *スれ以下の各d.b.4級の不をぷﾡに記ボレて お ," 

非幣Kに利である。二のよう にるボされてい る表 の集はﾡ光ごヒ に 

合計ざ、 各列のﾡ下地Kに記入さtる。

つぎには浜谬な孫磁を梗って (会ェーカーのﾡ準に対しては。 ス3 
/ェー カー単m に環 地の億 をﾡ算する . このよう な【ﾡ地のﾡの ﾡ n 
は&対側の生ﾡに祀入て5 . また フロ ット さ 1tと樹 , そ の ﾡ景母 P 
たﾡ認苗欲も示ごれ.ﾡの品要. ※療滅にﾡび村け/にﾡﾡ等のデー 

タも記入 Tるよう にはっ マいる. ﾡ地にば一の番場 と 日つ け .、 

iている。 .

ニのう る記甚隊式が示 してある. どの計ﾡも承県基いて況入 Lて 

ある - .

テータの事さば /ェース ーﾡ位てるけ ・てあり. 番通ﾡコとに 

跡する。内きはつざのとおりるある。

全求分 7ozc tud :
/. /上の本太の前面積。

2. かみ数、数面務およの立小本数のハK樹済力がﾡﾡ領ヨとに 

者コ る.

3. 全お分の平ﾡのめ糸はﾡ尚面林&ﾡか水投で孫して平均ﾡ面水 

め 断面あ表 そ模つてdめ.父 K検等する 二 とに*り 求めら( る.

4 全お水の平均樹海は, Pの.め,んヒﾡ起山条からボめめる。

5. 全本のユるﾡボ位全木皮付よ横・ ..

市服レ 得る 本分 のuex cfawz イ合ビe イaイ ・

A ダえられた上初直経まるの列用ボの立力瞬 単位 ﾡ付さ e は災ボポ横 .

7 一定(5時)の上神血径きたはdめ.A 叙コヒの千地利用催さで 

の回除2太視塔によるホー ドつ - ト 単生力校滿.

a. db,%ﾡ今の平均利用直経での、一般にﾡわれている別の究太切

怪に るポードフート 単位 の 桜水 ・ この後の二2 の数相 ドha ﾡ 武 
M以上 のa,b,A の木だけ ご含むものてある。
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マ7・スス8・ 節に示 してあるよう な様地の通位数のう計算がさだ突 

クて いる。

2スク.地指救 クラ フ7まちは表 の3製 

C7t4イcccct f c Scte りwucex 9tap& ◇と 7282e .
方のaた はボー ドK位 o 禄幸 のお線は樹高歯彼およの*ハから 

科ら1(る地ﾡ状渋系セ度って計算さ1し. エーカー当り のお終にﾡﾡぶ' 

る・ ﾡ*で行う地位に基くﾡ季地の今頬にﾡオるMに.光ﾡ級峰祭を 

禄ﾡ地全体に?い て展勢木 の樹高と林分か らる処妥がある -

地位そか数才 る o に株わ1tる樹高は . #ﾡ水およ び彼産木を除いて、 

老?は°ら塚多木 くおよで&場不 )から栄められる. 栄って 二のﾡ筋は禄 

地 ク全林木の平均岩高と 町じではない ・

. ﾡ光寺た は林分こと /にﾡ好木のﾡ高における総断面税 &革 a.
2, 三ィ を速彝木の本数«例 つ く 平ﾡ面承をまめる。

3. 27ノ3 表で二の平地崎面積にﾡ当才る強経を来める。

4. 様ず地 コと /に裕・たﾡ高対資経の 曲係か ら ニ ○直ﾡのかの 料高 a .•- 

? けだす・ コ tが後に ニ の ﾡﾡ地 の地位指缴を決め 今 と さ にﾡわ10 a 

ﾡ活である。

す 二の 樹音を令確ニ・とに分ﾡしﾡ々に対す る 優好木の樹話 の千舟曲 

然そ引く・ よ3表ほこのようは平均迫を示す。ﾡみ付けら/にﾡみ 

これらの場の回で始合 っており, ニィ(ばﾡ令に対する延ﾡ木の 平A 
高の 上番よ高を示す祝求山ﾡ«みと。accceゝである. ﾡ活対#々の ペ 

ラ フ に各射令にお ける分布とﾡ高ﾡの上ﾡと下 ﾡの を示す各凝地 

の*者に畑当するﾡを来める と いうが塚、がある。

林光日あるﾡ猪が所楽レよ うとす る地増で政ﾡ レてい る地ぬクﾡ画 

全体に互?て 夕布 しておら な ら8い. さうではけYは"子均 出ﾡ は 

帰ったちのとなって レまうであみう。 地aのﾡ辛地の分各令叙に 

豆っ てい けはざ らにﾡ府が才るであろう ・ 手均曲隸は決 レて名関 

今における後分かの ﾡ均燃高の正確な登ﾡ段階を示才をのてはない。場 

今に対才る相ﾡ礎す る平均ﾡるは各材令とお ける燈な太のﾡ本場か ・# 

め以れたものであり. 二 の本殺はﾡにﾡさ=ものるあるの るどの子 

始ﾡに ちﾡの子均でﾡ長の後ﾡほ木の令はれてい る。(zo6節)

ーブミ- 

と. に拡べとお り 地ﾡ紙の才楽とほって い る樹高の 一または任文 

の%を才る禄準林かの送ド( 二tに よ つ て場地は地ﾡに分けら 

tる。ニィが☆0年生で ノ○Kﾡでと»1t(ば夕2年の横型ﾡのと 

ニろ の樹ﾡの縦ﾡ禄は規準曲ﾡすなYち重み付さ 平均曲森の塔ちるな 

•嫩网様汇ルル 日経で万割され る。ル吹樹用 间隔,“Z S", o訳 . 

は各常の中べの ところKﾡめらハろ。 すなわち524の ところの7w 
の才は平均材高が44〜75ほの店におるよ準増を冬むニヒになる。

さ て向ﾡとなるのはこの ﾡ定さ1-こク年のり場高をとおる、 /の 

ﾡ級を表わ レ をの樹々範囲を通じて その地位ﾡに ある機単ホの 子 

ﾡ高の皮長域程&示丁出線がを培く ごとである。

二 0地救の 型のﾡﾡとはるのにャ5根の単一亀み付さ曲ﾡである。

M ¥が現地調ﾡで地/に 乙分さ』て い ないか 乙分でさほけ(はﾡﾡ 

曲ﾡとそ に適会し-出ﾡによ ? < 分ﾡし ほけィ礼 ぬ。この 

尚欲はいつィも 規準曲欲ヒ 同じ型をレている と仮ﾡさハているる$0 
おけ る地位指放樹ﾡ4 -cccx イす とそ ○お令に おけるﾡ 

準出ﾡの P始営ほ ヒの岡に州才る四だけiている。 つtは絞 

.ﾡ上の向ﾡがしいことそ起1しているが, いエハも。から出発して

s。 年る/2吸の※ 冬生ホるのでそのﾡは2からおﾡして s-。 年で/に 

座レケ0年Ju上では2以上 ヒなる。

南 曲線の規準 曲線か らのMリ の率kどの毎令に対 レても悟じヒ題 

1かる。

(ろんな方法が示ざ1て いる け1 ビニの比辛を徒っ て地位括承ﾡを 

Wく のが一動商単である。 フ の比条ば ﾡe年におけるﾡ半尚条の対ﾡ

&2 年 のおけ & wi? て求められる。 たヒえそ "53*のテータ に基い 

ている 7o函によ (は出ﾡで示さ tている «2年 における経数木 

の千ﾡ樹高は のてある。 ク々びの地位指ﾡは 79 の, 寸な 

夕 //•.年階コと に規•学囲赧のクタぶ% をは っこヒになる。パ年 向円すさ 

わち クo. ヲの2～/0の林令に対 わﾡ幸出篠のうみは?,よ ダにへらさ 

,者し い曲線はこの修正されにﾡみから7ロ ト さ(に尽をとおっ

てlか1ろ. * の4の必環とざ る 地植報 に つい ても同じ法が用い 

ら1tるか 地夜覇 の数 ぼ個々 のロッ ト の 糊窗の範明 を す分に琼、 う

のでなけれは"なら ない。
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区した図面 は二つの 自的に使かる: ャー に様を地位w に分 

表する ニと,ャニ に今え らt/た塔性にﾡして表がﾡ地でﾡ用ざィにYさ 

あらゅる 本地 e 比位領 にか初す ることでちる。

会う地位の林令に対才 る優多太、宇均樹言 の蛇の曲像か、第聿曲鑑の影 

状に般なにﾡ合っている とい ラ板 足修逸り 返 レ測 足された 函ﾡ標の 

テ- 夕の挙い場今に は一時的 に役にユっ・ wがて は禍い 地位«殺 い)せ, こ 

に対才るﾡﾡの型は平也後と登う ことが示される"

6の 的自 った型にﾡ才る阪足はく 星族 と な る様李地テー タ が )を令 

4に豆2て河 じ林に効県イ に 地級 の百じﾡ問にアさわr っている < 

うかn証さ』る はら出授期に百 るテータが欠けてい る場合るもウ、 

する 二 とがでさ、修王をする ヒかるさる。 そのヶ法さっざの とおりで 

ちる。

. Mt。 コ•と4 板準曲施を刃く -

2. /e 冬店ごヒにﾡ羊地をかけその冬あに対才るﾡ係上の樹高とま際 

温為の蔑に堪く 各々級の役考太の平材高の援洋崎をきポオる.

3. 各冬4のめ &ﾡ学尚 ﾡハ以求め だ子始樹高で初る。こ ハは変 

呉係数(24 師)といtるものである。

4. そみ々級に含ま10 る塚辛地の子林令に社 レ て 委県係救をプロツ N 
する.

a. ・ロツトざバ に点が水な直ﾡで表1 オ ニ とのてミ( は合っ に 

砂を レているといラス足、 るなわ ち提举 曲縦 のﾡり の季のかMは 

一ﾡであ るこ とが証さ1れ たことなる.

b. 7°ロ ットさrと 点かよ令 とヒもと 下高 し上力 に凹んど曲みぬに当 

ちれば ざの段ﾡ/に獲む ・

テ ある0ﾡ地位級のﾡを凶んでつざのよう Kに正係数を計尊する-

' ゆ正係数 =

_地ﾡ指数ときるど立-ﾡや基々上における規*築の触さ 

スL本歯合の本る*A本令におりる変 y魚数

っざ。 よう にﾡnの地位ﾡぬ祭のあ め ゆるおぐ Kおけ るﾡ出ﾡ 

か ち の力 学核の 隔り とさめるのにこのか数を映う.

ズて4における規非ﾡから②%の孫り =ル正係数*ズ毎におけ 

るな要み数。

・ブS-
7 ズ年にける規曲森のおﾡを来して幸と喋にね旅しその巡を図 

上フロッ トする。
地ﾡ指ﾡ曲本を求めるため二 の点を使ぶ.

8. 又愛8地品るすべて kについて $～7最の採と導え才。

&ec4typue の州ではャ4段で永平α宜織の得られにのて, 二

以 上 え K道 む寧 a なか つた。

53表 令級によるム。4dtgypceのﾡ準地済料の分類

• 算報 平太合 
年

根*地数
後参本の? 
ちボる 

呎

エーカー3平均 
ホ本数

エークー

エーカ当 り
曲司演

そう【 .

エーロー 当 り
N、 本
立う

小 〜ス 23 ーバ $3^ / ユノ ス32
25 ～スク ス? 今2 〜夕/ ノう8 うラ?◇

～ 3タ 33 ノノ ク。 3夕/ パマ シノとク
5 37 /ヲ クa ・

55 ノ& ク3ぶ

4o ～ ク タヨ 42 ふく /ク2 ノラス ジタ
45 ～ ルタ 6 メ5 ふ夕 ノム々 35 «,$87
Se 〜 * テマ ス タダ /4? /ラ2 .ぷ8

s4 3夕 ・ラク 25 %6よ7
4o 〜 4 &/ ラノ ラ8 /? $2e
45 ～メ? 44 4 /◇/ ノラ7 ノタ3 ☆シクア
クの ～ ク クe ? ア2 23 3353
ク5 Cクク ― ク? _ //ラ ラ7 5 4,/24

22か. 各プロッ ト の地位指数 の決ﾡ

De乙ez?ucっtccot ◇チ -イどe Stddee こ ム/ h&ご.

グ'ラフ< 08 ) の際は正ﾡなル頃地位領 く$o,42 り等々 ) に一致才 る. 

可！’•地や林分 な荷単に% 吹紐に 分類て、ご るよう に継はうかスている. 受 

もい地位標曲領に喫レて プロ トされ/愛勢水の平ﾡ樹者のmﾡを

入する ことて、 登ﾡ手地の吸括約の地位数が点られる . た と えル"、 

254庄の林分の標準地は72 ﾡのお高をるつているとる。2のプロッ 

卜台1 点は/eぱの役よ りいく ん上 にある。25年 おい て二つの財 

)あった曲衆のmりは今のである。 72 訳の樹宮は当報上7のヒニろ.

なりち 8匹施ﾡの冷 丁なわち ②クス5の と二ろにおちる。 地ﾡ福ﾡの 

ﾡ位では、これは0ノ25 ◇/e倍すなわち バスラ- まるめれは7 に寺しい。
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L たがって 二の標考地の地位指数は2 +/. わら 7/ 収でちる. 

ちま り用いられいが地位権数は目測で補する二とがでさる。 - ) で 

は向ﾡとなってい る球準地は, 地位数バ/ にないて存議レて いる, T 
な1ち。$2 毎でこの子ﾡ部にﾡレその後さ らに大さくほるというの 

がﾡけ らかている。 才2の火2年生のﾡ準地はﾡを23 の樹活 をも 

?ている。 上託のや り 方 ぐ地位堀数ゲ 69頃であることがわかる。

22? 林令に基く 総尚面終表 の調製

Coxcstuccct。 f a 78&7Zf Bwa<ce& Based oc 4ge

ﾡ初の麦旭送状をﾡえ し表の 目的 に由耍な影亵 を及 ぼ寸 さわ かて,※ 

ﾡ点ﾡ李ﾡを承去vす る には内はで炭える方法が琴てある。ﾡ準地当り 
の統「面績べでのを概供する。

各地位の林令 2対するﾡ飾面ﾡの表は林会対ﾡ高て停っちのヒ同じ之装 
曲奈か ら依られる.(53お)は地位2無戻係2全標ﾡ地のﾡ面積と/2令ﾡ2ピ2平P均し 

お令に対する断「面積の復み村さ曲欲るロ トす る・ つ3にそ1 る/I/e 
順地級 のあ地を令に基い て平均する。 殺ﾡ面ﾡに対 レて替歴 ニ」 

曲ﾡはいすも 全体のか地 に対ケる規李また は平均出ﾡと同じ形をし 

ているピ収している。しかし各曲ﾡは回昭である必妥はほい。 族 

曲等向 のmた )は通物地位のﾡ いと2ろか 以アハとニろ に合って ※次 リ 

グレ地ﾡの思い ところ とﾡいとニろ のﾡ「ﾡﾡのﾡはﾡ高々おﾡの迷よ ) 

全かに1さいものである。

ﾡ湾地の平地も女みみ大さいを除いては不ﾡ叫になるM向がある

二 の作女は奨曲みの向 にﾡう が ロ ッ ト さ 1(に平均Aに念ま る 

様準地数 で 出容上 の各点を敬み付けること で双グラ フ上に 各地 初級-ニ7 一 

に羽々 に曲骸を歹【くごと がで3る. 各山像の子均盤は呉はったに場ま。 

は色でプロトする。全てのﾡ等か7・ロトされたたらはその向原が 

しいか、※並認であるかを決め, 二の現知B区配列に対レてﾡ徴を丁 

ﾡして子ﾡ化レなけ?(片"ほめない。

一つの作る 曲欲の形をﾡめ曲欲をつ り合せるという 長所をあつM 
のものよ り簡単 で レか も ﾡ確 な方法が公え る. そのペリ方はつ ざ ヒナ 

りである.

ク 名標準地の世商がべそのﾡ季地のよ令くﾡ当する堀来出欲上 の尚面 

ﾡに対する百分辛を計ﾡする . たとえばヨス 年出の材分の標ﾡ地か、

- フ7 ー
エーカー 当 ・ユク平ガ駅ある二 とゲ分っ たとする- ごの点における祝準 

当るば/28頃 とは ( る。 したがつ てそのﾡはノ2°/2みx/oe 寸なP 
ち P35みでちる。

2. 林令に栄内係に同び/0阪/ﾡに含は』る全標半地を一 しよ/にして 

石分季のﾡをボめろ- 正ﾡば子均地数もマ計ﾡ才る。

5. 増収な/に対レて子均沼分率なプロットレ・ ニの点につ合う 

歯線生引 く.ニの グラ フ は一に 交ヌ 四 (cxixccePr e&axt ) <7/項 

参照 ) といィつ(る。

タ, ニの交又 図から各0唄地位数向ﾡて百分季 三みる.

s. 名地位故ﾡ挙に対 る尚面積を求めるため*会およの2年内N
L に規•準 曲緣 か ら ﾡみと ら?t/た出面ﾡの否分 予をﾡ用す る。この dを

ュッ N する ・いイ1( シ 平ﾡは曲みヒ なるで あろう- o 曲係は各地 

a W レて炼令 k とも に総曲面ﾡのﾡ加する ことを示す・

ヌヌ図にプロットさ( た西分率はぬ布 レ も 商3上にはお ちないが、 

・さ t下に凹ほる 曲線が 地 加数 ととも/格加するﾡ向かある 二とに 

上り求も よく通合する ニヒもちる。

のう法は規準歯その ほり のMm承の多妥係数がﾡ高の場合の よう に 

a4と な才 時の み正 

い 二の条件をﾡ 

→るには, 度せ太 

,樹協 ク 場合ヒ 同 じ 

万 よ &使う。 しかレ 

消a せた係が上ポ 
] - チ下降するか、 

らるいは ﾡ4で力れ 

は地/数にさるﾡ 

小 尚出線はﾡ求曲ﾡ 

対 レて 一の否分 

を関藤 にない ことか 

題 ら かてある-

「 り場合には地位 

t数で曲線を型める
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オ ニの力法が又環ヒ ほる - そtば次の救諾か ら成り 色っ でい ろ.

Z 株令に対レてﾡ面系のﾡ洋場※をプロット レその炉を曲ﾡで待ぶ。

2. 規¥尚奈か»の名ﾡ季地の傷をﾡ党の林令に対交オ る緑み備* 

でる. ニクヒはﾡ単位 (4tandazd act) ヒ いろ。

3. 地位役ﾡに禄共そ4め, クラスごヒの子均線求単位2計算才る

+ クラス ごとの正確な位ﾡの平始に対レ て 平ﾡき単位を ロッ

ト レ,愛考本 の樹ﾡ と対オ 石交ヌ国を探ったのヒ枫 た方 法 て 曲べ化丁

5 つ さ"に各地品ﾡみそっざの.よ う r 採型曲ﾡを作 っ た系四 上に 7ロ ッ 

トオる・

Q. 規曲欲かゅのみR々 ・
め, 平均点業単ぬの衣 ゅ地位数のみをと る.

e. 同々における爆*ﾡﾡのが逆みとヒろ。

2, フィコ ッ ト する燈を来めるため -bと2そﾡじアものと0え合せ 

る:

e. Tヒおょ が地征るつと 上マの採をﾡり ﾡえ レ 7ロッ ・ こ 

tた点を出線て名ぶ。

$3表の &4u4Aeのテー タについては、 2のニっ の方法の中 x 
初のもので十分である。 フノ図 は交え曲線を, 72図は規半由係を示す. 
規洋 昭と し て w ト ざれた キ、盛、弟制 本及 の環導地 , 特に効会 ・ 

の影場を点2る り示しており 当珠の加置 を速める にかな り の Iiか

琴でち? た- 2キでﾡ績は ○平才吸でなけれはならぬため最左ﾡて

Z2回 々&4チんの番許面ﾡの想曲練

はﾡに下 降3る撃然ち 

る。交ヌﾡ線は番通水平 

きﾡは、わ本か Kに下方 に 

凹でぢる. /ペ頃地向略 

に対が るﾡはつ ざの と+ 

り である2 ヒがるざれr. 
地位数 交メ乱分 *

クク 夕$
クク

ク /Pの
ノクウ ' ノPバ
/ノク /e3
/2の /ク

- ゲー

地位指数 7o の誉面ﾡ由ﾡは タろ ”を 迴準 曲後 の 断 面^検 に 素ネる 二 と

<fら(, ま たに九位数800曲線は?ス今%等々 全年下る コ とで作らtる.

73 図はぼした図を示 しており, こから 正帝お分の総ﾡ面積ば各

#々, 地ﾡ求ごと に違. 接読みと" ろ・

同レ方法を立小本求. 平均ﾡ務 さらに立ぁﾡエーカーり 

状/につい て4り ﾡす。

控親面校,ユな本*, 平均協面ﾡの曲係は点立に引かてい るから/0 
年 と のxで乏い -クローステエクる二Yはぶい・ たヒえば.総 

断る福を立水本数で初ったもの は独立にうlか』た曲練か 読みとらよた 

o年級ごとの平9好ﾡ役を今えない・ ニのために次のさうにクロ 、ーテ 

ェブ しなければでらない. ; 名処徒-抹欠 の 流たに対 レ 木本太に平地 

高 次ぎ衆 けたも の か施断面 領 に尊 しくなるヒいう 属が当て はまる.

コ とは必要かくべハらゴるほ件であるから, 三っの半当談は同時

括か1れ,上変の向係によ?る*の全ﾡﾡを面じくてﾡ公ざる。 7ロス

ェク が支全 で1け は全 に - 致丁 るはで曲«は修正しなけ( ボは

らない。 ニ・マーっ困るニヒ は信々 のプビットハら算ざた 子 が面 

合フロツ ト の ユ木本数で*の ﾡぐの全プロツ ト の 尚面検をqって 朮

力 た 不四斷面積と 対しくないこと である。

ル ニの ﾡ面救の計ﾡ は手均ﾡ面ﾡね事欲のェ とでなけ "なル六い.

切 津 ﾡるの 味を行い, 交系ﾡ欲そ引いてかル本ウ味を次のﾡ係さ 

炭って二の交ヌ曲線たい 

～行ラ・ 百4年本単位で、平 

嬉的旳後にたホ本数を衆じ

ものほ位面ﾡ等 し い・ 

gク/・ かと クた次 の テ 

- s は2 の 方法 を示し てい 

ろ。

ない 一 -- --------------- !  
2 ス, 付令4 * G オイ パ

んc&dgpe の地ぬ求に対する
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化数

------ 
分

年二, ー,

厂： ,爰野雨禎 乙本本数 1

ク2 ? /38.← 45
22 P /.フ 身9.

/2 2 28. /◇
/の/ &2$ 、 /ル

// ○ /e 3 クク← 夕$
/22 /e ダ クシ2 2

==ャ番マャ ■­..・, ・ ・・・・l・ ・*辛w ,-.

この表の名行において後のニフ の音分率のﾡは和のﾡ分等に等 し く 

(たとえば位数/。ではみのケメ/4 >で、したのって三っの曲義ば 

こ のxで クロスーテェクレている. 同じようなやりかた ではさI た 超 

曲祭につ いて は各光位級材令に対オ るすべて の曲係は回ﾡ的/に的り合 

っている- 出係を作 上 げて からパK地位級ちよ は 年 こと の令級の全 

ﾡ田 に力たっマテータ の名クラ スにクい て表をる の登ﾡの手 でお 

る.

2ラo. ボ-ドフート対する収後表 :

324 7z4 チそ Bcex 7とて.

ボー ドフィー ト に対する桜表はﾡ分の甲始血経に対 して出線 Lた立 

方状愚木、ード、フィー ト比を立ケび求の 区媒量に食一がる と Kよ り 全 煙 

立吹単位の収後次ハらあさる。

ニの曲線を求め及 ため各械準のホードフ - ト棍術を金枝五方吹；？依 

で前る。
こ の 比を平均 レ,保理地 の 平 増車. 绥に対次 レ て プロッ トオる. ニク出 

欲は止常にうまくさめめれる。ラま< ざめめれなければ、ﾡ地の会

計銃を及ﾡに内は してみる必要がある。クタ図は厶必除 p.のボ 

ー ドフー ト対ね力 災ﾡである。

ケえ ッ tた林令-地報の ホー Nﾡ単水の以歩を計ﾡす る には面 V. 

表か ら こ の額に対す る平ﾡ妹令面経を求め出欲から こ の 直ﾡに対 るホ 

ー ドﾡ対立ﾡ ﾡ比そ読み とる ・ っ さ"にニ のクラスのう 武単也の ル書 

につのをﾡ じホー NWルﾡ表にし たホー N原を記入する。

74団T
4必M纟 /inz の 平 林分 田 対して 7ロットレた ボード駅対立 状 も

利用名 く以 下を除いた林分の知用 収ﾡ 番

2222Aa。 42ど& & /kaLz2 4te

■ あ 呎お よ冰 ゴー ド位の利河炊後番の表も巻通寺えらﾡﾡﾡづと 

区梨される。2nはボー 下o単倣/つい乙もらる。 eどえは1を 

Z以上の林今にする2あ不単俊○枚種登, 断面積、立木本数、 平 

普経と示す表をる2 ヒできな. 全林分ヒ対する基本表(0.4と なぬ&oゝ, 

(wo&cAaなよ& なん > が利 用表を依る出発天ヒしてられる。 ボード 

ート ルの場合2は全本分と利刑林分の対充する林分データ方の否分求 

ﾡ保はそか林分迫径2対し てペロー ト ミれに3令は相N保か大 

そある。

R標地に録*使って利用林分の立ネ、尚額ﾡ、およ02方来 

ゆの水催量を全林分の対交する ーィで製の召分で表ル+。つか 百分 

条分ﾡし林かの子均負径2対してプ。ロ トする。75回は一つのﾡで



—— お-

ある。 ぁﾡ後呑分率を同じ図上Kフロットすれは"、こ1はﾡ面ﾡ百 

分年の曲がのい< ぶん上に求るであろうラ。

曲ﾡの 係命 は番通う まくﾡきリ, ロットさ1(た点てニ>には示レて 

ほい) は後い滞と杉ﾡる。有用用 ﾡ林分 の表を ﾡ オるには予均 径ち 

よが特定のみ令地位銀の ﾡ欲上の否分著をﾡみと り 全林分 に対す る 表の 

相えるﾡにこ二の 百分率をぶかる。ﾡ用名領ル下 をかいたお分の 平均血 

ﾡは二の新しい立木本数で新レい尚面本を刻 o, 二の子ﾡ面ﾡをのbえ 

にﾡ算才るこヒによつて求めら1れる. ユード桜,独本 丸太おの後表 

は立木 ノス 8 立方 伏の 減聿 コード単位で、表. わざ る。*の3製 は上 と 同じ 

承ﾡ K しがって行わ2れる。

2ヨ2 正常立木及の可令林の球分表(ﾡ径諾ﾡ本数表)および者積表 

SaudaudSなok 728&4 メ2万4gy goked Ere-@ged Sイs,

お分表 ( 直ﾡ随切本数表)は与え »10た林分の直ﾡ踏制エー カー当 

立木本数を示で表に して史殺さtている。 ﾡﾡ表は各互名級のおﾡを示、

は全お分のりぜで救の否分率と してぎひ、かれた ワ 时以上 の木の 営面承 

は 全益分 の本数の 否分率 て¥か( た mm才上 o 本の 入数 林分平地

7ろﾡ

dめ,f K対レてアロツトしてある。

( Dod4dイ Becoe, Aedea afPeepwxtg Tイz 32 
7a4s, Jowc, イと。 Res,32 $43一$7ィ1924) J 

ージラー

政後の 際正常立木ﾡ太分のお分去およの*ﾡ表はよ今め 立不本数およ 

次枝績分布の定全な様子を示 し てく れる ので,さわめて役にう2・ ニ
らの表によつてあら中る直径級。直径紙のグルース, 直径政界残上 2 た 
はJル下 の 本ﾡ 分布 お よ &判合 そ求めることがでさる。 ﾡ分表 はう& 分布 

きたはﾡ線のw製を含んている (/8姉). 問令おるで は査怪級に対する 

立木 本教 の 夾度 曲除は番ﾡﾡに場今おではそんそい る. 基く効全は45 
獲分布でﾡ令レている. すなわち域大の本数は受ハクラスに在り 右に 

ハくに縦2 て ﾡ激に式リケる ・

ﾡ令の進むにつて 除々 に 曲 詠は 右方 に名ﾡレーﾡの項返か現われる 

c/sみw). 地かの Rはs いﾡ径級にはあるが求mの食経坂のと2 
ろcはほい。お分の老令にはるに従いﾡ塚は一層 中に< って い<. 

ﾡﾡによつては分布のべをﾡえるものも ちり ・ その祐坂送の出区をゃ 

グ玉みとはずる。ﾡﾡ令布表のﾡ及ﾡ像ば一層ﾡがであり、 和用体4 
るはそのはﾡ 用ﾡ経で たち切めtて いる/め核雑さ べ増 している。

し ﾡw2て林分表およが巻本表のﾡ製はﾡ易で はない. yな< ごもニ 

の図形的ヶ法およ の二三の救学飽公式が二のr めに使われてい る- 

ニク方法を充分に論干るニ ヒ ネを め笠問を桜え るものである- ﾡ術

ﾡ席年微をﾡう 力べﾡもで % 図 に示 レて ある。二の図をるに 

レ き ﾡ地を子始追経紙→ヒ にきとめる。各林分の名資径紙の球太

［平均 県郷京議碑線を求胁 。た切* り グルー ・に入る全お分に対レてﾡ 

w る ・ そから 宜経復立な本※の駅積ﾡ及分布を全 立水な*に対す 

2客分卒に娘ﾡ才る(ノラ締). 特例目ﾡのあﾡ4(算ﾡ的&幸秋)にそ 

の石分幸と 二に対交す才る直ﾡﾡ府をアロツ トでる。この方眼紙の百介 

下回整は等前ﾡくはなく歌ﾡの規ﾡ町/ﾡ7 よう に 目盛ってあ；5. 排
』・ 尚分布が 本当に正ﾡであれは7ロッ ト された点 ほ 函上 に直領 と し

- 表りダ1 る であろう ・ 々布が呼力よ り おの3う I<多 い合82 てお

H ット さ.た息は下あに印となる。 百今卒単 成のすャて の ※秋類

の銀を 7ロツ ト してか ら立ぁび本名表のﾡﾡで示したのと ﾡじヶ去で 

問い ヶﾡ係上で同ﾡ報の 歯報にその組を子ﾡ化する (82埼).

ニの 方法 は妹分表 ヒ ﾡ様蓄ﾡ令布表 にもぐ 犬ﾡでさ る. 如 A 可 ﾡ求 

かの。 分布は この方法 によって、 なんらのめんどう二とる起らない・

お順の ﾡ をむ っている場合しか小ﾡ径のよ う 場合に は対数 理 等を尊



- と 一

規確立 紙の代り ノ二使え肉'フ•ロ ッ , ざ れ たる直然女表でおろっ 第28章 正間後衣を使っての干均目令旅の 

実期年成長星とﾡ武量の予測
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ﾡﾡ及百分辛
5

練術旅傘紙にフセット したイe-po.e の育径断ﾡ 
本*のﾡﾡ分布

2そaa 合 & f 7L27n22 み& Z4-
233 平村分えの正ﾡ区種ﾡのた用

ん2 A2coなot f イGic22 e4 J&4& をイaac Staota- 
同令本にﾡするﾡ表のォーの用全は. 文ﾡ田にるる地にﾡ将 して

いろﾡﾡ杯のﾡの及長番 名子測する ミどであろ。 大面の示未経芝林分 

そはWﾡ表示しスあろぶ う 海正ル穫は決 して生ﾡご北ないであろ 

ラ , = のため双次 の 立木度にな じてﾡ し引さをしな10 ﾡ環来林の立ホ 

ﾡによっ てﾡ化する百分ﾡ だ岐不番はに退大夫さ1 るここ 高る 

しかし. この=と正#ﾡﾡﾡの価値るそこなうものそはふい・ 

令林の長ﾡを子列するﾡも天除的な正確ﾡ方なは正ﾡ牧ﾡ交を欠 う

こ 乙である ・ 蚊殺表から聲ら水 た王ﾡﾡ長湿を現天の 肉長ﾡポ系す 

ろこYによって この 子測が行忘わ る ・

23化 子験的すふわ ち正以下の本分の政穫表

とniica8, o Subnomt22 , Yao.2a To8&d:
と各には 正常稼表に 甲いたの同 じ万法でﾡ小 立ホ度分の平均的 

#2叩ろため .すなちいろい みﾡ令の林分内で十分なﾡ愛ﾡから 氏 

て いみ表的標衣を測民するが,ﾡ手 は正常立水ﾡの林みだけに及 

; 1Lるおらず, そ し乙 正w立木度の林分すおわち 正ﾡ収ﾡ量 と い ラ より 
はむ レ ろ 大面稿の 現次の平均収政ﾡを示す表を製する こいう一たゝコ 

的をもっている、攻穫系か らろ かか あ る ・

o s う なﾡ令 rおい てもﾡ実の ﾡ稼は正 なものの 0～ ノ0○ま 

で ﾡ北 していろから,か、ろ 添はﾡ共ﾡされたﾡ季地 で得 らa た然の工 

. 力 を 志か す に過 ぎず. したがってﾡ本令まれている林地の *の 時点に 

おる*紙を表わ レているボである・ ミt は正普牧ﾡ表と まったく同 

じx っ「暦々"林分についてﾡ正する"暖なある .
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収移玉がーカ ー当 りの平ﾡの正予ﾡ量r近く 方なれ ドをろほご現系の

存登を4ろ ﾡため三のﾡﾡから よ り 一万正ﾡにぬ正する 二こがでさる 

の て正ﾡ戒ﾡほ ごﾡﾡの い < 結采はﾡ»c ない, 正以下の どのょう 

な速深しﾡ分の 正*海ﾡ及湿ﾡ と-致させろコ とか路か し い 新の基ﾡ 

となるで万ろう. 天公生の 正常下の立ホﾡで は同研確 ・ 月令 月

ゆ に おいても 吹登に はﾡ当 の教要 か認るめ ら0るので,経除的攻索 

を4R製する rは多数の緑ﾡが以ﾡでお る かりでなく, かゝるﾡは ﾡ

*岡代 よろル量を示すの にるんのﾡ店む左 く.経せの 百ﾡである送 

王林( クー2m22 foa花)おゅ る正帯潜在番ﾡ ( noo..a& petottaど 

aew-ttか ンそcん ) をテす こY しできないのである.

23よ 過小立木彦の林分

LOれdeu4Co-cんoc S才amudd
正ﾡな型 を L ﾡﾡﾡが長する新語中ほ* ん ど。 研確で はﾡﾡさ ) 

針ﾡﾡの ほほ うがォそ う でxるか, 殿 な制約る うmているの でﾡ分が 

*の一そ溢じて 正" をﾡホﾡをもつめは. 次の 二つ ○ 条件中 か パ 

でる ろ ・ ォーにA Fyな< とし 氏撃 ¥ほとん ビ同時 うつ所レ たﾡﾡ 

を 予成レう る向ﾡをもつ 確解計およ び請 ﾡ で一ﾡかつ元全にわ、われ て 

い な けれた らさい。ﾡみの ﾡﾡあよび密ﾡが枚のﾡ長の抑可に よ っ こ 

ﾡられろﾡらば、 二の宏生させるﾡくがである-

ネニの条牛ﾡたお一るﾡ守で矛 る - 与え らしたﾡまたはﾡ球ﾡに 

正常存ﾡ半径をあえてﾡﾡ したため林地でﾡ状のﾡﾡか起ろ さう 点 

核.あるい 広/%は決 してﾡっておらない。二のた めﾡにがﾡる こ 

とYなり, 戸り のﾡか伸長 し 麻腐地 に 名、ケ み種書の ﾡ長は証ﾡ と なる 

に もか 、 わらず. 被ﾡ をﾡけたﾡか ら ﾡ烈する ま で永久に その令総の 收 

事番さﾡっ てしまう 旅分がﾡの氏長 , 翌耳ﾡ長登の塔加,最像に連 

ﾡ京長登のﾡヶ ヒい うﾡﾡを経て ( エーカー当り最大の平均ﾡ氏長量る 

示す林令まで うは s。 ～ /ス2年 こいうかほりの長日をﾡ する ので 

い ろ いろ六ﾡ改ぐながﾡかでﾡる . その結ﾡるる 令級 でこのxう たぬ 

ﾡをのがれ王ﾡ弓ユ水度 を尿ﾡ していみ林分は通称でそ の 商ﾡは小 

い ・ 被ﾡを受たﾡ存旅かさい オいもﾡﾡのそ=そあれ逸小立ホ度こ左

っており 正wﾡﾡの正W立木ﾡの休牛には並し ないてろろ う。

- ミー

正吹積表の立ホﾡのﾡﾡ ほ林令の*何 を 向lわ ず赤分がﾡ をと? 

たﾡ兵において正ﾡ京立下 なしっているこﾡえら4るしのである- 

したかって ・ 過小立水ﾡ旅分の珠ﾡﾡは平ﾡ最大 ¥ し乙この委の項て 

表わさ1( る - 、

23ら 立ホﾡの終ﾡ的ﾡﾡ-ﾡﾡ比

Mwmueoica2 Mcaeu2c of S おc&ia - Dょ4ta ムオス ・

放獲表 の 正帝 立木 度の林介 と ﾡさ10る立ホﾡ内現天のエーカ ー当リ 

断面ﾡの こ と两号の.正備林公 の 蜥面職にy る 出 c しる測リ得る・ ﾡ 

次 の立ホホ波と正 立ホ水数ろ る い現ﾡ材ﾡ と 正ﾡぶ に去く こそも 

でさろ, しか し断面ﾡさﾡし 確実な話 ポを与え るので立木度括坂 ( - 

。6おt x)そ計ﾡする接政Yしマー微に刑いら北ていろ。半木当り 

○断面ﾡはﾡﾡ面ﾡとﾡ像岡係をな している - こ念承ﾡ因 で は 一ﾡ 

u マいるのか耐喚力のﾡつあるﾡﾡではﾡって く ろ・ ホﾡが会で旅 

Aが利用Tﾡの大ささ に した場令 ,ごどのさう なﾡﾡでもﾡﾡ歌面ﾡ 

=対す る断面ﾡの 比 は一天 なるﾡ命があ る ・ 所間ﾡは こi北 を 生経す 

るﾡﾡ地画ﾡ と※ﾡな向係なお る ・ 正燃立ホﾡの 2c&ゼott Pi&, pet- 

uJoa。 pbu。 の 分 である ﾡ分 で、このとがひと ひ キドばエー 

力 - 当 り の平均断面ﾡは個々 のﾡ平地の 断面ﾡの ﾡ勤もか、わらす・ 

けっしてしもした t 広り そせず由徐た立に平行 と方る ここがは

ざり示さ aLた. のﾡﾡでは、旅なのm に伴 フていく ぶん してい 

る. 2のxう な 理由 で, 相的断面ﾡは正ﾡ立ホ区の百分年を決める ¥ 

必な接ﾡこな っていろ. そこで,与 えらた位. 令後のﾡみに対して 

2の ゲルー7"のエーカーセ り 旅断面殲の 平 を計ﾡし 相対的立木ﾡ を 

※めるため同じ位. 分級の正林分のユーカー当りﾡ面承でる。た 

2え . 7 ○wの林 (よ0ほ生 で覚地数 7 2w) の /MLcなioz ・のAな.

& の旅かでエーカー当り素調断面ﾡがノぐ2平W. 正立木ﾡの旅 

冷の 断面稼が ス44 平方吸である とす北 は ミ の林分の ﾡﾡ彦比さ "$2名wA 

= o.4は4 , す わ ちこの ﾡ分 は,と/.よ%の立ホﾡであろ。

正のﾡが立水ホ※またはﾡ承で測ﾡされた場合下は 立木ﾡの否 

み卒は哲干達っ てくる。

例えば Peta-&aoんンu②再生めの研次で夕/の地才で計ﾡした立ホ夏
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②百分条 は夕 のように刻化している。

基 疎 正常立ホﾡに対すっ平均否分架

紙6立六本数 ............-........... 7み2
総、断面示・ 8z.e

立方吹林ﾡ -....- ——............  8ス./

ホードフトみ減 ﾡﾡﾡで——…… P..3

" ク ス7リー十一ﾡ..... . 8よ.ク

上の ことからﾡらかにﾡ面ﾡの宏灰 は才 ﾡのそtとﾡしい という た 

は立り材ﾡ つい て はは正確て F ろ かボー ドフ ー ト ﾡﾡ r対し てはス 

〃% 違心建定する こrろ。

237 林令位に独立ふ立木アのﾡ沢値一旅分疎ﾡﾡ指牧

4 M2&◇we f Szcんba ,イれtイズ f イe auイ Sと 

D4udtイ Iwusc ・
上のイで立ホ度はﾡ時でし林なとﾡのゐ政である ・ 立ホ彦を決犬 

ろ際・ これらニフの5孫をゆいたケ法 は沼ﾡの利太 をもっていろ・ 

Gxvw2んな 及び Re&e はエーカーセ"立ホホ終をﾡ分血径に対 

しててロット レたら, 小&林々 ・ に立にﾡ経かﾡすr つtて掲 

ﾡ的にﾡ少する ことそﾡ受した ・例え さめる砕ﾡの正ﾡ立六ﾡは 

ﾡ?はの bt をもっエーカー当"320 本で表p: る。

ﾡば /22の ﾡで はス7ﾡ, /o。 Mスのでは3 2, Po9 

の位で 37至で達 しる ・ 正ﾡ立木ﾡの林分は老令合るつつれ、 

ﾡ"貞径は名えず大するが.を通被圧水のﾡﾡのためﾡ木*消央 し 

てく ・後っ て胡立ホホ枚はﾡ少レ:そのため較的ハ介さいホでは平 .

その地加は分ら ほくなる。幼ヵ令の正#立木友のか分は . エーカー当 

多女のホ歌と小さ を平ﾡ査 をもっている, 走今の正ﾡ立ホ度の林み 

エー カー当リ ヒﾡ6に yいホ数 と大さ た平均立催 を2 つ.

対数才曜従に含々 を旅令 . 電位 の正#立ホ度ﾡ分の エーカー当りホ 

本数をロw ト すば正ﾡ立ホﾡをﾡわ す 才なわ ち通ハ立水ﾡﾡみ。 

規季 曲みと し て使 える査ﾡ形並 られる. 現突の還小立ホﾡﾡみの平 :リ 

径 と エーカー 身 り 数か この 函上にプロッ ト され、K. 立ホﾡの相対 

ﾡ百 今年が示さ れ ろ .

- ラター

ﾡﾡ計mヒ ﾡ砕五Yの はﾡﾡ Fよ ってﾡみか ら書建番下に正班王 

ﾡ徐べや撃であ る ・

納 え ば ﾡﾡ広は針永族よ ・も与えら れた直径に対レ て 前に大 さ な砕 

牙のねがりるもっている 一お的忌岡係に対するReiucん& 0公式広 

立水*= KD一"ムe$

対本で表わせは ・

&3N =ブと0ぐ23D+名

. Nニエーカー当リ立ホホ*

P = 林分ﾡ

K=ﾡﾡに キって ※る平=イみベ

ﾡ分深盗度ﾡ (なイ dottt クuイ) は /2位の任会 

送 れ た 平内 互 におけろエーカー当りの 本* でおろ。 & と2← 

の時はなず っ て 規準曲 機ば / ○けで/200本あろこYを示す・ 

会休の平崎ﾡは"ﾡ分疎盗浜坂/200 " と いう名称か•あたえられ 

ろ。こが文Wに与えらたﾡﾡの規平曲欲で万っ代ならば。 エーカ

-当リ?クe, 820 720 小の Mで / 2 のﾡ軸を頂切 るミに

行な欲をす 4 こ こか法赤, 国じ就種のあら ゆる現実林に対する林み
( d ・cべとて

來及本を 決めること かできた.。ミ ・に立木ﾡ ﾡの 林今れ求を 
正督立木夏林令が採をべ催鑑。式 ダさこより 求さ出す こ こがでさる

*

Rzoukc は a査 し たﾡ飛 につい て正林立ホ度の赤経せホかおい 

そ/2w木の林分びﾡﾡ数はﾡ部ﾡマツの納74。2から ed 

P , 九eイ w一n o / 200 まで※化する ことをみﾡした・

林分深交ﾡ指求ご笠栄隊で智 今託も林みが※令になる ま で一京 IM 

派たれて はいほい. 量小立ホほﾡ分の 道径疚長代 出 生 したか分さ り 

かである、 したがっ て図小立ﾡのホ公は: 林ホ の枯ﾡもりは く ﾡ径 

広袋 も 早い ので、,正ﾡ立ホﾡ林かに平的平く近く ・ こば気照4 

ﾡﾡ度 で予 ﾡでさるから ﾡ 小 立 ホ 茂林 分 o 赤 の立木ホ故 ・ 平7 混径

水ﾡはﾡﾡ.将示の林令, ﾡの4何を同わずそのﾡ確の双ﾡ田然 

か ら読みと るこ かでさ る. 二のこと は立ホ本ﾡま た は平 内ﾡﾡボ 

てでさないが、 そ10は考をって実甲的 なﾡ 及で予ﾡオることは
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でさる.

232 現で 正許数稚表 をﾡって同 令ホの 政表を 子別 する万法

Fとe4d Peceow チ Poccなa Gnt& t Eoet-aacd
Smt, イ り f イ62〜2 Y.oム Ta&&to.

同令ﾡの肉長を予ﾡするめ" ﾡﾡデー ク を*ッ 2 理兇調る之」：、 

ﾡ的にド森林調査・ 烈ろいは基ﾡ定でおる. しかし このためにな,:'0 
書ては ﾡ云ﾡをみえていないﾡ通の著不定ては元分なものてﾡろ大 

いさ8別の 立水領狂に加 えて各殊今 の全林令. 地位ﾡを来 ォ 方 t 
い・ 従 っマ地四にﾡ. 焼跡 . 不毛の寺通の ﾡ今に加えて冬ﾡ の 

&位・ 令がのﾡを区今しﾡけ古ら方\。(/0,/よth)
る位- 令級のﾡ界を現てﾡにﾡさへれﾡ決の ための 表および本 

分表 を林分に ﾡ々 Iにイる ( ﾡ長子測のﾡ底 士放ﾡ調変で得られ ろﾡ 向 

よ" ﾡく オろ ミ<でさ可いので )この万をド話 積施定 だけ 司な 1 
のキりレ っとﾡ分さ Lた純沢 をﾡるが • ﾡﾡﾡのボﾡは皮ﾡ ミハるて 

あろう し ・#赤の ほ系 予列にﾡヘのものてある。くよ節)

そ林分の全林令けは欧長4によ る領査別 F さ » らルたﾡﾡの 肉長 せ た 

えろこ 乙にx り来めらルる。

る分の 地位名 イ 呼示 の派本の 平がﾡ添 な め . 地事7 ラ フ 

にﾡﾡ従の全林ぐに レてこ "研示 を夕ﾡすろ こどに工 来めらる. 

( ス/7ヤ )

ﾡ令, ツ,ﾡなﾡといラ三の回子か・ かなり変ちしていろ大ゐ六 

の林を従送する にはこの=→の回子を北 っとな\7ラスにまYめっ 

"チ雲がアる・林令をま丁並でさめ 禄番他るよ. /0ほ..20 
の7ループまとめ1する. 冽 え ば杯令は 輪は 期かフ〃 0平w上のﾡ 

ﾡでは 22 で ?ルーフさ4るか, 短い熱べﾡのるのしる ば/○年 

で 7ルー プさる・地位 の 分や 4ノまﾡは今のヤない地 位祭 に W 決 し
ばなら ない・ 立木 成 河林) ヤ区Yして示し得る。

分秘での ゝ'大なろﾡﾡ点ﾡ字2 して平内穫ユ次の浩及において 

わ れたﾡ加存 レに外塚方よ内 私計算 に 加えらtるであ ろ ラ .

23? 元る在 の立不ﾡ百分率 を っての 予測

一/一

PeoLicot イa . cf Pzdc?t Stcたi3 Pozccっcなe
/ ○前すなわう /夕30-?42 代に文通小立ﾡの林分か正立 

水ﾡのﾡみ卜く合ぁ ぶび古氏の加ﾡな測来するためﾡの w く

方法 ド ーに認め ら ね てい なかった. /ア/ におけろ CaMぴし の 先昭 

的林ﾡは ん ど選 さていた- 王以下 の林分のﾡ下 は正林分の も o 
より¥木ヒLて 内 く ﾡ長する 2 い う e02ﾡ契 はﾡは的用に x る将 

ホﾡり べ さﾡ失 を合わせす る o に役ユっﾡ及ﾡ子消収ボ表をﾡ う 

み合冬全回子くなるしのYしてわれでいた- したがて ﾡ面ﾡみる 

いrをの他の 基ﾡで決め ら る現在の正区 の西か幸を未における量ハ 

と 水及林分の収減ﾡを来 る ため正収ﾡ武に五甲すろ こ こ が行なわ3t 
た ・ 現ﾡ? ◇立ホﾡ の林分 はッ素 / o. ス0.30 におい て 王ﾡ攻 獲 

番の#70んのである ミ Yが 決さている ・

Ca ○0ほ生の WR Pou- 「フいて犬表のようた比救ご示した. 

後 n他体 正ﾡ 務求 から のでﾡる.

立ホ本* 対才る召今孝 な断通和 i 正7面み
対する否今

ホートフー N
枚 球 農空能

/3と
------- j

/ 7 ョアス◇◇ P ;
/?4 メ & ス02 ss 4$P32 97
322 ノ22 ス3と /2o “ク 422 ノ2

ミの1ラ合 b0ﾡ生で正常立ホ本女の3ち%とい?ホ は正ﾡホホ 

素 で示 さイ I た 比から 予測 さたしのよ"町らかトノ3 0多い牧稿を上 

げa . そ ﾡ度 ヶるか・ 同じ工う な相ををポの炊ﾡの猿 ヒしてこら 

れ/に2力令期にボける相さ計6断面ﾡは示すであろ う -

体に過小立立木のﾡ生林は直社的合 で予ﾡさdtろものよりるかに 

大マﾡﾡ長比を示 ミ こが認め ら すした ・ ミの 肉長ﾡのねm を 新及 し た頁 

&法 はは現在若干の主理な用ﾡﾡについてわれてい ろ ・ mえろべさ書 

ﾡを研宛す1L ば、彳 に 桜わ が ろ デー の 田はは一忌 らて るで灰ろう。 

二 のよっﾡ方まは 王ﾡ度 え の m向 をさめるためいみ いろ 海雇 ﾡのﾡハ立 

不ﾡの同令杯分を及刑えする ミ ごに基ﾡ を置 いマいる。(2○ﾡ) 
二北波もし確束な方ﾡて 内ふるが、非予に時間と ッカz を早する .

次=のケま は aexRox (ス4/称) がﾡ深 したしののよラ r経吸的な 

衣にﾡいて\る. Gxvouんat iはレークの場合この万去を話用し
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た・三の 方をは浮ﾡ林かﾡ て氏長をかする ミ とハらまさ ﾡされる. 

正常底えの年rいてのデーワでって. その停命を※税し, えだの 

立度がﾡにおい てそかわら いとﾡすろの ぼ後 ・)でxろ.

240 函たオポで ﾡえされた正ﾡた及に基く子※

P-ececloz Ba-42d o イo-2.takイ Cんaoad /xi:wcd ucn 
Pと?tantc?t乙 ・Sao.e Pそoイ .

s ニ とにﾡえを4温 しﾡﾡﾡﾡのたに ﾡ才く 少なく も=

のﾡホのデークゲ・ Devピao子 c -合eftoeepクu 岡するも

のーラ小 ホﾡが今の王怖 
京学みで学製了きご社の

ﾡえの』向をさめるのめわれた。正市百 

その ﾡ所Tに おける 立六ﾡめ ﾡ化 がさめ ら た.

こ の ホつい て五小立ホﾡ休分の現索 ゾ面ﾡの正ﾡ立木及杯分の所 

西ﾡに ずくﾡが77ﾡ示して ある ・ この夫声的み多 をﾡネの立木

と2からM次加えてゅゅZ2図 の型続 とた曲線がﾡらる ・ 両A 
ﾡと も遥ハ立木ﾡ林分の w路ﾡパペ急経ゲ糸そ 令になるほピ 大 し 

立木ﾡのさマいほピ 立当その ※ く たる.

二の結 林みか杯令をす にっれて平平均立木 ﾡ百分ﾡさ ミ"く 緑ﾡ 

う大すろが. ヒさは ノo。 %才左わち正"ﾡﾡ以上r氏長 をﾡけるこ。 

しある- こはﾡさたりﾡ表が正つ基よ"挨分すく 存めでPる 

こ ヒの証求 とレて受W る.

え らt た材令に対する正ﾡ攻ﾡ号の否分ﾡで衣わ したﾡ来の岐項量 

は猛N 立 ホ彦ﾡ分の全林ホの 断ﾡ承の 区長年左右さるマYドﾡらか 

でろ・ 際ﾡﾡむ平ウ長でむ予優を受け 最ﾡ水*が一ようrRS 
tそいろ時 ※ﾡは及し宛くなるで巧ろう- 林か内で交生しな倒分 

ホホ は正ﾡ立木ﾡ林分に -砲近\ 長をする であろう。し たハ - <量い 

立ホたは=7の 糸の ﾡ合は さ Lた しのでnる・ネーに 後にな7て社 

ﾡが4 ふして も破演 で さ ない才 "六カ= に将ﾡﾡお x びﾡ示の伸 

そするﾡ田るの孫立である。 Dowacaa イについての林分ﾡク冷 

行で 平: して44 ﾡに 所面ﾡ つ \ て例示 してあるよう に材ﾡのド 

正水ﾡえの* の 近延 に色大点 R係 のふるこ とが示 されだ.

- 三 ～

ィ60 P。 /22
期のネめのをﾡ え

77凹 ﾡ同の頭初の正ﾡ立木ﾡ召今ﾡ対する ﾡﾡﾡ立木ﾡの

5情の ﾡ化

所
ぬ
預
立
木
度%

令の進むr北スの ﾡ面立木彦百分条の 思78昭

よ4表 立木ﾡにおよすm商対ﾡの ベイマッ Rcと
ﾡ面 不ﾡ そ い

-因 す
たョ 
ろ

i r

$ o 4 ダ 4
4 P ← 3 ク

? o / 4 ス

P 2 7 / 7
? 2 8 2 ノ グ

ノP2 87____ ___
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立 木態 厂 女 記さ水乃 夕 4表にあろ断面ﾡ立不ﾡの不でﾡの絵計 ―— 

才 すか 6〜/2ムに ずぎ ない か  さﾡ立 に帰回さ せる こ X が でさる. 

二 の と年は際をﾡけ , 同ﾡが還小立下の 主受回子 となっていろ 整 

釣小さ な孫 でﾡ別さﾡもの で 毎 万から, 78図から 判ﾡされた 三一 

ﾡﾡえの肉そその候向が過大されるで方スう .

このニと は卒今ケ要新 した合に は疎立する ここもおるが、ーボた . 

布 そﾡﾡすろ翌の 5ろこと を強も Lていろ.

計 ② Dム4 PeceotCa4e Badde '、x

ス4H/ 合2Raし花 の経歌公式にﾡく政ﾡ百か卒をﾡっての子ﾡ 

「ueokcイのt イ Wa&
G.ehot。 Enico2 Fowmw&a.

王幹ﾡえの 肉ﾡそペ理すろ ため戒猛 か ら ﾡられたたﾡﾡ長番のﾡﾡ々 

そせ王 する万芝な'?32 E GzAadtにxって示された. ﾡ正を 

うための 公式 は次 のこ方" でおる.

耐隆世 (7材) の林ホついては G= dz (z-α

耐ﾡ力のないく アﾡ) 林ホついては e=dz (/7-0. 7 )

合= ノ2年同の材ﾡの現ﾡ六ﾡﾡ長ﾡ

Z=ノ2 手同の正ﾡ来期で通

4=現断密ﾡの正ﾡ立木彦の断岡ﾡに対→する 百分条

方ﾡ玄2 4乙 忘る は牧球求から得られた王がﾡ氏長番を現在。立 

ホﾡのﾡ*く - =の式の次の頃(Z -d) か (/7-.7a ) 

2男町方ける正ﾡえの浜み番(みot t ～..a.&wv)卜る 

正であろ ・ 応、用例* してﾡ唯性の 万系な孫ﾡのが分で正立ホﾡ 

次のLP 千同にエーカ -当20 b.メt ○ﾡ野年 β私登を与スる , 

○と収しょ ラ・ 正市以下 の 林今 o セ ホ彦 店 相対的断面積 か ら o.よでお 

ることが今ろ。 この林かにっついては

合o.(320)(2-2.よ)= /よ。(/s> =ススよ bd.ft

立方度2$, 王ﾡﾡﾡﾡ表そ oe bd.ftの政 みPu」 

アカ マ の林分は 陽性ﾡﾡ ? 公表か らの 区長そ を持っ でァスラ.

= c (よ22) [ ・クー(27*o.よ)〕=スよ2 (/3よ )=337hd.ft

味※度か味に万ろと4のﾡ小さ くなり 三の神正値は大をく万る 

であろう ・ 4-よ 表はミの神正の効飛を示すため 一組 の*ﾡ耳区 最・ o ご, 

を記ﾡしたしのである.

よ$表 Gguんa亡 のﾡう登係故

立下度 燈 西 爵
否分率 

(/)
理.、美 こ正氏う&
の百かヒ (2)

(2)こ(/) の t 
(5)

現とP帝交1ら張る
の百分と (ゲ)

()(/)の 
()

? e ? ラ ノ/e ?6.3 27

P o ハ22 ?くス //

7 2 ? / 30 ・7# ノス/

4 o 8 4 /42 クと.8 ハス8
「ク ? * /o 47* ^3←

4 o ^4o よ4. ハ&2

3 o ← / /72 4・ク i?

2 o 3 e /P2 3/ ^ sと

/ ク / 7 /?2 /4.3 ハ43

*/列す忘わち ﾡ糸度百今条は その値とまったく等レく 麻長せの 

mが添で れていたス 3 ア怖の辣強環 召 令キに対屈する,ャ2列はﾡ砕 

0公式か ら御ら れ熊果を示す. ス分パ? 0の立ホﾡであれ ば次の /P 

ほの ﾡ長そ なタク% ではなく 正"なしのの 9?%である こ とがﾡ持さ 

L ぷ0立ホﾡの林みでば?らてふる・ ャ3列は長初のニフのの 

対応すオ ろ 岡係を示 し 孫ﾡﾡ木 /。 メっ、ﾡ少ろのﾡしてﾡr 

ノ 2 %加する 三 そを示 してる- P才 公式はﾡ4 オ$引に示して 

あるろそﾡり 沖盗ﾡの /2%のﾡル対して? %酒大する ミ とを示す。 

Gwo2kiaw. Dwがったミらの公式の一ﾡ式は次のとかりで 

n ろ ・

a= decI+K一 K)

み=通小立木ﾡﾡ分の /2午岡の央5量

合= 同じ林令ﾡ位の 正林分 /。 ・同の炭長番 

d=ﾡ添ﾡすたわ ち立木度の百分ﾡ 

K=才による 百分率

K の 内次の よう 天ぬられている.

陽 科 o.と～e.7

中岡ﾡ 0.8～0.?



--

旅 ﾡ /O〜I/

ミの三へな立万りにす る係 . Kは正ル ﾡ系ではボード際ス洋 位の ﾡ 

長受にそク ま 、 五用さイろ ことをﾡ兄した. 王立木度林分に表いて 

ないﾡﾡ恐で なKの 感はそれﾡ当 にハさくなる- ﾡは長五用 さ 

るものではかるが. みの ﾡ長登すたわ ちﾡまた は羽傷ホ な ﾡ い 政 モ 

そ に もュ用で そるミても分った- ヒ方不な希屈に っ いてGwwo&i。 は 

林令立木ﾡに国係ﾡ く 係波K こして/をっが・ ニ1Lはﾡ令る底 

える , した応っって同令杯み x び対応すろ 同 令林の ﾡ本的 正ﾡ成云そべ岡 

系になっていろ林分にﾡ甲でさる ミ こが立証ごﾡﾡ令林のﾡそ登を予 

剥するの にえ る .

メえ 攻長ﾡ ﾡを基と した 予l - G8r01%ia
Pれctot Baoe o @uowtん Vaia4&-Gew-02-&L2?ta ・

gov0レ&2ペ 序 Lo&e の万系広 ﾡﾡの ﾡ旅でﾡ 正 の会 

ホの ﾡ令 を決めろ ミてrよ 令4&余認 を 分和 し 林かの 大初かがﾡﾡ 商 

に 要新すろ ¥一令ﾡぶ" なる 林 水から立つていることを 兄公 レた. 

や通 少せっ そ令ﾡに及す るﾡ令ﾡが本在 しまた幼令樹の 支もﾡ在して 

いた, そこ で彼 はﾡ長予測は主X して同令の主旅木ﾡいて行い得る 、 

結ﾡレた く7クAﾡ). .

契位級 ほ彼立契女と しての王林分の 平力互径上に従ﾡﾡ数 としての= 

旅かの平均林令の 由故な プロットするこ こにより来られた

E径 にﾡく林令のﾡ準由ﾡは 早えらスLたﾡ径対する林令が そ 0 それ 

規準曲 条 の そ北*"も大. また 小おる $つ。 占欲の 速ﾡこな るの 、 

して役立っく78B函) ・ﾡ食の 位 (s)では次の 平査経にﾡする 

琴すみﾡ同はﾡﾡの電 </) 至るまでっ ごのﾡの tのs り少なか 

た ・ ニの うは平林令片ﾡ分が比ﾡﾡに小さ高ものから 長するの に 

ﾡ し たﾡ向お ふびより 大さなもの になるのゆ受な数を示す。平書 

経で与えら7Lたた内数だﾡ大するにﾡするすぐ前ま た 後の手数は浜か 

らボめられろものるあり. 二のﾡ町か位を決決すろ。ﾡ位指数の岡 

書点に対すろも の と4 Zい るが由線の型は林ﾡ対五経2 s う 下凹た 

る上ﾡ歯線でおろ. B.C図 はそのﾡ型の 分立木をも っ 林介 で取 ら 

れたﾡﾡ地か らる林型に ら0る,

ーラ?ー

これら分の*3のﾡﾡ と考えらろﾡ分ﾡ添友 広各本令おる工 

ーカー甘 り の統許面ﾡ口基さ ・ 区ニケっ の孫返彦認 こレてﾡわ s イ I た ( 

7?C回)。 72回Bに示して おるる地がなHに刑々の断面稲の回が" 

塁るある。

ﾡ務登のア4の番知用指攻。と呼ばれている・ ミればﾡ分の埼面 

穆"平方駅当 ) の ボードW救で同令がの岐森ﾡのW て使われたボー ド 

x一立方 ﾡに似て いろ. ミ、でもま たﾡ図利 甲性のα を表わ す 

$フの由係で1って 林令に して利 甲をプコ ットする ここょり 

られる。 この応に区主ご して林分の味盗ﾡごﾡな旗を梁ざせ る中求六の 

宜紙の烈納に よ " 弱等さ 断面杯を語ﾡする 立六本改の 彩感を友 映す 

ろものでァる. か※の 少な いほ ご ( 大径水 で7るほご) 利ﾡ求 は大Y 

ﾡるでおろう。逆もまﾡ同じで巧ろ・ ミらのロはﾡ次 図7?Bに示 

レ た 岩他位級 ゴとた作 ら がて いる・

所分氏長長ば二の 4つの回 子か らう 子ﾡされ短ﾡ岡におるるﾡ量 は次 

。 ょうに して決夫 さずる-

/材分の 金直経控町にわたっ て送れだかを欧長ﾡでﾡセかえて 

るﾡに基ずいてﾡﾡの 平均林令をさ め る ・

幸林分7平ﾡ互径に対すろﾡ令 之天める こ とによ " ﾡ位数函(7?

g)から 立 をるめる. .
(oetoイ cAanC)

示 S AL 地位に対する 派ぶ度画(図7?C) を送び主な今の旅令に 

対するエーカ -当り の西ﾡをえめろ ミ とで孫ﾡﾡﾡをめる ・ 

GpAuat 公式 rよ るﾡ長せ予刑でﾡかれﾡ 5っのﾡな度曲ﾡが示さ

る・ .

. エーカー地り の 折面褊 で エーカ ー当り の依積を剥っ て利用 军を計
(いuodoc Cひと)

ﾡし昭7?P で主林分の林令対し 2年る六めろこと で孫虫係を 求 

あ る.
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2o ノ2p ノbい スcい ス0 
平ず林分ﾡ令 ";パゅペ条会含アee 20

7?回 Lo&& 州の北形ね飛ﾡﾡ相で示 したﾡ長程に砕響する4大求 

く S-R. &vと&za ant W.A・ Rce ・ /etheds f Pnaictい
ewt cf Foveaて STowtc。 , 人a&e Sta Foマc &っnt, Sta.

Ecouo2c イotd ?, /夕3ぷ)

#赤の断面味因だおよび利甲率序二らﾡﾡのﾡﾡから来める、 

こがるさ、 未の 材ﾡは こ 二っを する ことによ り来める こ とか、 

さろ.

詳細ﾡ方法の 特別な例 な次 示す.

ノ.林 令 /ス0字

現在ﾡﾡ ム2りP

字砕分手内 直経 

示マ れ 悠位

bd.ft-

/ 4 时

ス辛ﾡ (27B)

一P -

す, 村分師面ﾡ PP 平力

とﾡﾡ度 Nﾡ (77C図)

7 利用辛 2c0/ev=←2bft. 断で示の平力駅営り

8. ほよ0にﾡすろ利印領 D(73Dロ)

函によるノ30年生の折ﾡﾡのマ科 夕7平力吹

/o. 超rxるノ30宝の利町予剥 ノ30年生でと3

〃,ﾡにおける高 夕7*ら3=54P/ホードW

/z. /0年は氏長長 よu8/-4000=1+5/ボードﾡ

, 米畑平浜長せ /+P ボード駅

こ ター很的方送 孫令対材柄 ・ w面示対味交 灰,与えら た株令にホ 

ろ 平ﾡ面位 r対する 紙黙的最辛およびい ろいろ な立 木本破 の 杉

4 を取扱 う ため利用指求r ﾡ方 されろ- 明らか 熱べﾡ合杯わたるﾡ 

深 と号る 同令正ﾡﾡ分「するほ長 初と対させる ここで ノPダニ 

に つ いてﾡねそを予烈する こ x は通ハ立木友称分みける二 ら決番の 

y常のため不ﾡでうる ・

23 エークー当 り本数にぶる著ﾡの救でさろKﾡをにﾡく予型

PuecicCot BaaeL のv Cota&aなe CaneuAoCo-e Ta2ut。 4

J tockia イ ..44 of Tレ24 Pev A cu ・

茂ﾡ継表さてい方いAムa&a.c の未ﾡ求の Pota&d6 Picつい 

てノ? +よほ H.H. CR4pつwtか祈用 レた7ド日 じ8o 訳地位。。 土単 

に注育しているレのパと2,La. の32年生の正立ホ度かかに基礎をお 

いた・ 名林下のﾡﾡﾡは率のﾡ径,高 ,本ﾡの氏長のかﾡかでミる 

三の退去の 時頼 にあいて そられた、

&ﾡ垂地の ホホホ は宜経長年に よってまこめられた. 予1早い 決我 を 

示すよ2本の林ホが平ﾡされた- 三の研二のよ0水が加えられ、沢 

北平く政長すろ /o。 のホにっいて 平が 緑 ら れた ・そ上 /00示。 木 2 

mえ ス20, 3o○本ﾡの林水に対する新しい平"を計ﾡする=こにより 

正立木ﾡ旅 において比ﾡ的大さ 4, 政役の早い 林ホ oエーカー当リA 

数xパ7ロに対トーナ ろ傾野不およ びﾡ長の責族を表わす そ1 それの立ホ

«ついての広長幸なﾡられた。ﾡ後ク*値は氏ﾡ した林分の ﾡ長条 

z与えろ . S年岡Tて杯返し測来する こにさ ・) 32ﾡに建する ホ令 た
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ぶいそ一 当ﾡ次いで42 までドさtるが - 桜大すo, p0, 

220 ........ ホの林ホにすろ エーカーセ り の林ﾡ也線に "孫な x が押ら れ 

た。

ミの由線けしそ 水木 公林分 を 構•浅 していろなら ばた さたエーカ 

一当り立ホ数と存ろ 浜長号を 示しそはいない. ノ00ホレか表わ乙 

い)なmルはこク ﾡ分 はﾡ小立ホほで スる.

基ハ六ほのあ合に断面ﾡに絶びつける二 とかて、きるか”、二のる合に 

はﾡの延深同じ立木ホ*介王立ﾡがかでホす ﾡ長番を用いた, 

受をは翌ﾡの改王ﾡ立水項林分におけるﾡでつ平いﾡﾡのリに そら 

が型小立不ﾡがみをﾡﾡする とさ ・ ニαホ教がごの くらい平く ﾡ大す2 

かをそめろ こ であるッ このﾡは Uvavi。 のスと A&kawa. のユす 

解ﾡﾡか ら年らた。 ミtらの亦分から件ら Lた点は正"立木度み分の 

同 ビ 立下ホ玄クﾡ手田係に対 さなて林ぐに対して7ロッ トさt、作モ 

でた曲ﾡがうか北た。パルプの ﾡ体コード 単役の 收破 を)； 8マ る こ 

の由欲を8。図に示す・ 元になる規Wち規至歯ﾡさ示し乙点い。この 

ﾡ内 Gat のえとェく一致した。 正常点もの汁するﾡ大のコ 

刷氏表聂内理実林に あ、 ゆる位小本数のI の 及 火幼 令 時 に 数 る ・ 正許ちて 

の 九 の 丁さはﾡ く ・ 費初のホ枚 r したゲっ てﾡっ た々 で正立点 

展に述すろ ・ 三1 はホにﾡじ 杯令 ちい て 正囁枝探を を示 さねい 2 ワし、 

亦故 より 少い女でしって裂をする.

次の / P 手河のそ! ミおけろ全林のコード 位 ク バル アﾡ ﾡ 型は 

統定予ﾡ こ母られた 飛 r80図 の位をﾡ 町してさめられた。以ﾡﾡ査 

した年に発生 レた 2owafee8 u ○令報かかっ たﾡ合に これ う は書

高のそに* って1昭 上で分殺でさ、その面奈次地図で表わ で水 た. ニー 

カーり /。 ○ボけ登う ﾡな友級ﾡﾡ零ﾡでﾡWしかﾡでさた.

/ Pほ生の旅かの#4示の ﾡ最扱る林ﾡRﾡ所マれた ・ 還小立木N

イo1ォeeat Pe の確政の施死はWにはﾡ設でそろ。

立氏所す2発 •火災 ヒ の司 2mt&4 , 44 ・ 2404 Pou.

同 0 非耐 段性贰能林 h対し て ?5服系をﾡえる私交林がﾡいの と向e 

でFる・

安委登の 子測 に はﾡわ ないか タム 東ウエーカー当 り /。 ○本"ﾡに = 

る研面ﾡ dbA にあ nる中炎ホの 相的ら長そにお工 ほ、す立■ホ 敵。 物響

ど折面ﾡに対す る 岡係を現わすた"に示さスと たしので ある・

80図 さかる り一禄 年関阴で 過小 立木 林分が、正* な しのと盗ずく※ 

子を示していろ- (ﾡﾡ力をえる空ﾡない.〕)

エ1

カ
丄
り
蚁
覆
量(
松
,,
を
令
か)

コ1

S 2の スケ うの 3- o 4 
林令ﾡ

80

G報A2aan& HHの 2oa22f Pや・ 龜 人 立木度林分の従枚梅 津コー 

ドにふ ろ攻孤番 . エーカー迫り5○ホ と受新材に ェってmﾡさat 

ノoo～ /000本 に対すろ えの よ0生て ﾡ位紙』。 p天
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ﾡsめ

王常む木ほﾡ介のﾡは同子と して主ﾡ しているえう?いた立木本*に

す る断ﾡﾡ ・ 平均断面 平均 D.B.H

LovCeaβ Pウu Uvovia, LA., ノ?4←. ノス 処住»。 双

商の行なわた分およ びベ行 方われなハった林分 の平均催/ラ?/ 

年。 ﾡ確期 にそ生した林分の中のよっ の岡およびポ mA火エーカー 

ﾡポ に菱いて いろ 材今 は のからのその である・ 科高 は 6日 

からちま→た・ そが 全林分 そﾡ塚 し て い るﾡら 同 じ立木年 へ；, 

ﾡ分はこ ・つ示し てふる比ヒを x7く pﾡするてぶろう .

エーカー 22 生 a7 3ユ〒
当 り

水
浜函 
工万

平面 
ケ

平4kム 
内 モカ

平9断面て 
方ッ

esムb.A 断平 
平方

平内ルRﾡ 
平立及 士

$o ノ 3 ク・ ら 6. 7 / 7 o.3 ク8 ス/ o.ス &7

ノク0 スス 0.22 4.% 3 ◇ e.3o z# 38 ○.3み 83

3 久ノア ペア s8 o.2? 73 44 o.3z ?6

320 3 ク/ア 63 久72 & 8 クフ
ムクク 4 o/と オ タユ c.2 / 4./ /2d oa よ 47

.$o2 ? ◇2 93 ○./ァ 金『 ノノス ◇.スa

72 ◇ ? 2 ○./3 4.P / パ / e. /& よ. /2? ・/? $P

ノ220 ノノ← o.ノ/ L 4 ョz o./ | $/ ○./C よユ

全生ﾡﾡで判断ぶる王常立木彦は エーカー当り納72○ホではコ

, エーカー当*9よ00水では3ス, 的9300本で37で烈型 

すろ 三<が示さている その地位を支全に利甲するたぬ ミ tう のかﾡ

受な水故は林分が私令に云るつ1ルて絶えずﾡ少する-

三の回的 は正常以下 の 水ﾡの 此 翠 を 吸え, このェシにレて得ら た 

木 ﾡのエーカー当リ ホ巡でかﾡ ざ れた経験的耿皆音を作 り . 増ホの M 

書に及寸み 正ﾡえのaずきケ,区ﾡの事再とﾡボ代留ﾡを示 

す標 朮咖を設け 測企 名秋込す= そよ"置せられる. ﾡ長モの子測さ す 

る 際の 次 の和 原は铐 ん ほユホﾡ, ﾡった支休万玄が と らた林分 内に本 

多 くの町天標教けスミ乙によ" しらさ化る.

一ﾡに枚ﾡ表 は 招充 の 材ﾡ氏役登を予ヌ するた 内 林保経岩 南 厂 z , て

—— /4一 

役→台で存く . べおび林挙的取扱いの性総すなわち*ﾡの 
ﾡに」つマ彩響さ［ろホ称の現在の価位・ 道路 依扱, 工ﾡ施援の承な 

改ので当なﾡ圏ぁ よ ひ'幅楣,火 災,確報 よる 被老か ら 書林を 

係ﾡすろために行ほわねrなら弓いﾡ定の強ﾡを示す寸最良の えﾡ 的9万玉 

てある. ﾡ4 されるﾡﾡのﾡそか ら ﾡおされる現在のﾡ値対し 現在 

0で用か4合っ てはじ めてﾡ林は所有去下ﾡ大の利益を た ら し得るの 

てる.

第29章 林分表(直任問別本独表)による往の 

実期成長および連耳皮長 .
PouiovC QL Cwぴoの?

0Ccaoucイ。 そaaeLeot 4じand
2u A令林でA級のりﾡ経を便用するこ

a2の-tん イ 

40

&outdt:。 f Daoイ fer Aae C2a44 イt イ8-4a& Szodd.

どのよ うほ主長予利のが法でむ ﾡ高対互径営終から4ら1 六な乱径級 

の平ﾡ吉 と各直径超 別耕 燧別 に エー カーセ 立木本数名 示す宙径別 

数 表から現在の林介材ﾡが得らろ ・ 林令だけに基い てい る收 穫衣に 

る林令にお 計ろ正志ﾡ林分の デー タを示し・ ニ北から同じ位ﾡ 本令 

の犯天のネ 支全著ﾡが今 ○☆不が子想でさる ・現 存令 "マ選さ4L た将 

ポの状ﾡ と同-位, 令級の正ﾡﾡ分が#ﾡ右すろ と 困れ 水 る 材福 と を 

比阪 するミ とが 一はr ﾡ い られて いろ方注でﾡろ・ 林今 をﾡ肉 し そい み 

なの 戌 a萃 応 險彫お さ 陰性のマ容 よりかな"のﾡﾡが功るため 

後ﾡの林分 で はなのが るす なか ち饮に立つ 平ﾡ林令そ求め みミこはて

縦の場合がみい ・/7? 翻厂林木 の 球義将 に 酸肉の ﾡ裂は手令よ" 大 

さ さに を為 な 曲株の あ ろ こと か示された。こ よれはきポ-量サ

体 / 2 岡で あ ろ かーホふよび ﾡ径級の 直経お よ ﾡﾡﾡ長は 愛化 

omのないるﾡな級の ホ ○平ﾡ林令 よ・リ 現在の査径と一ﾡ次替方ﾡﾡが 

あ る。

2on8 &aP p podaoQ ア)比 のよう 海ﾡ材でむ 2力 時に え令木



一/クダー

ﾡそ亦・ 幼力令利甲ﾡホ. 未政ﾡホ のさう た3一 の 大マ っ"な令設に 

保始がを今けス こ と はは茨行不可ﾡで あろ= ごか分っ た. 令報大さざ • 

卜ﾡご岡係させて大杯区ﾡでさるかく 4ect ac年 Piu. 対 eow 
Pt ) ・ しかしろ令念によ→て与められていろ面ﾡの=枚のﾡ図ばﾡ 

して一ﾡしちい. ﾡか分ら なけ北 田 い ろ い みな冷級の エーカー営り の 

サﾡ予 を気ろこた広 で でないし 比の力法はﾡて らLろ ユ

か 、 ろ効合下面径極ﾡ rま*めて平ﾡして ある学木の林令表を会体 

そレての 林かみる い は 林分 内の々左 ホのﾡ令の 0に( うことへ<さ 

ろ・ るを子刈は刑々に冷覧 段の平J9ホにつ いて行なわれる。M工 

のﾡる番は5 /o, /4. 20.ほのxうなﾡ去の一ﾡﾡ問「ついて 高-で 

ゅ哀ﾡで し フてﾡﾡさる。

砕令の "にる面さ&の 平:木を 田いる一似的方片会令にﾡ 1 て 

た1のて古く • ごのよう ほ林分前ち 同令ホ , 妥令林に 北ﾡうミこかてま 

る. 例え ぼ、 c4d 卜& o 2&o2a Aoe o 現存 同 令 正立 虐の=な 

林ホ今そ 7 ○生ゞメニの むのの兄らt戸いる合吹 T忍 20生の株 分 

沖して万 火の比攻に なり 得方 い・ ミ のrる合与え ら tた立の 7 ○年 

の林令に林分米の 型で志わさね る, $,/o. /よ.ス○.平の場支の条では 

ﾡ長2Iに s っ て谷ら る ・ %ﾡ経師 の 長坂 は=のよう な我を的 丘 ご..、 

のﾡでっいて ミッ らt. ﾡ亡ﾡ最去あ 死在の拒 , 水平ﾡ下 

强的再 会を示す 別 々の曲線がクラ ス寄に決来される. 戸令林で大ﾡホ 

のは長 小整がよ ) wにxい・ ( =iケ現在 大経ホる おる理ﾡで ある 

ﾡ小査後ののﾡ不率さの血く 四故バ水平 =ﾡる/命かある- ﾡ予六 

れこの クラスの ホ内枯死する ・ このような一霊の 五径ﾡ長歯係か ら 

ﾡに次の ノ0にをる枯死そ正確に予ﾡでさるのでふる。 この方 荘1, 
ついてはうクﾡで4わしく 明月する - ﾡ分ま「r る方表の号大の刊点は 

ごのよう 品 正車以下 の再 残の球分 に も 査磁1用 . 曲 後の 正愣 な京 斗 

からや引さそすろ 似恐がない ことでホる-/の予ﾡをと同じに (林ホT 
効 に於 ろﾡ求 の価格) ﾡ岡が永 いは ど声 果は 不正確 Yなり 誠ﾡを 

る可 ﾡ性 は大Y方る. 株み表お さ び直径終が エーカ ーセり ﾡ . 冷 

ﾡくﾡ表の代りにﾡわ ろ時 は林分るの ヒ のク呎 り 下林分を以! 

て い ろ木の*赤 予 測か研兄のﾡ ¥ちる- 林かはそのﾡﾡﾡか才なわち 

木に 今 *れ る. 古経 . ﾡのﾡﾡの区及ぼおよび体赤にお る予級。

- /S-
愛化は下の林承を与え る・ おﾡしたりリ んまたは杯されﾡ不は 

ホヒし てﾡ扱わはたら丁杵索の " ﾡ " 力材裱を予測すゐ 時に は麻槻 ミ 

れ☆い・ いろいろ高ﾡ径級の中来水Qe22みe かe. の☆かよびその 

ざある い広る互経*店 =ﾡはつ ていろ否々なﾡ力 . ﾡﾡをむ っホでも研 

死の めの道央でおる ・

22革でﾡホ の辺経. 秋ﾡのウ長ﾡ示 かよびﾡﾡの伸モに和用で 

さる空ﾡ ﾡﾡﾡ係の fるこ Y2示した。 かが盗なほ ご大当 の氏 

ﾡ置はみい, こ の滅小はエー カー当りの 卒数が多 いこ乙*" て事な 

わ孔 ス ・ すなわ ち 二［表的直径級の 単木当 り該長登を赤ホ 子るミ*r 
よハエーカー当 のをﾡ長でが得ら1るか ら である - ﾡ当たる mを行 

うがかの ﾡ的的経ごェ っ 乙秋ﾡのぷさでマﾡを受けつぷYされろ司 

宏ﾡ ・ ﾡの微猛さ , 強をﾡっを感大書生 ﾡするよう r宿で 

さる。立木反あるいrエーカー当" 本数の ほイ号 E 重好用 因 してい ろ喜ﾡ 

の平氏派 .のは¥ﾡっ た書ﾡに ついでだけでなく 吸長番を子測 レ 

ようと するる林つ いて直径級索) コ别々 平ﾡ表率 を所ﾡする 電翌 

r予ろ・ﾡE ・ 旅ﾡ. 地位別ﾡﾡに女っている区に品られる平均は 

み丞戒に盗令した通去の 政長ﾡをやて ニの レっかり レた基ﾡから その 

の林地 の枠ポ rついての子項をあえてするのがその日的でおろ・ ご 

のょっ おﾡ因下よみし ○になよ次さ な禄り は梨およびﾡﾡおける 

通大また は通 小投資かポの ﾡ登下彩番 するのに *るき立大 な 火をも 

* らオ・ どのよっ さ性略の ものでしあまり細いこYrか ゝわらなけば 

の結ﾡはこのﾡﾡの解答となろ .

24よ ﾡ分ﾡ法の目的

Qlccted f S Zad Ta44 /Lethe4 .
夜；a の 資径にっ いて林み表に用するﾡめホﾡの返去の 直経 ( ﾡ高) 

及から は夜番を子なする場合 あ らわれろ岡率はば

/ るﾡ径級のﾡ在の工木 ホ故 o 平 どの位か敵後 まで生さ戒る寸方わち 

まﾡ料水となろかそ 決め ろ こ とく24? ・2$7部 ).

z 内長ををﾡべるポホ z し てﾡ浜ﾡで査さた本は 全がみをべな→す 

るものであ". 林分の項地成長 学*り早く 乙 遊く も 行く 成我 するこそ 

を令理的 に Kかめる ミ乙。(ユ4 8年)
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う ﾡ分示の径のﾡに ﾡﾡ牙向向に利用 し うる大ささにな云すや " 

経ホを動来「入れた大さ さ。 m を念ませるこビ(2 4 ?物)

シ 各dhﾡ羽 にル赤 に お ろ契融の 五ﾡ成夜を子ポする支で還 ヱ 

の翌径ら長要 を判ﾡする ・ こ水 信将秀 o 肉浜予ﾡ支の長番 とし 

いて死ろ うそ 仮表する にけで はﾡ目 でF る(2$0ﾡ)

よ ン7リン 7て谷 らた結深 を森林の全ﾡにﾡ用 し経せのﾡ礎 

しZンスの 杯 ﾡ何のK 才 を子別するこ乙て巧る. (24/締)

24と 林 ,ﾡ位名 ・ 令故 r ﾡ座 させた林分ﾡ

TAe Sa Taと.. a。 Ro2ae4 t Feu亡 TyPeo, Six。 ce0ac3 _ 
Qtし 43で CとQoaed ・

前 に示 したょうに同じようなﾡ長 をする書ﾡおよ び研ﾡ深はﾡ ミ 

予 列ナ る時 帯 マ々にﾡえられている . しかし各々点位 に対 し て 

同一ﾡﾡの平内灰浜孝ﾡがあるか合かを決めることし大切でろ ・ 大 

商ﾡで#示の杯委 を規整するた 合体にわたろななはでﾡの 予コ で ハ* 

確税 の平肉長そを来ﾡする 位 と し て え ら れ 未ﾡ相の 4面稿 を xc

十分であろ。 ﾡ号部べゅれだﾡ本か通当にべ忍的左ものであれ は

このこ W 心う 学 く 行笈丸 ろ,(2ぷ部)

小商ﾡで店 位 のﾡは大レだミ 乙内なく樹ﾡ列の平均 政長 置 はﾡ o

ゆく ものであろ・ しかし低ﾡのな林,ﾡﾡの松, なﾡﾡ支林の

う「-っ上"旅相 の 存任す る ところ ではﾡ内材ﾡの 肉長撃は各林 ミ 

一縮た L 乙均 して はならない ・ ほ地落藤鋼•林の rd-oaA,rzt み.よ..

は7だの P-ピ ー な標四 の何所ﾡよ ') -福 速い 成伝 器 を点 す ・ :

2 恋 茶松林「ﾡ石 してい ろ マツ て こえ 鬲 足 の 本相 rある同 ﾡﾡ より 堂 く 

氏みする ・ A～kanda。 の大森林で々マ にﾡﾡさた ﾡ地ﾡ ア况e一区 な：、

杯 を 格 段する ﾡ稲 は そo6ピcイ4a Ptuc ・ 4ho2むイ。c6 Pttc ・ wクMtoa 足

724 ◇Qん ﾡてあった ・Bでゅこの深 re ait, oveC*u oaA 

rx ○a& , ヒッコ リーﾡ木であた.

下 当 リ 平 校号年 か:明月 らかに強 ﾡの る林相は製図およびﾡか 表で 

計 ﾡす る時・制々 に取ポ わわおら方\ ・ ニれの由よる玄っか 

Wは辺経際長わよがﾡ分表が同令殊にﾡ所される時だけてるろ ・ ミ 

十れば林ホ を翌ﾡ材形別 に表卜した 合ゅ益分交は岡薬 となってい るホお

- /2ブ -

「対してﾡﾡのく しのであろう-

毎 杯逮 を 規ﾡすス め約9$②, 000 エーカー の小研 今下今別さ Lた 

六面ﾡのﾡuで はるロ型 ごと ホに刷々 の旅み表がﾡで 万 2 ・ そでふけれ 

は 小E書の 舟 氏長量 は こ の林か ら F をﾡすべさゃ合 ご釣合う 三 

と厶 できな い。 木ﾡの り い林みﾡされ るこ乙なる。 その遂もい 

えろ. ・

ﾡ表号子でのﾡ底は分表のﾡﾡ をがえ母ない・ この表かごく ハ面ﾡ 

の 場合を除いて機本 か ら網 らLた とすろとく 正左 ) 番次盛のそを生 

ず る・ こat初めからﾡけるミくはでさ方いが、コ ント ロールでさるた 

ﾡ文店のﾡにﾡホの 枯辛, ﾡそﾡを子なする場合ﾡ右のﾡ巻が

わっそくる. "坪 期 で ぼ 戍发手測 の ﾡの総め多現ﾡ林分の椎ﾡの ﾡ

の 二ﾡ以下 Pするつヒでさる。しﾡがっそ ﾡ長委 セ予烈する時す* 

一2方え 紀は&ら意い2ヒ は受の林か表の価の妖ﾡと ン トロール 

今る2である

24ア ﾡ素の林分表○彩毎する枯ﾡ

/イeotaじ adAAecあ子 みe 少/u どど. .
受任の分を枠放している林木のﾡ径 本起本ﾡﾡ、※ぶ戻するか 

わ号後はで不存する本汝内ﾡ的ボルする ・ おる ホがﾡするか 

ﾡさ北たならば*○木の会枚ﾡ才方わち束の氏長量でなく迅去の殊長 

受し林 分か ら失なれてしまうのでおる。 しﾡがっZ水のホがなくな 

るこ<はみﾡのホの杯ﾡのﾡ及浸を消 レ してしきう ・ お死また 内ﾡ

のホをい得ろ念Yは その枚ﾡ は将の汝ﾡせに令まる ・ 枚*杯が 

霊ﾡﾡし て行なわれる と林木 は / ○ほﾡにﾡ5手Nの 安長 をなし. 

ニ。 ﾡ及ﾡが*京谷る こ<ので さるなルﾡせな予ﾡするﾡその現在林 

r竹加えらる. 林ホか風望, 犬災 • 木等の天め次で枯ﾡした 

なゅばそのﾡゐ しﾡﾡま で の氏 長さ 正ﾡの ボﾡで球っていゃ- 三の木 

かネ 圧さ て徐々 れる現合 はそうで方い・ か> る 現令、口内感な/o 

牙ﾡの 長ﾡすなわ ち結れる前六 特っ て いる わ ずか海ﾡ ほス及 さス -

ボ死は=つの原因よってる- すﾡわち被圧され岡放さないﾡ" 

浜後 r 体枯れて し さ う傾考ホ商の 社方よ び認虫, ﾡ柄 ・ 度 ・ 前た珠 

ﾡ、状災のうな外的回子であろ・ 火咲系K氏外敵によるな驚ﾡ ホる 

る 全みすろ 二*かみ いネ とキクイ 虫よ る5のﾡ室の ための 正方 

城方的石演失,ﾡによるﾡﾡ的左ﾡ央 南初マの受枚ﾡ.下よりﾡさ 

/る *で尖x ろﾡがﾡ次ﾡ大 れる こヒ とは存っきり 伝加しなけ
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とばほ らない 保初 ホおぶ 遍系木 の お死 を 予測才る 時にはこの正ﾡさ 

的概失 と度々ﾡるでaだヨ去の大赤林、共で生 じﾡ破求的な破速 .

イケ Eっafa～.お tる/?3 8坪の大乾☆フ ・ ア ジアの新協による ク 

リの企滅との岡は、 っをり E さる・ そのかわり系殺木のお恐のマ 

測さあら ゆろ旅ﾡ の林かの水* をﾡ少させる 西 こなる量去の平均 央 に： 

基いて行あれる 4件ﾡ下求玉さた場合、ﾡ分表はﾡ同じﾡ分保右 

しているしのよリケ いホ女を示すで なろう。 の振失はYのよ う下Lて 

予する こそか でさろか?データだYか こ の林分の通玄の結ﾡ甚を示 し 

乙おり増まの相央のﾡはミの レコ - ド下基いておされれる.

各重級号あ るいは 全な* し て林分 こ一て rに#残の ﾡの 恐袋 rなる協 

に枯れたホのみ数 そ示也Cﾡは) ﾡ尺さホの* /目に長大でふる 

二のミとからどのよう お令級でも六大さ く 忌るにっれて したい に本ス 

下の ﾡかったがﾡ矛よび上 〒木の ﾡの たため破田さ*て 3祐れていく x 
は波る- 同令林・ ﾡ令ホ を同わず、あるい は全体2 し て森ホにっ いマ マ 

若い 小. 理爺 たは 次整 レた級よ 0 何絡も 多 く の生ホがﾡ しな けれお 8 
ない. ﾡか恐か全今後を2む ﾡ林 &対 して作られたとさ4食継のマ 

在どとそ「孫数がする 田 餘の型を 丁 型 とそ付け る . 全◆悟令旅て 

同ど型の 店3か ﾡられる. 同々 ¥絶が では線はこの型ではお2 た。方 

ぴ ず々 ミ教ﾡの 王規歯に似メているく ノと8物 )。 しかしあら ゆる令く 

の 同令魅か一つの 林分 表で, ま とめられた 域合には歯線はやはり 曲祭の 小 

さ"ほど多く のK女か万 り ・ わ すか枚本の水加殺承才る大さ意差令支 

水に 方ろ まで式径の7 とともに※*に平Fなる J型を示すであろう。

ﾡ後, ﾡ石ﾡ実に Jr 2お死はﾡが か り 支会にみっ ているﾡげえ 

・ レかレ大さ お木"大材料そも つホでは・ 他の 殿田r ぶろ属初ホ。 

死は天新恐およ び双品木 のが有口よ ってうっ 用•不可 他 zいう ギマッ アしト 

除かれ ・ が分は全令旅r なる向が るる. ミのことは Potwwnda ; 
の X う母的狼かを育 レ そいる歳爆刈ﾡでも姿る. そミで土魚ルﾡか 

修ろためのﾡﾡ田子 でるろ。 このょう なﾡ合さわめてﾡKカ の☆い橋 

確がいろ いろ な気金の林令 で 生脊 レている のがみ られス。

現在のな分で に示さしている ホめ*の柏死番て測する rは=っ。 

立速べある -

/ ・ 主木の祈べ矢さり タの / ○第-R に枯ﾡすス と 息われる ホ工 生.を戏る 

とaわit るホを剥マに云ろ・ この万き送は主と し て劫令 表ま桥 に安 

用される ・ ﾡ死の北解わよ 確ﾡﾡﾡの相対師ﾡ陰力 で決め られる. 

卜の ッッかﾡにそのﾡﾡで被ﾡさて圭育 す s 場合枯るレなﾡ 

の下で な い ・ ホ 嬢の ﾡﾡカ のおいマッ「なﾡﾡのﾡが→たﾡﾡ 

よ り 〒ﾡﾡで しさう. "Aデクﾡ分表で表を ミのよっ に今制する時 

被品ホのﾡ科 の氏云せ与えられ ﾡ経後のﾡ存ホ2平ﾡﾡ長ﾡを支 

ﾡ下ﾡしたしの下に してしまうため消夫さ(ない. この力去は主 

ヒ してチ数の小経ホ を念むな分用 いられるの で / ○手内ﾡえす 

み とﾡわれる木の 表 を ・ ー桜の林分表の ﾡ卜使 う x り小数の 深ホに 

財 限 し、ニのため ﾡ象為を ベラ ニ Yr よって済ﾡを高める ミ *がでミ 

る. Iﾡなﾡ助ﾡ下ﾡﾡﾡにぶろ研否をまかせたバ, この表は彼らに 

よって/る ミ こがぷ赤. が介表はその林ﾡ。 一都のみを令むにすきな

い・ 、

このﾡ合ﾡ径ﾡﾡの枯ﾡ百か率は 次のようﾡ分系の多*のホ 

=五 ﾡされろてあみう.

/<内、

林令表 1 70岡に枯れる 
とふわれる不 枯死萃 表 から 除か

れるな敘

ノ/e ノと / _ &.2よ 3 マ

Z 帰しﾡでミ 之万法ばﾡ來ﾡでﾡにわた て ﾡﾡのﾡを率を 

5E然 し ・ 枯たホ の 直径 ・ 枯死のをったﾡ またはﾡ同 , ﾡのﾡ面を 

ノ - 卜する こと である,この 累積された就蘇か ら 与え られた将示の堀 

al に一い て ・ 五経は ごごに五 用 できろ百分卑の故値はﾡ U よ ラ 海世ﾡ 

大ささの分市なも つﾡ分に迫用でゞる。

老令卜すろ このxう な祀係は主 とLて風・ ﾡ虫 . 書ﾡ のような 

ﾡ納な作 用よろ 渓派的効ﾡか *び小なホのネ田よる継ぬ的魚 失 を 

測定 す る もの で ある ・ 火ew2dcoot&, のス42エーカ -② 2niaムd+ pa.e 
め林か で ノよﾡ岡 具の種 共はも との亦分のﾡﾡの 30xであった. 

その中 8% は ス千 岡のﾡっで生い下もの であリﾡり はメ災でﾡれた 

若〒 の旅をるんでクイムシ, 風 よって超ったしのてある. 

pgndetod。 pシの教ﾡはホが大さ く おろほと" 深ﾡな京ﾡにつ て 

主ずる羽※のか卒場大するこてをﾡした. 4ん でかﾡされてい
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る3合このようちレコードから (否かの表ケは)他の旅分にﾡ田す 

るため売のﾡﾡﾡから求められる ・

3 ・ 丁夫的係がﾡ t て いる%合各政径ﾡで最並枯死 したホを す て 

支rすろ のな*赤のおるを初べるためﾡも文 4用 いられている海季的 

たヶﾡで高ろ . この データ か ら立ホﾡ下対するゐホ の百キが分 

るこの 三っのス法を論する r当り・ まず※任・ 々&分に正\左立ホ 

求か通表下示されている同令林で ご。 x う お率が起万 かを考え て 

る- よ7表は 4owiaianc o ・イX Pec&d生ﾡ してレいる &4&o&g

Pウv の デー ヲ の an&. であろ

3242 でﾡ死かﾡ加 してい るの広年吋 級 以上 よ り おﾡが高 い

3 吋 下 のを云からﾡいたためそある ・

よ7表 堀去の四町のみ初とな後のかかのメで表わした/ ○堀のな株 

今かけ ろ塚夫そ

Lowとcaa の o& poced 242。4 piueの王wi木の問林 
で「ペ・「,2,2丁-35年5「an4。

wkシe Pシrc の 同令ホ概ﾡだ区に つ い てﾡネ の査経3 ごとの 本に対 

するﾡな下のてか孝こ レZ表わされた枯る率の分ﾡの仲rはDuw が行っ 

たしのでよ8ﾡに示しZあろ. 4り室 生の 林分 では次のノ 0ﾡﾡにﾡ

み及7ク

ス o ア/ o
3 2 ・ ◇みシ aタス 3メ•M

4 o コ4? ユョ? 4よ » ・ユ7
o ユノ/ ク 2 スム.ス シス・ ○

と e ノ?8 ス / ?.4 /o.b

フ o / PE / ス &. / 4.よ
P0 ノクム / o 6 ___________ 4フ______

・ 4及/0o

2 o
3 P 33う ススク 42← 48ユ
40 P3 4よe 22

ノ3 P ん よ ス4 シa. L

6 ○ ノス $ パ 3 9、a /o、
? P / /ク 8 &.4

ノババ よ ________ G"

-//バ —

3ﾡの経の 30%がﾡ存し4ヴ示は$ケ"系る ことを示している.

sみ表 NewrEwaLaw4 のwんpイte の今なホ、ﾡ方る王令で今後/e

に須するてﾡわれる 迫名分の水汝百か年

研じ 一就 的健由 は 輿令林 に も 端用 さ出 る ・ 現在m じEを村って いろ林 

水のポまのお死量を子洲する ためる迎級の還夫の及ﾡそのて分率 はど 

"xう使 わ るでおろうか- 令に基くユ去のるが全体としての 

林分の愛去の & にﾡﾡさる時( ミのﾡ支のが分の押ポ"ボ る番 を キ 

える )、はこの召分内品去のポ央本*現在クアレたな*下ﾡ町さ

たそのよﾡらかに小さいものでふる ・ レかし宗の失ﾡさえず 

メヶ十ろため根失年の現在の根ポさえﾡ半なしのてみる .

その意ﾡ令でな く 大ささもま たおゐのき8係の 基礎てある という 平 

あろ・ ﾡ去rに生じた与えら れた古径ﾡの ホ"ﾡ番はﾡﾡ同 び正径を 

有すろ下 rに銘用される と来する - 予志 では4 く 福 じ状に 基 く ﾡに 

xって量去の30生の同 令mの ホﾡの ﾡヶ お 次る分年は比平 よ り 

J在3 o 手生の同じ立 ホﾡのﾡかに ﾡいられる. 血経ﾡ よる 林分 表 を 

は点 た☆刈ﾡ丁ﾡの逸支つﾡﾡにおける与え られたﾡ経"不のﾡケ 

※は今後 /○年以向で同じ 五径 こなろ水にﾡ用されろ . 不糸るみ年 Fこ 

。 基ﾡを なす ものでA り 表年 はホか大さ くおろほどへるz ﾡわれろ の 

でその子防禁と しZ赤示の枯み年 生 ホ対レ てでは左く生木ごお木の 

ぬ水数にして来めなけれならない ・ 逸去の堺mか枯ﾡホを表表わ 

したﾡ府内でわれぐ2であろうと5てふろう ご次堀ではなく臨

減が分る. この求は( 資径 rRの) 将末の平内平ﾡ少ﾡの
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予測にﾡい うれろ攻値で布る-

送れた工単"品去のﾡ岡2長さN ごのxう なむのてぁ っても源中 

の杯にふいてﾡﾡにﾡるしもの をふら じか〜め除いてミのの 

おﾡすろホそ全ﾡ会かえ全点求を4ら 力ば☆ら ない・ 樹穂, がの &ラ 

tのにっいてけこのﾡ同内枯がってから 経個 した故と 一般Y-高乙 

不の外ﾡ,大に記ろ そ次的来でめられる ておろ う. マてはﾡ 

ﾡﾡは * ノ ョ後私する ・ メ注ﾡだけ 水ﾡる まで漫水ﾡが 大 さ 

くなろに っれて小はんﾡする.ﾡネス坪日以後交をちめその さ 

塁程は 』にフトられろ ・ ﾡ警ﾡでは FなのXﾡ はﾡ水の祝係かう ら ザ 

る・納以された下このﾡ報をうるための百乙ほるしので5ろ. 

Ser才uzvt Feue才 Swue% ては最迫 手 商iに枯そ した 木を 来r ら I 
た, 手引としては次北のか甲いれた.

ノ よ～7付 従 のべての 木 および 似 より かゝつた羽合でし叫れ

*ワれば立ホ内4ヨッ下ﾡﾡしたY し N *に求ミがる. 五優よロ 及 

丁ろは状後 "々0何 を同わ丁承二された. が系 ;かって 熱 = 

分 餌 し ち い 現台 だビ ら、7rに※ちる水区ﾡに 恐わ ごる.

Z 小ﾡ』よび 小技の切 をもって お1『内工の ホは金て立ホ・ f 
ホの4(そ岡わす云示される.

② カシ・ 4ac% w2n...x,』c..,-icムoがのごとく中解のm久力 

のわろで片3の下.

b・ Pu,ム・ ハコマナキ, マナのよラに耐夕の脅いﾡでは、

3 々バ下 ・

-。 よラ な 芝て査さrる直径剥ある一た?ﾡ岡r 至って寸て 

に枯みした不ついてW々の※セ吸すろ。

ス,1径ば長2対する標本描払の此ﾡ性

Regシ2&?L&tわ。 f Jodna Ry- DNmuj& @tA
ﾡミの林ﾡの ﾡ長をを決ﾡするたのユ女のは長長 を糸えする r は 

政長ﾡま たはﾡ天で調査する N惑かる- 政長にﾡする データ店 切社で 

政 "アb.ん に妖坪す るためそり卜っ いてﾡ正 ででるけピ (2 o 
〜ス。と協) 二のェうな 河たばﾡ査さる旅地っ * の平均区長型を 

う る ためﾡ水ﾡのべﾡな件かﾡされ ・ は*り行なわれず . し たかっ 

一//ミ- 

て称mの測はこの日的 はわ れない は長受沼ﾡてめのﾡホは林 

令表全せれているしの= り普なでるろ. 浜磁を剥ﾡするため 

送 て る ホ は林分ﾡ り ホの 政 氏で のﾡのランダムン7ルまたば系ﾡ的 

サ ンルではれば古らない- 浜長をに岡する デー タユ用されろべざ 

示枚はﾡ分ﾡに 直任級別に正確示され ているのてル政っンルから 

平氏浜量の本価を得る ことべてさろ.

ﾡ内査ﾡﾡの厚Wで "s2であれ. る政径認の担去のﾡ返量 

っいてﾡ的にﾡかさ延ﾡ番 を4るためるﾡ経ﾡ弱に十か及長ﾡでも査 

し, *の数はら長征切ﾡ々aるすコ そrょ→ て平内催の 孫柔ﾡそか ら t
Mメ的9 に来めろこそがででるくノ7こ /7/ﾡ) -

る五径み は浜確にﾡﾡﾡつサン ルをﾡ束し 2いるっで, る?ラスの 

中数をﾡ しくする こサン7リンケ の早係件 シみた して くれるもの 

ヒ 思われる ・ ンルは測ﾡ さるすべ ての適任ﾡ亜「ﾡるし のでテ 

れ ならな- しかし. / 吋筱 Rわた場合て さ え広い 巾 *も ﾡ径氏長 

と高 い研浜モの太で沢。 Wの二っの高京はでわめてﾡ零でぷる- 

, . Tンア-ハB 的度現しさ tたﾡ用内 平均位っ ﾡ季課 ﾡを 政

才るため, +か多くのもののFﾡを得るこてでる。 ミれはる迅優ご 

乙 名、四 の梅 深々ﾡ 大体同じ でおろミ てか証さて い るき〒の 7 
ラスで,用鎖のホ たつい てﾡ長ﾡﾡ交を行う ミビェコて存される- 

ﾡU改そでも 少な通用 され る場合より 多の ホに盗用"tる場合2 
ケがでﾡで おる。 tン7リンT の中位1す寸ほ ご設ﾡにﾡる のて,る 

7ラスでﾡしい数の ンリンTを行う より2でのている7支み力 

ﾡ的のてある ・

x • 一 花 向幅 て 徳な る迷ぶこ Y はは適径叙当 り "改長年の正確 お丁水を与 

え うとはかぎら ない ・地ホ当リ の立経央長立広は立水度がへ ②呼ど地大 

する・ ノ0エーカーのスト" 7でﾡ長ﾡr よ っ て初きごれス ホ立 

水 いか分 で は$00水下 でおり, 添林では 2000上 でる る. 

る木内""きレい▽エイトを与えるでかろう. 二のﾡ系, 平氏 

磁ﾡの3大ﾡ湿 ・ す左わちﾡでさないﾡったﾡﾡを生ずろ ・ その 

介わり 才べ ての ホがﾡ商のN 7・ロ ット上 でﾡ長ﾡで調在ごればそ 

oﾡ水はデロw 卜のコントロールされ た袖家荘の限内 て, 全林 

の 血径線ごとの平ﾡぶ を正確に友映する -席りのな い系統的 サ ン
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7"ン7では, 登皇径級でﾡﾡされる点政 ド林みのt数「大ﾡ比例」 

するて*ろう・ 不の 多いﾡ径4バそ ク割r比ﾡは大さ くはおいか, 相 

当みく のホの 政系量が測ﾡごれる .

ス44? ア長研死イう ためのかﾡの正

Mod#aa T& Staatd Ta8& for e ウt Gacut SpuLud-
Jィt3のッそた

#へ本利用 可ﾡ林 だY の著ﾡ番来 にはあ王 り用いられさい 甲村 2
で 太放として小さ すざ る水内 ﾡﾡされろ で死みう ・ 的的利用→ 

る乏合ば ・ 甲区初の7ﾡ区ﾡ次く なるm・ 受術地区の小中型木で 

約 7 才以上 Wast Coastで体 ノスー ノとﾡ上にとどめられている」 

パ ル・枚六る そのほかの利田の楽ﾡ下よ り ﾡ *れるﾡ材の 小重 な

Yﾡめら れだ.

登そ子測に"平な交は・ この利用ﾡ系下"ホも令んでいろ . 

#か表念ま*ているﾡ小利用互催ﾡ用以下の重経級のホﾡは, 将ポ 

底会 つの ﾡﾡを付う際ﾡを型いて利甲マﾡ7級口度長 ・得る五○u 順 

名 今 んで い さ れ なら左い・ 長 が平 いホ・ あ ろ いば/。耳 w上 o ﾡ 

刑については.ハ さいケ。 直をつ施圏は楼大レ・ 株余ﾡ2最小資ねは

さの校及の夕ﾡたホぶ りめr下かられる.

ノ○ほにに対して 浜大のﾡ長でﾡ右でれる付 m 3っ?/ 吋皎「 

*番ケ24 fett に対す る 7取平に対して基場である。"吋悔界 かコ 

と して使*れろ場合には・ ミのﾡ»以下の文は比救ﾡ小さいﾡホで 

われる ・ この 小直径 の成そ 年ほ残 り の林分ごﾡい万速でﾡ来される-

" というのはおるータの ﾡ同 内にそのﾡみに差すろか、それ 

キは及し, 孑 测氷行 わ卅 ろ 期向 を施 どて利明可充の 大ささ F翌したな 

の広長ゼに加えら れる双合惑小ﾡ甲血区T悪下下ふるﾡホの 全林 、 

ここである。 したかって未のﾡ及ﾡ可"ﾡ後に おいて はこ 
の 期倉 内 に利用垂修板 には いる すべてのホのﾡ利甲放ﾡから歳" 立っ= 

いろ・ …

利甲性とﾡイ左く 立ケ半位で剥たされる ﾡ合べ旅の 絵及及長は、 

/( と〜よ")にまで引下 られた ﾡを持っ 水を令み こ o N ホ, 

計ﾡがべ最 となる- 前氏 示したよう にﾡﾡたにうﾡ余表は ,ミのよ

- //S -
う「利用でさたいささの示は 令ん でいない・ このこラたときにはは、

かt〜w社た の木の 箱た からの瞼诔を*は, そ1れが利用丁ﾡとおるず日 

ﾡれさいでメろ う. 4ﾡのﾡﾡの最後で利甲可能ク 大さごr注しだ 

小通催叙の全理 を通じて , ミt まで 得られ全欧浜登がそのﾡﾡだ 

計0茂長せとしてへれら1ろ. ﾡぶしたこ受・ すてのw0最様の*戒 

登がﾡ奪し い ・ うなるﾡ経ﾡの六*を持っ茶旅を具体化する ことが*き 

れ必軒示ﾡの ﾡ後の イaのw一t のﾡﾡし埼しく な けれはおら お 

い・次の場系の西@o準 ﾡ及でY レて wwル&亡cc 叔のなﾡ後 

。 合 ﾡふを令ま せろミ ご内ﾡr ハトさ い芝い扱っ は長番を令 ませないこ 

とで大休ﾡ殺さる- 大木*トホo@。 ミのェう 伝め合悠が永旅に あ 

北, だ利甲可能の 水の神■飛の城相? ホ我堂に xみのdれのﾡﾡをm 
えたもの< 苗木る令めたすての復の実飛つ承良&セY に水« 

内9左ﾡ渡はないのでFる・ 選った書木ﾡすなわちめ令水Yﾡ々* ・ 大ね 

水 と小優ホ "成長能力がこのように埼し い といラ こそはﾡW (現ヌの系 

林には> 決してﾡらい・*のかわり スた3% ♦まみたす効分の 

8 の再在はさ わy てクいかまだはその芝である. sろ林だ で短ﾡﾡの 良 

&子が - ? 方 送力、別 の 方法 て平別*れるJ合決マれるのは、 会体とし 

c7杯分, ま だは森の成長予であっ て単一おかの平1改長番では 

ない ( /9ッ, /よ ) ・

99 大主ヶ用だボﾡされる場合ではな整ﾡﾡ林分 .または株 

不はﾡ序長番水2父に大 し十4な木ﾡをもつ林地では※の / ○番 

岡 o irLwZん? 林ﾡ ・ 永久に低ﾡてさる比に架てばるかがえる- ち 

x う ビ利明能の 大さでkすい=*林で 住 ル"R2I でﾡわされろ 

独W茂長番のﾡ令は, 残りの刊 甲可能林令の 武ぷる を一ﾡはﾡえる. 

のxう な*は相対的 Fに短いﾡ同だm レネJおで さない し 保策的な 家 

バその基灰こ し N ばいけない,令紙か よび大ささ , 報N至当 ほ分布 zし 

てかれば,注工ﾡ&番 は&求にﾡ大 レ品的に盗当ふ穫玉な所 rる ミ 

ヒのでさろ 平内平ﾡ事救元 rtく r
形Nﾡ径が\つでも使われるので i3ewは-っのﾡ子であり、 そ 

の多ケハかわら事程の利甲可ﾡ杯か" 肉長浸にmえられる. しが 

っ て • それは本み表に基 4 ﾡ相ﾡ長ﾡの 子消にるまれねならない.
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250 林か表えのﾡ表の ﾡ経政長の適用

イPn&ccaxot d Poot つ々のル况 合uutk t San Ta4Lo 
ﾡ高にふける登去のほ熱区長つﾡ長岡を方さ 火海傀便は*務强と 同 

糕林 ホの過 去 0 条那 り 記蘇 ヒ显ダ ない. この現去の記係をどの」う に 判 

断し. »らかじめそのﾡ町ついてエーカー当りの は長番の ・ 事株的屈 

a" そ決すべさであるか?

商てはみるが同時にヶa4 とそおﾡし4る坂は基去のﾡﾡﾡ長剤 

は ・ 降 においても女らをいでろろう という こ こである 現在 /oの 

ホが/ 0 ほ諾 ?vの査径をも っ て お タの /○向卜/ /内 は長 す 

ると感する ・通のﾡ量せがに長さたに提ぎない. 支/o年 

同に ある現在の正径階 ごとの討当位R長せのﾡは単には長ﾡ と%片 

られ。 この/0内のホ7いて 量去立示にまたく同じよう「ﾡ町 

されろとえすろ ・ 長近まで " 立線表 " *レて知られていろこの立は 

ﾡくHいられていﾡ・ この立法はﾡちお* び ﾡの浜みのをi( 

ており法とレてすたれてしま→た. この力法およ 次に注ベスァ ミ 

では, 最主 / 0ユにあろ地のﾡ長置の#一ﾡ来値だけが ﾡ良 一, 

ろ N ﾡ あろ t の で ある .

故逃のかわ ・) R彼われ ろ ネニの 表はﾡったえ「ていろ. す 

あわちのいcb. そもっ不は ・この/ ○同だけでなく過式赤を面山 

て吸令では同 じs う な登でﾡ長するA向かxろ という ニててある. 

こ の 前状がマめ られれば現を / ○ 何の 不 o 高 r かけるﾡ支 の/0に 

◇付面経 同衣 堂•た/吋 で あれば,ミれは通去/○ﾡの最初卜?m。 

立そ であっ たホの 肉長そ となる- 現ﾡ d.bれ? の ホ は すべて 次の , o 

平四/内ﾡ長するとのﾡすろ・ ﾡ去おいて?ﾡのホは同じ大ささの 

現在の水と萩さてっ- =の力法で秋ﾡで:査してﾡ去のdbん ・ 

ﾡ来してゅ4 ﾡ一とク 示の歳長ﾡの表が領製さ北現在のが表に適 

用される・ つれは,ﾡ線比軟込どいわれﾡﾡ部交のア FouuC So.c. 

でなく甲いうれてい る 确 洋め 方 選で ある. ミLは予環にﾡわるﾡもﾡ 

の基咲とし て 現在 の 直径 から ﾡ支のﾡ径えで祝する ことおけがャ/の万 

法とるって いろ .

二 のニフ の立法はい すれも通ﾡのは我向 そ契Wにﾡする ひのでぷ 

って\ ずれも*京 し こ の右 が純セする とするの で正ﾡな予ﾡは てぱ
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だい. 師西稿のﾡ水 . 円かのﾡ木と o 被ﾡの総えざる 加, 自«のウ歌 

に盗すろ ここるご. #ﾡの 花ﾡﾡ長ﾡ をﾡ少さt るあらる后回ェ" 

#ホへ五経ﾡ玉ﾡ ・ほてん ご交的rへ るとい ミYをﾡにいt て 

いﾡい.C2。2ﾡ) 占いﾡﾡのPとue 令で・F的ス0年で1ﾡが逸 

短くなるてそこﾡ時に二の xうﾡ化し2全、a *で お ろ ・

ニ の Wﾡ☆同令林 のﾡ恐をﾡってﾡ去で行う ときにその総ﾡヒし 

てﾡさた 逐の袋林積を ﾡ良 レただけでは@ あ)的にはも4さ れはい. 

¥ホおよ びﾡ径なが半位で 万るこさは 4ざと の#ポ のA5A右 

および枯ﾡで 内ﾡ "ﾡﾡ長受こなる ﾡ々ハﾡﾡであ?て. 尿支で は砂信 

n和Yして 注登泳く 考緑 しなけれたら ない。

され六塁去っ I向 バ保 そのほかよろ ﾡ次の *うな る求なヌ化 

がた与いﾡり. 下 ?ﾡ のお正 こちるでホろう・ 条後のま\ ﾡ確で 

J力では, これはよﾡごとに退去の良長をわけ. その二つたはむしろ 

受っのﾡ同について測足行われる. 決長のﾡﾡなホではス〜3の/キ 

がﾡﾡてふる. ﾡ去平ﾡ長そが五経扱ごとに得られ, 7・ロッットさ 

れたﾡ合は3〜4ヶの点内玉 :の下M,瑰妖棉将. ちろいは上ﾡを 

〒丁通去の ﾡ長也をためる ・($ム納 8/町)

+今存余料ﾡいた退去のﾡﾡをがす曲体は. *赤の/2Tmに長 

才るためかな"正なおﾡを与える- 二"延長により坪未のdbん が 

メb収の王均水Iついて見される. こ水は逆線まび) Eね比ﾡﾡ 

の)対して曲等秋汝(3)こいわれろ .

狙去の 我 径庆夜途 を 鴻家 ホ ﾡ 町すろ ミ の三っの 方支の いずれでも R " 
戒わ1［ろ平均ホは その 五径 級 の 正確ち甲送、ダぶ」のと板定してい る.

/ 才元的で ノ。ﾡのホ☆?.ム /2*Fのすべ ての ホを*わ しており. 

ﾡ0rヤ太 /o、oよwで おる ・ みmﾡ約では ノ 0のホ?/と、 

"/吋 の平*演じ * う にわずかなずれか方ろ 三フの力法。 ビれでも将 

非の良長年 ﾡ長登水分れば, そが現在のd.b にmえらtる・ ﾡ長 

受パ /であれその 平 ホはノ/になる、a ア 吋 であればック、ア に 

立する e.4まの ﾡ長そが直ﾡまたはﾡ然天長法で分ったと さにこの 

叫かﾡ ﾡされろ。

しかし・ ミの ﾡ&区長登別定ハ 如甲あよ 伏'精度を取務するため闭宛を 

ニ ニ で止ムス*た い .



今 / ス 対「ホ2分ﾡすろか一ﾡする がﾡ今が該け こん/の 

岡の将赤の分五に同ﾡた こそzすろこ ごはやF り好廊合で ある.こ 

うすればさ らにス○に拡ﾡでせ ろミとかでさっ. / つの五ﾡ彼からそ 

。 うえの 直後級 九 の静 効 は '。 可続 洋也 で一操氏令布 レていろという収 

来ﾡいて お り 各互経ﾡのすで ての ホの 次我 率は函 で ラ ま 4 示さtる.

ノ ○手可にい才れも / 3寸ﾡ長すろ 3 小づ•つの ノo内+ り大さいもの 

と小さハしの を令めて現在 / 0けの /0本のホにっ いて? ラスアの項在 

および*ﾡへ分布を次図に示そう. .

ノ級 %ノpホの ホいずれ礼同じ 比ﾡではみすろ と仮来すれば直 

ﾡ平をﾡって t / 0報か初 Lて もﾡ玉子ﾡはにはﾡは忘\ ・ 後為を 

※べdbん 級にぶってﾡの林分ﾡのﾡ裂にﾡ甲でさるので, 飛在の 

ﾡ分表*京の盗任状税番 を望用する解澤命万法 ヒ し てべわれて い る ・ 

ﾡ用 方法 R 次ぐ とみ り で ある,

一( と忘い縦えクホ終の移では. そっﾡ岡 o 内位 o ﾡ長ﾡが造ね岡 

商r玄甲 レた叱に twI していろことが兄ら(ろ・

2=次の 一段向い 従認にへろ と又われろ不な

t = 現在の級の絵本*

合=¥位の改ﾡ区長せ

i =け位"区経念同W ・

ヒレエう-

& =L ( 今/c) ミこで 3/t は.③が測られる1可 を通 じて ノ7ラスェる 

とW わが ろ知 じ のホ枚 t のか軟で あろ・みから を雄ればは /り大 

となる。 ミかノ3 であれば才べてボ ・す左わち/00 ッ.ノ ? ラスエる, 

そLて 辰の級は長 レたスの祝0中下のクラスト ・そのホ数の0クを 

レ o.3 は=級 査 才る- 前にもいたヒおり、こ の 方 法 で 予 測さ枇 E 統 

ﾡ長翌はﾡ平均で相られたし のと実用的は所じである. 44,と?る 

o例川 を»及. 材かがル小ﾡ径をﾡ7&本件Yするハ小生産物 を生ﾡしている

では. 平ﾡﾡ径芝がある卜立継のMすべてがﾡ用可ﾡの大ミでﾡ森 

し たそきすべてが令1 るかさた は全く 令まないこ&たしているのr 

対して, この力支はその微っ平木の成長受ではなく, 秋小の利用料意 

sの iaのte をなわしN系大さ"を生ﾡすろ ホ数を示すで あろう.

互ﾡの すて のホが一ﾡすた さ, ﾡ の 比率 o 比tﾡでﾡ攻する R い 

うﾡは, 函ﾡﾡの々のクホの認«で、二方 が不正理なものでもる 

ことを怖单た示し得 み・ /○はの多*のなではの.3. o.4,0.よ, のx 

= /p 内成長年令 た個 々のホの 長 条 は 正ﾡ ﾡ今布 をすろ 傾句 の 

ゃる こ 匕が a sって示されたくと8怖〕. ミれが王しケ は・ 

城計的及凝をﾡえば王規曲*から得らた百分柔 したがって, 現在の 

るほの#ホの直経胡 に竣私せの分布 そﾡう ことがでさろ- 余分0対べ

であろ こ こがﾡ及のmでなわれろ かどう かは マリ R総的 

*されていおい.

効系がに行うにはあらゆろホ, レたが?て る互径ﾡの木の み類"年 

をﾡ対やた活力にﾡくﾡホﾡ(かec2aa4) r利用し, ミの活力帳ほのお 

クおのについてW々 ク経な及登 を予ﾡする ミとぷ あるえそ東 

pxuuoc才のu%キ ? イ ムン)=寸るﾡ対的ほﾡ流 ガ のﾡY して全てら

1l}----------------

(?..}---- 、 
(?)

?4>--------------------

.7----------------

?.8--------------

27 一 -
ノ0.0

/o/----
/一

/o3

(e&>
一て/o.7)

--------------</ox)

- /イウ
-----------/2
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------------------------/
.---------------------------,/3

/I

よ- /6
/ -- • ・ー・ノハ7

------/ハP
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(/o7) - 
(/o8)

«/ん?)
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L , Poctcdc Pin に イolaePote Pイne翌甲さ*れﾡ K。 分 

Aはﾡ水級によろ ﾡ求のﾡその推ﾡ ヒ組合せた 決夜 ラ涮归同 じさうr 
ェ ﾡは友部分好をﾡ レた ・ る古縦みでﾡか かな い. ネマを受けですい 

段政の級ﾡ京木をﾡくために。氏構 されるホのﾡをつた", 似保 また 

出 除去され * 小造経ホゝ 大五径不の対的令 な示→寸『ﾡ X し 

て役に立- 最 も強方丸 oと除く ため,状べさ れだ材分でのﾡ袋 

の長量の予ﾡは.(よﾡ) その ﾡ社なすべて の木の平京長やよ り ,
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むしろみされた木の乱去の氏長番 を子ﾡすろ - ﾡ礎 そすろ ときに非方 

常ﾡが政等 される- ポﾡ ス0T岡? 科度単ﾡ平T 表く /0平向の* 

良に敵する ミYがでさる.

このムﾡされた立法ﾡ令のかな" ﾡ立 し た大ホの林命 rうまくu 

合すろ・ 休孫されたか依されるホをﾡ長データからﾡいた. ﾡくﾡ収 

*れﾡ送さ1ていろ幼令林お*び枯死する と恐われる木 を計水 ら染外 

レて いる幼今天がて これをﾡう Nﾡたい.

スキ/ 全林区えの本令表および氏号デー7 の新用

APrLccoイou f Smm Ta20e4 aatt Gxowd Da a
Tcそッ イ ca ・

ン7リン7で画ﾡを権えすろ巧合. エーカ -当 り林減およ は表 

の五各扱にお「ろ林木の分市は. いずれもﾡ京 ヒしててられロッット 

の女てコ > トロール*れたﾡえ倍のﾡﾡﾡﾡつJﾡ" でa査さる大 ・ 

荷 に合 すろものと次されている- 予測さ れたﾡ政登ぜも 同税に サ 

ンアルさ1れた林光のエーカ当り の平こ し て合すろ とﾡされる. ミ 

?林だ 全年右ﾡであろ ・ それは旅ﾡが分 らtている大さなTロ ック 

をﾡ区するーアてかる こ多い.

現をの才につ いて取ら北たす ンルが』ら かの理由 て体正ご太れた 本 

メにっ" てみ及を来め るミ* っ たとしても. 秋順 氏ﾡセけは同 い4s 

王ﾡでﾡ整さる とﾡさていろ .

報 ェ されたﾡ本のエーカ ー物り ☆ﾡか/ ◇大さくなったと すれ は. 

材承政長書はが中* り/0メ大てなるとス天さる- このェっ 海は戒。 

日ﾡ/王は4クーカ 以下のの著ﾡをﾡそさス = て水立任さ1て \ 

ろか,孫ホから待られたエーカー地 ○材ﾡ入常に全林 ◇飛をしす 

もの して調後*ろ とさヒは, R長登は通ﾡ大さな4位でﾡ査される.」 

お死"ﾡ号こしての利町のためﾡ少すろ 現在 ﾡの分表に負岡 さ 

れる光 的材系がポ/0気岡の権受絡林ﾡ地加長を求»る の われ 

る. この期Nクﾡボﾡ長登は環在。積皮長ﾡ求算さる-

二 の退程で一最に使われろ7 法は*来の林ﾡか現在の 枚ﾡに与える 、 

詳を計算 しこの 比率から 現右の 材ﾡから*末の材ﾡ そ5九る複利年を題 

域す=Yで万る- この万法のス太は現在の全材ﾡ対するは長書ﾡた

一々/一 

。 確に夜利条を景 じてウろ と係していろミYておろ- 合森林 

希がるいはﾡ 一の林分でし このこ ヒは現象ヒー 致 したい- 二 つ切利率は 

相 岡 があろミ そか立 さ れていろので, 二の /○向「ついてはﾡ利下 

rる 材預'ﾡm登ﾡ列 ェろしのて同じﾡ系を与うるであろうか. / 

呼につ いて全ﾡのﾡうそは利さ計ﾡかね ならない・

例え ノ○与m- /o200 bdftか、ら /$002 h4/rはなする林令 

で はﾡ長ﾡは $。 * て, こ は 単刊 ﾡ の。 ッ ・ み利I 甲の 納 4./ % に当 

オる・ ニのﾡ向のﾡは長そは/0,200にへ0よを無けて谷られろ 

よ00 bく/t である- 4.ノ%方ろ 存利ﾡ をHいr4ノ P bdft ¥たり 

, ノ&の小た とたる・ ﾡ長を刊用 , 死そがマﾡ求めらしス s う 

ホ動的岡係に娘刊 けﾡ田され方\- 神ﾡﾡる 0は地- 林分の 主〒主た 

r 平ャ 平は長でのス蔵て し て もわ tない. 工r仲ほ レたみ私ﾡふか 

ら 2 ・ 森林ﾡき。の段ﾡで ほめ られたﾡ疫の遠ﾡを一でょ ミnLて 

・ォう・

林 (たは価値)広長そは, ﾡ段良どﾡﾡ成及百令ﾡW係を決 

yろ ことでヨ 王政長ﾡから もらる- これはﾡて ﾡ長および形ル 

のﾡ化:才方る調ﾡを令んでいる・ メx&x で岐れているがは長 

乱みﾡの並似央は ^

P=f針

• P ; nノ理で示番

ル ; 央さ1れたノ○千の五経氏ﾡセ

D ; 現石の α.b.んれ. ・

i う 材ﾡ長・ボの永化Aびﾡねこカのﾡ係才して神 

モさハた 田子 .

fl を Kビ寸れば上式は次の +うrなる.

P= Kベ |

Kの2スをペっ ミく次でさ〔ば, ¥位の E炭長架にして ・ そ 

n西今ﾡはﾡち下でさろ ・

よ?内 La&o場合に使われたこのェうﾡさ計京でる.



-/マ ー 一でミー

$ 役 区名地加を オ文承広恐て今辞に 

求ﾡする たの 回 子

D.b. 人 
こ-寸 一

B.fd才 
回ﾡ り 吋

全ﾡ和つコードﾡヌはﾡ用 ・
しうるセャ wxﾡ承

& 4.フ3
8 。4

/ p
■ • ・

コ.P0
バス .. ユ・/←

/ K ス、3 4 /ク4
/ 4 /?2 メu・4
/ み ハ4o
ス o .ノ3と ノ。ク

み ス ノノ7
み ¥- /.◇3 oP
ユ & ○.7 ○7?
ユ P 保7ス

3 o 277 と7

53スを九片 冬最す る ミﾡ待さ1 2いる2ののホの .

b.d.fﾡ位の注エア預は長る分卒は "

P=ハ3とメ/42 3方わち ス・24ッ・

二、で・ス0クホの回才Kド 34であろ-

242 更新朋切 切杳 ・ ーアイる7ネ ドラー ト

RePoteCのt wuedd ー J亡ocんズ G244anaGa
ﾡﾡあっいは. 上水ケと確次ﾡﾡ徴でまなかったゝめ。 みいはは 

秒でその"の装り合いに士りﾡのﾡ問 を通 じてﾡ木は多受ﾡ1れて しま 

うので ﾡ水ﾡのﾡは4たたぬ. ﾡ突ﾡﾡの翌になみ女のﾡホの 

現よすろのかﾡられ, それか*ﾡするのがられろ・ タいでﾡホの 

残右 、ﾡな.ﾡ木 , 同令の木3た ﾡ形 乙の ﾡ走 支配され, 最

大さ方ホのﾡ政 と放示ﾡ天 から のﾡ放た方 される*

二のめ数え力れ た個数ﾡ ・更ﾡ林のﾡ士 たは算は森林必度と 

レての4ポ2 を季性を 予恐る合 ・ 何 んらm価ある 報を生み出 L は 

レない・ そのかクり 二の日命は、最"rネオ生ﾡを生ﾡし 得ろ 右 

水セ*ってゝ、ろ全林のW令をう恐するミそである-

百弟クオドラート 法は、 この目的3なく 使われてい る- *ﾡﾡのスト 

・リ・プにって規財的岡Rで 小 ロ"卜をと", ッ およがそのﾡのボ 

及を坊寸る彩ぜがﾡくなれば, ﾡみ大てなり得る能力のおる (えの 

いゝ ﾡホ が)ロ 〜 ト 上 書径 していろか 石在 しそいないか をﾡえ て お 

4 =くでおろ-

こ o xったﾡ木外の ものtは. ロw 卜の分想をﾡ九は レない・本 

奴 で は 旅 く て 面預が系の 基 ﾡで お る ・ ロ ッットは 〜 4 っ.ター acte. . 
n*ささのﾡ田で ・ 円T また は 容秘 たすろ：： とか できる・ ノ ～c2-acuc, 
の大ささは 44 Pス砕7吸で. " o...2 - acu。 は ノスス平 力 のざで 

おる- ノのpヌ方の・ロ"卜も使われろ.

所分47オド ラード。 ノロクをとる ミ *r 考下行ク cス - ノ 

クォ ドラー ドだけがﾡﾡされば ノ っの来が, スつ格ﾡされ ・はス○る 

, そのに与えられる・ 突新ﾡ切査か支］すボ。 求の*がmえ合さ 

twポされた全 7オドラー ド※でﾡら. ごのょうL てﾡ芝百かﾡな

けtる・ 不 ﾡ町 に 分布 している ホン・ ン Tr及 Iギオ Tロ ト の大さ 

・ の ッ響 のた"Fロッ トが大さく なる終って ア% ¥ v て示 され 本百 

かボは大てきるでﾡろう。 大ささの ¥ は ﾡ社 . 段長 の性. 内そする

を 継 r W係 している- ッ :..

/ ﾡ級以下まは ミれ そ令むﾡﾡ い て ネがられ る合r北政長 

予効のﾡﾡと して 面減 マみ砂木よ"*を対汁み→するの水やﾡり 正Lい

*ﾡな研ﾡ の だ めの超次柄系を融い て ﾡ雨 で( 林ﾡゆ レ #ﾡ以下 

n はほこん cわれ一ず, この*う卜 不*の 計算かラ ち れたの 

安整 に 対す 石 結端な ・ 面ﾡおぶび死ﾡのろ水 rﾡ田さ16がどセボ役r 
たたない・ . Gモ=なミー

/玷 ワオドラー ト 法 は主 と し こ同合林 として 生ﾡ L之 いる材濃下名商 

<れ ろ ・ 全令林での ﾡ分長"最ハ ﾡ径及ﾡ 下 の耐ﾡ性みホの ﾡ新材は 

みクオ ドラ ートまでなさ北る* ・ 浜さ。ﾡﾡらみたり$る ミ

みさ一 _

へ r
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そほと んとない・ 受研材の 右ﾡお よ 大相対的 に多い とい う ミ とが注な 

さ・筒排に契交さ*ろ・ 生べることはさと して 相対的耐 除 力 て株かの 

将ボ 「ﾡにかかっている. ﾡ枚されるェ でrkﾡ的ﾡ選☆な長 、Aマ 

の基ホの 砂をを記休 し, ・缶十る事をﾡ計る た» ので ふる .

最金 Derata。 fウっいて・ いろいみ弓百分率の班7ァドラート 

のﾡ水八炊ﾡを予型する方ﾡがみ衆された .

第30章 林分表 よる林分定期成長量の予測

Puctcイi? tんe. Pentoc a nua! ダuow-tl 
f 4才2td 勺 血 4tmtd ta8& wvtんcdd

2お F高におけろ互径区長登の測

MW<gルd,は f Dイaocとt のwtん at b. H 
ﾡラそそ予没ナる合ク三つの段ﾡは次のことを来すろこXでおる 

ノ . 件 bんのﾡ表受

Z・ をﾡ寄み利田ﾡ高のﾡモﾡ

3 .b.4 とﾡ市一よるﾡをってノXスとを図亜させﾡ減成長

ロエかり工ﾡに4々Wの夫がネらてからαbん がEﾡケ向F=日 

測化ん町羊金て来めらしる ・

&b火 のﾡ長やべmではﾡく ( ノ ○書)地上4久 駅の以で方。 

ﾡ付直径の.段系王をな味している •. •度* 0 負 星 量口树k
二 金 のぽさ の 氏 后に 二 理 の羊绦,す方わち 覓尊の 成 及 を加えた しのでお 

ろ・ 氏ﾡﾡで剥 らいたホ都だのは長番ﾡ及の 安長のため4ど人。 

及役番を示す ミ とでさ お い で誤ﾡが大体 / o z以上 となる.

別! マ にﾡ辛 さ *t たﾡ高 での肉 長 よる木ﾡ部皮長の 半区測/お s 
びﾡ皮のは半低は四の半径の タ で力みから 直優ﾡ長桜を恋わすは

他 し るけれぼなら住 い (ec t5). しかし..ホ 部 と 演反 の 半徒别 定 

值 に 正描測られた とおり r係 しておか内たら ない. るﾡ位を他→ 

る こ とは骨がﾡれるかりてほく, 部減の原田 ともなる。¥料を平1 し 

- S-
7ロ トし こからﾡ径と してみどるためキ径氏号番の目話を三ﾡす 

る ・ ﾡ皮のﾡ長ﾡはスよ 4協で取ﾡ うことrする-

ホオ部の半経万ﾡの 長ﾡのﾡ夫は現ﾡの db.A 訳R冬 される. 

ホ求でその役の全乙のボの6戻長そ を可れ 通さの平均肉長番が4られ 

る. これはﾡ在のb4 に井する木林都の迫去の氏長番也係(材部とﾡ 

皮 を 一角に したしのでほいのでb4のﾡ長ﾡではﾡい)のﾡと左る表 

を与える,

成長維で半後方向のﾡ長番を來める時には. できﾡれ は平半経下そ 

って発孔 しなければならたい・ これ は平均査催の両"中のーカにを 

ァく二 とをな味 している. これは函が正確に木のヤべ初にあるという. 

天に委いている- しかし. ﾡ際にはどのホつﾡ断面も多ル偽べしていろ. 

ﾡは通中べをはれているのでﾡﾡる半な r恐っ たﾡ長番も一ﾡ魚" 

的となる. 平内半区は長にﾡしい遍を得るのが目的である" ユれ

ゅ次の現則をﾡればうまくﾡ行でさる-

/、 下の規剛3 でﾡ恐とされないかでりﾡいた水ば生長領で洞査は行わ

eい ・ • '

2 平ﾡ査然の位ﾡをめ , ホの番査軸に直ﾡに区長ﾡを係ち その位量 

に氏原錐を突込む,

与えられた ロ ・ッ ト の ﾡ長ﾡﾡ査はい 才れ し アロ ッットの中 または 

ヤ4 に町する ホの伊面で存される.

二のオン7リ ング万法によれば, 緑斜およ ホの係さ がﾡ長ﾡに及 ぼ 

オあらW っA ・ を除く 二 とべてさ る.

ﾡ4をイう »合に片・ 取出意に入tたま ・ で 空 零を 紫 え 刻足する ・ 

ﾡは七序長"麻動の ためﾡ玲を数えろ こ とか困ﾡなﾡ rは, ﾡでは 

っさ"Y db ・ 樹確番るを老いもの を貼仲 . 後で区大備または顕 

倣免でﾡべろか. ﾡﾡをはっさ り ざせる ため色ペ理をする -・大ﾡのﾡ 

mではﾡ来はせん北かなさ(たﾡ現るでえ会)行わろ . ﾡ長ﾡのり 

にがが合のよい時には ( ノ チは製本工あで反ﾡ士たは故祝と なる). 

は吸とさ北る卵岡のは長登 そ合ませろためﾡﾡ を 十分深 く 水中 に 切込か

れられる・ 知輪 片 このノ チで直ﾡ期たされ る.

まず政長番を※資すべ さ全期可を吹い他ﾡ, てされ A消えないﾡﾡで 

よはたは / 0ﾡ印を付 ながら ﾡ室に内仙右 けてﾡえる。咸



—— /——

が下降するﾡ合を決めるため ( ノテ4ﾡ), yな4と礼3つよ 

②同7またゅ2っの/クの商岡をﾡ確, 地ガ 氏長幸と岡させて選 

る受が わる - 半経ヶ向の区長は物ﾡで一ﾡ内ﾡのほﾡから予 誠8ま 

で刻らズL o0s 叶業位で認す4しる -列来造は次R示すょ う にﾡ飛の承納 

に よ る#か ﾡﾡ強乙たくすため 刑 は ※ﾡ物 に行われス な方らぬ。

このホは桑初の/0年同にib で /ス$*ス ・すなわちえよ内政示 

レ、 次の / o 町にはﾡかに 7$ス2,す なわち /叶の長 をして 

いる したがって,互役ウ率は波ルしている。

***"***"w*-** wiネw卒wwマママア・マママャ*マ

. b. A

wマママ〜wペマ -* * - ・ - - - --- — - *"

注 耳 *改長

ノ○工 20-----

piu / o./ .コ s ス20

右 序扱役の タ ﾡの半径に合まれる ﾡﾡ枚 を測え し, d.i.b で/ 吋” 

ラする r零する 数を決資し, / 級各の中央不将ず このﾡ岡 に 資 

で / けﾡ長す るであろ う 乙すること が一ﾡ に 行われた ・ この力は 

育芸壁 を牧 立 茨級 ・ オ激 を 怒魔改 敝 と L ているが天際は その逆か正 し 

いの そあろから 同込っ ている - ニのネ枚の岡にﾡ全 な相岡かある1合 

Iにのみ ( /?よﾡ) この 女" を行 う 二とがでさろのてある- それは こ o 

3合 式ば 度径式 表 に影 等する しの 書令だけでふる こ を承味 している.

したがって , 虫怒 の 平均 改 及Q は 直径の翌 去り 叶致ではﾡく迎表のﾡ 

ﾡrして才かわﾡ らおい- 一たﾡﾡ政長 し归吋故 の 代り r・ 長型 を 

平内オ る 雄確 と してﾡ径が ク 政長するにﾡする手太 をべう世生ずる 

ﾡﾡのめ. /○当りの平均央長然令小さくる- 故が肉己型 

の代 り) r 平々されろのでﾡ浜がﾡなほご直径の終り r並\一W令ポ 

北乃舞 数は大 となり , 平ﾡﾡ長来を天めろ合 その記は益々 大となろ、 

線漫 な俅書を する 木 内下ののに示すぶ う ﾡ及の速い水の三ホにﾡ( ( 

筆力 なしちうるのて巧る.

が木事う ﾡな04いの M« 当リ の攻裂率

/ s クユ。o
2 ノ よ o.047

N ○ ◇ユム7

.____平均____ バ 2 0./ 3 3

一 一 —

*2 列のデータは平内木 では 直径がノ 叶ﾡ及するのに /0ほか、るこ 

こを示して\ろく ノPよw) ・ このニホの木のﾡの平均京長汗は3 

てﾡらL, ノ 内及及すろの約 7年か、りマそは33九で万ることを示 

しマいる-

24 ﾡのﾡさの は長量対する修正

Ceuuとcイo1 fe Gwctrtん イ 7んcんte-3 c Baz&.
wrは盗4が当才につつれてく なろ- 約ﾡにおけるおるﾡ町の始めこ 

炎りの平均材皮尽の両のﾡは ,んb の球浜に及ぼすニーのﾡ奈に似た 

しのを与えろ- このほさのﾡ加は大ﾡのホ でﾡ皮のな茂長量ではなく, 

ﾡの政ﾡ電である ・ 平滑なﾡ を有一する木の中rそのﾡ皮をすべて係 

円 していろしのもふるが- 大ﾡ分のマッ, ス茶ﾡで スゞカケノキで 

乙らろよ ラ に隣 なっ 乙外皮は私ﾡする - お皮の ﾡ長ははっさ り 

したチ ﾡを形並ら おい・ ﾡの平均々は年令 s"も正径 と※な切ﾡが 

おろ-

B去の例の在径及夜そ令ﾡでなく, 古社名4示さしる・ ptAlo 

ﾡ皮ﾡの内巡加はべ要な▼波 ヒﾡ図係にばbA で/成云する木零 

められつ- このﾡ喫の4のﾡ浜ﾡは翌去における b力の氏る量の/ 

のﾡ攻r 比例 している- ﾡ及そ水/0ﾡr 片であり、/ の 

s受セ r対するﾡ皮の及長量が o./であれば, 々 r。 ﾡ長量 対す 

N 福皮 の 氏夜漫は ノ ○回にo0よﾡに しい •

ユ水ﾡ萩表内はﾡ図 を今んでい ろこと きうも ないことてある. ﾡﾡの 

ﾡ形枚ごドW に示さしる- 砲反およ次材か然材 ヒ して *書さ( る場合

茂及付の枚を示すであろ う ・ 材皮タンニン ・ 絶餘ホ, 振水 

その他の災田に使わてる味に は ・ ﾡ皮 の材ﾡがW られる. 我 な レ力 

» H 制反さがた石積あるい はm用可ﾡのﾡかたけ のボをボす。しか 

レ, どのさう ﾡ場合てそ本積表にﾡわれているﾡ地なにﾡ内にその 

床が 行積成に示 され ろ 大きざの 窓, したかっ てそのﾡﾡはﾡ付い で

*えご4る- したがって二1らのホの ﾡ長型は皮付の水ささで表わされ 

prなら ず. ﾡ径の 肉長型 と ﾡ戒のウ長Nr は何ん らの岡 tおりえ 

ないの であ る。 吐位のﾡで登広行もﾡとﾡ皮 を合せ たT他の 広る 

が を 善味 している・ ﾡみするあらゆる生を物の枚稿内長せがﾡらてる



け ご. この日的由んfれ さろす形と段片のﾡるをを結び片けろ こ 

こそさわめ <ﾡ¥ネめ らtろ- さしなけ t序政長受とﾡﾡﾡﾡで も戸 

高でタ 内の 洲ﾡイに速 かﾡはな らない・ ミォ1 r召ボれるあ帝ﾡは 

大して上ら方い-

ﾡヲの方®の mは ・ スエーデンﾡ樹炭 (Secら6)◆た☆ノテー 

グて すぐ測る ことかでさる。ニっの河決他 F ホの 正 ア A でと ゆ112F 

おらないし, みいﾡﾡをﾡフホで は 么修 所測え-r る 桂 呼カ ある ( 4 と協). 

多数のホを 裂み時r rーテのﾡ以をﾡ来丁るﾡけで十 分である.

円かで の ﾡ区はﾡ型 Fいすれも ﾡ付で羽たされた現在の dh から退 

表の メ 2 をいたものにﾡし い ・ 後為 計専才る "と孫 力る. その 

・万内

ノ・ 現在の d.bf 3年 に呼ﾡの 市イﾡ皮及および望支の ¥メは長ﾡの平

ァ をキめろ ・

る・ 商そにすためﾡ皮の尽さ と部の ﾡ浜ﾡの平ﾡ値を2するろ ・

3 ・ 万ﾡﾡ上に内学位の同じア ﾡでﾡ連軸 と平 ﾡとを目なる-

4. d.ib を示すため"よ脅度て直*を引く.

s. Zからのb級ﾡのib を来め, ノの条のﾡ当左

d.ib の 急 上に H . b.ん な7°ロw トオろ-

c- これらの点は武さたは煙かﾡ出欲二ﾡおる。

不規別方しのを3飾し☆がらそ0らを通る平滑ちﾡを引く - 二れらは 

b.の由ﾡで*る -

曲染と4ぐ の^のﾡのﾡ波距名 は与えられたbれYくib を特

フてい る木 の研仰のﾡア のmの 平で あ ろ -

去の 断戸 s 井ふする 両仙 の ﾡ に おる 氏ﾡ を求 めるためr 

rは

7・ 過去の.ib を来ッるため各く.b.級の平均木のαibからﾡ部の半 

経を政ﾡ置の2イをろ く ・

8. この比ﾡ色小さﾡん.;b はﾡ(ど)で見出され, それに対■応する M厶 A 

がう注みと らる.

7・ 現在のる卓経叙に令まれる 不のﾡ高での到去の 施装量 を求出るた必. 

現在のbから塁去のん.bれ を引/0てその他を表にすろ. こ3tらっ 

点 はﾡ去のﾡ岡が. っ だけﾡ来さ L た合の旧去古線ﾡ長玉ある\

---- 

は=つ 上の塁表の ﾡ対が測夫さだ場合の由ﾡ式長支のいギ北かで. 

氏及そを予列才る専に使甲でさる ・ ニれは過主の長ﾡがﾡ区味長量を 

金頰 し子涮する と し て優われるにﾡ法く ごの立ついて☆スよ。 

ﾡが終 で体微に立たない。

二のさう な場合Yに比 .

/。 函(4)から"足 なﾡ岡のﾡ浜元で示さ( てい る戒在のdP写の還 

表のbム ゲみ一 とらろかる(9)から この※店べ得られる ・

/ • 幻とE じよう 万曲掠士に“ タ ほ の 絲で過芸。ば h4 を玉わ し. 玉去 

の受Wの 乙h 3に このふ上に現だのべい4 そ7ロ ・ トする -

z 正nIに品去のくめ.ﾡに中よに相せする過きのんいん 田ﾡネの長か 

ゅこの因まへ 縁 の現在 の d-b.A を 読み と る の品去のdbに相当 

すオるbん を 現を 境 っていの 木 は此 能によ o 腸素 と 同 じはﾡ幸 を岳っ 

のと伝えさ1るであろう ・

ﾡ/のﾡﾡmは内TtのZ社の 百今キでなわさtる- ルん名 4テ 

のtろとﾡmの互か柔は\すのdib 総でt・ Lがって烈塚 

にxっ ていずィのb.4ﾡに社して礼 ・ ほ行一であろユ とボ示さなた。

.;b 専しいb札に大する百分ﾡを科皮ﾡbよ facLer ¥ 

いっ. こ 内ﾡTに立っ て違うか. るﾡにしては一ﾡさ係救を与え

Laot「ﾡ緊て決ざたLo人& r しているﾡ確の番 

係故を 6 ○系に示す. 研皮ダの由ﾡは二よの位を室ﾡコせる こと 

k って通練でルし 6 の4ダ曲上につwトオろこYもてさろ・ ミゥニ 

Kvtずも曲*%上のその の c.ib の他ホす るべ電 とさtる百分を 

を示すものである・ 段厚大ﾡ的9大さ伝7ラスでdib の引分率より 

ふ、さく Tれ. .ib 線な左ﾡか ら 旅正されるであろう ,

表ら。 Lack ﾡのﾡのィﾡ(示乏よ引田)

トオハコ /ノ 7 " カ" ス /ス2 ホ▽イトハイン スフク7
ハュマナギ /e94 トラカエデ 改、松 た ノ ノス

ミケ,キ / / ク/1 7 シ ん /aス トウこ / o 6と
ナ ノキ / 24 ヒ w コリー カラ マ ツ 4 22

カ バ ノe2 1 ジッ・7パイニ / / ○7
※Lak& m の本林7書での 林分氏 我ャ :

La&。 Sta。 Foueと E*pむ, Sto. E.cooc N o衣っ ウ, Ta人.

・ An&. /93P



2 .ら ん 級に星 い た 欄忘の定賄 成 •ま

Ptoペc Gowtん イ H計ciakc, Baaec an D.B.H.CLae 
木の記 ・ 研高ﾡ長そ納すろヨ的さﾡまのウ長番をﾡェ し. ニて 

に s り単 木・林分・ ﾡ微的には全杯の内長玉を予洲する こと で あろ. 

bん師みの エーカー当り本敬 を示十ﾡ分表て予叫をする場合。mt高 の 

肉長番はボのはか点用する た め . ﾡﾡ林ホ丞から地木 当りのセ方的 

承をﾡろのに父用する*赤2平均研市を烈決すろ( みとﾡ)- 

現左の迫ﾡのホのホのﾡ高ﾡ長そを予刈するは . 迅去のﾡ高広長 

そについ ての和ﾡべﾡでるろ. 翌表の高は喜登を知ろ力法は。 

/,樹令ﾡく 全ﾡ汚肉長受を利 用才る方ﾡは主と し て 同々林 七遼 用 、 

れろ- このう法はﾡの万支のp味と して役立方 . ﾡ々木かよびへ孫、 

よ り 昭枚さォL た大ホ を取招 う の r袋 nっ ・

者 I のべろ方送の代 ・ r 本法を成 てはならない,

ス・ 孫して通ち(/0ﾡ) のﾡみ高肉長予を天際※沢する こ*卜 

断面7令一 こ の例では , o 個 一か"予左千ﾡ抜を示す で水 ・/l し 

たﾡホを工 ること を旳混 と し乙いろ ・ Ml今みのﾡﾡついて は y 
なくと も促あホみるい最に減さ(るホては 研高ﾡ及のﾡm ・ 
必終 よ " x今"逃さﾡほべある - ヶ去えでは林木いつでもa 区 ご 

か報さイ(ろ

う いいろなチ令のﾡ令ﾡ分の研高的線を認ﾡする . これは予測 しよ 

う とする堀同の浸後=おけろ が分の同高友高高歯然をﾡ く のrなわ 

る /およびスの7ﾡは.いすもﾡのﾡ高曲ﾡでぢろが, /人 

ミ・ ス はﾡ経にも とくも の でhろ - とち の 方法も現在の直修後の 

ホがその期向の終り r ごの x う ﾡ平均書高 と海ろでわろうかという同 

ﾡに皇ﾡ巻は与え☆い . 曲*は各直役級の平ﾡ ・ 採さすれは忘 

長ﾡ。 すたわち 令か示されて いない" 御落曲縛ク を示才み専ルある 

二のうな 当然 内やえホ分の現在の枚 をﾡえすろのにﾡわ tる . 

場のﾡ分い てむ同ﾡなくめ 研高曲林かN翌 でふる-

44&対みﾡ世ﾡ内ﾡ尚欲ではふく . 与えられた時ﾡ. すなわち 

在 3た は 我徐 におけるいろいろ な面径の木の平ﾡﾡ高を示すそ の で お 

って,廩 の書高央&登を次たすろ 手α しZ六え点い" 欧根百分率 

く スら○ﾡ) の合 と同杯に王 し いﾡ際の退去の肉長武おぶび予剤|

--/ --

ェうc するﾡ岡"ﾡ受はまずデ刷の去で交資 しなけれはな らたい- L 
かる#未のd bえ に十するが木の材高の曲故をロ・ トすることがさ 

さるのである- ﾡ示のﾡ裂登かﾡ級に逃いているが合。者デの林分→

程の分 cmじ. %直経ﾡ 汁する平がﾡ高 を もつ で あろうと)反 定す 

るこててみ。0にa.. んuイ が意易かつ比事6ﾡ単1に切ﾡされるのは二 

の商ﾡ表がもっ は"ら使甲さいていろ ためである ・ ニの力速では7のホ 

介その飼Yにふ2十にﾡ長し, 同じα.b- 桝福曲絲から議みとらかた 

ﾡ高のﾡが8W で、あれは、曲3 氏及や は 8帆でnると図又すつのてあろ。

レかし、 研十はせ通五なと町じ欧長ﾡ向には従がわない c/タユw). 
前粘 はﾡ高支だはﾡ分のﾡ令 ・ オなわち ﾡ型的なﾡで広長歯*と多ヶ丘 

・) こも一ﾡのﾡ係を林ちﾡけている く200協) ・ ニれとﾡ的直経際 

血# は硬勢木,中漁木, 被田ホの よう なか木級でかな" ﾡ化し ・ 荷高蘭 

政受 よ り 蹴放 の 単彗をタ く 圾 ける ・ 幼令 同令林 で はﾡ在 / o 叶の最労太 

はが分のみ*りの水よ り 弟分ほいに遍ぎないか、, 適経*平均 り当 に大 

でおろう ・ 現ﾡか らノ2 後 rに /クrと方るホは中ﾡ木また はス圧ホで 

あろ 二ょうなホ片/○T以上 のは高 貴長によ→て . 現在の砕余で 0 
•の 遠色 を担 し ていろホよ り高く なる でおろう -かくし で 研 令林の新し

区対話 曲後は現在の由絡とは一致せす ,一ね忘いものとたる-ミ 

のこと は同令林でﾡえをﾡ返したﾡﾡ地の続し た五経対かや曲様を 

ロw卜すろここで示されろ。 と, ななぱ) ・
ほとんどﾡ両ﾡ及と字る したが, 節木として岡放されるか林分改民で 

際されたﾡ木はﾡの忍係がﾡ在するのであろう ・ ごのゃ合rは直な 

政及番はﾡ市ﾡ長そ さ 7 城的早 くﾡ大する. したがってが意は一恩右 

の力F砕り・ ノと Nの五径対樹さ曲神はみ高京長深を来ヶせレ 

る程ﾡに き で現在の資径対ﾡ宿歯線の上仙ではな く 下ﾡちるでおろ 

う, こは女確のﾡ点が短かく時ったというな味ではない。 ビの*っな 

受経ﾡでも ・*まの ﾡ9大さお直優は一ﾡ大さいﾡ点を示すが, ﾡ

ほご大 さ く は ない ・ F-の ﾡ経対ﾡ高曲ﾡが現在およ*京の地ケイ 

に茶 衣!で原われろ時 の よ う に, 次ﾡ"叶高改長岡係とﾡﾡすれ* ミな 

み・をじ 4◆下し てK五小犬 ・ 研下よつて際波されたﾡ令

ふに対し で 西大 推発する こ z となる-

ら/恐 いろいろな年令におけるﾡ径対樹高
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この云ではﾡてしろとホ, ﾡアのﾡ帝ﾡ長は示さてお らっず- \ 

ろいろ方令に おけろﾡ径汁会伊のﾡ係が示さして いる過ぎない . 

たとえば, ス タて4のホの ミイよ り) 小さ法ﾡ商 内前のにおいて2 
中く下の不であり, 前ﾡ4みのホよ ・総漫口にア司 している神品さ1 
たホにﾡ戸さ1tろ 4才のホﾡ才令ではﾡ考ホであろ. ミ10よりた 

令た#かて中用ホもしく片圧ホでるる- 現在の林分から, ある明阿 

後の分対レ て4ら tたﾡﾡ商曲4をﾡ用する時の右ﾡで は 

はっさり し たものでみる ・

同一ﾡ内で令rし てロ ・ット されたﾡの林高自やに対する この 

db.4- ﾡ高曲ﾡの岡係は. 令下よ るﾡ高ﾡ及とぬ径よ ってォヌさ 

れたﾡﾡとの点ﾡ的左社を示し ている.

とス表 / ア生のﾡﾡ径級で分ﾡさた令「ころ灰区
耳 今 ______や

んb4 P _P「3
一 社 高

コ-------------------"
雄

← ス

4 N クク

- 7 4& クメ

/ 2 今 2 2 ? ク 4

一-/ララー

ミの 表では次のﾡの武なは示さ1L マいない- 及加ﾡ一 の査径級)つい 

てさ 九及表率が登う ため,メ々 の迫社松 と女 值 しながら 徹初の 各 直径織 

対レてbf は大 して行くであつう,

は受a はる令のめ およびﾡ的研で基 4 べさであるので ・ 6ス 

表では怠く て6 /表パﾡ吸とさる。

4 ﾡ在のb- iあ也くで示さtてい る五径にする一決の比年を 

収ﾡ才るよう下, 予剥さろまの書市を送ことかずっていろ。小面 

消ついては不正確でスろこ とが示さ れていスが, 大面ﾡの酸ﾡのﾡ 

今林では許ﾡ しゝる,こ の低は次際rに来来才る こ ごのでざおいﾡ危 

は長を召めるための並受r迎ざない・

ﾡボの五区口するﾡ京のﾡ高を子測するため, 在の五経対ﾡ督 

ﾡ線が用いられる- ﾡ在およびのdbﾡ に対する樹君曲破から読 

み と られだﾡﾡの来化が樹高/ﾡ系号であ ると仮される・ F一の科 

高 曲みからろ さﾡされだのであるから 同 じ念査経話の ホ当 りの枚積 

が現在のなﾡ用されたの ヒ同ﾡにﾡ末 o 株か口も度われる でkろ 

う・地- のﾡ分で は替ﾡ面稿がへるほどﾡﾡ☆大をする ・ 会令株の 

険ﾡ+目令がのホY流所され るﾡ長逃副にわないので かかる林分 

にして この方表はよ り武 切なる し ので ある. この力法はた"ﾡ利で 

* り), ﾡ町を展じかを り正確を結沢がﾡられる とい う理由で一般大 

ﾡ称にわる城能務林調査に使甲さ(ている.

24い bん ﾡ市およ び広旗なの快用 に及\ た称炭 Bの 予l:
-ﾡのあぶる秒4d ・

Pu&oしc不の ef G2のwtk イt Yofuuc ・ Baaed c G2のtん れ

0.6•K" /+eit,aod レac 計 Vceuoe Ta8&-JnAuotce f
Chat3itみ Fot Fac才oM4 ・

警磁の林ﾡ表を超ﾡする場合, るb.& ﾡ部の水は個 々の不のボボ 

の※に対町係に平さ1れろ ( ハ47納 ) ・ 砕木の形ﾡは令と と 資 

レ、林下は次* rに冠油下並づ4 ( P/怖)・優労ホは同じようにえ全な形 

驮 と &ろ解ﾡ を持 ってはいるか。 キ優ﾡホ, 被浜木にﾡべて 一恐ヶった 

予を持っ ていろ. どのよう お試々林でもﾡのﾡばの 変化 に対して体 

正ず同一の林ﾡ表 をえ内ﾡまの央際の村ﾡﾡ長マ はﾡ次量小央



ーラダー

さ4る ミ 乙におるであろう ・ 幼力令林と老令林。 すなわち岬系の孫みの林 

介7級る承ﾡしﾡ当た形よ従材稿表をﾡ用すろ 二*このﾡ者を修正 す 

る唯一の力云でおる- この表は並心的な7支でもおる。いみいろの正 

の大ささ そもっ林かか大面飛の一つのﾡ分表で一ﾡざ1, ﾡ5登が 

dbA に私いて いる場合にはる4b.んﾡの標林ﾡ夜から将られだ王均 

稿はﾡ径 , ﾡ高の変と同ﾡ刑災の甲均や次化のﾡ響を反映するで万 

ろう ・

ﾡ死ついて正さiL た将赤 の 林 分表が よ び将未 の ﾡ経井ﾡ高 歯株が 

調製されれは, 者ﾡﾡﾡのため現在ﾡﾡをﾡするの一岐っ た方法とﾡ 

じﾡﾡな方芝で格束の林かﾡﾡが京さる。%通な級のﾡ京の 林分意 

示さていろエーカー当 りホ攻がそのﾡのﾡﾡの 洋木当 り布 に 

ﾡじられろ- 4«まのエーカー当りの林分を来めろたぬ, 4著稿は独画京 

をエー カー史 ")本承にﾡける こどで求められる。 その ﾡ町のﾡﾡの 

ﾡ長番 は 現在 と *未の 林ﾡ の後であり. 当 りの平 内長協 は ミ の株 計 

を その 期面 耳数 で除 したものである. 利に s ろﾡ求のﾡﾡ百分条は 

ﾡﾡ氏不ﾡる現在の所ﾡで除したものに等レい・ 福利 ヒ レ て衣わせばこ 

れ は枚利で示された格天ﾡ「対して の現在枚稿が加するﾡ合で p 
ろ 現在の 受付正径名で* ﾡﾡ夜番を予到 し. b書ﾡおよび枚稿。 

4彦の成校番をめるい < フかの万をﾡ っ 例を示すこ とが でき る 

Lewtaiana 州の 同 残 の行 な わ 11なか →古い林の &8c0t pote 
の減玉以のだめの基礎データ でﾡﾡされたﾡﾡ令本分ば8 0 
もの でア った. 二の 0年生の林か片杯し? ○のﾡをﾡﾡ した 力 

つだのであるから,いずれも次の/ 0年のﾡみムんの裕未の氏長* 

を求めるため3 っのと年1のﾡ 去のﾡ長ﾡに基 く ニ フの力表のいずれか 

ーカで子ﾡ行なわれた. ﾡ経よろ4表のﾡ高 は経ﾡ毎にロ、ヽ 

され, / P ﾡな下行なわれた直催- 御离岡襟 厂 つ いてのﾡ率の量去の 

然から予ﾡされた . この こ乙同ﾡち立法で保木から求める こと.

おﾡる (上認力な2 ゝ令級零にﾡア ル 内規列の boad Pcet で示 さ九 

乙 いる同一の材京衣次便われた。 ,

ﾡ皮を令むばbん に あ、ける苑後ホ改建のラ涮を 3 吋級哥にとノ 示 

す・ 考通/ P年回という x う 海ﾡﾡ同の予ﾡでむ個人的判ﾡが入 て洋 

て教番生じやオい.

- S-

8 4表はをみ写に現在およ びノ 平前の砕ﾡよる 3時径故等の 

ﾡさは長やの予ﾡ登を示 している。

氏
村
旳
商
市
症
の
庆
庆
号 

_

o& +シイdﾡ今の20千生?エーカーの 3ヅ型 

総ゅ分の及付αbA の予羽最受

ポ / ○回のﾡ局は道玄.ノケ,ノ。 よのﾡ径汁砕市曲から天歌ぶ 

って来めら . このため ノ←前の曲ﾡからボめられたデータドけが支 

に系しZあろ-

q エーカ ーの 80 王の現在放ﾡの計ﾡは ら.5ﾡYに示 してある-

b3表 Lowイ2amaの王立ホﾡの?エーカー80生、右い雄ﾡ

の&&40 v の直径階就過去. 現在, ﾡ夫の服とりる.
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/ど.2 ノ 7 ノ74
/ . / N o スo←
ユス・ / え j コ3.と

2 ヌ と スめ6

22 ユッ.7

/昭 に示す曲線化さ1た 平値か う件られ しので、み/ョ Fな 

変示す.

表ら4 20の bん よろ Leuiaンaot2の正立ホ歳の?エーカ

-80生石 い林の とそイo&+ pu の過去. ﾡ在ル系の益高

OBA 現在の丁 次 C年後の起 吹

み 2 o 8 7
/ / タス 9 夕 /ク/
ノ V ノ2Q$ ノo夕
ノ 7 ノ2e ノノP ノ / 3
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とと と 7 表では死に り)派ヶする前の 材ﾡボ ?の生の &#&#- 

Pic ホ分ついて子ﾡさ1た。二の子ﾡ法がわハた ( 20 ) . 
現在のる cLbAみ にオみの平路経 をﾡ以すャ / の方法はの s 
う なﾡﾡで行なわ1 る ・

/ ・ ニのクラス ﾡ径に o 物住 でるわされた / 0 m 同の平均状艮量 をベ 

加える二とで末のdb をポめる。

2 . ﾡポのﾡ径下対なするﾡ高を求める.

3 ・木当り の派をネめるため材ﾡﾡでり早位の樹ﾡ, o厚位の許 

売のαb4 rオレて済向を行う ・ これは / ○ﾡ直径が /ク4内、 

磁ﾡ が/ノ3吸になる ごぷわれ る現在 / 70mのホに ついては, 下 

示すような 二ﾡﾡで行ほわれる .

神何間は ノ7ーノタ H級 の ノ。 ーノス0際の同 にある-

Q・ ノ7で峰未の研高/ノ3呪のホにする岡

Bft
//。 ﾡの 才頑天 A

/ス00の材ﾡ よよ?

ノwの在 よよ

3wのﾡ ノムよ

//3吸にして 神正<た方ﾡ よz/

F1ボに/8ﾡのホついてばよ?3bf がボめら1る・

b. ﾡ商//3ﾡの*のE経ノス4のホ対する荷岡

とよ表 岡隊 P ﾡ十規のボー ドフート にる 今ェーカーの80生

の fび&d Pcイoイイ4 Pine の翌在林店
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クe 等テの ﾡ ク、3
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ﾡ 査経 )=し て正された ﾡ務 $&
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7ラスm の為の *く0.よ)にﾡち ろ子をためるﾡﾡ的7落夕のまう 

に奇数は上のクラスに上「らイい,個片下の 7ラス下らtる.

ケス04は4つ0ヒ方るが, よ2/$片ケ22 こしをけばﾡらだい 

オニの万 法,丁おわち ﾡ分系ﾡで はﾡﾡにおけろホ は*示 そtらがる 

5 ろ とぷわれる五経認 r両分場つる . ある砲径商内で/o軍位口に送ち 

る不数はﾡ レい. す云わちすべて同じ直径ﾡ長卒を礼 っているYいう仮 

ﾡ塾い ている.

ﾡ径のは長武片んめ の oイン チの& と結び付け らtていろの で 

- 二の場合はノﾡワラス/0協—— 二のﾡと同じ本称ﾡを次の7 
ラ スに系級 させる= 乙がでさ ろ c スがエ ) ・ したか→て/ﾡ内の名で 

②4み長する ノ7の水ではﾡ在 6?本の中e ,すわちス8は 

ノタど方り, ﾡの4/ホはノ7叶ワ7ラスとゞきるで力ろう・ この 

万ﾡをのうル合は二 つの利点 険 あ.3 ・ オーに*ﾡの株かは現在の 休 

乙同じような余表で表わされろ・ =っのﾡGの中ﾡネのもの, 才な 

ち学位の書商 のﾡ同だけでよい ・ L たかって 他方 的村顆 我は と7表の 

ﾡ高内対すろ正" によ →子示さ1tろものでふる.

tt 枯に*するﾡ工ちし そﾡの平9直径を町才る万を口 s 

ろ?エーカーの 8o ﾡ生の cax メル _242o0B p.u の目w® 

吋規則 のオー トフ - 卜学駐の来の枚ﾡ
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ﾡ クP 寸規ﾡこる全ﾡﾡ /3アフノP

/& 規則に こる全材承 

エーカー当リ 平材ﾡ 

表LE ンの

3?&,ノ3

。/よ

一め,3夕

27 古花に対する荷正

今序二のサ ン7ルの 祐死〒 に対する 神正を しなればﾡなら万い)- ミ 

北にすぐれﾡ基ﾡがるる. ﾡには7ﾡ以下のホてこの 7ラスに入ろ 

ほごこく政表する工うﾡ水は一もなく. 辛ﾡ33の中ノ9ホ 広布瓦 二 

iクw秋は金«望らほい, /93?と /7474の林分云を比ﾡ 

09エーカーで, 7ﾡ河にと?ホの 不が消 レていろこごが示さtる, 

ノクイクヨの表でら よ本の枯死ホは立径界 r表に示でている。みリ • 

4本の消失水ﾡ7と 8c叙rに付加えられた、直径あ野に共失した 

ﾡを計卒する こ とでそに xろ消失の絵せは8ﾡr? P34 b4.ft i 

あった- 二北は盗去の枯ﾡ量でおるがどの水も反後のﾡずでわして 

たかの工うr計されていろ. しかレ. 来めるむのは将のﾡそﾡてチ 

る-ニの を令林かで☆祐そ番はﾡルするぶ "むしろ大の 銀向を示すで

クうか, この林かは"はり城全で*るからの清朱は回, ホ虫 

火ﾡによる 子ﾡでさないﾡ失を除いて被区ホか大都かを占めるで ラろ 

う ・

枯死そ は次のようして?エーカーの逸去 /0年同ついて予期され 

る.

Bイ. ft .

8至同の込去の平正均枯死量 7P3

通去の年当 平内拓み号 /ススク

返表のエーカー当" 平枯ゐそ ノ3ム$ 

エーカ当" /3よスﾡ加するﾡすろﾡみ ノ$e 

/0向のエーカー当な森 ル登 /+oe 

ノ0ほ向の エーカー当 り枢女減云 4/P4 

エーカーやり花政戒4ノみム-/$0o u2,どPと

-// -

末の ﾡそについて rは最材の利用 しうる部分をRﾡしはじめる 

未ﾡれに工 る消失)に注方を希う 4 聆 があ る. このﾡヶモは林分が株さ 

“た 琦橫 尺 沢 よ 1減後に家め う, る, .

一ﾡ礼町べさが(ﾡことがなく . *のためﾡ枝rぶって生じﾡ寄がﾡか 

rﾡ合しないﾡめ, 混 な血猛成長をする林分では正☆なﾡ役た長をす 

ろ林分r 比べてこか多い・

卜法によ る/Pr 面 内 虫衣 予 制金】でつ いての 平面稿 , 平.h 

w は 御等曲繰 で裂考ホの 平均 神高 を求めるた め橘み木いての デー 

ダ を って? つ の本分の 各地位認 と計章す るここによって来められた・ 

これによっ 乙よ0で ?7$Wの式位では80 ほでス ft と左った- 

古い林での &&0a euの*隊及で P。 ﾡ対してﾡをす11ば町 

ヴ ル w飛則て 37?ス$めd.」t というはこのロットでは・ 

/2?u$ b.ftに相ﾡすろ こ ごか下さろ . ニの表の 曲シ70 

まで式長 し補T才れ ドﾡ示 の牧殺ザ は上例lの 42484 ルスメと 当 

才る372スよbd.ftである. »。 王主生の分ではﾡ戒そは表の/パス4 

に場る- 予羽さ礼る ? o ﾡ生林では /○7スルである- ニて と対照 

し て、公立株ﾡでずﾡさ北たﾡ令なの班ﾡデータ \火 いていミ 南部菜 べ 

イ ンの初ﾡの炊ﾡ表はこの妙位なの P0年ではクとスs b..ft, すな 

わち十ノム7 のをのある吹預番を示 し72年の 子洲ﾡでは$3 3 7 

b.ft ,すなわち十ス$/の ﾡのある炊穫平を示すで うろう・

2s8 羽在と過去の段長ﾡ"比立

Mwtlod ef CnoMtooz of Pedet ・てん Paaオ Gzxt&
( 2よ。 2$/ﾡ) rに示したぶう にﾡ も危でき ないﾡ径政ﾡ子ﾡ方法片 

%互経祝の 本の量去 の平均生及ﾡをI じホおよび7ラ スのM未 まで 

氏する ミこ r基いていろ. 比ﾡの方ﾡはこうする o で はない ( 3. ユ$ひ納) 

, そのり. そのホの番もの氏登を決ﾡすることる与えられたんbん 

級一人 は同一 べb. R - のホの安号花北か子測さLる- ただしの 比ﾡ r 

よって現在ミ の7ラス にあろ木のﾡボのﾡ長そを予ポでさる xいうﾡ 

がおかLていろ 同令林令介に猛ﾡで(る場合 . さ ら た 值径 戌受か 線盪)2 

下『才る命かあ り. 回々の林分の 大ホが高い政長を泊する林分 ・ 

キた は陰書でﾡ立 し て いる本林「盗用さる場るても この万遊大さ伝
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ﾡ正そ生 しゃすい・小ﾡﾡの地一林分に対してﾡ店頭し うるそのではな 

い・ しか上. 多くのは長登に岡才み研ﾡは全本今(林相)を単なzし全 

令銀が存在し型方 り合→てい る大面減を取 っている.

さう「ﾡ旅が論ﾡを逐交 レスおり 令が会令 となる解合の力る時に 

店 ・ 全ず2して茂号卑は坪令より 経と盗格意区係0ある ミとか今 

ろ・"ノガで安るﾡのな予ﾡのよ う な商材つ林余て☆る番はがが大さく な 

ろほご逆加し, -ﾡな全性を場才傾@が列る- このさう4ではG- 
量径を持つ木 で示さ る阪 左 の 成我V 口A ・ 阪さる通径ﾡ長は. 

ミ28合ﾡ去の 肉長曲線のほ長はmﾡ的 でろり, その使ﾡはﾡいxう忘 

ﾡ手をもたらすむ2 てろるが, の方遠比べて天ﾡのﾡをより m 
.にス映し うろので ふる .

半挖 で測りガ.た現在 の 處後 によ り退まの 良及そご迅支皮のbA を品 

ビ? けろ使党方去ら. 済反 ほ の 成后厘 はス ら ゆる衣径の 林棚 の 與 

の /ノでぷることなかっていろかについて comsctxc にポマ」。

ていろ・ •

その方法次の ごおり であろ-

/ ﾡだのdb.対し て喫 .b4 の平氏最変そ7□・ ト しga 
昭25う 度ﾡﾡ3多ﾡ く- 今課 ? てﾡ表のは長登を追線 と して# ;

要張できる とのﾡ した なら は. 温主の 内た砂の データ は現狂の 直徒訊 

各2京の敵翌番を示す* う表に しなればら ☆い. 氏ﾡホが、 

子2ザニ受するずでﾡ長番E座と ヒtス大するよう与燃型

受 Tミご西らかてかるから , 与スれだﾡイそイの 改及せが燃六 

ﾡみ番二笠しいと文するのはﾡり でxる -

そ マて去の大ささにまで*。って成長ﾡを岡係付ける = とて予到 

な行一ウ 椎瘦があ る, そのm同は/○同であり, のﾡﾡセはQﾡ 
J® 卷に ス氏儿 5 ろこの番央浸を示 レているので. 82函のt縦は退 

去 の ﾡ経に共く新しい曲ﾡ2基 と してﾡ壊える. この祈しい曲線 

のぶなのよう して来らィいたしのでnろ. 受 ノ 2ro木で込玄 

"貴及せ 4 ノ$けでカ? た・ レたがって /○ﾡ前このホのんぬA は

/ 2 Pswでふっ た .

/スー ハ/ • す存わち ノoPよ ②縦曲上の / よ内の☆点かフロ 

・ ト ざれる ・ の まう た して現在のﾡ体役応オる点なロット さ

—— ご-

れ新し い古ﾡでﾡび片らしる ・ a 3 回り 次 F このや り 方の一例 c し 

て全迫メ級に対する 尿曲ﾡくぷ2田)r さっ2 ロ・ ト さ" だおを示 F こ 

。 でおる. 現在の正経:8ﾡのﾡな区長ﾡ内4年正さ1れた曲ﾡでﾡみこら 

れる,

・-あ 、 な 方な・な一方 2。 はa ヌa , 式 

ﾡ高1径一内 、 、

82四 Conucct cc wの ノ○毎岡のdhfのﾡ長曲み

=のぶラ な上ﾡ曲統で は各直ﾡ役の ノ ○町の成ﾡ予ﾡ区はﾡえ歯"ネか 

ら4らた方数分大て忘ろであろっ こ とが分る。 す方わち ・/ ○vの 

でア占係では / / / 6ち不怯 毒変 を予測 し、ﾡ町ﾡでは /ノ4と 

ネ期さろ- F燃ほ立法で直なGに上呼さた は下ﾡのﾡ向のないﾡ合に 

ば =曲祝は じである こ乙かかる - 下ﾡ曲線の 影智を 示す ため Pa g 
のユノロビス 4=ナみロぶる盛はP3gではﾡ当に下 げらた ・ニミト 

<したﾡ曲ﾡはこの &.経級に して は京由ﾡよりい近径広及せを予

ニ

ニ
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Wオる- 才ﾡわち, ﾡ由ﾡではユ4一ﾡのホの政長ﾡせ/a0"でお 

る か。 燈次密3で //o 叶才でおろ ・

二のネ到ﾡ径政長をの』ﾡ正方主 は政長にヌ化のない時に は重ホの力 

滋とまったく同 じ北のであり ・ ﾡ化の あるﾡに内 二れFそのみ化友税 

すろ の で ・ 平式でﾡ径級に氏長せを予ﾡ レぶうどす る町には常に こ 

の本5工曲微あぶ 万支を疲わな ければ方らかい。現在お よび#まの林み 

ﾡ承を計ﾡする方法内. 4←～47投の24C42a Rvのw合tﾡじ 

てろろから ・ ーたんﾡ径政長卒か来ﾡされるて二 のの例ではこれ 

上ﾡにむﾡ恐は意い.

ス6? ﾡイィの 白校ﾡﾡ

/-&とレt? DイecZt T& Effect f Re0odde Cutta 
ニィtきでに改9日しﾡ五社氏長季予M万※は . 林介厂部办能なウ探なし

た ・かる いは全ﾡ外の彩至をう けていない どいう6長, すなわち部% 

04左キ 4る駅放のため粧®/出た入技・ を何らの物響を垓け方、 

た旅ホのﾡ号番と一ﾡ して平均でさるごいうﾡ授に基いていろ. 所 

しょうと するﾡ示の及役番 彩る をする杯件が海 < とも礼何ホ 

の存ホ"六意評を変化させる x う ほ都分的枚杯r s "恐ホ的行翼化る 

していろか, xてする のであろう とぷわ礼ろ" はこのようほの 

記2る切にﾡ林から将らした☆云登の測ﾡ値 ・ あるいはﾡﾡ位は並さﾡ 

にる ことを予ッするの「は当べべえない ・ 徳る/ ○さい レ3ク以 こ 

経そたﾡ社のﾡの唯麻 rょ り後rにはﾡ十のにﾡね系幾びにその た 

めに主じた週径ﾡ長の紹選な下のため平アﾡ長片林分がなﾡm持 

て い尺全政長ﾡに呼びく であろう・ とかく 生長にﾡﾡなのはのa 

20 aﾡは3の て おる .

Kﾡすたﾡにさるﾡ木の除去さ1て 微放でれたた必,内及せm 

回御 し水ﾡさ北 っ こ こがﾡ長ﾡをﾡさせろﾡﾡ麻因で あろ.

ﾡﾡ任区なハそホを残すよう に注益を払っ て扱的に次量木が除去、 

しる時には, ﾡ放はさわめてなﾡ語にわたり. ﾡ存林みス田十ゃ容 

生常に大である・ ﾡ水ﾡ次さ 1cる袋ﾡは各林大か最夫ﾡ手に対する位 

建で来元さる・

もの さ片双在行なわでい ろぶ にえ全方ものではかった。ぬ,

- ィ-

/ 2 えの なくなっ た商神 に散在する用ﾡ領下のハイホは及ﾡ放での 

任々 ホ 衣が‘阻性 される 状 娃 と対■依 匆に 高い 氏長年をほこん ど示さなかっ 

た . 受Wﾡ令でふろかﾡ長のさ*たげとたる雄のみ夜 して\るぺでは 

区継氏夜はす ぐtてい るか・ 「高は長は 二 Lrに 比イJ し乙ﾡ加 しない・

このェラ 存ﾡ化に合えば, 未釈本分の込表のは長登にﾡく 予型店は 

な禄後の卒本林分の 浜長をを相当ﾡするでおろう ・しかも, 

ま 切依 货量は洋母る 当て堆せで あ っ てはならない. 予ﾡの本礎をなすも 

は次Tの測えﾡでﾡt 内さらない・ ミのxう 石合は ニっので' 

がﾡである。 一に同じような 性だを有す才るﾡ令の依杯ホのないと

a = Tas にﾡﾡされ たか ・ 極第ま殻走 の密ぎ を安けす生 否 し ている為 

用 z跡にみっ ていろしの に厶乂だ 旗現•たある 木 とを押 しし, そのﾡ長 

を すみ ためお力L なければ方 ら方い. もし杯用さルろほら ばネニ

u と信孫 し得ろ送び万は ・ 孫 よ, /○Tあろいはそれ 以上つた 

nでぁる こごか分っ ておれあ去の休で測ﾡでさ わ・ 

泉得かの大ﾡ介ﾡ汝されるものと している にのいす礼の場合ても

# I / ○後 は直は長せはﾡ次下74 るこし た 方か安全 であ る,

よう ﾡ理さでﾡﾡの万が 歯然式長法さ り) も 好さ し い- 求長受は退 

< の訟で羽られたホからギめら4礼る. そのはm的な初合ては 

及オる の がわる ・ 今のイ杯ﾡの込支の政長ﾡめてﾡ退であった受 

～孫のﾡわれた林みにﾡ戸でさ る げ ど, こはも は*aで方い. 

羽は逃に こ 4tら のホのホの京ﾡ号を予抑する こ とか企て られて いる. 

減林 で内林木の - 御だけかﾡでれ。m連的な直径浜長号を示すので 

おるから, 与えられた林分す はﾡ林の将ﾡの政長を来めるためﾡ用

るﾡﾡﾡは味ﾡ さ た杯分で示さ1る広長ﾡとﾡ波下よる刊なを う げ

っ 林分の部のの そ北 ヒ を一緒 ホしたしのま たは比ﾡ と し て計ﾡし 

な北なら方い- 宗並代杯さ(た所で この日的のため らル末株 

ゅポ において, この二つの災のホをかることにょって ニクこと は行 

えス ・ ・

令玄経ﾡ八逃合 レ だ氏書撃ばる直径みでﾡ求さた 木さなかフ た 

木のでみさ近区ﾡ云て分年からﾡら itる. 銀本ざれた木 されなか 

った水の平ﾡ長条ををみ仲け 方速は /み? P毎Gfou Pxn.eAct 
の行っだこの ﾡ力 生者 していろホについで の扱初表された一並の
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ﾡ死・ す存わ方 " アfe A&uotdac& Juuc& " から引用して48ﾡ 

に示す・ ミダﾡ上で とられみ皮のは夜そついてはi正さ1ていた 

いか ﾡ科の既列は現ﾡミのよ う な研えで行ふわ1てい ろし の じで 

ある ・

な分は測央が行なわ北だ今竹にダ杯された. 二の及酒査さ1だコ 

ロ・ トの一つを示す ・オ3列 ・ネ4列はみ存林分全に対するゆ杯 と 

投病履カネ前医菽量を示す. 次ム冽だ k林令の伏報された京分. 才8ス 

にはﾡ孫さ 1t万かっ た初みの成長霊を示す。

6 2及 イwr Yoh 用 SawZa c2aa の ノホ o ed +/uaxcCe 
二い てィっ 協 ﾡおけろ ポの ﾡ そ

今のﾡ長は段付 h. に株ﾡした才行の平始径は忌番 、混 

径锻の風 海 の平均 格加 量力 •よね•現在 方よ 次雑 东の四径,ﾡ高に汁才る 

方的疚福夫の値に塞い ていろ

な 根
番 3 
(

*ば

・22

ﾡの の 
今 

()

ﾡ麻木 
の 赤※ 

(今)

野 

&ﾡ

\ (&)

P前でれか 
ったホのホ* 

C?)
政氏 

(2)
o./$o 2

-----" ....... - --マ-マママママママ*キ 

$ o o P..
7 ス e. o ← 0.ノ32 ?、 ◇./夕e パ s

P / o.ノs- ・ /$P ? ©./Pe , / ・/3 /
? コ/ クハ¢ /マ o.スク 1 ? P./ノコ

28 ○./u← ○. /フ ○ 7 o. ス/6 /ァ /* ヲノノ // ○./32 ; 久/“ 2 ○.ュ/○ ； ? ○./ユャ

そ o.上 c グ oaa。 ：
・

_ ○.ス 5 •

、 +
家」

4

o.// P
◇,/と

・2・ クで s

3/章 成長率
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zewt PezcenZ-子c

240 生長ﾡの定ﾡふさごのﾡa

林木の 成長ﾡは利子の尽で全部左一度ビ反戻し た(町総額をぁ

る期どのま ゝ ﾡかし ておさざの向一部左取り 戻す二とのでさない 

資本金に比敵する- あらのる年令の林かある(は林木みら成立して 

(る森林の場合には2は当をえて恐い. なせい だ利子ﾡぜしいか

あるいはどの 合計よ 0ヌは少互( 量を毎年ごの林地なら 取得でき 

る. 大であば資本は縮少し. 小であれ着大する- 資本の 回蚁 H 

また白然にも生かる・ すなわち7矢は所有者のﾡなにﾡﾡﾡe各さハ 

乙のであるが. 火※で枯ﾡレた成ﾡ木のﾡ合のよ之に貞本を現金 

にかえるCと べでさばあ る程補店さる .

森林直本の正ﾡ左るボﾡは短ﾡ向では台く、 輪代期会ﾡど互つて 

ﾡ年桜大の率の利油の取得近可ﾡにする2と である. 2の左めcは 

いろい つせ年令互合む みなり の積水広Uである.

公杯の行われた林地ペ裸地は林木資本水完会P回ﾡさ. 有用樹ﾡ 

ﾡ 関新び る2 と次でさゐたの授資の対条ヒ レての天然の生ﾡを失 

って しまら2ヒさえある- 森林資本のﾡヒさつたく建○た確ﾡの 

平業Pおける資不ﾡﾡとの着しい差注は回復ﾡを血める 2と次でさた 

ハ2ヒ. すなわち向伏"江ﾡなﾡ植林ゆよって促進たる自然の林木 

生産おはべ硫長迅程には? <ﾡわされて いる時所の制料 を越えて2 

の貞本を円び正幣ほ氏ﾡﾡ戻す ごMﾡな時向を短絡でさﾡい2ヒで 

ある。

°の方法でﾡ太でさる金ﾡ合計のﾡ合には ・ 利子はﾡ利で項さ 

丸a • 資本って得らる すべての利予を送の向の年数できる 

マヒによ り2の利益を単利で表わす u ヒォ てきふけれビ. との力 

して得られむ利軍e利孑 く氏長ﾡ) 衣ﾡ年新しいハ利予を生み出すね 

利合計を表す羽ギより も勿論高い.

林本はﾡは林分の成長量を表わす場合. Cの肉係をじK留のてか 

くべ翌な•あぶ. 同時2ﾡﾡ率は土地、資本の会計ﾡ的計算 生産コ 

ストおさび、森林評価 の 対 条と し<の 価値は さこおさ.ま 林本
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本をﾡ区する枚ﾡを対録と する。

所得eつい て の°の付け加えら た為緊は不可べの 翌素と してボの大さ 

さ・ 品風の増加ヒともに各位の桜ﾡのﾡを増大出レめる。2試ま 

e. 市易価やドル価格Cﾡすして取ﾡかわ、そび家を非幣に増大世 

レ める坂素は 立方味犬ﾡのみの増加で示さる林分口って与えら n る. 

試長衆は測定ﾡ快のた製岳の報位で頭営る。ご nは比戦的に大さな商 

径あいてはボー トー 立方び率の 地加次2の 百分率ﾡ係口党督するみ 

らてある- したなって- 森分の森合立べ総成長本は2) 特殊製品の根 

項りﾡ品の己ﾡ (およべ置のﾡ対命塔加) ○)価ﾡおさのドルはる製面 

の価値で交めさた百か率の合旨計である。すなわち、

ノ+くα+b+C)
みろ与えらた期前Pあけるおﾡの試長ﾡはざのﾡ府のﾡ初の4のス 

本たは太分のボ太を料り の年のﾡ積と比戦する°とヒよ 0得らス.

2の=2の歩倍 衣炭定さてら成長ﾡは最初のおﾡで送のﾡ向の a 
の平均年成長量ﾡ割る2とで新コと して計ﾡさろな、埼向全体を通ロ 

てﾡ利ﾡ表で 2の 比字 P相当する価を探 レ. 2のﾡ向Kおける成長価高 

と 日ﾡ内係に増加率ﾡ定める°とでﾡ利と レ乙き計算される. ○の為法の 

ﾡ次日任ﾡであろ・ 産ﾡが毎年岐ﾡさる森林ではごの年の百分卒が 

深口全休と しての本林に毎午与えらる- ごWさの林C2いてはﾡ 

加ﾡは」年誠祝置苗殺で今えらる ・禄重を奨ぼの成長受にづけ 

る正常杯では通は<起る2とでみるが・ よ の高い生産力 をもつ奇独2 
確立するじ愛のあろ場合を除ハ て ・ 埋年長量おべ* の年も公量 , 

折づくで あろと ・ 本京然木べ存をレ地年試長量次ﾡ公ﾡで単レた4P ﾡ 

試ﾡ番を越える ら おな林とは林分で はﾡ利P2よ って 放ほを町1 た 

方が偽で あ ろ -

どのとな場合で も複利率の 曲ﾡ奥際の年成長置を表ルす ビ版ﾡU 
てはﾡらない・ Cの°ヒは利用 しる大きさ短2皇する前のか成ﾡ株 

E対レて のみ正 レ< ○の期格通千成長置は測らnない。

zム / ﾡ長率の基足

月4&& ◇が Gzow むん Poz acataae
穴長卒は一今ﾡの欧長量をスずけnビ ﾡﾡ枝術はノのさら 

過短宙高では十分ﾡい精ﾡを系す2とがでさか。 年政長量は際水量 

ゃ平打気温ととも に在化するので、ぶ長量 を戸 じの始めと求いで得じ 

札た樋 から 园毎 寸 るcヒ はで さない・ も っと 段い 期间 一通ﾡ/。 向 

- をﾡい. ごの向の年数で定ﾡ成ﾡ盛を初って平ﾡば長本を計気 

3 &必要 ボ あり、 左ごれ水価である・

g経試長受だけﾡきえばﾡ長字は o 年向に対レてはほぼ一定でめ 

る. 2の ﾡはあま 0大さな顔なしe の年の最初の直径の連年ボ長電 

互 計解 ご る のヒ枝える,ある畑向の求独が長量を決める場合口は枚著の 

受長はToノなメ 樹活*係数比例して民するから。 nt樹さの 

& 2 -本ﾡ直極成長と とンヒ年マ増加する傾向がある. 本分ではﾡ圧太 

メけの生短の理台せヒ し てははを全料事の接引をﾡとするだ失交 

みるための試長置はﾡ粧である くScc ユ〜っ ・

ォーピはクさりレ ている2とは、 成長ﾡは二?の ﾡ、 す さpち求硫の 

旅誤整と と の 改長を生み 出 レ た最初のボ積 ヒ o ﾡﾡで あるヒ い.クヒ で 

ある. 改長を決めるはまかCの=つのﾡち測ﾡする匿衣ある・ 試 

区求は協ではさく ﾡ係. 寸なめろ鼠台であって板犢成戻量を子規寸 さあ 

ムレ て宰をべ用するCとはた験である。C日ごの基ﾡと点っている 

森ﾡのﾡﾡ. あるいは本木汽本の変化ピはつて変るものである ・ 政長量 

水あは会本は常大となる- ごの割合、す負ちﾡ長ﾡを雑ﾡする区 

Nか あnは☆本の大ささのﾡす2Yはﾡよ。 大さな成長量を区要ヒ す 

る・

灰 欧林本 ま た は林分 の成湾田程お い て 桜積の年京長 の 製合 甘 

試区求の制合を保特レ母るほど平くはﾡしてﾡ大しない・ 株木のざ<2 
ふ加おいて成長染は最大であろ ・ 2は染ピおいて金ﾡ的な面で 

ら運年型卒べ下落するで経えす下落する - ﾡ分の成長率は林木の消失 

あﾡめのりはつさりレ だ同じ 順向 左本す。した衣2て、林木または本分 

の型年成長条は当ﾡどの年の最初の桜独にﾡさる一年声はたは血4 
の政税量で左けばﾡらない ・

2ム2 ﾡ空を決ﾡする力法

/M-etRcd4d ◇f Do才oni Gzewtん PczcuXage
広長孝の利用はまびォーピかなり成効レた用桜についてごの太 

次十分な 割合 で 道大レて いる久否みを決めるつビマある . ﾡ令本で 

はび長条は高( ヒダ知らており、 との林木資求は十分倉重盤ヒ



- /Sク ー

して余け P不血当なのでﾡ味がない ・

が契本 で は樹政成長は減 している み率契上中ェ L こおの、形ﾡの級ん 

は催2で あ2- ・三次2て.a径ﾡﾡ忍 も竜義のあるﾡ級でァる.

二のEめには独のEb2rswo2d2 のSc8idoz 数秘次ﾡ素レE公 

式が原草的方法で ある.

= 半経の-番外ﾡの 一討e含る年輸数

P=皮付4.b. た

P=連年ボ長ﾡ

とす
ら_ 2eg

一ﾡ外倒の - けの平埼直径武長率は・ 回去およべ束るべさ年のど5 s 
P対しても有効であり. したな2て2の比. す尽わち部とレて承し角ぶ 

万産であるとい ら理論C2の公式は基いている. 樹活おさ び形ﾡは2 o 
三つのに対して一定とﾡささ る ・ 去ﾡの最初 の ﾡ径はD一(ん)でお 

り・ 今年の最総で日D+c2ん) てある・ すなわち. omhの木が半径o 
番外側の/ﾡC2ﾡの年論を色んでいたとすると=/である. した、 

?て重去の年の 路径成長置は2mを /0年で割っ さもの. すなわち22時 

ぞあ り ノ年ﾡの 直径 甘tg0wである.

2の公式ではボﾡの変は断面独だけ とﾡ係づけ ら nる .

去年におい て は

手くD-え)コ

売区翌=番D-ﾡcD-え)=ﾡ(学-急) 4

京長ﾡPば次の よ らな比例でボめらmる.

今89今一復】

今年対しては正記のﾡ導式はD十ぐん) から飛レメ式が得られる 

一彩田

二?の比ﾡの平は

••ー卷

枚付 d.bた ヒ直用さた2 の公式の粘環はま ず反付直径は段内位径べ 

0大であり. オニヒ猫慢の成長次無福と れ てあり. 2だけでし放ね量 

P /2 分 のを生ぜしめ、ﾡ後に林太は材ﾡもマはり炭長をするのさ

—//—
ﾡ目のものである. 2は形殺. 団ﾡのよべ価ﾡの増加も気ﾡレて

る. 2の2ヒは位のﾡ索がしい場合伐ﾡのWﾡと的ピﾡ認さるも 

のをうまく桜次でさるので、 質なる水太・なるか分向のお不○相対的 

加加の 战指標 ヒ し ての有用性盗ボさせるもりではをい, 

っ43 年改長率対平ﾡ成長条

Cuvuenオ 2x24a グ卫シ Amnua2 Gzww& Pxcenaac
平均年ヴ長率は単烈の肉係でﾡ可交両令林のﾡ命であり、査本水 

総務積. 利が平均年長量である.

比 は2の 平ﾡ年 成長電 を総桜積 で除したものである。正レG 曲年 成 

税量ばご○年のﾡめの総桜積でざ。 年の 成反量 を割 っなわ ○であり、連 

年成長量が政大の平の ピレ た年平ﾡ年成長率と当レく各る・ い 

ずシ被利」は商係がない・ C以tの年は成長型は○の平均以 

, eﾡ加レており. 林分は田らなピﾡ長を続けほけドならぬ。 2以 

は は林のに対し マ最大の平ﾡ年成長量がのざまるならごの並な正し 

いのであろわ"

z&* ﾡﾡは長率 ...

Pwzce ac Grzewtん Poccentaaco
上ﾡのﾡにﾡ利○原則本図ﾡさるヨ合Pは 成長半さ何時で 

ら現在の穴長型とおﾡど基くものである。しみレ、成積成長量は/ク耳 

田 測たさる・ 単木ではコ5o 節で」べでさ法より)20試区呈は将 

の 0年内2面甲でさるとはいとものの、 ○のﾡは量表の /○年高 

ごある・

林分で は量去のﾡ長置せあま ○直医でなく. 将未 ノ○年の試長量は 

K基表はたは単木の求町試長の別から決さる。 ちら oお法で」 

っても林今の退のボ積成長塁べかる ・

の堀前 o ﾡ長量べ分ばごる成夜中= 表ル出 る. ぎの 期向の初め 

ノ 痛覆水城とと れ、ごの塩向○年数で製っ お畑試長置を年ﾡ加置しす 

2 ﾡらば ※ の結剰得らる 百分年は2○ﾡ小の初ﾡの求独基< 単a 
てある。Cは年包ピごのの桜積与えらる正しい平均吾分楽岡ち 

家際の迅ﾡヴ長ﾡを越えるであろ> ・

利の百分辛さごの前の*の と加め の 夜積比 を 术め 、 ※利条表な株 

えば商単ピ得らる. 例えば。ある林ズ現在は ェー 当 2ooo



--/S -
とd.ft の 落積を為 しているべ /○年ﾡはﾡかエー カー当 osooo 
P&tて. 等当 クエーカー を り平均成長受*よ。0。ら4.ftであっなセす 

ると、ごの比は /2002Xsooc-2であろ・ 被利表は2本Soo0b4t 
の尿強独に対レ <クユ の年利レ い2ンを不す. 単利 で 口 をの弟偉 

は ノoである。いa・ 成長福次さらに ○年向年当りエーカー当り

So。 bd.ft の割合をﾡけるヒﾡだすば. さの比はくSでメよりﾡ 

今大さ い砲利およどSの利ピ相当が る- ○o納は= つの型の利子の 

不司おはび特C台のエーカ ー 当少のヴ長登のきしいﾡ合のﾡの魚ﾡﾡ 

安化を示すの 径立 つ ・

ﾡ列表のﾡ更をJけるたの・ フ・とスラー はtビのﾡの平均桜独には る 

利ぎの茴単石比を岩条 し た- 二は比較の基ﾡが増す2つて比ズ戒少 

すお ヒい わ划果を もつ ていろ・

レスラー の公式は次のは らし <話場さ る ・

V= をの期向の終 D の板植 

=せの期向の始めの我技

平均求ﾡ = 導• •

V一 = れ 年T の 試ﾡ量

-ピ- ※の堀高の年成長量

比みこ年(。) (V一ひ)/ 
てV+レニ 
ソー V十

/の0

衣ム9 は2のネ曲糸の 三 三 のﾡ味の あるﾡﾡを示 しそいろ。 a 
ﾡ解する2Yは正しい成長楽のﾡい方の基である ・ 木の大きさとは無京 

係自径武根型は /。 年当り塔 /であるし いわ条件が阪た nて 

お り、レみも=つのﾡ長ﾡは最小ﾡ径級で比ﾡ前高い水準から出楽し 

大ささ次光すクhてﾡ初は急激ﾡ*ルから次*ピ継ﾡ戒レてい2- 
表4? /○年向当のの五径放区登衣塔ピ/ﾡであるといろ糸件かけ 

る断面ﾡの単利花利フレスラー比の比

文 ノト P 函r本の年F広長卒
ル レ ・-い ル

¥知% プラスラー比 2
/ 2 みz8 ・ クク

< S.s& 名sミ 乙さ

4 . ラ.42 / / m。フ

一S一

ノ

ふ 4と 二

/o 二// <9 ミ <9 /
/2 ハフ« < <</
X

<ミタ

合 メ チ < コ <
8 < ◇さ <。s
2 < ◇ユ 29ク 2P ?
二2 223 2ぷラ as9
2ィ a 85 2s=

っと o 7ふ フ と 2クS
2s aゥ/ 以クク

o Q4さ 24と 24S
たが2て・ /。 上だ対し て2の木の ノ2、Sユ% とい単利 

z 政長率をﾡっ2とは. 格の最初の /。 4向ピおいて成長は一騒N 
s< aっており、2o 後 Pe は厳55s レなみるから立大なﾡりであ 

る . 利とﾡ利のの係も 示さてい る ・ い 京n も最役の /○年ビは 

アーのﾡな与えるが. 中向の4rては為型ﾡは単利対ﾡさ ○総分Nさa 
力 与える. スレスラー比次小さくaり千 寸 い最八、直径を除 (力 て殺剤ヒ 

7. スラー式のﾡ杯は雄必e良く一ﾡしている- レスラーの計ﾡは幸

上は単利さﾡであろが ﾡ初の造のべり ヒ中央のﾡe基いそいるから

2 はさら閲味な引くものである・

長率曲線の形はﾡ径や断面ﾡの 曲保怎、ケでなく • 成提登を史径、樹 

». エーカー当りお典ヒﾡ地させた場合eも基本的左ものてある.

立方び単位の桜事の成叔ﾡは樹富成長量が合まゆるため、直径武長* 

百Tじ未件であってもﾡ面ﾡの及長年より幾分部く なる。ボードー ト来 
ユの料なの 長幸は時ヒ小ミ ほ利用径ﾡぞ はﾡ話のﾡ2え てその木 
のボー ドフート立の七が紹ﾡりﾡ加するの で、大体おいて大て あ 

ろ 準利用径ﾡの木が来ペ利用径ﾡにるまつなﾡ端端な場合2 甘*朱の 
政がの"9年?い てう持さる長ﾡ駄無ﾡ大ヒざぞで ろらろ。

っ25 成長野を3測する塚合○設長卒の利用

& f Grzcwtん PoccxtaeGzewtみ ラどcな:xd
レスラー比さたはﾡ救ﾡ太公式長僚と援合 政継表らさるス 

よとは単木の 口分齊尔歯 去 の Tクい て計ﾡさたな e ばご交 ア



狙当減す るよ2 aﾡ合ピは. その週去の堀商だけ盗Tさﾡ索日 

路用さ れ意い. 所長卒 は決して一定ではなく経え す減少す るものてある. 

したがって一年以上の ﾡ家のﾡ市の林太またはかの生長量をぼﾡす a 
之法と レて2 用い バば百分率次ﾡ用さWるボ独にっいて の漫の*ま 

の比卒でさい かざり迎大ﾡし をﾡ果本得らる2とは向ﾡいﾡい ・ 道年 

ﾡﾡ年は林木またはが分 の次の ノ。 Tの日のヨ電型を与えない であろ 

うレ・ 回去の成長率を与えもレたい。

成長 辛べ旨の素の以積久 ら さめらﾡものであば、2nA比鉄 

法にD < Sec 2一。 現左幼令ま たは小ﾡ径の林分は ﾡは炉木Y血用で 

き した次って改民品を計算する便利なヶ法であ0ﾡる. 2Mは-ﾡの 

比であろ久ら所翌の林令. 商径を持2ているか」測定された標本とほは 

同じ平 ﾡ太お べ 宮経分配を もって おばﾡ論田にはビ のらﾡﾡ独の 

林分も血用でさろ。2の右法を量用すWば成長率はまクセ< ら載田e 
わたって戻用さる・ す右わち。 二ea用した林分くSec=&<うでは現 

左炭ﾡピさ るﾡ利の長京は ②である2とズ分つた- 

両T令の同じようた林分が今ムoo。 b.d0天の基迅であ、2の登の年当 

り5メの望利はの /○年向P対し てはoo。 b.dftである・ 2は 

ﾡ衣 の倍を 2との立立座ヒ滅じたわのとﾡじである。

しみレ 受和ド計ﾡした通去のﾡ長率衣将素○司じ林分路用さんMは 

* はﾡ際の 試浜臣 を越し て レゼりであ ろ う。 すなわちべg09 
bd.tt の林分 くSecユA> 交 /2年毎-5oo0bdftのﾡ合て桜を統 

けるほらば5メ ではa< て約 ラ※ . の試長卒 である。 s*の改長率ズ電 

ど/$200 bd.ft 査用さば試長量はフSo00 bdナル であるヒ 

ﾡさその部髪日S。 である.

木ピさっ て得らた放長ﾡは林分会体の本数く減するちめ.歴倉 

をもって林かピ盗用する2とはできな(。したがって. 中央本のﾡ長 

甘そべ血当左故値であつても林分の試長卒と レ て は急/ざみであろろ. 

2のう 恐林分ﾡ浜条を区ﾡ表き 左は林木の波少を補正レた商ﾡ区よる 

ﾡ長証の肝な上直林かっい て決める 2と*でさる場合は2衣 

役に立つ・

連氏長条をﾡ2 とﾡはテ キャ スの教る会社ご行ったむの がある . an 
は狩ﾡのクラスの用求では利用犬ﾡのKの増加ﾡは内都び長型にかか 

る林かをﾡ式するﾡ太の比較的に利用ﾡ値の少ないﾡﾡの ﾡい 長客を 

mえだ数位Cほばい ものであるといと2 とらﾡ令再生林の最初の雄 

ﾡﾡ毎ノ○"を加えたものである- 2の林分のﾡ際の百分率は全の 

数店から太当民火レて いるが 毎及役測ﾡするﾡ雨を前約 し林分を悠 

< 課価す る2ごをﾡぐとめ、 (短ﾡ間で は) 江似ヒ レて満足ごさる・

本ﾡのﾡ急は央ぼのぶ長置の決た予型の代り によ<雨いらn、レた 

がっ て古優囲たる現地調査"内京のﾡは込けら Wるべ.ﾡﾡはな 

なり落ちる. ﾡ求の改長量べ出去のは長ﾡヒ同じYは反ﾡでさす: 2の

2の百かﾡの基と おるﾡ大するﾡ独Y同じ 成長を血用する°と 

よる根太的設ﾡがWばで測は有る寿実のも。 である ・

欧Wおよ アメ リ 力 の粧成はい セﾡ長ﾡはﾡ太の林分の長置を 

子短す る2は危ﾡ台訴役ごあるヒ をえている・去の 試長中次得ら た 

小分に直存分市. 立太ﾡ 地位次来際P同一である林分ヒ比ﾡしてTい 

せいかざ02の誤ﾡはﾡに正であ ○て相当な受ヒのぼる・ ○の0寺を決め 

るため思Yなっている林分っ。 て ﾡ在の林分表およ び苦ﾡをボめる

感があD ごﾡはﾡおわヒする穴長ﾡ衣得らた /○年前ピ持ってい 

ﾡものとは災ピ度2ているであろわ. 状星を研畑するのに試長率を 

段ら2 ビはﾡの前ピﾡ左つ台ぐよわﾡものである・ 2は現任およぐ 

ﾡ式の及独水次ﾡさた後始めて正産ビボめらるに武ざなハ。

しだ変2 て、2をal 出すニ2 の基本的西予 く例えの犬ﾡ の 

い ずかーカを水める竹ﾡ法ヒしてべ甲してはならたい・ 林太まと 

みの成長置と横ﾡの現任の格的ﾡ係を表pすさ法ヒレて、 2Mは成域に 

座し た状ﾡおよび林木きたは林かのﾡﾡきた保存のﾡ当性を不す の P 
ﾡっご効環がある交芝の位の目的は疾えな い・

武百分条左ﾡえば= 2 のt知 ・ すなちシ価さハ る置のﾡ係を表わる 

た め く *未の 本事はﾡピ評価さ るしのであるゝ 成長量は要初のﾡ で は 

・的P予ﾡさﾡばならめ. 蓄ﾡが十かでない林ピGのA&z 百か 

ﾡ係をﾡわ 2とは戸-地位 の与えられた年令の林分の堀対的長卒の 

r測ではなく 比核基くものである・
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32 章標準地
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Z台 証往の係よる成ﾡ測一料返し調書

Gxeutん Pzcdict:ou。 今aacd on Hiatozca8 Racozd
一 & Cuwzing Jmerズteti2o

林木炭侯ピ肉係のある全因子の影響おはよび戸令あるい は費令林の 

ごの結承ヒL て得らWつkﾡﾡは. 持たの林分ついて定地的ピ型定を 

繰返す°ヒよ0次定レる. ○のさ法では試長減長ﾡそ. 面代爾期、 

受ﾡ. ﾡﾡ力、 土ﾡのﾡ署はごのﾡ町的法形で表さIる・ 証往の記ﾡ 

ヒよる予測は複測林分ヒ2Mと戸性路の切令なでﾡ符さWるものと を比 

軟するヒいら形を取る。あるい はﾡ去のﾡ報からごのらピ測定さ た 

林分の格木の広長氏を本めろ2ともある。

通去の 生青儀ヒ ついて の師年の記師は少なく ヒ も= つの法でポめB
る. オーヒ小面本の国注程地ピよ0全太の4bん をSへ 0年倍に 

グ○ 学位て記録し、全本ま左はﾡ本太の樹ﾡ表をﾡ高曲ﾡ近ドのる出 

の2水る2とごある・ オ=の方法はオーのものの本であ?て、・緑退 

し調ﾡ法Zcとタ ぬenitw wuztん。4-ヒtチばている。/20はた 

は標本師量ピさり容らる林分表が、普通=～2年おさYらh.ﾡ 
去ピおける下の塩径区久ら上○直径ﾡえの林太のﾡ前がごの向 の放民 

登を計賞す るの戻pる. ごちら の方法でも最終粘采は百じである ・ 

すなゆち. ごの期ﾡのﾡ初と最後の貸書の差A杯さMﾡ置あるいは柏 

死ピよる消失から校ﾡ量を加九たものはざのﾡ去のﾡ向ゆおける 

の林地の現実の試長亜Pﾡレい・

○年さたは20年後において固定燥傘地の故録はいろいつほ定畑試 

度の予測方法を科/的 日比較し、公< レ て林常枝徇君灰 梅耒の成稷噓 、 

子測する ため 現在 の 林か P適用するお法を 択 あるハ は修正 する°ヒ 缶 

可能ピする- 函定ﾡ準地の林分ピ正ﾡ立太産で各く、いついつ風立本風 

のものが合まてい る2ヒは正常立不度株分の到ﾡヒ可様試ﾡ量子劇0 
一方法ヒ して亜囲であ石. 2o=っ のﾡ法はﾡ長ﾡが直接府ﾡで 政付さ 

のさゝ 測ﾡさ ・ ごのちめ長盤調書で じ愛な樹骨と伏浜混の計ﾡ0 
翌がなくなるヒい利点がある. ﾡ標準比地の会杯太が金ﾡ符でﾡ老 

or・ さらﾡのﾡ民の融治を遊ける様注資してペンで印?け 

らたﾡらざ試ﾡ楽のﾡば0. 生ﾡの減区- 向1伐0効果・ 生長ヒ樹品0 
肉杯 相対的ﾡ部成長. ﾡﾡをしている才確のﾡ対的生浜登ピ?いての 

あらゆる向ﾡを解次でさる・

繰し調査法がﾡﾡち場合. /2○メ の 調査はﾡ実上-つの西定求準

でめる。直径分市がス トリンフまﾡはスロット 久ら友る裸本から得ら 

nとほらざ、次のa査でえのﾡ本ヒ戸じ林地が母島測らI る員合ヒのみ 

ﾡﾡ対比を行っCヒがでさる。円形はちはお形燥地の中べベ=回日 

のﾡの ﾡのし?かり と標誠っゅらてい る最合ピは. 2の業と語定 

り革地口は大さな相度甘試い・ した衣って、アメリ0場合には (/)謎 

ィ の 師nお よ び *返 し型定余り部ﾡヒならないよ之十 今小 面ﾡ のいろ

ろなﾡ2度の代表的標輩地の式あるいさ( 林分表全体にたる林 

地名贏初の 貝盛ヒ 比較し得お所爱の希摩上まで ボらす2となささ る. 大

本の林地の全面的調書を同じ測定撃位・ 同げ産物、底根茶・ 上部商 

ア 同一水積表をﾡ2 <*返すとよ o ﾡ往の記録。 既大の利益を炭

c る. 極の利用 おび買○ﾡ生産ﾡを色むﾡった条件と二回目の姉 

s 請』させる幌があは全求ﾡの修正を行っ2と次でさる ・

3係のある 株地でﾡ際ピ画去 Pお い て 発全 しセ2ヒを 基臓ヒ してハる 

x合在除いて ・ 森返しが査法は実政ﾡは直径Xの型ﾡピなる番測右法く 

ニク,asと 前)ヒﾡじものである・ 2nは樽素の増加をヨ測するため 

の 後屈 の 用去 力 摟礎と し て役立つすさない. 2の法で行Oるのは

方木を使2 <司一林地上の林みの=ク0ﾡL た推定値を水める2と

であろ"

成様予型測の基成は林分表が得らﾡより広く 今布し と基ﾡ標本を除( 

標準地入らのものよ り爆たものはない. 将未の政ﾡ番ﾡ林分のボﾡ 

o林令・ 大ささ、貸杯ﾡはって直ぐ前のﾡ店の岐種ﾡよ 0ッ< する 

シ少なくするQヒも、あるいは一致させるつともでさる。
" の ようは孤由でﾡ返し西ﾡ法は本泰ネ太きどはな林の一部の直径 

行の度、し たがっ 乙ごのﾡ果ヒ し て の本積の 変火の任往の記ﾡにすざ 

ア 画去の口の試長ﾡを椎測するものである. 大ささ殺ﾡ基いて不 

後のﾡ令林ピおける将寒のぶ長受予測ヒ2れを底甲レ た合には型去 

の長田を抜暇す 乙 か2し比牧する つヒPよ り将の 直径を尺 し さよ
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クとするﾡ区の試みにもとすく力法よ 0構ﾡはめる。向成 あぷ い底採技 

の行わぬてい 乙森林のエーカー 当 ○横電つい ての包録を稿み部Aて 

行<2とよ り・ 将可ﾡ点区種では一ﾡはつさのと分ってくる. ﾡ去の 

皮長整 だ ゆな 将条 o 自径分布お は び依ﾡ型子 測Pお ける特別 a 試み の速 

ﾡとﾡるのであるから. 経ﾡピ基いて、戻ﾡさﾡる才法の加何左向ル 

将Oﾡを一層正確伝もの ピづける○ヒがでさろ. 課属 レ 国&法 で 

試長ﾡ を調査するﾡ合、ﾡ4地は〜2 エーカﾡとし、曲 の 困発標造比E 
同じﾡ彦ご血径測ﾡを レﾡけ ﾡら互い2の場合計算はﾡ径報部に 

行と2ヒべでさ、林木に番号区つける愛はない.

直径ボ涙の市1融はは、労る辛での 林太ﾡ長ﾡ論するだけ ごはﾡけない.

2は番量. 直ﾡﾡ係で堀去と将示の成長は所じであるとﾡ足 してお0、 

衣はﾡ去のﾡ長盛だけち不 している・ ー方 奥廉の 倒去 の 成袂 量ヒ地カト

叫さた将本の成長量を区ﾡし、 才=の量を表す守優とレてオ 

もの だけをﾡク2ヒ上 o ・ 麻長量左ﾡべるﾡのの商当点ﾡ法左2a 
監べ2と次でさろ- 自r公法則が成長を支配しており、数ぎだけでは*o 
ﾡ票はコン トロールさMﾡい- mのfれで成長番する授し童雲な自ﾡ 

的西3ピついて論じた。は長番ﾡは林業ﾡ術者とつて経湾分野の 7, 

とﾡ じ< 車ﾡてあり、ヨ m ごの合ヒ ○0て対し< 十分おる速所：… 

愛とする・ 2nは来人PまかすCとはでさaい.

ユと7 標地の○目的

PwPeoc ポ おa"P&P。t
ﾡ地は土塚や語出面の よ ろa境ピ注ﾡして ・ ー定の科ぜ的* 

の基準でﾡ準地上のﾡ生を全Y型ﾡ出素る たののど<小面ﾡの林地 

である・ 林業では 標地は持に林木ヒ肉係があ0. 依富ではﾡるﾡr 
とﾡ係がある. 標地ﾡ唯一回測らる場合ヒは. 議表の請製の場合 

と同林み数の林令. 地位の翼○たﾡﾡ地を比ﾡするαとピよ0ざの百 

的水達成をれ石 くユク 報 > .

ごの概地を格来ﾡない ―ヒボ魔女でお肌ばきのね・は核りに示 : 

ておくだけでよい. ・定標準地は. 成長たは枯死ピはる林木の官ﾡ命 

生ﾡ的空化ﾡ顔べるためピ誤けらたものである. ごは才ﾡの性ﾡ1 
ボ積ﾡ長量との肉係いろいろな向代法およぐごの及合の効采、米. 

代杯ﾡ新方法・いろいろな地林方法、興新の結ﾡおよα山火の恩限

ーー

或 ほ、す 入 入 双の影響. 林京 技条*本反正福植の変化、 土爆状賃のﾡ化 

ごあり、ﾡすろに、人類に最も役立っいと目的の己め森林を改良する 

2り人ﾡ自 身0利益ヒなる方向ピご の性格を理解しﾡ御レな 

内 gら ほ0自公および人想の前的P o もとらさたあらゆる雄 

化でめる・

米産地の 測ﾡﾡがﾡ独調書ずは森林調査ヒzつてい る=? の在愛な面 

はオーeﾡWるﾡ及の基準であり、 オ=ピ係さIるもの ○性格であ 

ろ. 商経刑値は/〜2ロクラスピ枯約する代のK2/町革位 くﾡ高て 

注起 て叫らWるゝメーさる・ﾡ話は呪ﾡ位で記録さる: ・ﾡ標 

ﾡ地で繰レ行のた副定ﾡを同じ用糸の空ﾡに書さ込のるは っe し 

乙ある永<保存さWる通当起様式で認ﾡが式さる ・ 森林のﾡ火を加べ 

ﾡ合画定環ﾡ地は一時的a環地比鞍し て大さなス尺を持ってい る.

ある ・

函表のがﾡおさ将の変に? いて補定べなさるけWビ・ いずも 

いまい、かっ不歴実さものぞある- 自の量程が量去のﾡ玉な変え、 

灵 ; さは< べさセのであ o. 断点形路入ら植定する以 Pは量

の丁央を一諾と着べつける2とはでさない. 小径のお不- すﾡpち 

»すろか被圧さ ちもの 口大郡お 山核 であり、2〜・年以内枯Wて 

:なみ - ごの一部が太や岩ﾡのはよう反ﾡいたﾡ所ピ正き2ているﾡ合 

え除 て4へ。 年の中ピは欧形も a<a○て レきら・ 本本ﾡ総、 長 

新・ 地表短生. 茶不伝株・ 土次の変火が系城的に記録さ比救さ 

ろ. 緑运 し行なわれた梅健な変則値をもとずいて楣べ る2とベできない 

スざ0. ﾡ妥な支配町を華索は見落さゅ、課○た結ﾡが下さる.

グ2z 送本ヒ酬区走

CAccc2 and Lecao
順地は森林ﾡ替者の当面するあらゆる古選の解告でさな(・ ビ

" 理 細将七枝负輯の 費•用ボグカ ネ 久、、 Co=と大ささを比鉄的N
-< ァロト当りの ﾡ用をﾡずる2と で ﾡ合せさせる。固ﾡ標準地 

送状と位ﾡ単定は顔べは らヒする向題の 備的研究みは最初では a<
限 数の段尚ごある・ ンぞないと宝ﾡ台支記的因予を評個 レご2なうC 
とり多年の努カベ価4のな(ものになってしきら. 予店的ピﾡで 

ゅるのは. ごの段ばすﾡ響午決めAば互らないﾡ本的な西子を把源する
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たの. 文い十 分な所究をﾡ深 ヒして 一ﾡ的☆役測な らでさるだけﾡ中 

的さ所究を行っ2ヒであろ-

茱就を、て て正べらる向ﾡのない複尽入ら、ﾡ地の択は=っの 

八則、すなPち庁み互因子の分高およα対比する 2ヒを合んでいる.刷 

えばﾡ殊合向題ヒいうのは前代をﾡしする林分の林令. 大ささ 枝 ノ 

べさ向伎の凄合およαぜﾡ. 巨町ﾡは生産ﾡピついてのしのである。○ 

のためPは正立木ﾡ林介だけ水ﾡ当である. 22ご学んビヒは疎忘 

林分に血用でさろ・ レなレ、試長型ヒつ)てはﾡ小立木度林分介内にもﾡ 

ﾡ地じ塁である。対は色々な2理の結寒を測る銃であ り. 2o2と 

は対条禄確地<cん.c&/A&*) を設ける°と2より&さIる. 久みるﾡ準 

地は2ﾡの行。 ち標と地にできるだけ似台ものであ り、芝の臨ぐ立< 

とﾡら ・ 処理さた標準地ビ惑響する西予衣ﾡくても旅ﾡするも o 
< Eけ nばaらちい. 対象標ﾡ地 は処理さ とﾡ地特P商へ の 符pm 
た禄産地をに- ○0対寸ﾡ標準地を設ける2ごがすすのらる程望裂は 

のである。

所ﾡ土たは欠揮さ るﾡ衣一様であろ2とは腰しﾡ実な正確は粘環 

をきえるので. -の通当昼数の処理標準区α対象概準地の対をﾡけ 

るの 夫分な大ささ の林地はち* サ< ﾡ付けるCとはでさない ・*一 

西査区の試ﾡにﾡ盗の林地を ﾡのる°とはごを早く設置する2と o 
協み口ﾡﾡさある. 標準地はいかAもﾡ値のある結ﾡを生み出すが、ﾡ 

格において全くﾡ対の2としある-

盤さnて ・ えば 一理きのをのは3然力の而も0妥当な解価ヒ基 

久ぜならす らは人ﾡはつて話ﾡさる. 一つのﾡヒレて

&y &2Pa のﾡ新ケ法の /○年ヒゆ左る試ﾡは後分百の給票を全 じた.

巧し左自的方逃ではﾡﾡ地でﾡ公ﾡ生レした火来の結ﾡヒ し てﾡu、 

.だ. 処理さる本準地はでさるだけ不処理の林地の影容を之けない , 

のである必要受あろ- 向べの財合Pは2のちめ概準地の問の PHに処ﾡ 

の話ビ°さたﾡ富用の常系c2。o2な。2ノze ) が堅である。希*の 

ビネの理ﾡ地分らの有ﾡ点影. 陰影, 本系数走べ測定さhる位置 

すﾡゆ ち画ﾡ準地ピ影響を民ぼ2ヒのできなハよら十ロ しのて 

あ2じﾡがある・ 商べの最合ピは者通25吹次水ﾡ当である。2wt&wo 

お色ﾡ点ﾡ cPzowmtPPotLicaac ) を抑制するには・4 理のげでもﾡ

- /一
系守ﾡにはﾡ分でたい ・

ﾡ卒地試ﾡのとめ の植生の早用定看の意映はﾡき点付け加えるべさ林 

ﾡの欠ス如 • きたはすぞヒ標準地ﾡ設ウらMと帯点を母調登ぶる°ヒの 

司ﾡピべ り可ﾡさ修正を愛ヒす る抑制力法R含まWてい るお法 ・ 林地 

両者を長用不能にする2ヒにあろ・ 試ﾡは定石ヒおり始めら、条用ヒ 

然るが. 一万新レいﾡ規および出ﾡ( または*の畑府正確左坂測だけを 

行った) ALの研究典肉あるいはﾡくは正 し い結論到達する・ 速当にﾡ 

ﾡ レ 姿化を修正する2ヒは林産物の生産ヒRばす自然の代用あよび総ﾡ 

さ た亜ﾡ因子の結駅を登的・ 科学前P次のるための固足ﾡ準地の認録 

ってﾡ適当なものではふい・

採ﾡ地部宜の長ﾡﾡ/愛する普用はと桁の数なするべ 戸一林 

地で 足町正歴な都測を行ら方法は あらゆる林業校内倉ビﾡな て o 
a • 確実込○注趣深く奥行レ、同じ標識点で客さちﾡ率号員おさべ画 

足標* 也の 記録で細定され る な ら ば、林業枝為ﾡは土地所右者はその

&中で林ﾡ物の市ﾡ民べ経区右去に20て確契日理ﾡをもつ実欧町な並 

林送店なる.

ﾡ在あ る標準地の相速や名ﾡにおけるﾡ火 を幌川するﾡ力次有伴友 

休業経営者を町なる行氏自から区烈させるものである・ 2のよった人々 

eよ 0 不々の森林の将索の 生産才は支記さる・ ・定ﾡﾡ地入ら倉預レ 

料るﾡ果を知るM愛なﾡ度は予ﾡさﾡと基本原理でも2て出楽し 2o 
冷題の正 し い2とを立証するため努力する2とである・ ・芝らととも

社ﾡを行い. まちでれらに烈技し目ハだめ自然力の眞の傾向を感める 

eめ 正商ﾡ研倉ヒは基本的はとであるが、その仕率の科学的分ﾡ 

てを甲らみゆするかりり、"っまくない結果。を発表しないため、ま 

たは匸寺HV2次显ゐ だめ O否力 を相 11、またﾡってさた・ 自公はの 

旅用 を整 し だ 。カム フラーシ'コ ピたりはせす: 基ﾡ町寧実を奨えたりか 

ﾡしEりするﾡ査考の努力を粉ﾡして しまうであろろ。

22? 大きさお』a個数

Si4c 2nd umtez
ﾡ準の大ささは評査の行口わる林分の林太の大ささ. ﾡ令 

: ○て突る・ 大面ﾡ標ﾡ地の副定と比ﾡして小面ﾡ橋4地の刑定はﾡ則 

のﾡ易であるので、標準地の何数は迷の声係ヒある2とが委い. 単-
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ﾡ準地で点さた測あるいはたど一細の対条細合せの比ﾡは目の発K 
義程を示すと考えらふいので・ ﾡ計的方法は標準地の繰Rレe最レカ 

をそ >いでいろ。

あるﾡ票衣達つた景革地て烈度も表わる場合ヒ. は じ めて*の結票 

はﾡ味の あるものに尽る- ﾡ要昼ﾡ準地のﾡ故片純十前に決ﾡでさるが 

同じは う 百野の調査での経験または向ﾡのﾡﾡ地てのﾡ去の経験さ 

りごのガさの受化ピつ。 てのき干の子備知ﾡがﾡMる. 小面積魚準地 

口標ﾡﾡ内の-様性と両ﾡ型定次き考てあり. した衣2てごのR役衣し 

易いヒい之長所水あるなユ地庶件のﾡな差ﾡを諾大ピ示す- 2n ; 
大面積環準地を候っCしヒ 0主ﾡさ采庭西をシまく 平均レ 点け 

ならa ) ﾡ Arちと.と0平右水ﾡ雄地をﾡけるﾡ合ﾡる単位マ ある 

標準地はの 百師につ て/〜 /o。 のi2-accc ま で 大ささを表 る. 

興ﾡ用の摂ﾡ地*地表ﾡ生の研究のための設けら nお燥準地はﾡか ma- 
2C2 時片 4m2-c2o のつ2そもある。 2れ2ﾡして 株季 P お,: k
の才ﾡ杯才ﾡをべ ろめY試 らﾡﾡ地は , ノエーカー (/p 

イ&-2<<イ2e>, 特な場合片今エー クー,ピト/クエニーカーのにもある。

ﾡ準地の援定

E2ム46.cnot / 卢2/
• - 時的ほﾡ地は土地所有形ﾡに無ﾡ係とﾡける2ヒ 衣できる. 

西定現準地はﾡ系の巨師に共ﾡした確矢る変の所育為のものでほけWは 

aらない・ ピシご伝(ごMT育者はごのﾡﾡの中に衣ﾡ,ある t 
今大のよっ お田白 日行自につ てほと んビ向立いな< *求互*2な?て 

しま之であつう・ﾡ準地さ会有 まをは 公共 の株林内 P 授 らnるのが R 
もﾡい。調査を行っている様ﾡ衣の土地を所有 しているﾡ合最ﾡのﾡ 

家衣得ら る ・

形の画た爆準地は2す2 ヒのてさﾡい柱。さ ささ鉄製パイでロ 

際をはっさ(と不しておかば伝らない。 サべ ての画定環準地の位置日 

地上にﾡさた町顧ヒ同林P. の施京をな林地区上示 しておかAは 
ならない ・ そうでなければ星久曲かﾡ金計町を< 知ら はい人々に 

4 ○て取ﾡかる伐木求はおうお う年の た っ 内ピ20ペ地の砕 V. 
左伏孫して しさっ- ﾡ準地は俊年の同設わび型地資料のﾡ条を考み 

2するため形. でさは正さ形である- 境用駆の状績は2の仕単:；"： 

めの大縮尺の ﾡ図示 以既があ o、ﾡﾡの状ﾡおよα距督も 若干の

ー ー

注測量用岡 たは他の標識R過 て示さる ・

ﾡ準地はえ素一時的のものヒ寿えらる2とズ号い が 再調査水非常 

価値のある 2 とベ証さ たのではっミりヒﾡがっけらそ の位函が 

め らWている。

一時的 函足的を向はすすべ てのﾡ形ﾡ準地のﾡﾡはﾡﾡの外側のる 

林太左利民する2とにより上きく印付ける2と水でさる ・ 剤医2所はﾡ 

京ピ面しており. 水平の寒クレヨンのﾡさ印べ付けらる。2のは永 

ﾡしごの得跡は永久ヒ残る・ ニとは可の法は・ 白ベンキﾡ準ﾡの 

内劇の虎京沼の全休木を印付ける°とである ・

摂では をエーカーの大ささの号炎の円形画定ﾡ求地を設けるか法

いついろ はi本だ、求◆樹座の 林分京長型 ヒ は翌左デー タ を にﾡ 

料がる般ヒしてら ごつてえらだ- 二の号合ﾡ準地中N 
4 キピペンキを塗るか柱を打って永ス部ピ印付けはる。 sエーカー 

P 4 此のﾡ径日つフ 訳天で ﾡ京の太は J べて ざの樹替の =今の 一以メニ

採産地内ヒあるか 久塩決める己め テーフで測つて定めらる- ﾡ小

C木座林分の京長ピ商するゲークのﾡ要性- 2の方法の堀対的ピ度< 字

2Y のが高まるつてその広画ゆたる利用衣約束さWてい 

る. 標ﾡ地はごの問設足 円測べでさるよら一定の方向,一の孫 

z 根けらていろ・

ララ 林木の確認環

・ddoっな ドicatcou f 7z.o
分定のdbﾡく通ﾡ <=> 以工の画ﾡﾡﾡ地のポ木は一連の番号

ょ?ごﾡ記さる. 2の番考は樹炭上ピペンキてﾡかるが. 2のた

樹区衣平に利るならbた 公X少するﾡがある. したな2 
と番ﾡは2の高さり交分上または下e? ける扱水ある. 良氏の ペ 

r べﾡ裂であ り. 春毛は 5毎に受新し ほばﾡらない ・ﾡ本地水 

引ﾡ取り株くよっなﾡ行の危険のﾡい所では、 会風性の符、出求ば 

円,フロット毎に一皇の番号次つけら、 ノノゲージ・2%討長さの ・ 

胴税のﾡでﾡ高のme ヒの2けらる・ 地上公ら距ﾡにﾡﾡの位宮は理 

刑がえので行えるはらとﾡまたはベンキの尽で ネス 町P印し付けらM 
る 成長のい木ではﾡはﾡして し まうので創ﾡさ付の金ﾡで5密 

C扱さとつてちをミぬばならない・ トやヒ 282aAzナのよ
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之Fガ良の平滑甘樹ﾡでは番引を之っのヒゴへ印水ﾡえる ・ ゴム師はコ 

"快うため否さ約2の寸 / A 時すの数き水つけてある. ・定凝A地の 

ス本番号 ﾡ付けるため=三の ヨーロッパのﾡ々で片の ○ﾡ印形水 

もクらﾡてい る.

-定の期向の 戻新をべ 2ために設けらおﾡﾡ地では各基樹は鈴の 

まり夜のる< レばつで細いﾡ報て稚樹に取/付けら己金風府で 手 

<戸一のものヒL て取扱みめる・ 内吾のおざhのほいヒﾡる処〜 

は ﾡ翌符をﾡさ?け=人い報の爆密べ確ﾡのﾡの土感ヒ交さてら n 
る ﾡﾡ商の所究は小形の画丁用のﾡが疾る。ﾡ準地上の林木す 

べて 番琴をつゅるCとがい つでもじﾡであるとはかざらない. 正常 

不度か分の 向べぶﾡさ はもヒもヒ利呼でき圧い茶E殺に入る林木の 大部 

分ド・ 不向依の球分. 適当に向べさた本分(強通さない)のい寸 

行い こも枯み してしまうであっう- 2nら の本木は神つけらハ 及U A 
ミれらのほ用・西系京係. どﾡら杯分に民頃すあらゆる彩番を族める 

ちめ別元の管に りた殺別のﾡ全な衣をる図衣ある. おの下のな率 

ﾡの っに水分の 株裕おべ上木の マッの広でを ﾡﾡする下木べ京表 

得るはうなﾡ色には特に2ク<となめ愛ごある。2の彩電は依株まさ 

大入Pさ? て • 才会黒準地のな英樹をﾡ断的に 除去する2と P り 環戸 

てさる・

272 ﾡ木の測定

Me22dz&. mtt f Tz2&A
< と以二の全林木d.b.たがﾡ和別に記銀さWる ・ ﾡ5のつけ

E不成の/時ﾡ位で. ・号の?ウてをい木成る町ﾡで記へさる. ・ 

賃名受ま左は鈴尽ベ候ゆWる. 剤為を停えば、単木の速统測足值度比べ 

的鹿 である 公ﾡみなべ 正の教送品含み"すい ・ 輸天 で はﾡ々の迷台 

か方り不さいな 全体としてﾡ革地に対してはﾡﾡさWる・ 反復測定に 

は鉄時で もﾡめにﾡ?たのヒ司 じ 形 の岳具 を候 め ねば互 ら ない. 林木国 

優努太: 半優勢木 中点太 破圧太のう☆書吐ﾡに分けらる,請会 

ごじﾡﾡら林令は詰令を部べ る 2 ヒピェ ○神足 し 乙試長雄で決め ら 

る く2 ヲ年).

樹髙の 測定は各 林本の データ Eって次の いすス水蛍はWる. す ム 

のち、実全旨科的記録べﾡさWるな。 ﾡ径対ﾡ高曲求星るの口ﾡす。

--だS- 
本数だけをﾡ定するかである。しし、ビんを照合 でも 標準地通E 別々 

の曲ﾡ衣愛である。=ク以Fの標直地の曲球ズー致すば、一本○点 

成曲ﾡ五引くこと水でさ、樹高測定ﾡのﾡ不増すといと利益次ある・ 2 
nは前むつて仮するCヒぼでさない。 環準地当の o～ 20本の樹高 

水長へﾡじ号である・

小形太のﾡ高はﾡ位の巨盛の してあるホールでうまく副測らhる- 直 

総パー ル型のものではヨ20まで有効である。 ボー ル を点えば. 依業は 

政かっ比較的字< す左 ・ 測高恐が高い樹高ヒ対計し て 武 蓮笈埸合た は. 

五径測たの記係ヒ 番ﾡ打ちのほかピ2人の補助耳が受で. 会太を測定 

テ乙ﾡする時向は直径を記係し番毛符をっに妻する時ﾡの三へよ倍 

であ0、 2がためﾡ曲Xで代 の 左させる2と※強く ﾡめ らnる.

樹下高は樹ﾡ上で 生求の 公のﾡ生体の付け服まで測らRほら及い. 

樹高が測らている場合ヒは. ちは2ヒレ た慶測ﾡをっけ加える2ヒヒ 

」りすくヒでさる・ 全林木の記録よ 0サンフリンクさ 十うで あ o、全店 

は版 商径にた2て 原準地当り25本の樹部を測ばえ分てある. 

客木の樹高次順価次P巨じ尽から測らn点いかざり . 本の傾ヒさり生ずる 

み推は成民置の記係にﾡ奇を生ぜしめるが、 全体ビ し てﾡ地では°の 

談ﾡは畑般さ、 さのを2みしいﾡ水は不愛にaる・ , 

27ョ ﾡ係対資源表

cとoじin。 ラAccオ。イ8722Sowzc27Ta&Co
探準地ヒつ い て 連年: 町刑定公ら得らでデータ はﾡ盤にセ 

求さ. 特孫右調査声して資源表らハる。資源表は特定の 直径以 

E o全木に2い てら川る し、 試たﾡ定の幽径なら三訳までの遮生、樹 

ﾡがヨロ至るさぞ の 下 福植生 ヒ 0() てもペらる. お定の血径以上 o 
R0資源表では、ﾡﾡ、 または団独叶単位のd.b.ん ﾡ単位の樹な 

ア •ド耳 •樹过影 樹恐殺 勘幹形 立地件、ﾡ為の次ピのﾡに記 

入さる。 • .

中貫木・ 不お α ﾡ新雅樹を色在下ﾡに高 するデー 9は書通 

材ﾡ、量・ 頻産Kつ0て表衣らる-

録報の更本を前貢示す ・ の表は番琴がつけらhた何々の本とっ 

い :4っの埋総した記ﾡべ出素る様否つておの. 次のﾡ良べ樹不級 

の旅Hの研究の基脳となってい る。



自然現系ポﾡﾡ、未木枚株・ 土長係件っいてのﾡ報は普量載さ 

る・ 研ﾡっては研究室で○科ぎ的分ﾡのため、ざのﾡめのﾡ本衣ﾡ 

ﾡ地で取らる2とものる・ -定期商土旗を直ﾡ分ﾡすは何々の標雄 

地の株において生ずる安水示さるて あろう。

22火 標準地ピする函

資沢衣に記ﾡさデー ピ加えて いろいろ集めらセデー 左 グ 

ラフで 森すためいついつﾡﾡ類の図が径ピ立つ. 現地ご図ﾡる月 

合にd方取称衣ﾡる。

図 の締尺は図P表ゆ込う ヒ ホるデー タピよつ て古ﾡ囲ヒ 変2ている.

し たがっ て叔準地ゆ対すつ番考付の太の分布ﾡﾡわすは. とと吹がo 
ﾡ寸相当するﾡ尺の区ズ音通ﾡ る。

2n2反I て原盗営下ﾡﾡ生をmi2-4Cu ヒっいて図ﾡ表わす還合 

ヒはと.ムUボ/。 討に相当 するﾡ尺は決 して大さすざ甘U い.

図Eは22"一報的形. すち平面区と※出面区がある。平面区台 

主ヒし て標準地上おゆろ林木の位図のよら茶面株木の位置, 名 ま 

の柏恐の位ﾡを表ゆすの戻う .

標準地の製図は自甲に分する○方向ﾡ標準地を横切っ て く天丈；. 

※を張2て2をNさ試話位に分サWH非落ピﾡ利である。ﾡ地地上の 

者愛付の木を区ピ表わすﾡ合、フオドラー トの大ささは林木のさ令大、 

さで座ろな、 そはらとの倍数でなけビ占らﾡい, 正ﾡ形な老分と 

小さい時には・ 方ﾡ茶上の林木の位ﾡは. 目測またはW目ﾡのして力る 

ボールをﾡい. 2hをクオ ドラー ト上で互に迫ﾡおく2と PO足め 

るCとができる- .

※断面区「片ﾡﾡ面の森林ﾡ生をグラフ的に表 し たもので、樹社 単 

太の樹恐、 ハ 静がﾡは株社の 高さ っ<番量 :4o ま たは := ハ 
の絶尺で衣さる. 二のうな図は樹別の位ﾡ.樹号形. あるいは協 

幹の形、長さ、粒置. ﾡりを示す. Cn&た侵の連ﾡ的様相をす.

標洋地を次々 -ﾡの高ﾡで図ピ表す 2とピのいつい つﾡ可予の 

々の安化次ブラ フ町ド示さる.

ﾡ恐は ゆっゆ/れ番人 衣盤 の年 て樹社の 端の 下ﾡ示し 樹解な ら ス 水立っ 

ている殻までの 距高を久る2とピよ りらは< 製図さる.


